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米ThinkFree.comから、Microsoft Office
と互換性を持ったWebベースのオフィススイート
「ThinkFree Office」（以下TF Office）がリリ
ースされた。Write（ワープロ）、Calc（表計算）、
Show（プレゼンテーション）、Mail（電子メー
ル）の機能を持っていて、それぞれMSの、
Word、Excel、PowerPoint、Outlook
Expressとルック＆フィールを合わせたものにな
っている。TF OfficeはJavaでプログラムされて
いて、現在のところWindows版以外のUNIX版、
Linux版、MacOS版は開発中である。
TF Officeを使うには、同社のWebサイトにア

クセスする（http://www.thinkfree.ne.jp/）。
あらかじめ無料で入手したIDとパスワードを入力
してログインすると、プログラム自体をWebから
ダウンロードして実行するため、インストールと
いう作業は必要ない。
まずエクスプローラのようなファイル管理プロ

グラムがロードされる。文書ファイルをダブルク
リックするか、左側のメニューからアプリケーシ
ョンを選ぶかすると、また必要なプログラムをダ
ウンロードしてくる仕組みだ。
最初にIDとパスワードを登録すると20Mバイ

ト分のレンタルスペースがもらえる。データファ
イルもローカルのPCではなく、インターネット上
に預けておくことができるのである。
ところで、ThinkFree.comは無料で配布する

ソフトウェアから、どうやって利益を得ようとし
ているのだろうか。TF Officeを使う人は、必ず
ThinkFree.comのWebサイトを訪れなければな
らない。ということはYahoo!のようなポータル
サイトとして成立する。とりあえずはユーザーを
増やすことが肝心だ。
この仕組みを利用すれば、もう個人用のソフト

は不要になるかもしれない。

MS Officeと互換性のある
無料のOfficeツール登場！
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テクノグラフィーは、米Evans ＆ Sutherland社
製のLinux専用Open GLグラフィックスアクセラ
レータカード、「E＆S Lightning 1200LX」（以下
1200LX）の発売を開始した。1200LXは、E＆S
社初のLinux対応製品で、Linux上でWindows NT
やほかのUNIXと同等のOpen GL環境が得られる
としている。対応ディストリビューションは、
Red Hat Linux 6.1（日本語版）。

アクセラレータチップに、 E ＆ S 社 の
REALimage 1200を採用し、330万ポリゴン／秒、

330万ベクトル／秒の3D描画性能がある。また、
15Mバイトの3DRAM（フレーム＆ローカルバッフ
ァ用）と16MバイトのCDRAM（テクスチャ用）
のメモリを搭載し、70万ピクセル／秒でテクスチ
ャマッピングが行える。

動作確認されているソフトは、Side Effect
softwareの 「 Houdini 4.0」 、 Engineering
animation Incの「World ToolKit 9.0」で、今後各
社の3D系アプリケーションへの対応を行っていく
という。

Hardware

Linux専用3Dグラフィックスカード
「E＆S Lightning 1200LX」

発売日 2000年2月21日

URL http://www.tgi.co.jp/

発売 テクノグラフィー株式会社
TEL 03-5468-2414
価格 9万9000円

ソフトボートは、米V Communications社が開発
したマルチOSブートローダ「システムコマンダー
2000」（以下SC2000）を4月7日から販売する。価
格は、1万4800円だが、初回ロットの2万本はキャ
ンペーン価格で1万2800円。
OSウィザード機能により、PCに新しいOSをイ

ンストールするために必要な作業をすべて自動化で
きる。また以前のバージョンではFATのみに対応し

ていたパーティションサイズの変更が、NTFS、
Linux ext2、Linuxスワップでも可能になり、パーテ
ィション操作の自由度が増した。
BackStepウィザードにより、SC2000で行ったパ

ーティション操作を元に戻すことができるようにな
った。
LinuxのLILOのインストールでは、MBRと

Superblockの両方に対応する。

Software

マルチOSブートローダ
「システムコマンダー2000」

発売日 2000年4月7日

URL http://www.softboat.co.jp/

発売 株式会社ソフトボート
TEL 03-3256-4712
価格 1万4800円

ロジカルイフェクトは、Linuxを用いたインター
ネット専用PC、「Web COM」の販売を3月1日か
ら開始した。価格は4万9700円から。

チップセットには、ビデオ機能を統合した
SiS620を用いている。また、ネットワークカード
を標準で搭載しており、家庭内の2台め以降のPC
として、またはLAN環境のあるオフィスでの、メ
ールおよびWebブラウズ用途を想定している。

OSには、Vine Linux 1.1を採用している。標準
ではCD-ROMドライブを搭載していないため、購
入後に操作ミスなどが原因で、起動できなくなる
といったようなトラブルには、有償の再インストー
ルで対応する。
CPUにCeleron 466MHz、64Mバイトのメモリ、

4.3Gバイトのハードディスクを搭載したモデルが4
万9700円。

Hardware

Linux搭載のインターネットPC
「Web COM」

発売日 2000年3月1日

URL http://www.logicaleffect.com/

発売 ロジカルイフェクト株式会社
TEL 03-5822-3322
価格 4万9700円～

News Express

メディアビジョンは、マルチOSブートローダ
「VirtualPartition」を3月30日から発売する。価格
は、1万800円。
独自開発のBootWare機能により、1台のPCに複

数の異なるOSをインストールし、共存させること
ができる。また、1つのパーティションに複数の
OSをインストールすることも可能。
IDE、SCSI、USB接続のハードディスクに対応

している。30Gバイト以上のハードディスクでも利
用できる。
ハードディスクのデータを保持したまま、パーテ

ィションの作成、削除、変更、移動の処理を行え
る。またFAT、NTFS4.0、Linuxスワップ、Linux
ext2などのファイルシステムに対応し、FAT16／
FAT32間や、FAT／NTFS間などのファイルシステ
ム変換もサポートしている。

Software

マルチOSブートローダ
「VirtualPartition」

発売日 2000年3月30日

URL http://www.mvi.co.jp/

発売 株式会社メディアビジョン
TEL
価格 1万800円
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データ変換研究所は、MS Wordなど、Windows用のア
プリケーションの文書ファイルからテキストデータを抽
出するプログラム「デ変研DocCat」の販売を2月20日か
ら開始した。
Linux、FreeBSD、NetBSD版があり、価格はいずれも

4600円。またサーバライセンスは、16万8000円。Linux
版は、TurboLinux 4.2、LASER5 Linux 6.0、Red Hat Linux
5.2、Vine Linux 1.1、Debian GNU/Linux、Caldera OpenLinux
2.3、Slackware 3.5、Plamo Linux 1.4、Kondara MNU/Linux

と多くのディストリビューションに対応している。
テキストの抽出が可能なWindows用のアプリケーショ

ンは、Word（95～2000）、Excel（95～2000）、
PowerPoint（97～2000）、一太郎（9、10）、OASYS（6、
7）、Lotus Word Pro。出力コードは、EUC、SJIS、JIS、
UTF-8、UCS-2から選択できる（デフォルトはEUC）。
データ変換研究所では、同社の製品「デ変研TEXT」

の購入者には、「デ変研DocCat」のライセンスを無料で
提供するとしている。

Software

テキストデータ抽出プログラム
「デ変研DocCat」

発売日 2000年2月20日

URL http://www.dehenken.co.jp/

発売 有限会社データ変換研究所
TEL 075-958-1114
価格 4600円（1ユーザーライセンス）

富士通は、「GRANPOWER5000オールインワン
タイプ Linuxサービスバンドルモデル」（以下
GP5000）を1月31日に発売した。出荷は3月上旬
を予定している。価格は、Celeron 466MHz、
128MバイトのECC機能付きメモリ（最大768Mバ
イト）、13GバイトのUltraDMA/33対応ハードディ
スク（最大72.8Gバイト）を搭載したモデルが36
万円。同じ構成で、Pentium III 700MHzを採用し
たモデルは58万円。

GP5000は、同社のエントリー向けPCサーバ
「 GRANPOWER5000 ES200」 に、 米 Caldera
Sys tems社のLinuxディストリビューション
「OpenLinux eServer 2.3 日本語版」をバンドルし、
1年間有効のサポートサービス（20件まで）とイン
ストール代行サービスを加えたもの。サポート範囲
は、インストール時のトラブルシューティングから、
RAID構築に関する質問、実運用時のトラブルに関
する質問などまでを含む。

Hardware

Linuxをバンドルしたサーバ
「GRANPOWER5000 オールインワンタイプLinuxサービスバンドルモデル」

発売日 2000年1月31日

URL http://www.fujitsu.co.jp/hypertext/granpower/gp5/linuxtype/linuxtype.html

発売 富士通株式会社
TEL 03-3216-7976
価格 36万円～

インプライズは、リレーショナルデータベース管
理システム（RDBMS）のLinux対応版「InterBase
5.6 for Linux」を3月2日に発売した。対応するディ
ストリビューションは、「Red Hat Linux 6.1 日本語
版」と「LASER5 Linux 6.0」。なお同時に、
Windows対応版「InterBase 5.6 for Windows 95
and Windows NT」も発売された。
価格は、どちらも4万9800円で、1サーバライセ

ンスと1クライアントライセンス（4セッションま

で接続可能）が付いている。
今回のバージョンは、Linux版とWindows版の間

で、データベースの互換性を実現し、ファイルを
転送するだけで、両プラットフォームでの相互運
用を実現できるのが特徴だ。
またJava 2対応のJDBCドライバ「InterClient

1.51」を装備し、 Java 2対応の開発ツール
「JBuilder」などとの親和性を向上させている。

Software

リレーショナルデータベース管理システム
「InterBase 5.6」

発売日 2000年3月2日

URL http://www.inprise.co.jp/interbase/

発売 インプライズ株式会社
TEL 05-5350-9380
価格 4万9800円

日商エレクトロニクスは、米Maxtor社製のネッ
トワークストレージアプライアンス「MaxAttach」
の出荷を1月28日から開始した。ストレージアプラ
イアンスとは、ファイルサーバ機能に特化したPC
のこと。
価格は、記憶容量18Gバイトのモデルが18万

9000円、36Gバイトが29万円、72Gバイトが44万

5000円。
LANに接続し、管理用PCからセットアップする

ことで、10分以内にファイルサーバを構築すること
が可能としている。ユーザーライセンスは無制限で、
接続数に制限はない。
同社は全モデル合計で初年度1万台の出荷を見込

んでいる。

Hardware

ネットワークストレージアプライアンス
「MaxAttach」

発売日 2000年1月28日

URL http://www.tradepia.or.jp/nesol/

発売 日商エレクトロニクス株式会社
TEL 03-3544-8235
価格 18万9000円～



Linux magazine April  200028

ABIT、同社製マザーボードのための
「Gentus Linux」を発表

2000年2月22日

ABIT Computerは2月21日、同社のマ

ザーボードに特徴的な機能 ――特に、

ATA/66コントローラのサポート――を強

化したディストリビューション「Gentus」

を発表した。

Red Hat Linuxをベースにパッチをあ

て、ABITマザーボード向けのツールを追

加したもののようだ。

最 大 の 利 点 は 、 H i g h P o i n t

TechnologiesのATA/66コントローラのサ

ポートだ。ABITのマザーボードにはこの

コントローラが実装されており、最大8台

までのIDEドライブを接続することができ

る。しかし安定版のLinuxカーネルは、こ

れをサポートするパッチがあたっていない

ために、ATA/66ドライブにLinuxをイン

ストールするためには、ATA/33モードで

ドライブをつながなければ、インストール

できなかった。Gentusにはすでにパッチ

があたっていて、直接ATA/66にインスト

ールできるという。

ABIT Computer

（http://www.abit.com.tw/）

米Eazel、「次世代のユーザー
インターフェイス」をLinuxに

2000年2月22日

米Appleと米America Onlineの元在籍

者が、使いやすいLinuxを提供するために、

新たな会社を設立した。

新会社名は「Eazel」。CEOは、Mike

Boich。彼は、米Appleの元在籍者で、初

期Macintoshのプロジェクトに関わってい

た。同社に彼のほかにも、初代Macintosh

の開発メンバーで、システムソフトウェア

の多くを開発したAndy Hertzfeldや、米

America OnlineのSenior Vice Presidentだ

った、Mike Homerなどが在籍している。

同社では、Linuxに「次世代のユーザー

インターフェイス」をもたらすとしており、

現在、GNOMEの環境をベースに、

「Nautilus」と呼ばれるファイルマネージ

ャを開発している。現在同社のWebペー

ジからは、あまり情報は得られないが、

「Nautilus」 の開発更新情報を見ることが

可能。

また、同社が開発したソフトウェアの

ライセンスを、GPLとすることを表明し

ている。

米Eazel（http://www.eazel.com/）

Red HatがItanium用GNUProコンパイ
ラをリリース

2000年2月17日

米Red Hatは2月16日、IA-64用のコン

パイラを含む開発ツール「GNUPro tools

for IA-64」をリリースした。

GNUProは、gccなどのGNUツールを

拡張した製品で、先日Red Hatに買収さ

れた米Cygnus Solutionsが開発を行って

いる。

コンパイラとは、人間が読める形式の

ソースコードを、CPUが実行できる形式

に翻訳するソフトウェア。今年後半に登

場する「Itanium」から始まるCPUアーキ

テクチャ「IA-64」では、コンパイラが作

成するコードの品質が性能を非常に大き

く左右するという。

IA-64に対するLinuxカーネルの移植も

着実に進んでおり、Linux関連企業が参加

し て い る Trillian Projectは 2月 2日 、

Linux/IA-64のソースコードをリリースし

ている。

Red Hat Software

（http://www.redhat.com/）

Inprise、「InterBase 6」のサポー
トを行う新会社を設立

2000年2月17日

米Inpriseは、2月14日、オープンソー

スとなる「InterBase 6」をサポートする

新会社「InterBase」の設立を発表した。

新会社の設立は、同社のリレーショナ

ルデータベース管理システム（RDBMS）

の新バージョンである「InterBase 6」を

オープンソースとする、1月3日の発表を

受けたもの。

InterBaseの経営陣として、社長にAnn

Harrison氏、セールス・マーケティング

担当副社長にPaul Beach氏が就任、

「InterBase」の初代アーキテクトのJim

Starkey氏がソフトウェア・アーキテクチ

ャの技術アドバイザーとなる。

「 InterBase 6」のソースコードは

「 MOZILLA PUBLIC LICENSE Version

1.1（以下、MPL 1.1）」に準拠した形で

2000年半ば頃にオープンソース化される

予定。

「MPL 1.1」は、オープンソースの

Webブラウザ「Mozilla」で採用されたオ

ープンソースライセンス。

米Inprise（http://www.inprise.com/）

米Scriptics、「Tcl/Tk 8.3」
をリリース

2000年2月15日

米Scripticsは、「Tcl/Tk 8.3」をリリー

スした。

「Tcl（ The Command Language）」

は、オープンソースのスクリプト言語。

開発当初は、各種ソフトウェアに搭載さ

れているマクロ言語を統一することを目

的としていたが、現在では、TclとTkの組

み合わせによる簡易GUIプログラミング環

境として利用されることが多い。たとえ

ば、X F r e e 8 6 の設定ツールである

「XF86Setup」は、「Tcl/Tk」を利用して

いる。「Tcl/Tk」は、Ver. 8.0から国際化

対応がなされているが、日本語の取り扱

いに問題があり、日本語に対応したLinux

ディストリビューションの多くは、8.0.x

に日本語パッチを適用したものを使用し

ている。

「Tk（Tool Kit）」は、Tclから利用され

るGUIを構築するためのライブラリとなる

ツールキット。このウィンドウ環境に

「Perl」や「Ruby」などとのインターフェ

イスを実装した「Perl/Tk」、「Ruby/Tk」

なども開発されている。

米Scripticsは、「Tcl/Tk」開発者である

John Ousterhout博士が、「Tcl/Tk」をサ

ポートするために設立されたソフトウェ

アベンダー。

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express
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Tcl/TKは、さまざまなプラットフォー

ムに対応しており、

Windows 95／98／NT 4.0

Solaris 2.5／2.6／7

HP-UX 10.20

Linux（Red Hat Linux 5.0以上／SuSE

Linux 6.0以上）

SGI IRIX 6.3以上

などをサポートしている。

「Tcl/Tk 8.2」からの主な変更点は、・

X Window System上でのホイールマウス

のサポート

・コンパイルされる環境の自動認識の強化

・グラフィック描画のスピードアップ

・検索機能の強化

・バグフィックス

などとなっている。

米Scriptics

（http://www.scriptics.com/）

レーザーファイブとドットネット
が、Linux教育分野で提携

2000年2月10日

レーザーファイブとドットネットは、

Linux教育分野で提携した。この提携によ

り、ドットネットが東京・お茶の水で4月

21日に開校する、ネットワーク技術者養

成スクール「.net（ドットネット）」にお

いて、Linuxコースを開講する。同スクー

ルでは、レーザーファイブの「LASER5

Linux」を教材として採用する。カリキュ

ラムは両社で検討し、セミナーなどには

レーザーファイブからも社員を講師とし

て派遣する予定だという。

Linuxコースには、3カ月間の入門者向

けコース「Linux入門コース」や、6カ月

間の管理者向けコース「ネットワーク基

礎管理コース」などが用意されている。

このほか、ネットワーク技術者を養成

するための総合的なコース「ネットワー

ク総合本科コース（1年間）」などが用意

される。ネットワーク総合本科コースに

は、インターネットテレビ電話でリアル

タイムに授業を行う「通信科」もある。

通信科は5月開講。

入学金と授業料を合わせた費用は、

Linux入門コースの25万円から。

ニュースリリース

（http://www.laser5.co.jp/press/000210.txt）

.net（ドットネット）

（http://www.kabusikigaisha.net/）

米Microsoft、UNIX互換環境「Micro
soft Interix 2.2」をリリース

2000年2月8日

米Microsoftは、「Microsoft Interix 2.2」

をリリースした。

「Microsoft Interix 2.2」は、Windows

上のUNIX互換環境で、同製品の特徴とし

ては、

・IEEE準拠POSIXサブシステム

・Windowsデスクトップに統合

・300以上のユーティリティ（Shell環境

やX Window SystemのRuntimeを含む）

・バッチ処理可能なリモート管理ツール

・ソースコードの書き換えなしでUNIXア

プリケーションをコンパイル可能

・UNIXのAPIとWin32APIを同時に使用

可能

などが挙げられ、WindowsとUNIXの相互

運用性を向上させられる。

価格は99.95ドル。以前のバージョンの

登録ユーザーは、3月1日より、以下のダ

ウンロードサイトから無料でアップデー

ト可能。

「Interix」は、Microsoftが1999年9月

に買収した米Softway Systemsの製品で

「Interix」となる前は「OpenNT」と呼ば

れていた。

また、Microsoftは以前、「Windows

Services for UNIX」によってPOSIXサブ

システムを提供していたが、米Softway

Systems買収により「Microsoft Interix」

に置き換えられた。類似の製品として、

現在まだベータ版ではあるが、米Red Hat

に買収された米Cygnusの「Cygwin」が

ある。

Microsoft（http://www.microsoft.com/）

ダウンロードサイト

（http://www.microsoft.com/windows/sfu/）

カナダCorelと米Inpriseが合併

2000年2月8日

WindowsやLinux用の開発ツールをリリ

ースしている米Inpriseと、Corel LINUX

OSやWordPerfect Office 2000などで知ら

れるカナダのCorelが、合併することで最

終合意した。社名は「Corel」となる。

Linux、Windowsそのほかのプラットフォ

ーム上のアプリケーションやサービスを提

供していくという。

CorelのCEOであるMichael Cowpland

氏がCEOとなり、InpriseのCEOである

Dale Fuller氏が取締役会長となる。取締

役会には、Corel側から4人、Inprise側か

ら2人が参加する。

これで、コンシューマーからエンター

プライズまで、そしてWindowsからLinux

まで、すべてをカバーする企業が出現し

たことになる。同社の報道資料を見る限

り、今回の合併でもっとも重要な位置を

占めているのがLinuxだ。同社では、

「Linux Powerhouse」として活躍してい

くという。

Corelは将来的に、インターネットアク

セスのためのインフラや、オフィス製品、

エンタープライズのための開発者向けソリ

ューションを提供し、WindowsからLinux

への移行を促進する先頭に立つかまえだ。

米Inprise

（http://www.inprise.com/）

カナダCorel

（http://www.corel.com/）



Linux/IA-64（Itanium）のパッチが
公開

2000年2月7日

LinuxをIntelの64ビットプロセッサアー

キテクチャ「IA-64」に移植するTrillianプ

ロジェクトは2月2日、Linux/IA-64のソー

スコードを初公開した。パッチのサイズ

は、展開後で約1.6Mバイト。

TrillianプロジェクトにはVA Linux

Systems、 Red Hat、 SuSE、 Caldera

Systems、TurboLinuxなどのLinux企業お

よ び CERN、 Hewlett Packard、 IBM、

Intel、SGIなどが参加している。

公開されたソースコード

（http://www.kernel.org/pub/linux/kernel/p

orts/ia64/）

Corel、「Corel WordPerfect Office
2000 for Linux」を正式発表

2000年2月4日

米New Yorkで開催中の「LinuxWorld

Conference＆Expo」において、Corelは

「WordPerfect Office 2000 for Linux」を

正式に発表した。

「WordPerfect Office 2000 for Linux」

には、Standard版とDeluxe版があり、北

米での発売は春から。Standard版に含ま

れるアプリケーションは、

「WordPerfect 9」（ワードプロセッサ）

「Quattro Pro 9」（表計算）

「Corel Presentations 9」（プレゼンテー

ション）

「Corel CENTRAL 9」（PIM）

となっている。Deluxe版ではさらに、

「Paradox 9」（リレーショナルデータベース）

テクニカルサポート

「entertainment pack」（「Railroad Tycoon

- Limited Edition」や、米Lokiのゲームの

体験版など）

などが含まれる。また、これらのアプリケ

ーションは、Windows版「WordPerfect

Office 2000」のデータと互換性があると

いう。価格は、Standard版が109ドル、

Deluxe版が159ドル。

また、同社は「OpenSource.Corel.com」

というWebサイトの開設も発表した。同

Webサイトでは、同社のオープンソース

での開発の詳細情報や、ソースコードの

ダ ウ ン ロ ー ド が で き る と い う 。

「WordPerfect Office 2000 for Linux」の

新しいリリースについての情報も同Web

サイトで得られるという。

Corel （http://linux.corel.com/）

Linux のビジネス活用を促進する
団体「Linux Solution」が設立

2000年2月1日

アークワークス、システムデザイン研

究所、ネットエージェント、ボニー電子

技研の4社は1月31日、業務システム構築

におけるLinuxの活用を推進する任意団体

「Linux Solution」を設立した。Linux

Solutionは、同団体のWebサイトを通じ

て、Linuxを使ったシステムの提案や事例

などの情報提供を行っていく。

Linux Solutionが予定している活動内容

は次のとおり。

・企業における情報戦略の中での Linux

の普及啓蒙活動、システムの提案活動

・Linuxを活用した情報システムに積極的

なサポート企業、個人の情報公開

・より現実的なシステム構築に則した技

術情報の公開

・Windowsほかの異種混在環境下での具

体的活用法の公開

・協賛各社と連携しての、全国各地にお

けるセミナーの開催

設立理由は、（Linuxの利用が）「まだま

だネットワークや RDBMS のインフラの

ごく一部に留まったままであり」、「Linux

によるビジネス市場の拡大には企業の業

務により則した形でのLinuxの活用方法の

提案、セキュリティを向上させていくた

めの具体的ノウハウ、サポート企業のリ

ストアップなどの情報整理が必要と考え」

たためだという。

Linux Solutionは、自身を企業に対して

中立的な団体と位置づけている。そのた

め、誰でも情報を登録・閲覧でき、当面

の間は会員資格の制限や会費の徴収は、

特に行わない。

Linux Solution

（http://www.linuxsolution.org/）

Webブラウザ「Mozilla」α版
リリース

2000年1月28日

ソースコードの公開以来、長らく待ち

望まれていた「Mozilla」のα版がリリー

スされた。製品版でない現在のバージョ

ンナンバーは、Milestoneと呼ばれ、今回

リリースされたのはMilestoneの13番目に

あたる「Mozilla Milestone 13（以下

Mozilla M13）」。

現在、サポートされているOSは、

Win32

MacOS 8.5

Linux

OpenVMS

FreeBSD

である、Linux版は、glibc 2.1.xが必須。

バイナリのファイルサイズは、それぞれ、

i386: 5.6Mバイト

PPC: 7.6Mバイト

SPARC: 8Mバイト

となっている。また、ソースコードは、す

べてのプラットフォーム共通で、ファイル

サイズは20.9Mバイトある。

今回の「Mozilla M13」Linux版では、フ

ォント印刷などをバグフィックスしている

が、まだまだバグは多く存在するという。

The Mozilla Organization

（http://www.mozilla.org/）
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Distribution
デジタルファクトリジャパンは、「Kondara MNU/Linux 1.1」

（以下Kondara 1.1）を4月1日より発売開始すると発表した。価

格は7800円。Kondara MNU/Linux 1.0の登録ユーザー向けのア

ップグレード版は、4800円。学生ユーザー向けのアカデミック

パックは、5200円。

Kondara 1.1は、世界で初めてシングルバイナリで日本語／英

語両環境に対応したLinuxディストリビューションだ。また、デ

スクトップ環境や使用する言語を容易に選択できる「sdr」など、

Kondara 1.1独自の機能を多数備えている。

カーネルは2.2.14、Cライブラリはglibc 2.1.3など最新のコン

ポーネントを採用する予定。今までの電子メール、FAXによるサ

ポートに加え、新たに電話サポートも開始す

る。また、Kondara 1.0ではサポートの対象外

だったAlphaマシンに対しても、90日3件まで

のインストールサポートを行うとしている。

デジタルファクトリジャパン

（http://www.digitalfactory.co.jp/）

Kondara Project（http://www.kondara.org/）

Distribution
Kondara MNU/Linux 1.1、4月1日発売

ターボリナックスジャパンは、同社のTurboLinux Serverをベ

ースにした、クラスタリングサーバ「TurboCluster Server 4.0J」

（以下TCS4.0J）を発売した。価格は、2ノード版が12万8000

円、ノード数無制限版が24万8000円。

TCS4.0Jは、Webサーバやメールサーバをはじめとした、ビ

ジネス向けのサービスをクラスタリング処理するための製品だ。

クラスター構成に組み入れられた各サーバ（クラスタノード）

を、Cluster Manager（以下CM）と呼ばれる管理サーバが監視

し、各ノードの異常を検出すると、そのノードを切り離して他

のノードに肩代わりさせる。また、リクエストを負荷の低いノ

ードに振り分ける「ロードバランシング」も可能。

サポートは、インストールおよび

TCS4.0Jの設定バックアップまでで、

電話、Webサイト、電子メールによる、

サポートが90日間3件まで日本語で受

けられる。

ターボリナックスジャパン

（http://www.turbolinux.co.jp/）

ビジネス用クラスタリングシステムTurboCluster Server 4.0J発売

ネオナジーは、eBusiness用サーバに特化した「Caldera

OpenLinux eServer 2.3 日本語版」（以下eServer 2.3）を3月10

日に発売する。標準価格は、2万9800円。

eServer 2.3には、ファイル／プリントサーバ、ネットワーク

サーバ、VAR用カスタムサーバなど、いくつかの典型的なサー

バ形式が、あらかじめ設定されており、インストール、設定、

管理が簡単にできるようになっている。

Webブラウザベースの管理ツール「Webmin（日本語対応）」

を採用しており、Webブラウザがあればサーバ設置場所以外か

らでも管理が可能。

商用アプリケーションとして、IBM WebSphere Application

Server Standard Edition V2.03 for Linux（90日間トライアル版）、

IBM VisualAge for Java for Linux（製品版）、Fontface4550 R

Symon ［さいもん］バージョン1.2（製

品版）が付属している。

サポートは、30日、5件までのインス

トールサポートが電話と電子メールで受

けられる。また、Caldera社のナレッジ

ベースWebサポートデータベースが、イ

ンターネット上で常時利用可能。

ネオナジー（http://www.openlinux.ne.jp/）

OpenLinux 2.3 eServer日本語版、3月10日発売

米LinuxPPCは、同社のLinuxディストリビューション

「LinuxPPC 2000」を2月28日に出荷すると発表した。価格は、

CD-ROMセットが20USドル、ボックスセットが49USドル。

LinuxPPC 2000は、PowerMacintoshなどのPowerPC搭載マ

シンに対応したディストリビューションで、MacOSを利用せず

にブート可能になった。以前のバージョンでは、BootXという

MacOS上のプログラムを利用して、起動していた。

LinuxPPC上でMacOSを動かすことのできるGPLのフリーソフ

トウェアである、Mac-on-Linuxを採用している。エミュレーシ

ョンではなく、ネイティブに動作するため、実用的な速度で動

作するという。

日本国内では、3月下旬にアミュレットから、LinuxPPC 2000

日本語版として4800円で発売が予定されている。

米LinuxPPC（http://linuxppc.com/）

アミュレット（http://www.amulet.co.jp/ppclinux/）

LinuxPPC 2000、2月28日出荷
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文・写真：宮原 徹
Text : Toru Miyahara

Linux専門のイベント、LinuxWorld Conference &
EXPO（以下、LinuxWorld）が2月1日～2月4日の5日間に
わたって開催された。
3回目となる今回は、前回、前々回までの開催地であったSan

Joseから東海岸に舞台を移し、New Yorkでの開催となった。
昨年のLinux界では、Red HatやVA Linux Systemsといっ
た大手ベンダーのIPO（株式公開）が、従来のコミュニティベー
スからビジネスへの傾斜の現れとしてとらえられているだけに、こ
の経済の中心地、New Yorkでの開催もかなり象徴的なこととい
えよう。
実際、開催地という形式的なことだけでなく、LinuxWorldの

いたるところでそういった流れを感じさせる内容であった。このあ
たりを踏まえながら、今回のLinuxWorldの様子をレポートする。

Linux専門のイベント、LinuxWorld Conference &
EXPO（以下、LinuxWorld）が2月1日～2月4日の5日間に
わたって開催された。
3回目となる今回は、前回、前々回までの開催地であったSan

Joseから東海岸に舞台を移し、New Yorkでの開催となった。
昨年のLinux界では、Red HatやVA Linux Systemsといっ
た大手ベンダーのIPO（株式公開）が、従来のコミュニティベー
スからビジネスへの傾斜の現れとしてとらえられているだけに、こ
の経済の中心地、New Yorkでの開催もかなり象徴的なこととい
えよう。
実際、開催地という形式的なことだけでなく、LinuxWorldの

いたるところでそういった流れを感じさせる内容であった。このあ
たりを踏まえながら、今回のLinuxWorldの様子をレポートする。



Linuxのオリジナル開発者であり、

現在も開発の中心にいるLinus氏が多

くの人の前で話すのは、今のところ

LinuxWorldしかない。そのため、会

場には3000人以上の聴衆が押しかけ会

場は満員の大盛況であった。これだけ

の人を集められるのは、ほかにはBill

Gates氏、Steve Jobs氏ぐらいしかい

ないという、主催者のIDG社社長

Chary Gleco氏の弁もあながち大げさ

とはいえないだろう。昨年の開催では

夕刻から始まるパターンだったのだが、

今回はビジネス、特にウォール街や最

近東海岸で伸びつつある「シリコンア

レイ」と呼ばれるIT関係ビジネス関係

者などを意識したのか、初日（前日に

チュートリアルがあるため、本当は2日

目なのだが、展示会なども2日目から

始まるので実質的には初日）の9時半

からの講演開始となった。

期待を持って臨んだ基調講演だった

が、残念ながら今回の講演では特筆す

べきことはほとんど話されなかった。

ただ、8月に行われた前回の講演では

「12月にはリリース」としていたLinux

kernel 2.4は、LinuxWorldが終わって

からリリース準備に入ると述べ、Linux

kernel 2.4のリリースが間近であること

を表明した。しかし、詳細については

後述するが、この新カーネルのリリー

スの遅れが今回の展示やそのほかに及

ぼした影響は大きかったと思う。

Linus氏は、いつものごとくいくつか

の聴衆からの質問に答えたあと、これ

また恒例になっている「IDG/Linus

Torvalds Community Award」の表

彰に入った。今回は、X Window

Systemのフリーな移植を行っている

XFree86 Projectが受賞し、賞金の

$25,000を受け取った。

2日目はVA Linux Systemの社長、

Larry Augustin氏の基調講演で幕を

開けた。同社は株式のIPOを行い、公

開初日の株価上げ幅でNASDAQの記

録を更新するなど、Linuxビジネスの

トップランナーと目されているだけに、

その動向が注目されている。Linus氏

の基調講演には及ばないものの、1500

名以上の聴衆を前にVA Linuxの行っ

ている活動などを紹介した。

最初にIntelを含めた数社で進めてい

るLinuxのIA-64（Intelの64ビットア

ーキテクチャCPU）への対応について

の進捗状況を明らかにした。IA-64の

CPUは、今年の中ごろに最初の製品で

あるItanium（コード名はMerced）が

出荷される予定であるだけに、各OSベ

ンダーともその対応競争が繰り広げら

れているところである。デモンストレ

ーションでは、従来のようなIA-64のソ

フトウェアエミュレーションではなく、

実際のIA-64 CPUを使ったマシン上で

3DのXアプリケーションなどの動作を

見せていた。

また、同社が開発したオープンソー

ス開発支援サイト「SourceForge」が

紹介された。SourceForgeは、従来ば

らばらになっていた掲示板やメーリン

グリストなどのコミュニケーション手

段やCVS（Control Version System）

のようなソースコード履歴管理システ

ムをすべてWebをインターフェイスと

した統合したシステムとしてコミュニ

ティに提供するというものである。

最後に、同社がSlashdotやFresh

meatといったコミュニティの情報交換

サイトを運営するAndover.netを買収

したことが発表された。IPOで得た膨

大な経営資金の行き先は、企業価値を

増大させようとするM&Aや、ユーザ

ーやコミュニティへの還元を指向する

支援活動などが考えられるが、今回の

Andover.netの買収は後者を目指した

ものと説明した。今後の同社の動きで

この買収の持つ意味がはっきりするだ

ろう。

Linux magazineApril 1999 33

LinuxWorld Conference & EXPO in N.Y.

基調講演

Linus Torvalds

Larry Augustin



今回の展示会場を見て回って、いく

つか新しい傾向があることに気づいた。

ここでは、私の分析を交えながらレポ

ートしてみよう。

■ディストリビューションは飽和状態

昨年のLinuxビジネスの主役は、

Linuxディストリビューションであっ

たといえる。しかし、今回の展示会場

ではこの状況がほぼ飽和状態に達して

いた感があった。出展していたディス

トリビューションベンダーは、ざっと

挙げただけでも10以上はある。

Linux kernel 2.4のリリースが遅れ

ているため、どのディストリビューシ

ョンもkernel 2.2.11～13あたりを組み

込んでおり、それぞれに目立って大き

な違いが感じられるわけではない。市

場的には「踊り場」という感じで、今

年は「差別化」が焦点になるだろう。

方向性としては、ビジネス・ハイエ

ンドユースを目指す組と、コンシュー

マー・ローエンドを目指す組に分かれ

つつあるといえる。そんな中にあって、

イメージカラーをイエローに統一し、

クラスタリングなどのハイエンド向け

を指 向 し始 めた展 示 をしていた

TurboLinuxのブースが印象に残った。

ローエンドでは、Corel LINUXの完成

度が高いといわれているが、展示会場

内の即売ブースを見る限りでは、

Linux Mandrakeのほうが売り手、買

い手ともに関心が高かったようだ。
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展示会場

勢ぞろいしたディストリビューションのブース（上段左
から右へ）

Red Hat、 Corel、 TurboLinux、 Conectiva、 SuSE、
Caldera、Stormix、Mandrakeなど、相変わらずにぎや
かな感じだ。
これ以外にも、Slackware、Debian GNU/Linuxなど

も出展していた。



■落ち着きつつあるハードウェア

数が多すぎて混乱状態にあるディス

トリビューションベンダーに対して、

ハードウェアベンダーのほうは、数は

多くてもそれほど戸惑いは感じなかっ

た。これは、ハードウェアベンダー各

社が、Linuxをすでに選択肢の1つとし

て普通にとらえて対応してきているた

めで、受け手の側もそれぞれのベンダ

ーの従来の戦略の延長上にLinux戦略

をとらえられるからであろう。IBMや

COMPAQ、DELLのように、他の商

用UNIXやWindows NTなども手掛け

る総合ハードウェアベンダーがまさに

それで、Linuxのハードウェア周りは、

よい意味で安定期に入ったといえるか

もしれない。

一方、VA LinuxやSGIといったベ

ンダーはまさにLinux一色という感じ

で、VA Linuxなどは入り口正面とい

う一等地に大きくブースを出して存在

感をアピールしていた。ただし、同社

は企業向け、ハイエンド向けなどのソ

リューションに乏しく、ブースに足を

止めていってくれる人も少なかったよ

うだ。このあたりのスケーラブルなビ

ジネスに対応できていないところが同

社の弱点であろうか？

■立ち上がりつつある組み込み系ビジネス

組み込み系ベンダーの出展は、昨年

までは「なんでもやります。だから仕

事ください」というような受託開発中

心のものが多かったのに対して、今年

はLINEO社の「Embedix」を始めと

して、使用できるハードウェアも明確

になってきている。

たとえば、タッチパネルと連動して

キオスク端末が作れるといったように、

きちんとパッケージ化されたものが多

く目立ってきた。これだけで、Linux

の組み込み用途を想定したビジネスが

立ち上がったと判断するには早計かも
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■LPI

Linuxの技術者検定試験の標準をまとめている団体「Linux Professional
Institute」のブース。日本でも準拠した検定試験の実施が計画されている。

■Transmeta

Linus Torvalds氏が在籍していることで有名なTransmetaの新型CPU「Crusoe」
の紹介。

■SGI

ローエンドソリューションをWindows NTからLinuxにシフトし勝負するSGI。
IRIXでの技術をLinuxに投入しつつあるが、今後はどのあたりを差別化要因にし
ていくのか注目される。

■Sun Microsystems

Java2のLinux版リリースでコミュニティとの軋轢を生んでしまったためかどうか
は不明だが、Java関係はちょっと控え目。会場内の至るところで見かけたのが
昨年同社が買収した「StarOffice」（商標の関係で、国内ではSunOfficeとなるら
しいが）のトライアル版CD-ROM。何枚作ったんでしょう？



しれないが、Linuxのコア開発者であ

るLinus氏自身がTransmeta社で

mobile Linuxを開発していることなど

も市場に好材料と判断されて、今後

徐々に浸透していくのではないかと思

われる。

■待たれる最新カーネル

Linux kernel 2.4のリリースの遅れ

の影響もあってか、今回のLinux

Worldには特に目新しいトピックはな

かった。そういう意味では、前回、

前々回のLinuxWorldと比較すると、

やや盛り上がりに欠けるような感じが

したのは否めない。

しかし、出展数は着実に増えつつあ

り、その内容も回を追うごとにまとま

ってきている。そういう意味では、

Linuxが、昨年のめまぐるしい動きか

ら一息ついて、じっくりと市場形成に

注力できる安定期に入ったともいえる

のかもしれない。これに最新カーネル

のリリースが加われば、一段と弾みが

つくはずで、期待は大きい。

ただ、本格的なLinux市場の形成に

は新しいコンセプトのビジネスモデル

が必須となるはずなのだが、Red Hat

やVA Linuxといった、Linuxビジネ

スのトップを走っている企業も、未だ

に新しいビジネスモデルを築けずにい

るのも事実だ。

年率25%ともいわれるLinuxの成長

が、今後どこに向かっていくのかは、

離陸したばかりの今年が1つの分岐点

となることは間違いないだろう。今年8

月に、再びSan Joseで開催される

LinuxWorldで、その行き先を確認で

きるはずだ。
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■IBM

Linuxをソリューション戦略の中心に据えるIBM。しかし、注目のLotus Notesの
Linux版は見当たらず。どうしちゃったんでしょう？

■+One Station

会場で見かけたMaxSpeedの面白い新商品「+One Station」。この箱とマシンに
セットしたPCIカードをケーブルで接続すると、マシンとの入出力が2系統にな
り1台のマシンを2人で同時に使えるようになるという優れもの。

■VMware

Linux上で仮想マシンを動かす、お馴染みVMwareもVer2.0がお目見え。旧バー
ジョンよりもパフォーマンスが向上するようです。でも、日本での販売は未定と
のこと。早く国内版も出してほしいですね。

■SourceForge＆Andover.net

VA Linux Systemが開発したオープンソー
スコミュニティ向け環境「SourceForge」
は、同社のブースできっちりデモンストレ
ーションを（左）。一方、同社に買収され
た「Andover.net」のブースでは床に座り
込んでメールを見るでもなし、話をするで
もなし、というGeekやNerdの集まりが
（右下）。好対照の両者がLinuxの現状を表
しているような…。



過去2回、San Joseで開催された

LinuxWorldを見に行って、日本と米

国とのLinux環境の違いや温度差みた

いなものを感じてはいたのだが、それ

はあくまでも傍観者という視点からの

もので、今ひとつ実感に欠けるものだ

った。それなら今回のLinuxWorldで

は、情報提供側となる出展社として参

加することができないかと考えた。幸

い、IDGジャパンの協力と4社2団体の

賛同を得て実現することができた。

さて、現代の咸臨丸として上陸を果

たした、JAPAN Linux Pavillionの様

子についてもレポートしていこう。

■日本ユニシス

http://www.unisys.co.jp/

日本ユニシスは、クロスプラットホ

ームを実現したオブジェクト指向開発

ツール「TIPPLER for Linux」と、

Webから利用できるナレッジマネジメ

ントツール「WebWorker for Linux」

の2製品を展示した。「TIPPLER for

Linux」は、業務向けの開発ツールの

出展が少なかったため、関心を集めて

いたようだ。また、一方の「Web

Worker for Linux」も、米国ではASP

（Application Service Provider）のよ

うにWebベースの業務アプリケーショ

ンの普及が見込まれているらしく、注

目が集まっていた。

■アクアリウムコンピューター

http://www.aqua-computer.com/

マイクロインターネットサーバ

「blue grass」および「white neon」

を出展。オフィスが広い米国でも、小

さいマシンはカッコよく見えるようで、

注目の的となっていた。また、米国と

いえでも、誰もが高速なネットワーク

を利用して、ホスティングサービスや

らASPを利用しているわけではなく、

コンパクトタイプのサーバの需要は多

いことなど、貴重な声を聞くことがで

きた。

■ホライズン・デジタル・エンタープライズ

http://www.hde.co.jp/

Webを利用して簡単にLinuxを管理

できる「HDE Linux Controller」を

出展。今回の展示のために用意した

1000枚のトライアル版CD-ROMが飛ぶ

ように次から次へと来場者の手に。

UNIX、Linuxの管理ができる技術者

が豊富にいるわけではないという状況

は、米国でも日本でも同じようである。

■日本リヌックス協会

http://jla.linux.or.jp/

日本での活動紹介、および4月に行

われるLinux Conference 2000の案内

を行った。米国の場合、国土が広い関

係もあって、大都市にはユーザーグル

ープが存在するが、それ以外の地方で

は、いろいろなテーマに基づいて活動

するグループが点在しているという感

じらしい。そういう意味では、コミュ

ニティ形成のための地理的要因が日本

とはかなり異なるため、来場者の興味

を引いたようである。

■Linux Internationalisation Initative

（LI18NUX）

http://www.li18nux.org/

Linuxの国際化プロジェクトに関す

る出展を行った。アジアから遠い東海

岸という場所にも関わらず、アジアか

らの参加者は思った以上に多かった。

これまでは日本語化が大きな関心事だ

ったが、これからは国際化にもっと関

心を寄せるべきだろう。そして日本国

内だけでなく、アジア、そして世界を

視野に入れながらのさまざまな活動が

必要なのではないだろうか？
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LinuxWorld Conference & EXPO in N.Y.

JAPAN Linux Pavillion
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ぷらっとホーム株式会社から、8台

までのPCを1セットのコンソールから

コントロールできる、PC切り替え器

「PShare 8」が発売された。定価は11

万円、同社のインターネットショッ

プ「ぷらっとオンライン」では9万

9800円で購入できる。

;;

;;ディスプレイだけでなく

;;キーボード、マウスも1個でOK！

個人でも会社でもLinuxを使うよう

になって、Linux専用機とWindowsマ

シンの2台のPCを同時に使い分けてい

る人は結構多いと思う。

ディスプレイ自体にBNCコネクタ

とD-SUBコネクタの2つの入力がある

ものを使用したり、ディスプレイ切

り替え器を利用している人もいるだ

ろう。その場合、画面は切り替わっ

ているのに、見えていないほうのPC

のキーボードやマウスを間違えて操

作してしまうこともよくある話だ。

PShare 8を使えば、ディスプレイ

と同時にキーボード、マウスも切り

替わるので間違える心配はない。も

うPCごとに別のキーボードやマウス

をつないでおく必要もないので、PC

の周りがすっきりと片づく。

設置は簡単で、まずキーボード、マ

ウス、ディスプレイを本体背面（写真

2）の一番右側のコンソールポートに

つなぐ。次に専用ケーブル（別売、1

セット定価5000円）を使用して各PC

と接続すれば終了である。PCのマウ

スポートからの電源を利用するため、

外部電源は不要となっている。

使い方だが、本体前面のスイッチ

パネル部の右側にある1～8のスイッ

チを押すことで、それぞれのPCに切

り替えることができるほか、キーボ

ード操作（ホットキー）によっても

切り替えが可能である。

ひとつのキーボード、マウス、ディスプレイで8台までのPCをコントロール可能

PShare 8
ツールバーが付いて日本語変換機能が使いやすくなった

VJE-Delta Ver.3.0 for Linux/BSD

38

40

複数のPCを使っていると、それぞれのキーボードやマウスが場所を取って邪魔なものである。デ
ィスプレイ切り替え器を使ってひとつのモニタで済ませている人もいるだろうが、PShare 8を使え
ば、キーボード、マウス、ディスプレイを同時に切り替え可能だ。

PShare 8

ひとつのキーボード、マウス、ディスプレイで8台までのPCをコントロール可能

製品名 PShare 8
価格 11万円
問い合わせ先 ぷらっとホーム株式会社

TEL 03-3251-7611
http://www.plathome.co.jp/

ディスプレイだけでなく
キーボード、マウスも1個でOK！
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ホットキーは3種類用意されていて、

CtrlとAltとShiftの3つのキーを同時に

押す、Ctrlキーを連続して押す、Scroll

Lockキーを連続して押すのどれかを実

行すると、ホットキーモードになる。

ホットキーモードで数字キーを押す

と、番号に応じたPCに画面が切り替

わり、EnterキーでそのPCを選択する。

ESCキーを押せばホットキーモードか

ら抜け、切り替え前のPCに戻る。

アプリケーションによっては、ホッ

トキーによって使えないキー入力が起

こる可能性がある。その場合には、本

体裏面にあるディップスイッチで3種

類のホットキーを、それぞれ有効／無

効に設定できるようになっている。

また、オートスキャン機能も持っ

ていて、一定時間ごとに起動してい

るPCを順番に切り替えて表示するこ

とが可能だ。全部のPCを一定間隔で

モニターするといった用途に使える。

;;

;;カスケード接続で

;;最大64台までのPCに対応

写真1のように、本体は高さが

42mmと非常に薄く、横幅も19インチ

ラックに合わせたサイズとなってい

る。専用のラックマウントホルダー

を使用すれば1Uサイズのスペースに

収納できる。そのため、ISPなどで1

台のラックに複数のサーバを搭載し

ている場合に最適である。

PShare 8は1台で8台のPCを切り替

えることができるが、それぞれのポ

ートからさらに別のPShare 8をカス

ケードに接続することで、8ポート×

8ポート＝64台までのPCを接続する

ことが可能だ。

内部回路には、専用の制御用マイ

コン（MPU）を使用していて、それ

ぞれのPCごとの状態を記憶している

ため、キーコードモードやNum Lock、

Caps Lock、Scroll Lock、マウスの状

態などは、選択したPCごとに切り替

え前の最後の状態に戻るようになっ

ている。

また、ディスプレイは最大1600×

1200ドット、帯域幅200MHzまでサポ

ートされているので、高解像度表示に

も十分使える実力があるといえよう。

;;

;;個人向けの2ポート製品がほしい

;;

実際に3台のPCをつないで使用して

みたのだが、ディスプレイのすぐ前

にあるキーボードですべて操作でき

るのは快適である。本体前面のスイ

ッチで切り替えるのは最初のうちだ

けで、そのうちにホットキー機能だ

けを使用するようになってしまった。

ただし、画面を切り替えたはずなの

に、スクリーンセーバで画面が消え

ていて、何も表示されなくてあわて

るといったこともあった。まあ、こ

れはPShare 8とは関係ないことだが。

PShare 8は、8ポートというポート

数の多さや価格の点から、やはりISP

などでサーバをラックに入れて使っ

ている企業向けという製品である。

4ポートのPShare 4という製品もあ

るのだが、定価で6万4000円（ぷらっ

とオンラインで3万9800円）と個人で

買うにはちょっと抵抗がある価格か

もしれない。また、同時に使うPCは2

台で十分というような人のために、

ぜひ2ポートで安価なPShareの発売を

期待したい。

個人向けの2ポート製品が
ほしい

カスケード接続で
最大64台までのPCに対応 対応機種 PC/AT、DOS/V互換機

接続台数 最大8（カスケード接続時：最大64）
選択方式 セレクトボタン、キーボード（ホットキーモード）、フットスイッチ
ホットキーモード マニュアル／オートスキャンモード
オートスキャン周期 3、5、10（初期値）、20、40、60秒
コンソールポート KB PS/2、Mini DIN 6Pメス×1

マウス PS/2、Mini DIN 6Pメス×1
モニタ Mini D-SUB 15Pメス×1

PCポート KB／マウス PS/2、Mini DIN 10Pメス×8
モニタ Mini D-SUB 15Pメス×8

対応キーボード PS/2準拠101～109キーボード
ディスプレイ解像度 最大1600×1200（60Hz）、200MHz
外形寸法（mm） 437（W）×200（D）×42（H）
重量 2.8kg
最大消費電力 125mA（PC1台）
表1 PShare 8の主な仕様

写真1 ラック取り付け時には分離可能

スイッチパネル部とコネクタ部が分離できるため、19
インチラックに取り付ける時の作業が楽。高さはわず
か42mm（1Uサイズ）と薄いので場所を取らない。

写真3 PShare 8内部基板

各ポートごとに専用の制御用マイコンを搭載してい
て、PCごとにキーボードやマウスの状態を記憶してい
る。切り替わったときにはCAPSやNUM Lockの状態
も正しく復帰する。

写真2 PShare 8前面（上）、背面（下）

正面左側がPCの電源状態、右側の1～8のスイッチ
を押せばそのPCに切り替わる。背面のコネクタから各
PCへ接続する。マウスポートとキーボードへは専用ケ
ーブルを使用する。



株式会社バックスから、Linuxおよ

びFreeBSDで動作する日本語入力シ

ス テ ム 「 VJE-Delta Ver.3.0 for

Linux/BSD」（以下VJE 3.0）が発売

された。1998年8月より発売されてい

た「VJE-Delta Ver.2.5 for Linux/BSD」

をバージョンアップした製品で、従

来の9800円から5800円に価格を改定

した。

MS-DOSの時代から連文節変換を実

現していたVJEの最新版は、豊富な

辞書と最新の文法解析技術、AI変換

アルゴリズムによって最適な日本語

変換を実現した。また、日本語ワー

ドプロセッサVJE-Penをフリーソフト

として添付しているので、簡単に使

えるエディタとして利用するのもよ

いだろう。

最近のソフトウェアのほとんどが

A4サイズ程度のパッケージに入って

いるが、VJE 3.0は、コンパクトなCD

ケースで提供されている。そのため

マニュアルは、CD-ROMに収録され

ているオンラインマニュアルを利用

することになる。なお、簡単なイン

ストール方法はパッケージのふたに

付いている紙に書かれている。

;;

;;インストールの実際

;;

CD-ROMのlinuxディレクトリには、

VJE 3.0が下記のような3種類のアー

カイブで収録されている。

vje-delta-3.0-0.1.i386.rpm

vje-delta-3.0-0.1.deb

vje-delta-3.0.tgz

1番上はRed Hat系のRPM用、2番

目はdebian用、3番目はSlackware用

である。同じディレクトリに、イン

ストールに関する諸注意が書かれた

readme.txtファイルがあるので、それ

を読んで作業を行う。

今回はLASER5 Linux 6.0 Rel.2に

VJE 3.0をインストールした。CD-

ROMをマウントして、rpmコマンド

でインストールすればセットアップ

は終了である。

# rpm -Uvh vje-delta-3.0-0.1.i386.rpm

vje-delta     ######################～

VJE-Delta 3.0 Install Start.

VJE-Delta 3.0 Install Complete.

展 開 さ れ た フ ァ イ ル は 、

/usr/local/vje30ディレクトリに置か

れる。オンラインマニュアルは、

/usr/local/vje30/docディレクトリ

に、delta.htmというHTMLファイル

で置かれている。X Window System

の k t e r m か ら 、“ n e t s c a p e

/usr/local/vje30/doc/delta.htm”と

入力すれば、Netscape Navigatorで

オンラインマニュアルを簡単に見る

ことができる。VJE 3.0を操作すると
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ツールバーが付いて日本語変換機能が使いやすくなった

入力モードは常にツールバーに表示されているし、VJEを常に起動しておいても操作に不都
合はない。WindowsのIMEやATOKと比べると、どうも使い勝手が悪かったLinuxの日本語
入力ソフトだったが、このVJE-Delta 3.0で操作性が抜群に向上した。

VJE-Delta Ver.3.0 for Linux/BSD

製品名 VJE-Delta Ver.3.0 for Linux/BSD
価格 5800円
問い合わせ先 株式会社バックス

TEL 042-724-9200
http://www.vacs.co.jp/

インストールの実際

画面1  Deltaツールバー

Windows版と同じようにツールバーが表示され便利になった。起動時には上のように灰
色だが、日本語入力がオンの状態だと下のようにカラーになる。

画面2  

VJE 3.0に付属している日本語ワープ
ロソフトVJE-Penは、フリーソフト
として添付されている。エディタ代
わり使うことも可能だ。



きの画面表示と同じ画像を張り付け

てあるため、わかりやすいだろう。

VJE 3.0は、アプリケーションへ日

本語入力データを渡す方法として、X

Window Systemで標準的に使われる

XIM（X Input Method）を用いてい

る。

VJE 3.0を使うには、環境変数をセ

ットしておく必要があるので、ユー

ザーごとに.bashrcファイルに、以下

の2行を追加する。

export LANG=ja_JP.eucJP

export XMODIFIERS=@im=vje

次に、コンソールから“vjed”と

入力してVJE-Delta変換サーバを起動

する。そして、“vje ＆”としてVJE-

XIMクライアント（IMサーバ）を起

動する。正常ならば、ウィンドウ画

面の右下にツールバーが表示される

（画面1）。

;;

;;VJE-Delta 3.0の新機能

;;

Linux上のアプリケーションの全部

で日本語入力が行えるわけではない。

ktermやNetscape Communicatorな

どはもちろんだいじょうぶだが、

XIMに対応していることが必須であ

る。とりあえずVJE-Penを使ってみて、

VJE 3.0の使い勝手を見てみよう。

日本語入力モード（以下日本語モ

ード）にするには、漢字キーを使用

する。Ctrlキーとスペースキーを同時

に押してもよい。ツールバーがカラ

ーに変われば日本語モードに切り替

わっている。

てきとうに文章を入力していくのだ

が、英数字モードと日本語モードの切

り替えは、スペースキーのすぐ右にあ

る変換キーを押すだけで行える。

また日本語モードのままでも、

EnterキーやTABキー、Back Space

キーなどがアプリケーションに伝わ

るのでストレスなく入力できる。今

までのLinux用日本語入力ソフトは、

この点が不便であった。日本語モー

ドでは、これらのキーは文字を確定

させるためにしか使えなかったので、

ふだんは日本語モードをオフして使

うのが普通だった。すなわち、切り

替えのためにシフトキー＋スペース

キーを押す回数が非常に多かったの

である。

■辞書も充実

さて、肝心の日本語変換の精度であ

るが、離れた文節間の係り受け関係を

解析して、最適な日本語を選び出す構

文解析機能によって誤変換を少なくし

ている。文節ごとにこま切れに確定し

ても精度が落ちないように、確定後の

文字列との係り受けを判断するといっ

た工夫が施されている。

辞書は、Windows 95/NT版のVJE-

Delta Ver.2.5と完全互換であり、23万

語が登録されている基本辞書のほか

に、郵便番号辞書（11万8000）、人名

辞書（25万）、全国地名辞書（7万）、

単漢字辞書（2万）、学習辞書、顔辞

書が用意されていて、最大10ファイ

ルの辞書を並列に引くことが可能と

なっている。

VJE 3.0から文字入力アクセサリが

追加された。読み方のわからない漢

字があった場合に、部首や画数を組

み合わせて文字を見つけることがで

きるユーティリティである（画面3、

4）。そのほかに文字入力アクセサリ

は、記号の入力や漢字コードからの

入力もサポートする。

文字入力アクセサリは便利な機能で

あるが、Java Runtime Environment

1.1.7以上が必要となっている。Java環

境を含んでいないディストリビューシ

ョンも多いので、動作させるためには、

SunのWebサイト（http://java.sun.

com/）からLinux用のJavaをダウン

ロードしてくる必要がある。この点は

不便なところである。
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VJE-Delta 3.0の新機能

画面4  調べた漢字の「詳細」
を表示させると、音読み、訓
読み、画数や各種漢字コード
などがわかる。

画面3  むずかしい漢字
は部首や読み方から調
べることができる。魚
へんの漢字を調べてみ
たところ。
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TurboLinux 4.5
適切な初期設定値で、インストール直後から実用的な日本語環境を提供するTurboLinuxがセ
キュリティホール対策やバグフィックスをしてリフレッシュした。最新版のXFree86 3.3.6
も同梱して、より多くのグラフィックスカードにも対応。FTPや雑誌付録などで配布するこの
最新バージョンを紹介する。

適切な初期設定値で、インストール直後から実用的な日本語環境を提供するTurboLinuxがセ
キュリティホール対策やバグフィックスをしてリフレッシュした。最新版のXFree86 3.3.6
も同梱して、より多くのグラフィックスカードにも対応。FTPや雑誌付録などで配布するこの
最新バージョンを紹介する。

TurboLinux 4.5

Red Hat Linux 6.1 改訂 日本語版
RPM系ディストリビューションの本家、Red Hat Linuxの日本語版がマイナーバージョンア
ップ。安定度を増すとともに、日本語への対応を一層強化した。今回のバージョンアップによ
る強化内容とインストール方法を解説する。

RPM系ディストリビューションの本家、Red Hat Linuxの日本語版がマイナーバージョンア
ップ。安定度を増すとともに、日本語への対応を一層強化した。今回のバージョンアップによ
る強化内容とインストール方法を解説する。

Red Hat Linux 6.1 改訂 日本語版

マイスター Linux Mandrake 6.1
五橋研究所は、最新のオープンソースソフトウェアを低価格で提供するOSパッケージ「マイス
ター」シリーズを新たに展開。シリーズの先頭を切って発売されたのがこのマイスター Linux
Mandrake 6.1だ。フランス生まれのおしゃれなディストリビューションをお目にかける。

五橋研究所は、最新のオープンソースソフトウェアを低価格で提供するOSパッケージ「マイス
ター」シリーズを新たに展開。シリーズの先頭を切って発売されたのがこのマイスター Linux
Mandrake 6.1だ。フランス生まれのおしゃれなディストリビューションをお目にかける。

マイスター Linux Mandrake 6.1
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レッドハットは、2月10日からRed

Hat Linux 6.1 改訂 日本語版（以下

Red Hat 6.1改）を1万2800円で販売開

始した。本製品は、昨年11月より販売

されているRed Hat Linux 6.1 日本語

版をマイナーバージョンアップしたも

ので、バグフィックスのほか、日本語

化されたSambaなどを追加収録してい

る。既存のユーザーは、レッドハット

のFTPサイトよりRed Hat 6.1改を入

手することができる。

;

;より安定した環境を提供

;

今回のバージョンアップでは、カー

ネル（2.2 .12）や標準Cライブラリ

（glibc 2.1.2）、XFree86（3.3.5）など、

基本的なシステム部分はバージョンを

上げず、リリース番号だけが上がって

いることから、安定度の向上に主眼を

おいたバージョンアップだといえよう。

また、ATOK12 SEやDynaLabの日

本語TrueTypeフォントといった商用

ソフトウェアがRPMパッケージとして

提供されるようになった。従来のバー

ジョンではtarアーカイブで提供されて

いたのだが、RPM化によりインストー

ル作業が格段に楽になった。

このほか、セキュリティホールをふ

さぐため、ネットワーク関係のデーモ

ン類が数多くバージョンアップされて

いる。このため、Red Hat Linux 6.1

日本語版のユーザーは、バージョンア

ップすることをお勧めする。

;

;日本語対応を強化

;

新規に追加されたパッケージは、日

本Sambaユーザ会が作成した日本語フ

ァイルネーム対応のSamba 2.0.5aJP2、

XEmacs、 Netscape Communicator

4.7など、日本語が利用できるソフトウ

ェアが中心だ。このほか、L inux

Japanese Locale Working Groupが公

開した指針に則ってja_JP.eucJPロケー

ルをサポートしたり、Linuxconfを日

本語化するなど、日本語への対応が強

化されている。また、X Window

SystemでTrueTypeフォントを利用す

るための、X-TTが追加されていると

のことだが、編集部で試用した限りで

は、日本語TrueTypeフォントが正し

く表示されなかった。パッケージ依存

関 係 の警 告 を無 視 して、 L i n u x

Mandrake日本語化キットに含まれる

XFree86 3.3.6をインストールすると正

しく表示できたので、メーカーには修

正情報の公開をお願いしたい。

;

;付録CD-ROMにFTPを収録

;

本誌の付録CD-ROMに、Red Hat

6.1改のFTP版を収録した。このFTP

版には商用プログラム、商用フォント、

サポートは含まれないので注意してほ

しい。

Linux上級者を自認するなら、一度

はインストールしておきたいディスト

リビューションだ。

Red Hat Linux 6.1 改訂 日本語版

製品名 Red Hat Linux 6.1 改訂 日本語版
価格 1万2800円
問い合わせ先 レッドハット株式会社

03-3257-0411
http://www.redhat.com/jp/

より安定した環境を提供 日本語対応を強化

付録CD-ROMにFTPを収録

画面1 従来のバージョンでは
インストールが面倒だった
ATOK12 SEなどがRPMパッ
ケージ化され、気軽にインスト
ールできるようになった。
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Red Hat Linux 6.1 改訂 日本語版のインストール

CD-ROMブート可能なマシンでは、Red Hat Linux 6.1 改訂

日本語版（以下Red Hat 6.1J改）のCD-ROMをドライブに入れ

て再起動します。CD-ROMブートできない場合は、Win

dows上で起動用フロッピーを作ります。手順は以下の通り。

(1)Red Hat 6.1JのCD-ROMをドライブにセット。(2)DOS

窓を開き、D: [Enter]と入力。CD-ROMドライブが「D:」以

外の場合は、それを入力。(3)cd ¥dosutils [Enter]と入力。

(4) rawrite -f ¥images¥boot.img -d a [Enter]と入力。(5)

「 Please insert a formatted diskette into drive A: and

press --ENTER--:」と表示されたら、フォーマット済みの

フロッピーディスクをAドライブに入れ、Enterキーを押し、

しばし待つ。

インストーラの起動

CD-ROM、またはフロッピーから起動すると、黒地に「Welcome to Red

Hat Linux 6.1!」と表示されますので、[Enter]を押します。

旧バージョンと同じテキストベースでインストールしたい場合、またはグラフィ

カルインストーラが動作しなかった場合は、text [enter]と入力します。

キーボードの選択

キーボードの種類を選択します。106または109タイプのキーボードならば、

モデルは「Japanese 106-key」を、レイアウトに「Japanese」を選びます。

マウスの選択

現在使われているマウスは、ほとんどがPS/2マウス、またはシリアルマウスで

す。これらを使っているなら、「Generic」という項目の下から選びます。2ボタ

ンマウスを選ぶと、自動的に「３ボタンマウスのエミュレーションを設定します

か？」という項目が有効になります。これは左右のボタンを同時に押すことで、中

ボタンの代用をさせる機能です。
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インストールパス

インストール方法を選択します。「GNOMEワークステーション」「KDEワーク

ステーション」「サーバ」は、そのマシンをRed Hat 6.1J改専用にする際に便利

な選択肢です。これらを選択すると、ハードディスク内の今あるパーティションを

削除します。すでに別のOSがインストールされていて、デュアルブートで使用す

るつもりなら、絶対に選択してはいけません。Windowsとのデュアルブート環境

や、インストールするソフトを自分で決めたいときは、「カスタム」を選びます。

また、「Use fdisk」でfdiskによるパーティション設定もできます。

以下、「カスタム」を選択したと想定して、説明を続けます。

「アップグレード」は、Red Hat Linux 6.0などに上書きアップグレードする

際に選択します。

パーティション設定を自動的に行う（前画面で「カスタム」以外を選択時）

この画面はインストールパスの設定画面で、「カスタム」以外を選択したときに

現れます。「データの削除」を選ぶと、今あるパーティションやデータをすべて削

除して、Red Hat 6.1J改用にパーティションを切り直しますので、Red Hat

6.1J改専用マシンにするとき以外は選択してはいけません。

「パーティションを自分で設定する」を選ぶと、インストールパスの画面で「カ

スタム」を選択した場合と同じ画面に移動します。

パーティション

手動でパーティションを設定します。Red Hat 6.1J改をインストールするに

は、少なくともLinuxシステム用とスワップ用の2つのパーティションが必要です。

Linuxシステム用のパーティションを作るには「追加」ボタンを押し、サブウィン

ドウで「マウントポイント」を「/」に、「パーティションタイプ」を「Linux

native」に、「サイズ」をMバイト単位で指定します。全部のパッケージをインス

トールするには、2Gバイト（2048Mバイト）程度あれば大丈夫です。

スワップパーティションは、「パーティションタイプ」を「Linux swap」にし

ます。サイズは64～128Mバイトくらいが適当です。

デュアルブート環境を作る際には、パーティション構成をメモしておくことをお

勧めします。

フォーマットするパーティションの選択

ここではLinuxをインストールするパーティションが表示されています。画面で

は/dev/hda5になっています。チェックが入ったパーティションはフォーマット

され、その中のデータは削除されます。そのパーティションを本当にフォーマット

してもよいのか、もう一度確認しましょう。

「フォーマット中に不良ブロックを検査する」にチェックをしておくと、フォー

マット中にハードディスクの不良ブロックを確認します。フォーマットに時間がか

かりますが、チェックしておくのが安全です。
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LILO設定画面

Linuxを起動するローダの設定です。「ブートディスクを作成する」をチェックす

ると、この後で起動用フロッピーを作成します。備えあれば憂いなしなので、作成

しておきましょう。「LILOをインストールしない」は、常に起動用フロッピーを用

いる場合にチェックします。

「LILOブートレコードをインストールする場所」は、システムコマンダーなどの

ブートセレクタを利用しているならば、「ブートパーティションの最初のセクタ」を

選びます。Red Hat 6.1J改専用マシンにする時や、Windows 9xとのデュアル

ブートをさせる時は、「マスターブートレコード」を選びます。

画面下のリストからLILOに登録するOSを選択し、ラベルを付けると、そのOS

を選んで起動できるようになります。

ネットワークの設定

インストーラがネットワークカードを自動認識していると、この画面が表示され

ます。「DHCPを使って設定する」は、LAN内のDHCPサーバからIPアドレスを

取得する場合に選びます。IPアドレスを固定的に設定する場合は、IPアドレス以

下の各項目を指定します。

タイムゾーンの選択

マシンの設置場所と協定世界標準時（UTC）の時差を設定します。日本国内で

使うならば、世界地図上で東京を指定します。

アカウントの設定、認証の設定

ユーザー登録とパスワードの設定を行います。「rootパスワード」とすぐ下の

「確認」欄には、rootユーザーのパスワード（同じもの）を入力します。

必要に応じて一般ユーザーの登録も行います。数字のみのユーザー名は、登録で

きません。（例、326→不可、suzuki3→可）

認証の設定画面では、ネットワーク上のNISサーバで認証を行う場合に「NISを

有効にする」をチェックします。詳細についてはネットワーク管理者へ問い合わせ

てみてください。家庭内で小規模なLANを試してみる際には、設定を変更する必

要はありません。
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パッケージグループの選択

インストールしたいパッケージを選択します。どれを選んでよいのか分からなか

ったら、「Everything（全部入り）」にしてみましょう。

Xの設定

インストーラがビデオカードの自動検出を行った結果が、表示されています。こ

こで正しく認識されていれば、そのまま進みます。うまく自動認識されていない場

合は、下の「Xの設定を行わない」をチェックして先に進み、再起動後に

XF86Setupなどを使って設定します。

「X設定のカスタマイズ」をチェックすると、次の画面で解像度や色数を指定で

きます。「グラフィカルログインの使用」をチェックするとマシン起動時にグラフィ

カルなログイン画面が表示されます。

インストール開始

以上でインストールに関する設定は、終わりました。「次」を押すとパッケージ

のインストールが始まります。少々時間がかかりますが、じっと待ちましょう。進

行状況が棒グラフで表示されます。

インストール終了

これでインストール完了です。CD-ROMやフロッピーディスクをドライブから

抜いて、右下の「終了」ボタンを押すと、マシンが再起動し、Red Hat Linux

6.1 改訂 日本語版が起動します。
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TurboLinux 4.5は、ターボリナック

ス ジャパンが公開・配布しているディ

ストリビューションだ。現在のところ、

単独のパッケージで販売はされておら

ず、FTPや雑誌・書籍を通じて配布さ

れている。

また、PFUアクティブラボと東電コ

ンピュータサービスが共同開発した、

Linux教育ソフト「Let's Try Linux

編」（Windows用）とTurboLinux 4.5

を組み合わせて「TurboLinuxラーニ

ングキット」として販売されている。

「TurboLinuxラーニングキット」の価

格は、4980円。

TurboLinux 4.5は 、 TurboLinux

4.xシリーズの最新版で、TurboLinux

4.2発売以降にセキュリティホールの解

消、バグフィックスなどでアップデー

トされたパッケージを組み込んでいる。

また、それ以外でも更新のあったプロ

グラムについては、新しいパッケージ

を採用している。

カーネルは、2.2.13、Cライブラリは

glibc 2.0.7を採用している。ほかのデ

ィストリビューションでは、glibc 2.1.x

が 用 い ら れ る こ と が 多 い が 、

TurboLinux 4.xシリーズの一貫性を重

視して、あえて2.0.7が用いられている。

またX Window System関係では、

デスクトップ環境にGNOME 1.0.54

（Octoberリリース）（画面1）とKDE

1.1.2（画面2）を採用している。ほか

に も AfterStep、 Window Maker、

ICE Window Managerなど多数のウ

インドウマネージャが収録されている

ので、好みやマシンスペックに合わせ

て使い分けられる。

XFree86については、RPMSディレ

クトリに収録されているのはバージョ

ン3.3.5であるが、別のディレクトリに

最新の3.3.6も収録されており、インス

トール終了後にアップデートすること

ができる。3.3.6では、ATI Rage128、

ATI Rage Mobility、SiS 540／ 630、

SiS 300、 Silicon Motion Lynx、 S3

Savage2000、 NVIDIA GeForce256、

Intel i810など最新のアクセラレータに

対応しているため、これらを搭載した

PCでTurboLinux 4.5を使用するため

には、必須のアップデートだ。（Intel

i810については、別途カーネルモジュ

ールも追加する必要がある）。

;;

;;円熟のディストリビューション

;;

TurboLinux 4.5は4.0以来、大規模な

改変を加えずに、改良が加えられ続け

てきたディストリビューションの最新版

だ。動作は非常に安定しているうえに、

細部の設定までよく考えられた、円熟

のディストリビューションといえよう。

たとえば、日本語表示1つとってみ

ても、デフォルト設定のままで適切な

サイズとバランスで表示されるように

なっている。スクリーンショットで確

認してみて欲しい。

安定した環境を望むユーザーだけで

なく、あれこれ手を加えずに、整った

環境を手に入れたいユーザーや、初心

者に適したディストリビューションと

いえるだろう。
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円熟のディストリビューション

TurboLinux 4.5

画 面 1 GNOME
デスクトップ

Enlightenment
と組み合わされた
GNOME 1.0.54。

画面2 KDEデスクト
ップ

安定版最新の1.1.2
が採用されている。

本 誌 付 録 CD-ROM Disk 2に 、
TurboLinux 4.5を収録しています。インス
トールに関しては、233ページからの記事
を参照してください。非商用のソフトウェ
ア だ け が 収 録 さ れ て い ま す の で 、
SystemCommander Liteは含まれていませ
ん。また、ターボリナックスジャパンは、
この製品に対するサポートは行っておりま
せん。
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五橋研究所から、マイスター Linux

Mandrake 6.1が1月28日より販売され

ている。Red Hat Linuxをベースとし

たフランス生まれのディストリビュー

ションLinux Mandrakeに日本語化キ

ットと商用の日本語フォントを同梱し

たパッケージとなっており、サポート

を行わないことで3840円という低価格

を実現している。同社では、オープン

ソースソフトウェアをいち早く、安価

に提供することを目的としたOSパッケ

ージ「マイスター」シリーズを展開し

ており、本製品がシリーズの第1弾に

なる。

;

;Linux Mandrakeを日本語化

;

Linux Mandrakeは、仏MandrakeSoft

社の販売するディストリビューション

で、欧米では“Better Red Hat”とし

て評判が高い。本製品は、最新版の

Linux Mandrake 6.1に日本の有志が

作成した日本語化キットをセットにす

ることで、日本語に対応している。

システムの基本構成は、カーネルの

バージョンは2.2.13、標準ライブラリは

glibc 2.1.1、XFree86 3.3.5となってい

る。インストール後に、アップデート

キットを使うことで、XFree86 3.3.6を

インストールすることも可能だ。また、

安定版カーネルの2.2.14、開発版の

2.3.36のソースファイルも付属するの

で、これらをコンパイルして使うこと

もできる。

標準のデスクトップ環境にはKDE

1.1.2を採用しているが、GNOME 1.0.9

を選ぶことも可能だ。日本語化キット

を用いることでメニューなどが日本語

化される。メニューの日本語は正しく

表示されないが、このほかにWindow

Makerやicewmなどのウインドウマネ

ージャも利用可能だ。

日本語化キットには、DynaLabの商

用日本語フォントや、Canna、kon、

ktermなども含まれているので、入力

や表示など、基本的な日本語利用に対

応する。

;

;日／英両対応パッケージ？！

;

インストーラは、Red Hat Linux

5.2などと同様にテキスト画面で構成さ

れ、メッセージは英語で表示される。

日本語で書かれたインストールマニュ

アルが付属しているので、英語が苦手

な人でも困ることはないだろう。

日本語を利用するためには、インス

トール後に日本語化パッケージを適用

しなければならず少々面倒だが、サー

バ用途など英語版のままでも使いたい

場合は逆に便利かもしれない。1台の

PCごとにライセンスを購入する必要の

ないLinuxでは、複数のマシンにサー

バやデスクトップクライアントなど、

別々のソフトウェア構成でインストー

ルすることも多いだろう。

メジャー系だけど、ひと味違ったデ

ィストリビューションを使ってみたい

人にお勧めしたい。

マイスター Linux Mandrake 6.1

製品名 マイスター Linux Mandrake 6.1
価格 3480円
問い合わせ先 株式会社五橋研究所

03-5818-6608
http://www.cdrom.co.jp/

Linux Mandrakeを

日本語化

画面1 デスクトップ

きれいなアイコンが並ぶデスクトップは
KDEを採用している（右上画面）。OSのイ
ンストール後、付属のMeister Discから日
本語化パッケージをインストールすれば、
KDEや主要なソフトウェアが日本語に対応
する（左下画面）。

日／英両対応パッケージ？！
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過去にWindowsマシンとして一時代を築いたものの、今は押し入れ
の奥底に追いやられ再び電源を入れられることを夢見て、ただじっとし
ているだけのマシン達。Windowsマシンとしては物足りなさを露呈
し、話題のWindows 2000にいたってはインストールすら拒否され
るかもしれない。ああ、やはり捨てられてゆくのか……。 でもあきら
めてはいけない！　なにもOSはWindowsだけじゃあない。そう、
Linuxがあるじゃないか。これならまだまだいける。いや、りっぱな現
役マシンに格上げだ。まさに生き残りをかけた旧型マシン復活大作戦。



かつて、マイコンと呼ばれた機械が

あった。簡単な命令セットとわずかな

メモリ空間を持つ8ビットのCPUは、

現在のPentium IIIやAthlonといった

CPUに比べれば数万分の1くらいの能

力しか持っていなかった。しかし、そ

れはそんなに昔の話ではない。最初の

マイコンキットが発売されたのはたか

だか25年ほど前なのだ。わずか4半世

紀の間に、電卓とそう変わらないよう

な機械は、現在のPCとなり、その進化

は今なおとどまるところを知らない。

最近では、搭載メモリ量は3年で2倍と

なり、CPUは2年で3倍の能力を持つと

いわれる。

もちろんこの間には、旧式化ととも

に使われなくなり、消えていったマシ

ンが数多くある。こうした機械たちも、

ある日突然使い物にならなくなって引

退したわけではない（故障は別として）。

新しくて、より高速なPCにその地位を

明け渡し、だんだんと使われなくなっ

てついには消えていったのだ。家庭、

職場や学校、どこにでもPCは導入され

ている現在、あなたのまわりにもその

ようなPCがきっとあるだろう。

ちょっと待った！　そのマシンは本

当に使い物にならないのだろうか。ハ

ードウェアを強化したり、使い道を工

夫すれば、まだまだ現役で働けるので

はないだろうか。Linux magazineで

は、総勢4名からなる「往年の名機復

活委員会」を急きょ組織し、各委員が

PCを1台ずつ担当して活用への道を探

ることにした。この特集は、崖っぷち

に立たされたマシンを復活させるべく

立ち上がった4人の男が苦闘する様を

つづったドキュメントである。

16ビットCPUを搭載したマシンが発

売されたころからだろうか、マイコン

はパーソナルコンピュータと呼ばれる

ようになっていた。OSの主流はMS-

DOSとなり、日本を除く世界中でIBM

PC/AT互換機が主流となった。日本

では、日本語を表示するために専用の

ハードウェアを搭載したNEC PC-9800

シリーズが広く普及し、一般の企業で

も業務に使われはじめた。

Intelから32ビットCPUの80386が発

表され、CPUは32ビットで動作するよ

うになったが、依然として16ビットOS

のMS-DOSが使われ続けていた。これ

は、適当な32ビットOSがなかったため

である。PCメーカーも、どうせ16ビッ

トOSのMS-DOSを使うなら、高価な

80386ではなく、16ビットCPUの80286

で十分だと思ったのか、これらのCPU

を搭載したマシンが並行して販売され

ていた。

1990年にMicrosoft Windowsのバ

ージョンが3.0となって386 Enhanced

モードが使えるようになると、やっと

1Mバイト（！）以上のメモリを自由

に使えるようになった。ご存じの通り、

GUI環境はCPUに対し、大きな負担と

なる。そこで、80386と浮動小数点演

算コプロセッサ80387の機能とキャッ

シュメモリを1つのパッケージにまと

め、高速化を図ったi486が登場すると、

IBM PC/AT互換機メーカーはこぞっ

てi486搭載モデルを発売した。

このころ、日本語の表示をすべてソ

フトウェアで行うように拡張されたAT

互換機用のDOSが日本アイ・ビー・エ

ムから発売された。これがDOS/Vだ。

DOS/Vの登場によって、安価なIBM

PC/AT互換機でも日本語を扱えるよ

うになった。一部のパソコンファンの

間では、486マシンを個人輸入してベ

ンチマークテストの結果を競い合うの

が流行った。これは、日本でもIBM

PC/AT互換機が浸透し始めたことを

意味している。

実は、Linuxが誕生したのもこのこ

ろなのだ。1991年に誕生したLinuxは、

最初は80386のアーキテクチャに依存

したOSだったが、生まれたときから完

全な32ビットOSだった（Windows 3.x

は16ビットOSだ）。そして、開発は着

実に続けられ、1994年にカーネルのバ

ージョン1.0が発表された。しかし、ま

だOSとしての知名度は低かった。その

一方で、メジャーなOSとなったのが

Windowsであることはみなさんもご存

じの通りだ。

Windows 95の発売にいたっては、

社会現象といわれ、PCを持っていない

人までが購入したという噂まで飛びか

った。そしてブームがやってきた。

Pentium 100MHz～200MHzを搭載し
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古いマシンは本当に使えないのか？

文：編集部　Text : Linux magazine

項目 スペック
CPU Pentium 133MHz以上

メモリ 32Mバイト以上（64Mバイト以上推奨）

ハードディスク 空き容量850Mバイト以上（全体で2Gバイト以上推奨）
表1 Windows 2000 Professionalの要求スペック

ちょっと歴史をひもといてみる



たPCが大量に売れ、世界中でリブー

ト、再インストールが何度も繰り返さ

れた。Windows 95が、標準でTCP/

IPネットワークをサポートしていたこ

ともあったのだろう。インターネット

利用が爆発的に広まったのもこの頃か

らだ。その後、元気を失っていた

MacintoshがiMacで人気を回復するな

ど、熱狂的なWindowsブームは去るが、

後継バージョンのWindows 98はPCの

標準OSともいえる位置を占めている。

2000年問題騒ぎも治まり（問題はま

だ終わってないんですけどね）、2月18

日 にWindows 2000が発 売 された。

Windows 2000は、Windows NTの流

れを汲むOSであり、Windows 95／98

とは違った位置づけの製品だが、デス

クトップ用途においてもその人気は高

いようだ。

さて、Windows 2000は、要求する

マシンスペックものなかなか厳しい。

デスクトップ向け製品のWindows

2000 Professionalが必要とするマシン

スペックを表1に示す。

486マシンで使うのは自殺行為だ。

また、Windows 95とともに出荷され

たPentiumマシンでも快適に利用する

のは難しいだろう。Windows 98も、

Pentium 133MHz、メモリ32Mバイト

のマシンで利用するとかなりイライラ

する。そんなときはLinuxをインスト

ールしてみるとよいかもしれない。X

Window Systemを使わなければ486マ

シンでも軽快に動作するし、Pentium

マシンのCPUやハードディスクを強化

してWindowsとともに使ってもよいだ

ろう（もちろんLinuxのみで使っても

構わない）。これでこの特集の意図がお

わかりいただけたであろう。

今回の特集では、ハードウェアの拡張

が難しいメーカー製マシンをターゲット

とした。Windows 95世代のPentium

マシンとして、FMV  DESKPOWER

5100D5、 Compaq PRESARIO 7242

を取り上げ、ハードウェアの拡張で快

適なデスクトップLinuxマシンに仕立

てる。また、486マシンであるIBM

Aptiva 530は、拡張のためのハードウ

ェアが入手困難となっているため、

Linuxでの有効な使い方を探る。さら

に、PC-98アーキテクチャのマシンに

もLinuxをインストールし、その可能

性を追求した。

みなさんの手元に眠れるマシンがあ

るなら、図1のフローチャートで特集

の読みどころを確認して、今後の参考

にしてはいかがだろうか。
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486マシンを活かす道はあ
るか？ IBM Aptiva 530

72ページ 

あまり使っていない 
マシンがある？ 

START

CPUは？ AT互換機 or PC-98？ 

98だってLinux!
PC-9821 V13

80ページ 

まだまだイケるPentiumマ
シン 富士通 FMV DESKPOWER 5100D5 

Compaq PRESARIO 7242

54、64ページ 

そのまま使いましょう 
でも、この特集をお楽しみく
ださい 

 

全ページ 

それでもこの特集をお楽し
みください  

全ページ 

80386以下 
または非Intel 
アーキテクチャ 

300MHz以上の 
Pentium II 
クラス 

486

ない 

ある 

PC-98

AT互換機 

Pentium 
クラス 

図1 この特集の読み方チャート

Windows 2000おめでとう

ターゲットとするPC



ここでは、現役を退いたPCを引っ張

り出してきて、少ない投資によるハー

ドウェアの増強と、LASER5 Linux

6.0 Rel.2のインストールにより、X

Window Systemを使うワークステー

ションとして再利用してみたい。と、

立派なことを言ってみるが、要するに、

L i n u x 自 体 を い じ り 倒 し た り 、

GNOME対応アプリケーションを使っ

てみたり、ゲームをしたり（これが一

番パワーを要求するけど）と、一通り

遊べるマシンになったらいいなぁ、と

いうのが本音である。

編集部の協力を得て、倉庫に眠る

数々の旧型PCの中から選ばれたのは、

一世を風靡したベストセラー機である

富士通FMV DESKPOWER 5100D5

である（写真1）。ポピュラーな機種な

ら問題ないでしょ！？ とお気楽に選ん

でしまった…。

さて、LASER5 Linux 6.0 Rel.2が要

求するハードウェア仕様は表1のよう

になっている。まずは、これに照らし

て、対象機を調べてみることにしよう。

同機の基本的な仕様については、表

2を参照してほしい。同機は、すでに

現役を退き、会社の倉庫に保管されて

いたのだが、私の手元に来たときには、

Windows 95がインストールされたま

まだった。

会社で利用されていたこともあり、

後から追加されたと思われる3Com社

のネットワークカード、EtherLink III

（3C509TP）が装着されいた。電源を

入れてみると、無事起動する。しかし、

相当に使い込まれていたのか、CPU冷

却用ファンなどは、綿埃が溜まってい

たせいで滑らかに回らなくなっていた。

掃除機でケース内の埃を取り、点検し

ながら、各部を見ていくことにしよう。

わくわく。

■CPU

CPUソケットはSocket7で、搭載さ

れているCPUはPentium 100MHzだ

（写真2）。FSB 66MHzで、内部クロ

ック倍率を1.5倍にして動作している。

このCPUは、いわゆるP54Cと呼ばれ

るタイプで、CPUコアとI／Oに供給す

る電 圧 とも 3 . 5 V というものだ。

Pentiumは、後にP55Cと呼ばれるタイ

プが登場するが、そちらは、コア電圧

とI／O電圧が異なり、コア電圧2.8V、

I／O電圧3.3Vというものである。CPU

交換の際にはこの点にも注意しておき

たい。このマシンのマザーボード上に

はP55C用に供給電圧を切り替えるジャ

ンパと、内部クロック倍率を切り替え

るジャンパも備わっている（写真3）。

ジャンパ設 定 により、 2 0 0 M H z

（66MHz×3）のP55Cまでは搭載可能

であることがわかる。
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写真1 FMV DESKPOWER 5100D5
Pentium 100MHz搭載のベストセラー機。あなたの身近
にも眠っているのでは？

項目 仕様
コンピュータ本体 i486以上および互換性のあるCPUを搭載したPC/AT互換機

メモリ 16Mバイト以上のRAM（X Window Systemを使用する場合32Mバイト以上）

ハードディスク フルインストール時　約1.3Gバイト必要

ビデオカード XFree86 3.3.5がサポートするビデオカード、ディスプレイ

周辺機器 CD-ROMドライブ（ATAPI／SCSI）、3.5インチFDD（1.44Mバイト）ドラ

イブ、キーボード、マウス

表1 LASER5 Linux 6.0 Rel.2が要求するハードウェア仕様

項目 仕様
CPU Pentium 100MHz（Socket7）

ハードディスク 850Mバイト（E-IDE）

CD-ROMドライブ 東芝製4倍速 AXM-5302TA（E-IDE）

メモリ 8Mバイト（4スロット中2スロット使用）

ビデオ ATI TurboPro PCI Mach64CT（オンボードPCI接続）

拡張スロット PCI／ISA×2、ISA×1

モデム 富士通FAX Voiceモデム（オンボード）

サウンド Sound Blaster16 PnP（ISA×1使用）

電源容量 145W

表2 FMV DESKPOWER 5100D5の仕様

FMV DESKPOWER 5100D5

文：竹内充彦　Text :  Michihiko Takeuchi

X ワークステーションの構築 対象機のスペック



■メモリ

メモリスロットは、72ピンSIMMス

ロットが4本搭載されているが、4Mバ

イト SIMMが2枚（計8Mバイト）装

着されている（写真4）。LASER5

Linux 6.0 Rel.2の要求するハードウェ

ア仕様では、メモリは16Mバイト以上

とされている。ましてX Window

Systemを使うワークステーションを目

指す場合は、32Mバイト以上必要とい

うことなので、ここは増設を余儀なく

される。幸い、空きスロットが2本あ

るので増設は可能だろう。

■大容量ストレージ

大容量ストレージデバイスのインタ

ーフェイスには、E-IDEを2系統搭載し

ており、そこに850Mバイトのハードデ

ィスクとCD-ROMドライブが各1台接

続されている。筐体には、あと1台ハ

ードディスクを搭載できるスペースが

ある。LASER5 Linux 6.0 Rel.2は、フ

ルインストール時に1.3Gバイト必要と

のことなので、850Mバイトでは、少し

心もとない。容量の大きいハードディ

スクを増設すればよいのだが、いっそ

のこと、インターフェイスとハードデ

ィスクを共に増設するという手もある。

これだと、Ultra ATA/33や66といっ

た、より高速なデータ転送を実現する

IDEインターフェイスカードを選ぶこ

とができるかもしれない。

■グラフィックス

グラフィックスチップもマザーボー

ド上に実装されており、ATI社の

Mach64チップに2Mバイトのグラフィ

ックスメモリを搭載している（写真5）。

Mach64はXFree86でも動作が確認さ

れているチップであり、アクションゲ

ームをプレイするわけでなければ、十

分なスペックとも思える。しかし、グ

ラフィックスメモリ2Mバイトだと、表

示能力は1024×768×16ビットカラー

にしかならない。ここでは、あえてグ

ラフィックスカードの増設にもチャレ

ンジしてみたい。

■サウンド

同機はサウンドカードにSound

Blaster 16 PnPを搭載している（写真

6）。このカードは定番といってもよく、

Linuxとは最も相性の良いカードだろ

う。もちろん、同時発音数や、音源、

3Dサウンドなど、最新のサウンドカー

ドにはかなわない。とはいえ、サウン

ドは鳴るので、チューンアップの優先

度は低い。

■ネットワーク

冒頭でも触れたが、同機には後付け

と思われる、3Com社のネットワーク

カード EtherLink III（3C509TP）が

ISAスロットに装着されていた（写真

7）。同カードは、10BASE5と10BASE-

Tのコネクタを装備しており、どうや

ら10BASE-Tで接続されていたようで

ある。このカードも定番である。

現在では、より転送速度の速い

100BASE-TX対応のネットワークカー

ドが安価で市販されている。しかし、

筆 者 が 持 つ L A N 環 境 は 、 未 だ

10BASE-Tのままなので、これはその

まま使わせてもらうことにしよう。し

めしめ。

■拡張スロット

チューンアップと言えば、拡張スロ
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写真6 定番サウンドカードSound Blaster 16 PnP
Linuxでのサポートは万全といってもよく、安心材料で
ある

写真5 マザーボード上のMach64チップ
XFree86での動作も確認されており安心。グラフィック
スメモリ2Mバイトは、ちょっと頼りない。

写真2 Pentium 100MHz

FSB 66MHzの1.5倍速。CPUコア、I／Oとも3.5Vで駆
動する。

写真4 SIMMスロットは4本
うち2本に4MバイトSIMMが装着されているので2本空
きがある。

写真3 CPU設定用ジャンパ

P55C用に供給電圧を切り替えるジャンパと、内部クロ
ック倍率を切り替えるジャンパ。



ットについても確認しておきたい。同

機の拡張スロットは、ライザカードで

提供されており、ISA×1、PCI／ISA

共用×2となっている。しかし、サウ

ンドカードとネットワークカードで

ISAスロットを2つ消費している。つま

り、あと1枚しかカードを挿せないの

だ。悩ましいところだ（写真8）。

■その他

同機には、14.4kbpsのモデムも内蔵

されている。これは、専用のコネクタ

を介して接続されているため拡張スロ

ットは消費していない。しかし、今や

14.4kbpsでは電話代が厳しい。幸い、

筆者の環境では、ISDNダイヤルアッ

プルータが稼動しているので、LAN経

由でインターネットに接続することに

して、モデムには手を入れないことに

する。

マザーボード上には、CPU外部キャ

ッシュ（L2キャッシュ）が256Kバイト

搭載されている。非同期SRAMで、マ

ザーボードに直付けされており、これ

を拡張することはできない（こともな

いだろうが、あんな細いピンをハンダ

付けする技量は持ち合わせない）。

さて、ざっと対象機種を眺めてみた

わけだが、ここで、チューンアップの

目星をつけておこう。以下のようにし

たい。

●メモリ増設

●CPU換装

●ハードディスク増設

●グラフィックスカード増設

なぜこの4点かと言えば、パフォーマ

ンスの向上を体感できそうだからであ

る。PCIスロットが1つしか余っていな

いということもあり、グラフィックス

カードの増設に重きを置いたが、HDD

増設については速度の追求のためUltra

ATA/66カードも試してみたい。

では、これらの各項目について順に

見ていこう。

先ほど、増設が必須と闇雲に言い切

ってしまったが、本当だろうか？ 実は、

LASER5 Linux6.0 Rel.2の動作条件に

は満たないことを知りつつ、増設する

前に、メモリ8Mバイトのままでインス

トールを試みた。インストーラによる

作業自体は、途中まで順調に進む。イ

ンストールタイプは、ワークステーシ

ョン、サーバとも、ディスク容量不足

でダメだったので、カスタムを選んで、

パッケージを個別に指定する。しかし、

X Window Systemの設定を終え、実

際にXを起動しようとすると、スラッ

シングが発生して、全然進まなくなる。

つまりXの正しいインストールができ

ないのだ。

用途によっては8Mバイトでも使えな

いことはないかもしれないが、本項の

目的は達成できない。やはり増設する

しかない。

■メモリ選び

まず知っておきたいのは装着の単位

である。72ピンSIMMの場合、外部か

らのアクセスバス幅が32ビットとなる

ため、Pentiumのような64ビット幅で

メモリにアクセスするCPUでは、同容

量のSIMMを2枚単位で装着しなけれ

ばならない。つまり、32Mバイト増設

するなら16Mバイト SIMM× 2枚、

64Mバイト増設するなら32Mバイト

SIMM×2枚を用意しなければならない

のだ。

装着可能なメモリはFPM（Fast

Page Mode） タ イ プ か 、 EDO

（Extended Data Out）タイプと呼ば

れるDRAMだ。EDOタイプのほうが

FPMよりも高速にアクセスできる。し

かし、このマシンは生産時期によって

はEDOタイプが利用できないものもあ

るようなので、FPMのほうが無難であ

る。 なお、 現 在 主 流 のS D R A M

（Synchronous DRAM）は使えないの

で注意が必要だ（もっとも、SDRAM

はほとんどが168ピンDIMMで、72ピ

ンSIMMなど売っていないので、間違

える心配はないかもしれないが）。

SIMMには、パリティあり／なしの

種別がある。メモリ内容の整合性を保

つため、パリティ情報を保持するもの

と、そうでないものだ。同機は、BIOS

設定を変えることで、どちらにも対応

可能である。しかし、すでに装着され

ているメモリがパリティなしなので、
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写真7 ネットワークカード
定番ネットワークカード3Com EtherLink III。ISDNダイ
ヤアップルータが10BASE-T対応なのでこれで十分だ。

写真8 拡張スロット
ライザーカード上の拡張スロットはISA×1、PCI／ISA
共用×2だ。しかし、空きは、PCI／ISA×1しかないの
が悩ましい。

少ない投資で大きな成果

メモリ増設
費用：1万6900円



増設するならばパリティなしでかまわ

ない。

さらに、SIMM購入時に、メモリの

読み出し速度が選択できる。現在売ら

れているSIMMは多くは60ns（ナノ秒）

のものだが、70nsのもの売られている。

もちろん60nsのほうが高速な読み出し

が可能であるが、このマシンの場合、

さほど気にすることではなく、70nsで

もかまわない。

ここでは、32Mバイト FPM パリテ

ィなし 60ns×2枚を選んでみたい（写

真9）。近所のショップでの店頭価格は

1万6900円だったが、ちょうど編集部

に同タイプのメモリがあったので、そ

れを流用させてもらうことにした（ラ

ッキー！）。

8Mバイトに64Mバイト増設したの

で、合計72Mバイトになった。これな

ら余裕だ（写真10）。

■独断的お勧め度！

メモリの増設はお勧めも何もない。

必須のアイテムである。しかし、値段

については、納得がいかない。メモリ

の価格は下落傾向にあるというが、そ

れは最新のSDRAMの話である。72ピ

ンのFPMについては、極端な価格の上

下動はないだろう。中古パーツで探す

とか、知人から譲り受けるとか、もし

も安く調達できる方法があるなら、お

勧め度は星4つなのだが…。

お勧め度！★★★☆

本誌3月号の最新CPUの記事を読む

と、やれ、FSB 133MHzだ、CPU内

部800MHzだのと、豪快な数値が目に

飛び込む。すでに発表会での展示レベ

ルでは1.5GHzで駆動するCPUも登場し

ているという。いっぽう同機は、FSB

66MHzの Pentium 100MHzで あ る 。

圧倒的に非力だ。もっとも引退して倉

庫に眠っていたものを、最新のものや、

まして開発段階のCPUと比べようとい

うことに土台無理があるか…。しかし、

いまや、激安PCでも400～500MHzの

CPUを搭載しているのが常識だ。せめ

て、そこまでなら、何とかならないも

のだろうか。

■CPU選び

同機が搭載しているCPUソケットは

Socket7である。Socket7で利用できる

CPUの選択肢は豊富で、Intel社の

Pentium以外にも、AMD社のK6シリ

ーズ、Cyrix社（現VIA傘下）／IBM

社の6x86（M I）やM II、IDT社（現

VIA傘下）のWinChip C6など、さま

ざまなものがある。しかし同機のマザ

ーボードは、内部クロック倍率の設定

信号や、供給電圧の問題から、実際に

利用できるCPUの種類は限定されてし

まうのだ。マザーボード上での設定で

は、P55Cの200MHzというのが最速だ

が、今どきP55Cの200MHzのCPUなん

て、中古パーツ屋さんを回らないと手

に入らない。選択肢として、WinChip

C6というのもあるが、いずれにせよ、

スピードは最近の激安PCの足元にも及

ばないだろう。

そこで登場するのが、CPUアップグ

レードキットだ。正しい電圧を供給す

るレギュレータと内部クロック倍率信

号を供給する回路を装着した（ゲタを

履かせた）CPUである。もちろん、発

熱量に応じたCPU冷却ファンも装着さ

れている。これを使うと、マザーボー

ドの設定可能項目に関係なく高速な

CPUを利用することができるのだ。ま

た、メルコやアイ・オー・データ機器

といった、実績あるメーカーの製品を

購入すれば、動作確認機種なども明記

されているため、安心して購入できる。

ここでは、このマシンも動作確認機

種に含まれている、メルコの「HK6-

ms V2」を選んでみた（写真11）。

「HK6-ms V2」は、CPUにAMD社

のK6-IIIを搭載しており、FSBの6倍の

クロックで動作するようになっている。

つまり、FSB 66MHzのこのマシンに

装着すれば、400MHzで動作すること

になるのだ。これなら、Ce l e r o n

400MHzを搭載した激安PCにもクロッ

ク周波数で見劣りはしない（FSBも同

じ66MHzだし）。しかも、内部キャッ

シュの容量についてはCeleronを上回

っており、L1キャッシュ64Kバイト

（Celeronは32Kバイト）、L2キャッシ

ュ256Kバイト（Celeronは128Kバイト）

となっている。さらに、マザーボード

上のキャッシュ（ここでは256Kバイト）

をL3キャッシュとして利用可能になる
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写真9 ノーブランド 72ピンSIMM
32Mバイト、パリティなし、60ns。店頭価格は2枚で1
万6900円だが、今回は編集部のものを流用。

写真10 メモリをフル実装した状態
装着は斜めに挿してから、垂直に立てるようにする。

メモリ増設お勧め度！
★★★☆

CPUチューン
費用：2万6800円



のだ（Celeron用のマザーボードにはキ

ャッシュは実装されていない）。少なく

とも同クロックのCeleronマシンを凌駕

するのではなかろうか。いやがうえに

も期待が高まるというものだ。

■換装作業

まず、マザーボードからPentium

100MHzを外そう。ソケットの横に付

いているレバーを引き上げ、CPUを抜

く。次にHK6-ms V2をソケットに挿

す。この時、ピンの配列に注意しよう。

本体を正面から見たとき、ちょうどレ

ギュレータ基盤部が左側にくるように

挿さるはずだ。正しく挿せたら、レバ

ーを戻し固定する。次に電源コネクタ

を接続する。これを接続しないと、冷

却ファンだけでなく、CPU自体に電気

が供給されないので、PCは起動しない。

さて、換装したら、電源を入れてみ

る。CPUをHK6-ms V2に換装しても、

システムは何ごともなかったかのよう

にブートする。ところで、LASER5

Linuxをインストールしただけでは、

CPUのコンフィグレーションは386の

ままになっている。たとえ、そのPCが

K6マシンだろうが、はたまたPentium

IIIマシンだろうが変わりはない。最低

限のスペックに合わせて、i386である

という前提のもとにインストールされ

るのだ。せっかくCPUも速くなったの

だから、ここでCPUに最適化したカー

ネルを構築しておこう（本当は、

Pentium 100MHzの状態でも、やって

おけばよかったのだが…）。

/usr/src/linuxに移動し、次のコマン

ドで「Linux Kernel Configuration」

を起動する。

# make distclean; make xconfig

「Linux Kernel Configuration」が

起動したら、［Processor type and

features］をクリックして、一番上の

［Processor family］の欄の［386］と

書かれたボタンをクリックし、メニュ

ーから［Pentium/K6/TSC］を選ぶ

（画面1）。メインメニューに戻り、結

果 を 保 存 し て 「 Linux Kernel

Configuration」を終了する。

コンパイル作業に取り掛かろう。

# make dep; make clean

# make bzImage

# make modules

# make modules_install

カーネルが/usr/src/linux/arch/

i386/boot/bzImageという名前で作成

されているので、それを、/bootに新し

い名前でコピーしよう。まだディレク

トリ/usr/src/linuxにいるのであれば、

以下のようにする。

# cp arch/i386/boot/bzImage /boot/

vmlinuz-2.2.5-k6

そうしたら、/etc/lilo.confをリスト1

のように書き換えて、/sbin/liloを実行

し、システムを再起動する。

■独断的お勧め度！

さすがにCPU速度の向上は、カーネ

ルの再構築時のコンパイル時間などで

も十分に体感できる。本当に激安PCに

追いついたかどうかは微妙なところだ

が。メモリの価格に比べれば、CPUア

ップグレードキットの価格は納得がい

くものだ。また設定の手軽さという点

についても評価できる。したがって、

満点の星4つ！

メルコでは、同じくK6-IIIを使った

アップグレードキットで、500MHzで

動作する製品も発売予定だそうなので、

そちらにも期待したい。

お勧め度！★★★★
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画面1 ［Processor type and features］で［Pentium/K6/TSC］を選択する。

写真11 メルコ HK6-ms V2
K6-III搭載のCPUアップグレードキット。FSB66MHz時
は400MHzで動作する。購入価格2万6600円

CPU換装お勧め度！
★★★★



このマシンのハードディスク容量は

850Mバイトである。現在ショップで売

られているハードディスクの容量は、

そのほとんどが数G～数十Gバイトであ

る。もはや、桁が違う。実際、850M

バイトのハードディスクだと、LASER

5 Linux 6.0 Rel.2のお勧めインストー

ルパッケージである「サーバ」「ワーク

ステーション」ともに、容量不足でイ

ンストールすることができない。ここ

では、ハードディスクの増設に挑戦し

たい。

さて、冒頭で調べた通り、このマシ

ンには、E-IDEインターフェイスが2系

統備わっている。それぞれにディスク

を2台ずつ接続できるわけだ。そして、

現状では、ハードディスク×1台とCD-

ROMドライブ×1台の計2台が接続さ

れている。接続台数でいえば、あと2

台は接続可能だ。さらに、筐体には、

3.5インチのドライブベイが1つ空いて

いるため、IDE接続タイプのハードデ

ィスクを1台買ってくれば、すぐにでも

増設できるのだ。

■ハードディスクとIDEカード選び

ここでは、15Gバイトの容量を持つ

ハードディスク、IBM DPTA351500

を増設することにする（写真12）。実

は、このハードディスク、Ultra ATA/

66対応でもある。せっかくだから、

Ultra ATA/66インターフェイスカー

ドを試してみよう。Ultra ATA/66イ

ンターフェイスカードといえば、本誌1

月号でもPromise Technology社のカ

ードを扱っている。そこで、ここでは

別の製品、I will社のSIDE-Pro66を選

んでみた（写真13）。これで、ハード

ディスクのデータ転送速度も格段に向

上するはず！？

■まずはハードディスクの増設

まずは、マシンのE-IDEインターフ

ェイスにハードディスクをつないで、

LASER5 Linuxをインストールしよ

う。ハードディスクをベイに固定して、

IDEケーブルを接続する。ここでは、

既存の850Mバイトのハードディスクか

ら外したケーブルを、そのままDPTA

351500に接続してインストールを行っ

た。

旧型のマザーボードでは、BIOSが原

因で、大容量ハードディスクを認識し

ないという問題が生じることがある。

若干懸念していたのだが、このマシン

では問題はなかった。Disk Druidで、

いとも簡単に認識し、フォーマットも

できた。ただし、Linuxのブートパー

ティションに、15Gバイト（実際には、

swapパーティション取得後の残りだ

が）を丸ごと確保しようとすると怒ら

れるので、約5Gバイトを/に、残りを

/usrに割り振った。

さすがにこれだけ容量があると、「サ

ーバー」も「ワークステーション」も

問題なくインストールできる。ちなみ

に、「カスタム」を選び「すべてを選

択」にした。ハードディスクのアクセ

ス速度自体が速いためか、多くのパッ

ケージを選んでいるにもかかわらず、

体感的にはインストールも速い。

■Ultra ATA/66カードの増設

ハードディスクへのインストールが

終わったら、いよいよUltra ATA/66

による高速データ転送である。SIDE-

P r o 6 6が採用しているHighPo i n t

Technology製のHPT366というチップ

は、最近では、440BXチップセットを

使ったマザーボードに、Ultra ATA/

66をオンボード実装するために搭載さ

れているのを見かける（写真14）。さ

っ そ く HighPoint Technology社 の

Webサイトへアクセスしてみると、

Linux用のドライバがパッチで提供さ

れている。本誌1月号で、Promise
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写真13 I will SIDE-Pro66
HPT366チップ搭載のUltra ATA/66カード。購入価格
3980円

写真12 IBM DPTA351500

容量15Gバイト。Ultra ATA/66対応。購入価格1万5000
円

▼リスト1 lilo.conf

boot=/dev/hda

map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=50

default=linux-k6

image=/boot/vmlinuz-2.2.5-22lv3

label=linux

root=/dev/hda1

read-only

image=/boot/vmlinuz-2.2.5-k6

label=linux-k6

root=/dev/hda1

read-only

ハードディスクチューン
費用：1万5000円



Technology社のUltra66をインストー

ルしたのと同じUnified IDEドライバ

である。

しかし、LASER5 Linuxで採用して

いるkernel 2.2.5に対応したパッチが見

当たらない。かといって、バージョン

を下げるのも悔しい。ここでは、大胆

にも開発版であるkernel 2.3.41にバー

ジョンアップしてしまうことにした。

何ゆえ2.3.41という半端なバージョンな

のかと問われれば、それは、UIDEド

ライバのパッチのバージョンに合わせ

ただけである。

さ っ そ く 、 The Linux Kernel

Archivesからkernel 2.3.41をダウンロ

ードする。ソースはtar.gz形式でも

17Mバイトあるので、64kbpsでダウン

ロードしても数十分かかる。ちょっと

覚悟が必要だ。そして、HighPoint

Technology社のサイトからUnified

IDEパッチ（ide . 2 . 3 . 4 1 - 2 . 200000

124.patch.gz）もダウンロードする。

ダウンロードしたらそれぞれ、以下

のように展開して、パッチを当てる

（/tmpにダウンロードした場合）。

# cd /tmp

# tar xvzf linux-2.3.41.tar.gz

# gunzip ide.2.3.41-2.200000124.

patch.gz

# patch -p0 < ./ide.2.3.41-2.

200000124.patch

パッチを当て終わったら、make

xconfigで設定を変更しよう。［Block

devices］をクリックして、［Generic

PCI IDE chipset support］ で ［ y］

を選ぶ。すると、リストの下のほうに

ある［HPT366 chipset support］が

選択可能になるので、［y］を選ぼう

（画面2）。それ以外にも、現在搭載し

ているハードウェアに関する設定を行

っておく必要がある。CPU換装の項で

行ったK6の設定もそうだが、［General

setup］でAPMの設定を、［Network de

vices］－［Ethernet（10 or 100Mbit）］

で3C509の設定を、［Sound］でSound

Blasterの設定をしておかないと、機能

しなくなるので注意しよう。

設定を変更したら、makeを使ってカ

ーネルをコンパイルする。コンパイル

手順はCPU換装の時と同じだ。そうし

て、Ultra ATA/66であることをlinux

に認識させるためlilo.confのブートイメ

ージのセクションにappend行を追加し

（リスト2）、/sbin/liloで書き込む。

■大ショック！ BIOSチェックでハング

さて、まずは、カーネルを入れ替え

て、カードを認識させて正しくディス

クが読めるかどうか試してみよう。

SIDE-Pro66に付属のUltra ATA/66

用のケーブルでカードとハードディス

クを接続する。Ultra ATA/66用のケ

ーブルは、コネクタこそ、通常のIDE

ケーブルと変わらないが、ケーブルの

芯数が80ピンとなっている（写真15）。

電源を入れる。ここで異変が…。な

んと、BIOSチェックで、SIDE-Pro66

をうまく認識してくれない。具体的に

は、1回目は認識するが、システムを

終了し、2回目以降のブートでは、ハ

ングアップしてしまうのだ。試しにカ

ードを外し、ブートし、終了する。も

う1度カードを挿す。やはり、1回目は

認識するが、終了後、つまり2回目以
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写真14 HighPoint Technology社のHPT366チップ
ABITのマザーボードにもオンボード搭載されているメジャーな
チップだ。

画面2 ［Generic PCI IDE chipset support］で［y］を選ぶと、［HPT366 chipset support］
が選択可能になる。



降はカードを正しく認識しない。その

繰り返しである。

インターネットでFMV DESKPOWER

5100D5の情報を集めると、初期出荷状

態のBIOSに問題があり、一部のカー

ドが使えないことがあるという。試し

に、BIOSのアップデート（富士通は非

公認）をしてみたが、やはりダメであ

った。う～む、ここまで来ながら悔し

い限りだ。

■独断的お勧め度！

Ultra ATA/66による速度的なチュ

ーニングは断念したが、大容量のハー

ドディスク増設は、効果絶大である。

お勧め度！★★☆☆

Linuxでも、Windowsに負けない3D

アクションゲームが続々と登場してい

る。このマシンに搭載されているATI

社のMach64CTチップは残念ながらハ

ードウェア3Dアクセラレーション機能

が備わっていないため、こうしたゲー

ムを楽しむためには、どうしても不利

である。

また、2MバイトのVRAMを搭載し

ているが、これだと最大表示能力は

1024×768×16ビットカラーになって

しまい、デジカメで撮るような大きな

画像を扱ったり、複数のウィンドウを

同時に開く場合には頼りない。

そこで、PCIバスながら、3Dアクセ

ラレーション機能を備え、グラフィッ

クスメモリを多く備えたグラフィック

スカードを増設してみたい。

■グラフィックスカード選び

グラフィックスカードは選びがいが

ある。いくらAGPスロット対応のカー

ドが主流だとはいえ、まだまだ最新の

グラフィックチップを搭載したPCIス

ロット対応のカードも販売されている。

Microsoft Windowsのマルチディスプ

レイ対応もこれを助けているかもしれ

ない。しかし、あまりに最新のグラフ

ィックスチップを選ぶと、XFree86の

ドライバが対応していないかもしれな

いので危険である。またこのマシンは、

グラフィックスカード増設時に注意が

必要で、S3社のViRGE系のカード以外

の増設は難しいという報告もある。

そこで、選んだのは、枯れてはいる

が安心感のあるS3社のViRGE/GX2を

搭載したカードだ。激安のバルク品で

ある。 グラフィックスメモリに

SGRAMを4Mバイト搭載している。

Quakeのような激しいゲームは難しい

が、そこそこイケるのではないかと期

待している。

■グラフィックスカードの増設

まず、念のために、システム起動時

にXを起動しないように設定変更して

おこう。システムメニューから［シス

テム］－［linuxconf］を選択し、［デ

フォルトのブートモード］を選択する。

［デフォルトのブートモードの設定］で

［テキストモード＆ネットワーク］を選

択する（画面3）。［了解］ボタンをク

リックすると変更を実行するか問い合

わせてくるので、［実際に変更分を実

行する］ボタンをクリックしてから

［閉じる］ボタンをクリックする。そう

したら、システムをシャットダウンし

よう。

このマシンでは、PCIスロットにグ

ラフィックスカードを挿すと、マザー

ボード上のMach64が自動的に無効に

なり、新しいグラフィックスカードが

有効になる。カードを挿し、ディスプ

レイのコネクタをつなぎ替えて電源を

入れる。ブート中に新しいカードを検

出し、Xconfiguratorがドライバのあり

かをたずねてくるので、LASER 5

Linux 6.0 Rel.2のCDをCD-ROMドラ

イブに入れて、ディレクトリ/mnt/

cdrom/LASER5/RPMSの下にある、

XFree86-S3-3.3.5-1.5LL6.i386.rpmを指

定する。ディスプレイの種類を一覧か

ら選び、使用する解像度を選べば、設

定は終了だ。ブート後、startxでXを

起動する。
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Webサイト URL
HighPoint Technology社 http://www.highpoint-tech.com/

The Linux Kernel Archives http://www.kernel.org/
表3 ドライバおよびカーネル入手先URL

▼リスト2：Ultra ATA/66用にappend行を追加したlilo.conf（抜粋）

image=/boot/vmlinuz-2.3.41-ata66

label=linux-ata66

root=/dev/hda1

read-only

append "ide2=ata,ide3=ata"

写真15 Ultra ATA/66ケーブル
隣にある通常のE-IDEケーブルと比べると、ケーブルの
芯が細く、数が多いのがわかるだろうか。

ハードディスク増設お勧め度！
★★☆☆

この行を追加する

グラフィックスチューン
費用：4000円



ブート時に設定できなくても、ブー

ト後に、コマンドラインからXconfigu

ratorを起動すれば設定できる。このと

き事前にkonを起動しておくと日本語

版が起動するのでわかりやすい。グラ

フィックスチップは自動的に認識して

くれる（画面4）。

■表示が乱れGXは断念

しかし、ここで問題発生。Xは起動

するのだが、画像が乱れる。いろいろ

試してみたが、どうにもならない。こ

のカードに特有の問題らしく、X終了

後のテキスト画面の乱れなどは、イン

ターネット上にも報告されている。そ

こで、急遽、手持ちのDIAMOND

Stealth 3D 2000（86C325）を持ち出

すことにした（4年前の製品）。増設手

順は前記と同様。あっさり認識される。

これにより、1280×1024×16ビットカ

ラーの表示能力が得られた。

■独断的お勧め度！

ちょっと無理やりではあるが、

xengineを使って計測すると、1024×

768×16ビットカラー表示時に、Mach

64で平均250、ViRGE/GX2で平均720

という値になる。約3倍ほど高速にな

っていることがわかる。が、しかし、

使い物にはならない…。DIAMOND

Stealth 3D 2000では1280×1024×16

ビットカラー表示時に平均825という

数値であった（ちなみにViRGE/GX2

では同解像度で平均1520！やっぱり惜

しいなぁ…）。

まずこのマシンでは主にViRGE系し

か動作報告がないこと、最新のViRGE

チップが動かないことなどを考えると、

Mach64でも十分という気がしてくる。

急遽テストしたStealth 3D 2000は動

作することから、中古パーツとして同

カードが入手可能であれば、大画面が

使えるという点でお勧めである。設定

は簡単なので文句はないのだが。とい

うわけで、Stealth 3D 2000という前

提でのお勧め度は星1つだ（ViRGE

/GX2では星はゼロ）。

お勧め度！★☆☆☆

さて、結局どうなったかというと、

表4のような仕様になった。実際に組

み込んだパーツの費用は、CPUとハー

ドディスク代で4万1600円になる。メ

モリとグラフィックスカードは0円だ。

この仕様だと、3Dアクションゲームは

難 しいが、「 Civilization： Call To

Power」などのシミュレーションゲー

ムはちゃんと遊べるようになった。

GIMPで大きな画像も扱え、速度的に

もさほどストレスは感じない。ちょっ

としたワークステーションとして使お

うという気になるレベルには達したも

のと思う。元がFMV DESKPOWER

5100D5だと思えば十分なスペックにな

ったが、イマイチ諸手を挙げて喜べな

いのも事実だが…。
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画面4 Xconfiguratorを起動するとグラフィックスチップを自動的に認識して、Xの
設定をしてくれる。

写真16 S3 ViRGE/GX2バルク
S3社のViRGE/GX2、SGRAM 4Mバイトを搭載したグ
ラフィックスカード。購入価格4000円。

項目 仕様 値段
CPU HK6-ms V2（K6-III 400MHz） 2万6600円

メモリ 72Mバイト 1万6900円（実際は0円）

HDD E-IDE 15Gバイト 1万5000円

グラフィックス DIAMOND Stealth 3D 2000（VRAM 4Mバイト） 0円（新品は入手不可能）

表4 最終仕様

グラフィックスカード増設お勧め度！
★☆☆☆

目的は達成されたか？

画面3 linuxconfでテキストモードでブートするように設定を変更する。



復活大作戦
往年の名機

Linux magazineApril 2000 63

今回のように旧型のPCを扱うと、思わぬ

面で苦労を強いられることがある。FMV

DESKPOWER 5100D5で言えば、1995年の

モデルということもあり、拡張スロットと

BIOSの部分がそれに相当した。本文で紹介

したように、同機のスロット構成は、ISAス

ロット×1、PCI／ISA共用スロット×2とな

っており、3つのスロットすべてがISAデバイ

スで埋まることも想定されている。

このことからもうかがえるように、同機は

まだPCIデバイスよりもISAデバイスのほうを

使う機会が多い時期の製品だったのである。

現在でこそ、PCIとISAの間を取り持つブリ

ッジは安定しているが、PCIデバイスが登場

したての時期には、いろいろ問題も多かった

ようだ。

事実、同機では、発売当初、Adaptec社の

バスマスタSCSIカードを認識しないという問

題があった。しかし当時は、Adaptec社側で

これを対応させてしまったという。現在ほど

には多種多様なデバイスが登場しているわけ

でもなかったので、こうしたことが対応可能

だったのかもしれないし、あるいは、FMVの

出荷台数を考えたうえでの対応だったかもし

れない。

また、ビデオカードの増設についても、S3

社のViRGE系チップを搭載したカード以外で

の動作報告がほとんどなく、ユーザーにとっ

ては、システム拡張も慎重に行わなければな

らなかっただろう。

こうした互換性の問題を「相性」と呼ぶこ

とが多い。PC/AT互換機を自作する場合に、

よく「このマザーボードとこの拡張カードは

相性が悪い」とか、「このビデオカードとこ

のSCSIカードは相性がいい」というように

使われる。PCのパーツ同士に相性もないも

んだと思うかもしれない。まぁ、実際には、

どのデバイスも定められたPCIの規格に則っ

て設計されているわけで、微妙なタイミング

のずれや、規格にない部分の解釈等で互換性

を逸しているのだろうが、具体的にどこが互

換性を欠いているのかユーザーからは計り知

れない。そのため試行錯誤して見つけ出した

互換性を「相性の良し悪し」と呼ぶことで納

得しているのだ。ショップなどでパーツ購入

の際に「相性」という言葉を聞いたら、そう

いう意味である。

■BIOSアップデート

今回、PCIデバイスの認識の問題で、最終

手段として選択したことにマザーボードの

BIOSアップデートがある。BIOS（Basic

Input Output System）は、電源投入時に実

行されるプログラムで、PCの電源投入時に

ちゃんとFDDやHDDに記録されているOSの

ブートプログラムを読みにいくのもこのBIOS

のおかげである。

このBIOSには、ブート機能以外にも、マ

ザーボード上の各種ハードウェアデバイスの

設定や、自己診断などのプログラムが組み込

まれている。そのためハードウェアを拡張す

る際に、このBIOSが正しく認識してくれな

いと、動作しないことがあるのだ。つまり、

このBIOSが開発された時期に存在していな

いハードウェアについては、正しく認識して

くれない可能性が高い。しかしその反面、

BIOSのバージョンをアップデートさえすれ

ば、動く可能性もあるわけだ。

BIOSはFlash ROMという、ソフトウェア

で書き換え可能なROMに搭載されている。

マザーボードメーカーでは、最新BIOSのア

ップデートプログラムを自社サイトで配布し

ている。しかし、FMVのような大手メーカー

製PCの場合、BIOSアップデートは、自社の

サービスセンターへの持ち込みでしか対応し

ていないことも多い。これは、BIOSのアッ

プデートが危険な行為でもあるためだ。なぜ

なら、書き換えに失敗すると、そのPCは二

度と起動しなくなってしまうからである。こ

の理由から、今回もBIOSアップデートは最

後の手段として、とっておいたのだ（しかし、

結果は、アップデートに成功しても、

UltraATA/66、ViRGE/GXとも動作しなかっ

たわけだが…）。

今回はメーカーのサービスセンターへ持ち

込まず、自分で書き換えを行ったが、これは

メーカーのサポート範囲外であり、もし失敗

してから慌ててメーカーへ持ち込んでも取り

合ってくれない。しかも、目的とするデバイ

スが動作しなかったこともあり、ここでその

具体的方法論を書くことは避けるが、旧型

PCをチューンアップする際には、BIOSの新

旧という点についても、追求してみる余地が

あるだろう。

■FMVユーザーお役立ちサイト

最後になったが、今回のようにFMVを

Linuxで再利用する場合、オンボード搭載さ

れたチップの型番や、セット売りされていた

ディスプレイのスキャン周波数帯域などが知

りたくなるだろう。そうしたときに役立つサ

イトを以下に示しておこう。

同サイトでは1995年以降のFMVシリーズ

のチップやディスプレイの周波数帯域が一覧

できる。また比較的新しい型番であれば、

Linuxのディストリビューションパッケージご

との動作結果も掲載されている。FMVユーザ

ーは、Linux導入前に一度覗いてみることを

お勧めする。

FMVシリーズ Linux関連情報

http://www.fmworld.ne.jp/annc/linux/index.html

Column

ハードウェアの相性

FMVシリーズ Linux関連情報 今回取り上げたFMV5100D5の情報



今回取り上げるPRESARIO 7242

は、1996年3月に発売された家庭向け

の薄型デスクトップマシンだ。スピーカ

ー付きのディスプレイとセットで販売さ

れ、Windows 95がプレインストールさ

れた本体には、Pentium 133MHz、1G

バイトのハードディスク、4倍速のCD-

ROMドライブなどが装備されていた

（表1）。

発売された当時は、Windows 95ブ

ームで、世間ではマルチメディア時代

と騒がれたものだったが、4年も経った

今となっては力不足の感が否めない。

アスキー社内において、このマシンが

どのような使われ方をしてきたのかは

わからないが、退役マシン保管倉庫に

ひっそりと眠っていたのもを借り受け

てきた。セットになっていたはずのデ

ィスプレイは見あたらなかったが、す

っきりとしたデザインのスリムな筐体

は古さを感じさせない（写真1）。

みなさんのまわりにも、Windows

95ブームの頃のマシンが使われること

なく放置されていたりするのではない

だろうか。今回は、このマシンをパワ

ーアップし、バリバリのLinuxマシン

として復活させてみよう。

ノーマルといっても、このマシンに

はメモリが増設されており、合計64M

バイトになっていた。標準の16Mバイ

トのままではX Window Systemで

GNOMEのようなデスクトップ環境を

利用するにはつらいだろう。メモリの

増設は、72ピンのSIMMで行う（写真

2）。マザーボードのシルク印刷を見る

と、“EDO MEMORY ONLY”と書

か れ て い る 。 FPM（ Fast Page

Mode）RAMに比べ、データの連続読

み 出 し 性 能 を 向 上 さ せ た E D O

（Extended Data Out）RAMが必須

のようだ。また、アクセス速度は、

60nsか70nsのものが利用可能で、マザ

ーボード上のジャンパピンで設定する。

搭載されていたSIMMは60nsのものだ

ったので、ジャンパ設定もそれに合わ

せた。

さらに、本機のISAバススロットに

は、3Com社製のイーサネットカード

EtherLink III（3C509B-TP）が接続

されていた（写真3）。3C509B-TPは、

10BASE-Tと、10BASE-5に対応した

カードで、ベストセラーモデル3C509

にバッファを増設した名機だ。Linux

はもちろん、数多くのOSに対応してお

り、安定度も高いのでそのまま使うこ

とにした。

インストールするLinuxのディスト

リビューションには、本誌の付録CD-

ROMにも収録したTurboLinux 4.5を

選んだ。早速インストールを開始しよ

うとTurboLinuxのCD-ROMをドライ

ブに入れ、本体の電源を入れる。お

や？　Windows 95が起動した。BIOS

の設定でCD-ROMから起動しないよう

にしてあるのかと思い、BIOS設定プロ

グラムを起動する。Compaqのマシン

には、ハードディスクからBIOS設定プ

ログラムを起動するものがある。この

マシンもそのひとつで、起動時にF10

キーを押すことで、専用のパーティシ

ョンから設定プログラムを呼び出す。

ところが、CD-ROMから起動する設定

項目がない。そうだ、この頃のマシン

はCD-ROMブートできないのが普通だ

ったのだ。

しかたがないので、Windowsからブ

ートフロッピーを作成し、これで起動

してインストールをした。インストー

ラはイーサネットカードもあっさりと

認識した。インストールの途中で既存

のパーティションをすべて消し、
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写真1 Compaq PRESARIO 7242

薄型の筐体なので、華奢に見えるが、ケースには厚い鉄
板を使用し、最近の安物マシンとは一線を画す。機能
的にまとめられたデザインにも好感が持てる。

項目 仕様
CPU Pentium（P54C）133MHz（Socket7）

ハードディスク Seagate社製 ST5180A 1Gバイト（E-IDE）

CD-ROMドライブ SONY製 4倍速 CDU77E（ATAPI）

メモリ 64Mバイト（標準16Mバイト）

ビデオ S3 Trio64V+ 2Mバイト（オンボードPCI接続）

拡張スロット ISA×2、PCI／ISA×1、PCI×1

電源容量 150W

表1 Compaq PRESARIO 7242の仕様

参考URL：http://www.compaq.co.jp/products/old/old_presario7242.html

Compaq PRESARIO 7242を限界までチューンする

文：藍植緒　Text :  Ueo Ai

Linuxをインストールする



Linuxのために新たにパーティション

を作成する。しかし、1Gバイトのハー

ドディスクでは容量が足りず、すべて

のソフトウェアパッケージを選択する

ことができない。とりあえず必要にな

りそうなパッケージだけを選んでイン

ストールは終了した。

マシンをリブートしてLinuxを起動

する。インストール時にグラフィカル

ログインを選んだのでXも起動する。

デスクトップ環境はGNOMEだ。うー

ん、メニュー表示の反応が鈍い。使え

ないというほど遅いわけではないのだ

が、もったりとした感じとでもいおう

か、表示がワンテンポ遅れるのでちょ

っと使いづらい。よし、CPUを高速な

ものに乗せ換えよう！

■CPUを交換するぞ

と、決めたはいいが、まずはこのマ

シンで使えるCPUにはどのようなもの

があるのかを調べなければならない。

標準でSocket7にPentium（P54C）

133MHzが搭載されているのは前述の

通りだ（写真4）。ところが、Socket7

を採用しているとはいえ、このマザー

ボードは3.5Vのシングルボルテージし

か供給できないため、いわゆるMMX

Pentium（P55C）やAMDのK6シリー

ズ、Cyrixの6x86やM IIなどをそのま

ま載せることはできない。単純にCPU

を交換するとすれば、Pentium（P54C）

かIDT Winchip C6、Winchip2から選

択することになる。残念ながら、これ

らのCPUはすでに品薄で入手が難しい

うえに、300MHz以上のものがないた

め劇的な高速化は望めない。

そこで、今回はアイ・オー・データ

機器のCPUアップグレードキットPK-

K6H400/DVを利用することにした

（購入価格1万8600円）。このキットは、

AMD K6-2 400MHz、電圧変換ソケ

ット（通称ゲタ）、CPUファンをセッ

トにしたもので、デュアルボルテージ

に対応していないマザーボードでも利

用できるのが特徴だ（写真5）。実際に

CPUが動作する周波数はFSBの6倍と

なる。このマシンではジャンパピンの

設定でFSBを40／50／60／66MHzか

ら選べるが、もとのPentium 133MHz

が66MHz×2で動作していたのでその

ままFSB 66MHzのまま使う。従って、

K6-2は400MHzで動作するのだ。

■CPUアップグレードの注意点

ここで、CPUをアップグレードする

際に注意すべき点に触れておこう。自

作マシンのように、さまざまなCPUに

対応したマザーボードを使用している

場合は、マザーボードのマニュアルを

参照して利用可能なCPUを入手すれば

よい。しかし、今回のようなメーカー

製PCでは、CPUの交換はPCメーカー

の保証外となる。

また、CPUアップグレードキットを

利用する場合も注意が必要だ。これら

のキットがすべてのPCで動作するとは

限らない。実際に、PK-K6H400/DV

をDELLのOptiplex GXMT166という

Pentium 166MHzのマシンに差したと

ころ、全く起動しなかった。どうやら、

BIOSでCPUの種類をチェックしてい

るらしい。このような場合は、MR

BIOSなど、サードパーティ製のBIOS

を購入するという解決方法もある。旧

式マシンのパワーアップにそこまで手

間と費用をかけるのはどうかとは思う

が……。

さらに、CPUアップグレードキット

には電圧変換ゲタやCPUファンがある

ため、もとのCPUを装着している状態

よりも大きなスペースが必要になるこ
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写真3 3Com 3C509B-TP
抜群の安定性と信頼性を誇るベストセラーのイーサネッ
トカード。しかし、それなりの価格だったので個人で買
うとうらやましがられた（筆者は買えなかった）。

写真2 72ピン 16MバイトEDO SIMM

最近ではすっかり品薄になり、SDRAMの載ったDIMM
より高価になってしまった。このSIMMはパリティなし
のタイプ。

写真4 Pentium（P54C）133MHz

セラミックのPGAパッケージが懐かしい。実際に装着
されているときは大きなヒートシンクがついているの
で、この面は見えていない。

写真5 アイ・オー・データ機器のPK-K6H400/DV

AMD K6-2 400MHzを採用したCPUグレードアップキッ
ト。電源から12Vの供給を受け、レギュレータで必要な
電圧に降圧してCPUを動作させる。

CPUパワーアップ作戦



とが多い。このため、CPUまわりのス

ペース（特に高さ）も事前の確認が必

要だ。このほかにも、消費電力の大き

な最近のCPUを使うためには、電源容

量に余裕がなければならないので注意

しよう。

CPUアップグレードキットのメーカ

ーは、Webページで対応機種を公開し

ているので、自分のPCが対応している

かどうか確認しておくと安心だ。

実 は 、 P K - K 6 H 4 0 0 / D V は

PRESARIO 7242に対応していないの

だが、動けばラッキーという突撃精神

で試したところ問題なく動作した（も

っとも、対応機種であってもLinuxは

正式にサポートしていない）。

小うるさいことはこれくらいにして、

CPUアップグレードの効果のほどを見

てみよう。CPUの動作周波数が一挙に

3倍になるのだからさぞや速くなってい

るに違いない。

■CPUアップグレードの効果

二之宮 祐樹氏が作成し、公開してい

るHDBENCH cloneというベンチマー

クプログラムを使い、CPUアップグレ

ードによるパフォーマンスの違いを見

てみよう。このHDBENCH cloneは、

Windowsでよく使われるベンチマーク

プログラムHDBENCHにそっくりな画

面を持っているが、見た目がそっくり

なだけで中身は全く別のものだという

（画面1）。Pentium 133MHzとK6-2

400MHzで実行した結果はグラフ1～3

のようになった。Xの解像度は1024×

768ドット、色数は16ビット色にして

測定している。

CPUのパートは大きく向上した。浮

動小数点演算が2倍、整数演算はなん

と5倍だ。ただ、メモリは逆に成績が

悪化している。VIDEO、DISKも高速

化できている。

このマシンにはオンボードPCI接続

のグラフィックスアクセラレータ、S3

社 Trio64V+が搭載されているため、

X Window SystemはXFree86のS3用

サーバを使っている。このサーバは、

S3社製チップのアクセラレーション機

能を使うため、CPUが直接すべてを描

画しているわけではない。このため、

CPUが劇的に速くなってもXの画面描

画はそれほど速くならないのだろう。

次に、DISKの結果だが、これはハ

ードディスクとのデータの転送をCPU

が 行 う PIOモ ー ド （ Program I/O
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画面1 HDBENCH clone
の画面

W i n d o w s で は 有 名 な
HDBENCHにそっくりな外観
をしている。GPLに従って配
布されているフリーソフトウ
ェア。
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slow fast
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K6-2 400MHz

5143 2436 3003

7923 3915 4012

 31
  4

 30
  5

矩形 
円 
テキスト 

スクロール 
イメージ 

0

グラフ2 HDBENCH cloneの結果（VIDEO）
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slow fast

Pentium 133MHz

K6-2 400MHz

浮動小数点 
整数演算 
メモリ 
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slow fast

Pentium 133MHz

K6-2 400MHz

READ (KB/s)
WRITE (KB/s)

36452764

29582081

0

グラフ1 HDBENCH cloneの結果（CPU） グラフ3 HDBENCH cloneの結果（DISK）



mode）を使っていることから、CPU

の能力アップとともにDISKの成績も

向上したものと思われる。

しかし、CPUパートにあるメモリの

成績が落ちたのはどうしてだろうか。

これを調べるため、別のベンチマーク

プログラムLMBENCHを使用してみ

た。これはBit Moverが公開している

ベンチマークプログラムで、メモリや

ネットワークなどの帯域幅や遅延速度

などを計測することができる。今回は、

このLMBENCHでメモリの遅延速度

（レイテンシ）を測った。まず、CPU

内蔵の1次キャッシュメモリの遅延速

度を見てみよう。Pentium（P54C）は

16Kバイト、K6-2は64Kバイトの1次キ

ャッシュを持つ。 測定の結果は、

Pentium 133MHzが 15ns、 K6-2

400MHzが5nsだった。動作周波数の

高いK6-2のほうが高速だ。そしてメイ

ンメモリへのアクセス遅延は、Pentium

が250nsなのに対し、K6-2は473nsもか

かっている。これはあくまで筆者の推

測なのだが、PK-K6H400/DVは、遅い

メモリを搭載した古いマシンでもメモ

リアクセスが正しくできるようにウェ

イトを挿入しているのではないだろう

か。まあ、安全第一だし、システム全

体でのパフォーマンスが大幅にアップ

しているのだから細かいことは気にし

ないことにしよう。

あれ？　2次キャッシュは？　と思

った方もいるだろう。なんとこのモデ

ルでは2次キャッシュはオプションとな

っており、標準では装備されていない

のだ。これを考えると、このマシンに

は、CPUに1次キャッシュだけを内蔵

するK6-2ではなく、256Kバイトの2次

キャッシュもCPU内に持つK6-IIIを使

ったCPUアップグレードキットを使っ

たほうが効果があったのかもしれない。

CPUを強化することで、GNOMEの

デスクトップ環境もずいぶん快適にな

った。しかし、オンボードPCI接続の

グラフィックスアクセラレータには2M

バイトのビデオメモリしか用意されて

いない（写真6）。このメモリ容量では

1024×768ドット16ビット色（厳密は

1152×864ドット）までの環境しか得

られない。そこで、アクセラレータカ

ードを増設してみよう。 このマシン

にはAGPバススロットなどという新し

いものはもちろん付いていないので、

今回はたまたま持っていたMatrox

Millennium PCI 8Mバイトを接続し

た。このカードもPRESARIO 7242に

負けないくらい古いものだが、一世を

風靡したベストセラーなのでお持ちの

方も多いのではないだろうか。8Mバイ

トのビデオメモリがあれば1600×1200

ドット32ビット色まで対応できる。

オンボードのアクセラレータを自動

的に切ってくれるのかわからなかった

ので、BIOSの設定プログラムを呼び出

そうとしてハタと困ってしまった。

TurboLinuxをインストールするとき

に、BIOS設定プログラムの入っている

パーティションもきれいさっぱり消し

てしまっていたのだ。しまった、うか

つだったと自分のアホさ加減に歯がみ

していてもしょうがない。こんな時は

メーカーのWebサイト（http://www.

compaq.co.jp/）を見るに限る。あっ

た、設定プログラムがあった。よかっ

たーと胸をなでおろし、専用の起動フ

ロッピーを作成した。PCIスロットに

Millenniumを挿し、このフロッピーで

起動するとBIOS設定プログラムが立ち

上がった。どうやらオンボードのグラ

フィックスチップは自動的に動作を止

めているようだ。

気を取り直してLinuxをブートする。

白黒のコンソール画面でログインプロ

ンプトが表示され、画面が不気味に点

滅している。ログインもできない。む

む。そうだグラフィカルログインに設

定していたので、S3チップ用のXサー

バを起動しようとしては失敗している

のだ。再び己の間抜けさに脱力しなが

ら再起動する。そしてLILOのboot:プ

ロンプトから、

boot: linux 3

とランレベル3を指定してLinuxをブー

ト す る 。 TurboLinux 4.xで は 、 X

Window Systemはランレベル5で動作

し、ネットワーク機能付きのマルチユ

ーザーテキストモードはランレベル3

だ。従って、これでテキストログイン

が可能になるのだ。今度は無事にログ

インできたので、XF86Setupコマンド

を使ってXFre e 8 6の設定をする。

MillenniumはXFree86のSVGAサーバ

を使うので、TurboLinuxのCD-ROM

をマウントしておく必要がある。

Xを1280×1024ドット32ビット色で

立ち上げると画面が広い。

■パフォーマンスはどうか

さて、パフォーマンスはどう変わっ

ただろうか。XFree86は、Millennium
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写真6 PRESARIO 7242に搭載されているグラフ
ィックスアクセラレータ

S3 Trio64V+（下）とビデオメモリ（上4つ）がマザー
ボード上に実装されている。

グラフィックスアクセラレータを
増設！



シリーズでのアクセラレーションがか

なり効くと聞いている。しかし、S3サ

ーバも長い時間をかけて改良されてき

ているのでできは悪くないはずだ。比

較のため、先ほどと同じ1024×768ド

ット 1 6 ビット色 のモードにして

HDBENCH cloneを実行した。グラフ

4がその結果だ。イメージ以外は速く

なった。特にスクロールは見ていて驚

くほどに速くなった。これでGNOME

やKDEのような重いデスクトップ環境

でもサクサクと小気味よく動作するよ

うになった。

CPUとグラフィックスアクセラレー

タを強化するだけで、PRESARIO

7242は十分高速なXワークステーショ

ンになった。しかし、大事なことを忘

れてはいけない。ハードディスクに空

き 容 量 が ほ と ん ど な い こ と だ 。

TurboLinux 4.5をフルインストールで

きないし、それよりもデータを保存で

きないのだ。これでは困る。そこで、も

っと大きなハードディスクに換装して

みよう。

というわけで、IBM製の15Gバイト

IDEハードディスクDPTA-351500を買

ってきた。これは、ディスク回転数

5400rpmの普及モデルで、購入価格も

1万5000円と安価だ。そうはいっても、

PRESARIO 7242に標準で付いている

Seagateのハードディスクの実に15倍

もの容量があるのだ。当然プラッタ

（ハードディスクの中の円盤）あたりの

記録密度も上がっているため、ディス

クへの読み書きの速度も向上している。

■ハードディスクが認識されない

購入して戻るやいなや、嬉々として

ディスクをつなぎ換え、BIOSのセットア

ッププログラムを起動した。PRESARIO

7242では、ハードディスクの容量を

C／H／S（シリンダ／ヘッド／セクタ）

というパラメータで設定する。購入し

てきたDPTA-351500のラベルを見る

と、C／H／Sは29104／16／63だと表

示してあった。ところが、シリンダが

16644までしか設定できないのだ。こ

のBIOSは、C／H／Sの数字を掛けた

数、すなわちディスクの全セクタ数が

24ビット以内に収まらないと認識しな

いようだ。このマシンが誕生した頃に

はこんな大容量のハードディスクを接

続することは想定されていなかったの

で仕方がない。BIOSのアップデートで

何とかならないかとCompaqのWebサ

イトを探してみたが、残念なことに新

しいBIOSは見つからなかった。

■外付けのIDEカードを使う

いまさら小容量のハードディスクを

探して買い直すのはくやしいので、

PCIバススロットに接続するIDEカー

ドを購入することにした。最近は、大

容量のハードディスクに対応し、高速

な転送モード、UltraDMA/66に対応

したIDEカードが何種類か販売されて

いる。これらのカード上には、独自の

ディスクBIOSが搭載されており、

PRESARIO 7242のような旧式マシン

でも最新のハードディスクが使えるよ

うになるのだ。今回は、Promise製の

Ultra66というカードを購入した（写真

7）。化粧箱なしのバルクのもので、購

入価格はおよそ4000円だった。

2つあるPCIバススロットの1つには

グラフィックスアクセラレータカード

のMi l l enn iumが挿してあるので、

Ultra66を装着するとPCIバススロット

はすべて埋まる。ふう、あぶないあぶな

いと思いきや、正しく認識されない。

BIOS設定プログラムを駆使していろい

ろな設定を試したのだが、残念ながら

これら2枚のカードを共存させることは

できなかった。断腸の思いでどちらか

をあきらめなくてはならない。つらい選

択だったが、ハードディスクを選んだの

だった……というか、ここでやめたらこ

の特集企画が吹き飛んでしまう ^^;;。

■TurboLinuxの再インストール

Ultra66を装着してUltraDMA/66に
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写真7 Promise Ultra66

UltraDMA/66に対応した安価なIDEカードの1つ。ハイ
エンド向けになりつつあるSCSIに比べコストパフォー
マンスは高い。
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グラフ4 グラフィックスアクセラレータカードを増設したときのHDBENCH cloneの結果

もっと大きなハードディスクを！



対応したケーブルでDPTA-351500に接

続する。電源を入れるとUltra66の

BIOSがDPTA-351500を認識している

ことがわかった。さて、もう一度

TurboLinuxをインストールしよう。

ブートフロッピーからインストーラを

起動してインストールを進めると、

CD-ROMドライブが見つからないとい

って止まってしまった。CD-ROMドラ

イブは、オンボードIDEインターフェ

イスのセカンダリマスタとして接続し

ていたのだが、プライマリインターフ

ェイスに接続してあったハードディス

クがなくなった（ハードディスクは

Ultra66につないだため）のでうまく認

識されていないようだ。CD-ROMドラ

イブをプライマリマスタとして接続す

ると、インストーラが認識した。

ところが、今度はハードディスクが

見つからないという。どうもUltra66カ

ードをインストーラ（のLinuxカーネ

ル）が認識できないようだ。そこで、

Linux Documentation Project（日本

のミラーサイトhttp://mirror.nucba.

ac.jp/mirror/LDP/）にある“The

Linux Ultra-DMA Mini-Howto”を調

べてみると、次のようにすればインス

トールできることがわかった。

1. Ultra66の使うI/Oポートアドレス

を調べる。

2. 調べたI/Oポートアドレスをインス

トーラに知らせる。

下準備としてUltra66の使うI/Oポー

トアドレスを調べる必要がある。イン

ストーラを起動し、CD-ROMドライブ

を認識したらAlt＋F2キーを押す。す

るとbashのコンソール画面になるので

次のように入力する。以前のハードデ

ィスクからLinuxを起動して、bashか

ら入力してもよい。

# cat /proc/pci

すると、画面にPCIバスに接続された

デバイスの情報が表示されるので、そ

の中から画面2のようなUltra66のリソ

ース情報を探す。①～④のI/Oアドレ

スから、インストーラに渡すオプショ

ンが決定する。オプションの決め方は

次のようになる。

ide2＝①,②＋2 ide3＝③,④+2

画面2の例では、

ide2=0x1050,0x1062 ide3=0x1058,

0x1066（実際は1行）

がインストーラに渡すオプションだ。

実際には、インストーラが起動して、

boot:が表示されたら、

install ide2=0x1050,0x1062 ide3=0x

1058,0x1066（実際は1行）

と入力する。インストールが進み、

「LILO設定」の画面になったら、イン

ストーラに渡すオプション欄に上記の

ide2＝…というオプションを入力し、

「linearモードを使用する」にチェック

を入れる。あとは通常通りインストー

ルを進める。これでDPTA-351500に

Linuxをインストールすることができた。

■不本意な結果？！

HDBENCH cloneでディスクのパフ

ォーマンスを見てみよう。オンボード

IDEコ ン ト ロ ー ラ OPTi 82C621に

Seagateの1Gバイトハードディスク

ST5180Aを接続していたときと、

Ultra66に IBM DPTA-351500を接続

したときの結果を示したのがグラフ5

だ。確かに速くなってはいるが、そん

なに差はない。特に書き込みはほとん

ど同じくらいではないか！
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Bus  0, device   5, function  0:

Unknown mass storage controller: Promise Technology IDE UltraDMA/66 (rev

1).

Medium devsel.  IRQ 11.  Master Capable.  Latency=64.  

I/O at 0x1050 [0x1051]. ←① この①～④のアドレスを調べる
I/O at 0x1060 [0x1061]. ←②
I/O at 0x1058 [0x1059]. ←③
I/O at 0x1064 [0x1065]. ←④
I/O at 0x1000 [0x1001].

Non-prefetchable 32 bit memory at 0x44000000 [0x44000000].

画面2 cat /proc/pciを実行してUltra66のリソースを調べる

1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000

slow fast

OPTi+Seagate
ST5180A

Ultra66+IBM
DPTA-351500 36452764

READ (KB/s)
WRITE (KB/s)36883824
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グラフ5 ハードディスクを強化した時のHDBENCH cloneの結果（DISK） グラフ6 Bonnieで測定した転送速度



そこで、ディスク専門のベンチマー

クプログラムBonnieを試してみた。

Bonnieは、キャラクタ単位での読み書

きと、ブロック単位の読み書き速度を

測ることができる。グラフ6に100Mバ

イトの連続読み込みと書き込みの測定

結果を示す。HDBENCH cloneよりは

差が開いたが、実力の差はこんなもの

ではないはず……。

調べてみたところ、バージョン2.2系

のカーネルはUltra66に使われている

IDEコントローラチップ（PDC20262）

に対応していないため、このままでは

PIOモードでしか利用できないことが

わかった。要するにUltra66は真の力を

まだ見せていなかったのだ（自分が悪

いのだが）。

■Unified IDEパッチ

Ultra66の実力を引き出すためには、

カーネルを最新のIDEコントローラチ

ップに対応させるUnified IDEパッチ

をカーネルのソースにあててコンパイ

ルし直す必要がある。パッチはRing

Server ProjectのFTPサーバから手に

入れた（表3）。

どうせカーネルを再構築するのなら

と 、 カ ー ネ ル 設 定 を 行 う 際 に

「 Processor type and features」 で

Processor familyを“Pentium／K6／

TSC”にし、“MTRR（Memory Type

Range Resister）support”も組み込

むことにした（画面3）。さて、このパ

ッチをあてると、「Block devices」の

画 面 で “ PROMISE PDC20246／

PDC20262 support”を選べるように

なる（画面4）。Ultra66に搭載されて

いるチップはPDC20262なので、この

項目をyにしてカーネルに組み込む。

さらに、起動時からDMA転送が有効

になるように“Use DMA by default

when available”もyにした。このあ

たりの設定は、2000年2月号の「ハー

ドディスク大増設指南」で詳しく解説

されているので、バックナンバーをお

持ちの方はご覧いただきたい。

カーネルをコンパイルし、LILOの設

定をして再起動すれば転送モードは

UltraDMA/33になる。また、LILOの

boot:プロンプトで“ide2＝ata66 ide3

＝ata66”と指定するか、/etc/lilo.conf

でこのオプションを指定すれば転送モ

ードはUltraDMA/66になる。

気になるパフォーマンスは、Bonnie

で測定した結果をグラフ7に示す。ま

さに圧倒的な速度差だ。UltraDMA/

66モードでは、標準での環境に比べ、

読み出しで3.8倍、書き込みで3.1倍も

高速になった。もう元の環境には戻れ

ない。UltraDMA/33とUltraDMA/66

で速度差がほとんどないのは、ディス

クの性能が限界に達しているためだと

思われる。UltraDMA/33モードでの

転送速度は33Mバイト／秒、Ultra

DMA/66では66Mバイト／秒なので、

規格上はまだまだ余裕があるのだ。

7200rpmや10000rpmのハイエンド向

けハードディスクをつなげば有意な差

が見られるのかもしれないが、ここでの

目的は古くなってしまったPRESARIO

7242の復活なので、15Gバイトのディ

スクが利用できただけでも大成功だと

いえよう。といいつつ、メインマシン

にも導入したいと思っているのは筆者

だけではないはずだ。

先ほど、カーネルの再構築でMTRR

（Memory Type Range Resister）を

有効にした。K6-2の後期型やK6-III、

あるいはPentium II／III、Celeronは、
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プログラム URL
HDBENCH clone http://www.enjoy.ne.jp/̃gm/program/hdbench/index-ja.html

LMBENCH http://www.bitmover.com/lmbench/

Bonnie http://www.textuality.com/bonnie/index.html

表2 使用したベンチマークプログラムのWebページ

プログラム URL
Unified IDEパッチ ftp://ftp.ring.gr.jp/pub/linux/kernel.org/kernel/people.hedrick/

表3 Unified IDEパッチのURL

画面3 カーネル設定でのCPU関連セクション

K6-2後期型やK6-III、Celeron以上のCPUではMTRRを有効にしておくといいことがあ
るかもしれない。

画面4 カーネル設定でのBlock device関連セクション

Ultra66で使われているPromiseのE-IDEチップを有効にする。

MTRRを設定する



Write Combiningという機能を持って

おり、MTRRという特殊なレジスタで

指定した範囲のメモリに対してこの機

能を有効にすることができる。さて、

そのWrite Combiningとはどのような

機能かというと、1バイトとか2バイト

といったメモリへの書き込みを留保し

ておいて、8バイト（64ビット）溜ま

ったところで一気に書き込むというも

のだ。K6シリーズは、64ビット単位で

メモリへの書き込みを行うので、連続

したアドレスに対し、1バイト（8ビッ

ト）ずつ書き込むより64ビット溜めた

ほうが効率がよくなり、速度の向上が

見込まれる。

ただし、書き込みタイミングにシビ

アなアドレスに対してこの機能を有効

にしてしまうと、システムが正しく動

作できなくなってしまう。そこで、

MTRRでメモリの範囲を指定し、非キ

ャッシュ／ Write through／ Write

back／Write Combiningといった動

作を指定するのだ。

一般に、Write Combiningを有効に

するのに向いているのはグラフィック

スカードのフレームバッファ領域だと

いわれている。実際に試してみよう。

フレームバッファのアドレスを調べる

ために、次のようにログを取りながら

Xを起動する。

# startx &> Xlog.txt

出力されたXlog.txtファイルに次のよ

うな記述があるはずだ。

(--) S3: PCI: Trio32/64 rev 40,

Linear FB @ 0x40000000（実際には1行）

：

(**) S3: videoram:  2048k

これでフレームバッファのアドレスが

0x40000000から2048Kバイト（16進数

表記で0x200000バイト）だとわかる。

この範囲をWrite Combiningに設定す

るには、次のようにする。

# echo "base=0x40000000 size=0x

200000 type=write-combining" >|

/proc/mtrr（実際には1行）

こうして設定した効果を見るために、

首藤一彦氏の作ったxengineを実行し

た（画面5）。xengineは、レシプロエ

ンジンの仕組みを動画像で表示するプ

ログラムで、そのときの回転数を数値

で表示する。これにより、Xの描画速

度を測るというものだ。強化した

PRESARIO 7242で 実 行 す る と 、

409rpmほどの回転数をマークした。こ

こでMTRRを設定すると457rpmほど

に回転数がアップした。およそ1割の性

能アップだ。

Write Combiningは、あくまでCPU

がメモリに書き込む際に威力を発揮す

るものなので、グラフィックスアクセ

ラレータが描画を行う部分では効果を

持たない。HDBENCH cloneで試すと

VIDEOの数値は変わらなかったので、

ほとんどの描画処理はアクセラレータ

が行っているのだろう。また、現在の

XFree86 3.x.xではWrite Combining

の設定は行われないが、XFree86 4.x.x

からはWrite Combining機能を積極的

に利用するという。

MTRRの設定については、カーネル

に付属のmtrr.txtで詳しく説明されて

いるので、興味のある方は読んでみて

ほしい。

CPU、グラフィックスアクセラレー

タ、ハードディスクを強化した結果、

十分体感できるほどの高速化ができた。

もちろん、最新スペックのマシンに比

べればメモリやチップセットの遅さが

目立ってしまうが、よほど負荷の大き

な作業をしない限りPRESARIO 7242

はデスクトップワークステーションと

して十分に使えるようになった。

あまり費用をかけすぎると、もっと

速いマシンが1台買える出費になってし

まうので、必要な部分を強化するのが

よいだろう。この記事がいくらかでも

参考になれば幸いである。
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5000 10000 15000 20000 25000

slow fast

OPTi+Seagate
ST5180A (PIO)

Ultra66+IBM
DPTA-351500 (UltraDMA/33) 

READ (KB/s)
WRITE (KB/s)

1115110818

35932922

Ultra66+IBM
DPTA-351500 (UltraDMA/66) 

1130211155

0

グラフ7 UltraDMAモードでの転送速度

画面5 xengineはちょっと年代物のプログラム。

最近のマシンでは速すぎて回転が見えないかもしれない。

PRESARIOは生き返ったか？



最近PCを使い始めた方の中には、

「Pentium」をブランド名ではなく部品

の名前だと思っている人がいるそうだ。

これは極端な例だし、CeleronやAMD

Athlonの立場はどうなるのか、という

気もするが、実話だ。実際に1993年発

表のPentiumから、最新のPentium III

まで、インテルの主力CPUは常に

「Pentium」と名乗っているので、この

ような微笑ましい勘違いが起きるのも

やむをえないだろう。

PCに搭載されているCPUは、「x86

系プロセッサ」のように表記されるこ

とが多い。これは、Pentiumの祖先に

あたるCPUが、8086（16ビット）、

80386（32ビット）のように「86」で

終わる型番を持っているので、それら

をまとめて「x86」とするのが慣例な

のだ。

80486（写真2）は80386の高速版で、

i486あるいは単に486とも呼ばれる。日

本ではAT互換機が普及し始めたころ、

主力だったCPUだ。当時から使ってい

たユーザーなら、80486搭載機種を1台

くらいは所有したことがあるだろう。

そして、次はきっと「80586」だろ

う、と誰もが思っていたところに発表

されたのがPentiumだった。さらにそ

の次のCPUは、開発コードが「P6」だ

ったことから、「Hexium」（ヘクシア

ム？）とでも命名されるのかと思って

いたら、製品名はPentiumProだった。

以後のPentium II／III、Celeronは、

いずれもP6のコアを元にさまざまな改

良が加えられたものである。つまり

80486は、CPUのコアでいうと現在の2

世代前の製品ということになる。

Linuxは、低スペックのマシンでも

使えると言われている。それを確認す

るためにも、今回の特集に486マシン

を加えることになった。用いたのは、

アスキー社内の倉庫から発掘してきた、

IBMのAptiva 530である。オリジナル

のスペックと現状を表1に示した。ハー

ドディスクにはWindows 95がインス

トールされていた。メモリやハードデ

ィスクが増設されているとはいえ、か

なり苦しいスペックだ。

古いマシンを活用する場合、ここで

いろいろな部品を買い足すのが一般的

なスタイルだ。この特集でもPentium

を搭載している機種については、

Socket7に対応したCPUアクセラレー

タを使ってパワーアップを試みている。

またPCIの拡張スロットを用いて、グ

ラフィックスカードの交換や、より高

速なIDEのインターフェイスを追加し

ている。

だが486マシンの活用法を検討する

にあたっての原則は、「金をつぎ込まな

い」である。というか実際には、つぎ

込みようがないといったほうが正しい

かもしれない。

たとえば48 6が装着されている

Socket3に対応するCPUは、現状では

ほぼ入手不可能である。たとえあった
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写真1 IBM Aptiva 530
はたして486マシンを活かす道はあるか？

項目 仕様
CPU 486DX 100MHz
メモリ 8Mバイト（現在は56Mバイト）
ハードディスク 720Mバイト（現在は1Gバイト）Western Digital AC21000H
CD-ROM 4倍速（ATAPI）
ビデオ Cirrus Logic CL-GD5430（VRAM 1Mバイト）
ネットワーク なし（現在はIntel EtherExpress PRO/10）
表1 IBM Aptiva 530のスペック（発売時）

写真3 ISAのみの拡張スロット

最近のマザーボードには、PCIのみの製品もあるので、
ISAスロットを見たことがない人もいるのでは？

写真2 486DX 100MHz
FSBは33MHzで、コアは3倍の100MHz。

IBM Aptiva 530

文：Tux Heaven Text : Tux Heaven

そもそも486とは？

追加購入部品はなし!



としても理不尽とも思える高値が付け

られていることが多い。

またAptiva 530の場合、拡張スロッ

トはISAのみであり（写真3）、ネット

ワークカード以外のISA拡張カードが

ほとんど販売されていない現状では、

拡張カードを追加してのパワーアップ

もこれまた望み薄だ。

結局、486マシンに追加する価値が

ある部品は、メモリと、あとで述べる

ネットワークカードだけと断言してお

こう。486マシンは、8～16Mバイト程

度で発売されていた機種がほとんどだ。

しかしWindows 3.1や95で使用する場

合には、メモリを追加して16～32Mバ

イト程度で使用されていたことが多い

だろう。これならLinuxで使うにも十

分だ。

もし8Mバイトしか載っていなけれ

ば、メモリの追加を考えたほうがいい。

486マシンでは、多くの機種が72ピン

のSIMMを用いている。72ピンの

SIMMで提供されているメモリには、

FPM（ Fast Page Mode） と EDO

（Extended Data Out）がある。自分

のマシンに合ったものを選ぼう。FPM、

EDOともに最近は少々手に入りづらい

が、皆無というほどではない。値段は

16Mバイトが5000円、32Mバイトで

8000円程度だ。64MバイトのSIMMも

売られているようだが、古いマシンで

は使えないことが多いので、避けたほ

うが無難だ。なお、現在のメモリの主

流であるSDRAMを用いたDIMMとは

互換性がないので、注意が必要だ。

今回使うAptiva 530は、メモリにつ

いては、そこそこ恵まれていた。3つあ

るSIMMスロットには、オリジナルの

8MバイトSIMMに16M、32Mバイト

SIMMが1本ずつ追加されており、合

計56Mバイト搭載されていた（写真4）。

マシンの性能にかかわらず、今やコ

ンピュータはネットワークにつないで

使うのが基本だ。足りないリソースは、

ネットワークを介して、ほかのマシン

から分け与えて（奪って？）もらえば

いいのだ。

もし複数のマシンを所有しているな

らば、ネットワークカードは必ず手に

入れよう。PCIが使えるマシンなら、

Linuxに対応した製品がいくらでもあ

るので、好みで選べばよい。しかし

Aptiva 530のようにISAスロットしか

ないマシンでは、使えるカードが限ら

れてしまう。

今でも多く販売されているのは、い

わゆる「NE2000コンパチブル」カード

だ。Linuxで使う場合、IRQやI/Oアド

レスをユーザーが設定する必要があっ

たり、性能の面ではあまり評判のよく

ない製品ではあるが、値段も安価（た

いてい2000円以下）だし、ネットワー

クなしで使うよりははるかにましだ。

そのほかには、3Com社の3C509Bシ

リーズがある。NE2000コンパチブルほ

ど多く見かけないし、運良く見つけら

れても6000～1万円（コネクタ形状に

より異なる）と少々高値だが、Linux

でのサポートは非常に優れており、定

番中の定番だ。もし会社の倉庫で本体

を探している際に、余っている3C509B

を見つけたら、有無を言わさず即ゲッ

トしておくべきだ。

今回使ったAptiva 530には、あとか

ら追加されたと思われる、インテル

EtherExpress PRO/10（写真5）とい

う10BASE-T対応のISAネットワーク

カードが挿してあったので、これをそ

のまま用いることにする。

古いマシンに限ったことではないが、

Linuxを使う際には、組み込まれてい

る部品に関する情報を集めておくと、

インストール時に手間をかけずにすむ。
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写真4 72ピンSIMM
画面1 Windows 9xで情報
収集。もちろんAptiva 530
で撮った画面ではない。

ネットワークカードは必須だ

情報集めが重要



古いマシンでマニュアルが揃っていな

い場合には、いろいろ手をつくして情

報を集めよう。

筐体を開いて、直接目で見て確かめ

るのもいいが、もしWindows 95がイ

ンストールしてあったら、こいつを活

用しよう。Linuxで上書きインストー

ルする前に、「マイコンピュータ」のプ

ロパティを開いて、デバイスマネージ

ャでIRQやI/Oアドレスを調べ、メモ

しておけばいいのだ（画面1）。筆者は、

この作業を怠り、いきなりLinuxをイ

ンストールしたため、ネットワークカ

ードの設定でずいぶんと手間取ってし

まった。

まず、特に486マシンということを意

識せずに、Linuxを普通にインストー

ルしてみることにした。用いたのは、

Vine Linux 1.1CRだ。パッケージは、

「すべて」を選択した（画面2）。

インストールは、だいたい1時間程度

で問題なく終了した。筆者が常用して

いる350MHzのK6-2、15Gバイトのハ

ードディスクを装備した「今どき」の

PCでは、30分弱で終わる作業だ。2倍

の差は、ハードディスクが遅いためと

思われる。

再起動後、コンソールからEmacsな

ど大きめのアプリケーションを使って

みたところ、起動こそ時間がかかるも

のの、特に遅いと感じることもなかっ

た。

だがそこそこ快適に使えたのは、こ

こまで。「startx」としてX Window

Systemを起動してみたが、かなりスト

レスがたまりそうな動作速度だった。

Vine Linuxがデフォルトのウインド

ウマネージャとして採用している

Window Maker（画面3）は、マウス

の右クリックでメニューを出すのが操

作の基本だ。Aptiva 530ではその右ク

リックのレスポンスが不確かで、すぐ

にメニューが出てくるときもあるのだ

が、数秒待たされることもあった。こ

の状態で常用するのは、つらいだろう。

ウインドウマネージャをfvwm（画

面4）に切り替えると、だいぶ軽快に

動作し、テキストベースの作業なら使

えるレベルになった。だが、画像関係

のプログラムは全般的に動作が遅く、

xvで画像を表示するだけでも実用には

ならないと感じた。メモリ不足でスワ

ップが起きているわけではないので、

純粋にCPUパワーが足りないようだ。

やはり486マシンにXワークステーショ

ンを演じさせるのは、荷が重いようだ。

最近のディストリビューションは、

「Pentium互換」を動作条件に掲げて

いるものが多い。これらのディストリ

ビューションを使いたくても、486マシ

ンは門前払いされてしまうのか？ 念の

ため、確認しておこう。

使用したのは、TurboLinux 4.5だ。

今月号の付録CD-ROMにも収録されて

いる。

結論からいえば、TurboLinux 4.5

は、問題なくAptiva 530にインストー

ルできた。X Window Systemをハイ

カラー（16ビット）以上に設定できな

かったが、これはグラフィックスチッ

プの問題だ（VRAMは1Mバイト搭載
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画面2 Vine Linuxインストーラ画面。とりあえず
「すべて」でインストールしてみたのだが…。

画面3 Window Maker。Vine Linuxの標準ウィン
ドウマネージャ。486マシンには荷が重い…。

画面4 fvwm。見た目がシンプル。ktermをいくつか
開いての作業なら十分に使用可能。

写 真 5 イ ン テ ル EtherExpress PRO/10。
10BASE-T対応のネットワークカード。

表2 主なRPM系ディストリビューションの動作条件

ディストリビューション CPU メモリ
TurboLinux 4.5 Pentium互換 32Mバイト以上
Official Red Hat Linux 6.1 改訂 日本語版 Pentium互換 16Mバイト以上
LASER5 Linux 6.0 Rel.2 i486互換 16Mバイト以上
Vine Linux 1.1 CR i486DX66以上 32Mバイト以上

クライアントとして使ってみると？

「Pentium互換」
ディストリビューションは動くか？



されているので、640×480モードなら

ハイカラー表示できるはず）。

ウィンドウマネージャは、Turbo

Linux標準のAfter Stepを用いてみた

が、Vine Linuxでfvwmを動かしたの

と同程度の使用感だった（画面5）。つ

まり、ktermでいくつかコンソールを

開いて作業する分には、何とか使える

というレベルだ。「Pentium互換」を要

求するディストリビューションだから

といって、特に動作が重いということ

もないようだ。

同じクロックで比較して、Pentium

が486より速いのは、命令を実行する

パイプラインを2本持っており、簡単な

命令については、2つ同時に実行でき

るからだ。Pentium用に最適化をかけ

たプログラムは、同時に実行できる命

令の対が並ぶように工夫されているわ

けで、Pentium専用の命令を使ってい

るわけではない。実際、CPUの命令セ

ットという点では、Pentiumと486にほ

とんど差はない。そのため、Pentium

用に最適化をかけたプログラムが、486

で動かないということは、まずないの

だ。

クライアントとして486マシンを使う

なら、テキストベースの作業を中心に

行えばよいだろう。実際、メールのや

りとり、ネットニュースの購読、文書

作成など、コンピュータを使う作業は、

テキストが扱えれば済むものが多いの

だ。

fvwmなど負荷の小さいウインドウ

マネージャを用いるのもよいが、ここ

では以下の理由から、コンソールで利

用することをお勧めする。

●仮想コンソールを用いれば、複数の

コンソールを切り替えて使用できる。

●メモリ必要量が少なくてすむ。

●カーネル2.2のフレームバッファコン

ソールに対応していれば、高解像度

で利用できる。

なお、フレームバッファコンソールで

は、konが動作しないが、桝一氏の作

製したJFBTERM/ME（画面6）を使
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画面5 TurboLinux。After Stepのデスクトップ。
壁紙だけを取り替えたのではなく、ちゃんと
TurboLinuxをインストールしたものだ。

今回用いたVine Linux 1.1は、カーネル

2.0.36を採用している。2.2に置き換えるため

には、カーネル以外にもいくつかのコンポー

ネントを更新する必要がある。Ring Server

ProjectなどのFTPサイトには、「kernel-2.2.x-

kit」のような名前でまとめられている（画面

c-1）。

まずこれらのファイルを取得してきて、

rpm -Uvh dhcpcd-1.3.16-0.i386.rpm

のようにして、アップデートしよう。

その後、カーネルソースを展開し、フレー

ムバッファコンソールを有効にする。続いて、

# cd /usr/src/linux

# make xconfig（Xの場合）

または、

# make menuconfig（コンソールの場合）

として、カーネルの設定を行おう。「Console

drivers」を開き、「Support for frame buffer

devices (EXPERIMENTAL)」の項目を「Y」

にする（画面c-2）。結果を保存して、カーネ

ル設定を終了する。その後のコンパイル作業

については、FMV DESKPOWERの項（88ペ

ージ）に詳細に書かれているので、そちらを

参考にして欲しい。

Column

Vine Linux 1.1を
カーネル2.2化する

画面c-1 Ring Server Project
http://www.ring.gr.jp/archives/linux/Vine/Vine-1.1/

画面c-2
カーネル
の設定

テキストベースのクライアントPC



うことで、日本語表示が可能になる。

桝一氏のWebサイト（http://www3.

justnet.ne.jp/̃nmasu/linux/jfbterm/

indexn.html）から、tarボールを入手

可能だ。

もし486マシンのほかにも、もうちょ

っと高性能なPCを所有していて、そち

らにもLinuxが入っているならば、486

マシンをネットワーク端末として用い

るといいだろう。以下の文章では、486

マシンをクライアント、高性能マシン

のほうをサーバと表記する。

ネットワーク端末といっても特別な

ものではなく、サーバにtelnetで接続

して、作業を行うということだ。ディ

スプレイが用意できるなら、サーバを

自室に置き、居間にあるクライアント

からサーバを操作するといった使い方

も可能だ。

●サーバの設定

上記のような使い方をする際には、

サーバがtelnet接続を許可するように

設定されているか、確認しよう。サー

バ上では、クライアントからのtelnet

接続要求を処理するプログラムが動作

している必要がある。このようなプロ

グラムをデーモン（daemon）と呼ぶ。

LinuxやそのほかのUNIXでは、telnet

以外にも、FTP（ファイル転送）、

HTTP（Webサーバ）、cron（定期的

なプログラム実行）など多くのデーモ

ンがある。起動中のデーモンは、psコ

マンドで確認できる（リスト1）。

これら多数のデーモンプログラムを

常に動作させておくのは、メモリの無

駄使いになってしまう。そこで、使用

頻度がそれほど高くないと思われるデ

ーモンについては、インターネットス

ーパーサーバデーモンと呼ばれるinetd

を動作させておき、クライアントから

要求があったときに、inetdがそれぞれ

のデーモンを起動するように設定する

のが一般的だ。

inetdから呼び出すデーモンのリスト

は、/etc/inetd.conf（リスト2）とい

うファイルに記述する。まずsuコマン

ドでroot権限を得て、このファイルを

テキストエディタで開き、「telnet」の

記述がある行を見つけよう。行頭の

「#」は、コメントとみなされるので、

付いていたら消して、inetdがtelnetデ

ーモンを呼び出せるようにする。変更

後、ファイルを保存したら、コマンド

ラインから以下のように入力して、

inetdの設定ファイルを再読み込みさせ

る。

# killall -HUP inetd

これで、サーバ側の準備は完了だ。

●クライアント

クライアントでは特に何もする必要

がない。サーバ側の準備が終わってい

れば、
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▼リスト1 psコマンドで起動中のデーモンを確認。「ax」オプションを付ける必要がある

$ ps ax

PID TTY      STAT   TIME COMMAND

187 ?        S      0:00 syslogd -m 0

194 ?        S      0:01 klogd

203 ?        S      0:00 /usr/sbin/atd

212 ?        S      0:00 crond

222 ?        S      0:00 inetd

241 ?        S      0:01 /usr/bin/jserver

262 ?        S      0:05 sshd

267 ?        S      0:00 /usr/sbin/cannaserver -syslog

277 tty1     S      0:00 login -- root

293 tty1     S      0:00 -bash

302 ?        S      0:05 in.telnetd

303 ttyp0    S      0:00 login -- sakura

304 ttyp0    S      0:01 -bash

785 ttyp0    R      0:00 ps ax

$

▼リスト2 /etc/inetd.conf（抜粋）

# These are standard services.

#

ftp     stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  in.ftpd -l -a

telnet  stream  tcp     nowait  root    /usr/sbin/tcpd  in.telnetd

# 画面6 JFBTERM/ME。1024×768の解像度で使
用中。

～
～

ネットワーク端末として使う



client$ telnet （ホスト名）

と入力して、ログインプロンプトが出

たら、ユーザー名とパスワードを正し

く入力する。

Trying 192.168.1.1...

Connected to

server.foo.ascii.co.jp.

Escape character is '^]'.

Vine Linux 1.1CRW (Rheingau)

Kernel 2.0.36 on an i486

login:      ←ユーザー名

Password:   ←パスワード

Last login: Thu Feb 14 13:40:02

from client

server$

プロンプトがサーバマシンのものにな

ったら、成功だ。なお、ほとんどのデ

ィストリビューションで、rootユーザ

ーのリモートログインはできないよう

に設定されている。基本的に、一般ユ

ーザーで作業をし、rootユーザーの権

限が必要な時だけsuコマンドを使うよ

うにしよう。

慣れてしまうとそれほど気にならな

いが、コンピュータはわりと騒がしい

機械だ。騒音の主因はファンとハード

ディスクだ。最近の高性能マシンには、

電源、CPU、ハードディスク、グラフ

ィックスカード…、といたるところに

ファンがついているうえに、ハードデ

ィスクも性能が上がるにつれてにぎや

かになってきている。

Aptiva 530の場合、CPUファンが

ないのでファンは電源内部のものだけ

だが、古いハードディスクのシーク音

がなかなかにぎやかで、やはり静かな

場所では気になってしまう。

居間にクライアントPCがあれば便利

だが、うるさいコンピュータを置くと

家族の目が冷たい、ということもある

だろう。

そんなときは、いっそのことハード

ディスクなしで使ってはどうだろう？

Windowsのように巨大なうえに中身が

分からないブラックボックス的なOS

は、ハードディスクなしで使うことな

ど不可能だ。しかしLinuxはソースが

公開されているため、必要のない機能

をばっさり削って、小型化することが

可能だ。実際、基本的な機能をフロッ

ピーディスク1枚に収めるというプロジ

ェクトが、数多くある。フロッピーデ

ィスクから起動可能なカーネルを構築

し、できるだけ多くの機能を追加して

いくというパズルにも似た作業は、ハ

ッカー諸氏の心を揺さぶるようだ。

1フロッピーLinuxの中で、今回のク

ライアント用途に適していると思われ

るのが、このmuLinuxだ。muLinuxは、

82トラック、21セクタという特殊なフ

ォーマットで記録された1.722Mバイト

のフロッピーディスクに、非常に多く

の機能が詰め込まれている（表3）。

muLinuxは、tarボールで提供され

ている。Webサイト（http://sunsite.auc

.dk/mulinux/）から、DOS上で使うイ

ンストーラともども入手しよう。特殊

なフォーマットもインストーラが行っ

てくれる。完成したフロッピーディス

クで起動し、設定項目に答えていくと、

そこはもうLinuxの世界だ。

muLinuxの特徴は、機能を追加する

拡張フロッピーディスク（ADD ON）

が提供されていることだ（表4）。SCSI

サポートやFTPサーバ、Sambaが使え

るようになる「EXT」、X Window

Systemが使えてしまう「X11」、リモ

ートディスプレイシステムの「VNC」

などがある。フロッピーディスクだけ

でここまでやるのか…、といった感じ

がする。

Aptiva 530のハードディスクを外

し、muLinuxを起動してみたが、当然

ハードディスク付きのときとは比較に
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クライアント FTP、telnet、NFS、IRC、
DHCP、Web、NNTP、SMTP、POP3

ネットワークカード 3c509、3c59x、ne、ne2k-pci、wd、smc-ultra
そのほか vi、IPマスカレード、PPP、nmap、

cron、FAX送受信、MP3再生
表3 muLinuxの機能

名前 機能
EXT SCSIサポート、FTPサーバ、Samba、CD-R、PCMCIAサポート
X11 Xサーバ（VGA）
VNC リモートディスプレイシステム
GCC gcc
TCL Tcl/Tkプログラム
表4 muLinuxのADD ON

画面7 muLinux

フロッピーLinuxで静音マシンに

muLinux



ならないほど静かだ。これなら、居間

に置いても邪魔者扱いされることもな

いだろう。ネットワーク端末として用

いるなら、muLinuxでほとんど不便は

ない。106キーボードにきちんと対応で

きていないのだけが、残念なところだ。

muLinux以外にも、さまざまな特徴

を持った1フロッピーLinuxのプロジェ

クトが存在する。

●Linux Router Project

名前が示すように、ルータ用途に特

化した小型のディストリビューション

である。Ethernet以外に、ISDNやモ

デムのダイヤルアップ接続にも対応し、

幅広い分野で応用できる。基本的なパ

ケットのフィルタリングやIPマスカレ

ードも可能で、普及が期待されるケー

ブルTVやxDSLによる高速な常時接続

環境にも最適だ。これらの機能は、モ

ジュール化されており、必要に応じて

組み込み／取り外しが行える。

またSNMPに対応しており、負荷の

監視が行えるほか、次世代のIPv6にも

アップグレード可能であり、長期間に

わたっての運用が期待できる。比較的

小規模なLAN環境を、低コストで構築

できることから、システムインテグレ

ータの採用実績もあるようだ。

●Tom's root/boot

緊急時のレスキューディスクを主用

途とした1フロッピーディストリビュー

ションである。muL inuxと同じ、

1.722Mバイトのフロッピーディスクを

用いている。10種類以上のファイルシ

ステムに対応し、SCSIアダプタも

Adaptec社製品を中心にサポートされ

ている。マシンが数台あるような環境

でも、このフロッピーディスクを1枚持

っておけば、対処できるだろう。

深刻なハードディスクのトラブル以

外にも、ブートローダの設定ミスで

Linuxが起動しなくなるといった事態

は、起こりがちだ。保険のつもりで

Tom's root/bootを用意しておくとい

いだろう。

ここまで紹介した、軽量クライアン

ト的な用途では、使うときになって電

源スイッチを入れるのでは、使い勝手

がよくない。必要なときにすぐに使え

るようにしておきたいものだ。また、

Linux Router Projectのフロッピーデ

ィスクなどを利用して、ルータとして

運用する際にも、電源は常に入れたま

まである。

この状態ではほとんどの時間、CPU

は 使 わ れ て い な い こ と に な る 。

xosviewのようなリソースメーターで

このことを知ってしまうと、なんとな

くもったいない感じがするのは、筆者

だけではないはずだ（画面10）。何と

か有効に活用する方法はないだろうか。

もしCPUの空き時間がもったいない

と感じたら、「分散コンピューティン

グ」のプロジェクトに参加するといい

だろう。分散コンピューティングとは、

ひたすら計算量が多くて、個人や一企

業では事実上不可能な作業を、世界中

のコンピューターの空き時間を使って

片付けようというものだ。インターネ

ットの普及により、このような手法が

使えるようになったといえよう。

●distributed.net

インターネットを使った分散コンピ

ューティングの草分け的存在が、

distributed.net（画面11）だ。暗号の
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画 面 8 Linux Router
Project

画面9 Tom's root/boot

そのほかの1フロッピーLinux

分散コンピューティングへの参加



秘密鍵発見コンテストでの勝利を、何

回かものにしている団体だ。

インターネットが普及し、その利用

法が多様化していくにつれて、データ

を他人から隠蔽することが必要になっ

てきた（クレジットカードの暗証番号

を他人に知らせたい人は、いないはず）。

そのためにデータの暗号化が必要に

なってくる。元のデータ（平文）と

「鍵」と呼ばれるデータとを組み合わせ

て、複雑な処理を行うのが暗号化だ。

鍵なしで暗号化されたデータから平文

を 再 現 す る の は ほ ぼ 不 可 能 だ 。

distributed.netは、これに対してすべ

ての鍵を試してみるという「力技」で

挑戦している。当然、鍵は長いものほ

ど発見が困難になる。

distributed.netは、今までに鍵の長

さが56ビットのDES、およびRC5とい

う暗号の鍵を比較的短時間で発見する

ことに成功してきた。2000年2月現在、

64ビット長のRC5鍵を探すコンテスト

が継続中だ。

●SETI@home

SETIとは「 Searching for Extra

Terrestrial Intelligence」 の 略 で 、

SETI@homeは、電波望遠鏡で得られ

たデータを、世界中で解析して地球外

生物からの電波を発見するというプロ

ジェクト（画面12）だ。「宇宙人を探

す」という夢のある目的のせいか、参

加者が殺到し、サーバがダウンしたこ

とが報道されたのを覚えている方もい

るだろう。

プロジェクトは1999年5月に始まり、

2年間続けられる予定だ。電波望遠鏡

が受信したデータにデジタル信号処理

を行い、周波数帯ごとの強度を測定し

ている。この非常にCPUパワーを要求

する作業を、世界中で分担して行って

いる。2000年2月現在の、参加者は約

175万人だ。（distributed.netは、約24

万人）

●継続は力なり

これらのプロジェクトでは、いくら

でもCPUパワーを必要としている。常

時稼動しているマシンがあったら、参

加してみよう。

「486マシンではパワーが足りない」

と思うかもしれない。確かに、最新の

Pentium IIIあたりと比較すると、486

マシンは、一桁小さい結果しか出ない。

でも1日に2時間しか使わないPentium

IIIマシンと、24時間稼動している486

マシンだったら、結果は同じだ。毎日

ずっと動かしていくことが大事なのだ

（画面13）。

それに、distributed.netの秘密鍵に

しても、SETI@homeの宇宙人探しに

しても、「当たる」確率は非常に小さ

いものなのだ。だから遅いマシンを使

っていたとしても、「当たりにくさ」は

変わらないといってもいいくらいだろ

う。必要なのは、「運の良さ」なのか

もしれない。

もし地球外文明からの信号を見つけ

るのが、あなたの「クラシックな486マ

シン」だったとしたら、それはちょっ

とすてきなことかもしれない。
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画面10 ほとんど働いていないCPU 画面11 distributed.net http://www.distributed.net/

画面12 SETI@home

http://www.vacia.is.tohoku.ac.jp/̃s-yamane
/articles/setiathome/home_japanese.html

画面13 CPUを酷使せよ!



今でこそ、日本のパーソナルコンピ

ュータ市場はIBM-PC互換機で溢れて

いるが、（ハードウェアではなく、本来

の意味でのOSの）DOS/V登場以前に、

日本でパーソナルコンピュータといえ

ば、日本電気のPC-9800シリーズ（以

下、PC-98）だった。現在では、現役

を退きつつあるPC-98だが、Linuxを使

うのであればまだ十分なパワーがあり

そうだ。ここはひとつ、Plamo Linux

で、PC-98を甦らせてみよう。

Plamo Linuxは、こじまみつひろ氏

がSlackwareをベースに日本語化を行

ったディストリビューションだ。この

Plamo Linuxに、京大マイコンクラブ

のメンバーがPC-98用に移植したLinux

カーネル（Linux/98）を組み込んだの

が PC-98用 の Plamo Linux（ 以 下

Plamo 98） で あ る 。 Debianで

「Linux/98」を動作させているという

話もあるが、現時点ではPC-98対応を

宣言しているディストリビューション

は、Plamo Linuxしか存在しない。

Plamo LinuxやSlackwareは、最近

Linuxに関わり始めたユーザーにとっ

ては、なじみが薄いかもしれない。

Slackwareは、現在メジャーなRed

Hat LinuxやTurboLinuxよりも歴史

の古いディストリビューションであり、

日本でも「LinuxといえばSlackware」

という時代があった（このあたりはPC-

98に似ている？）。しかし、グラフィ

カルなインストーラやパッケージ管理

システムを用意した新しいディストリ

ビューションに比べると、Slackware

系のディストリビューションは初心者

にはとっつきにくかったのか、現在は

普及しているとは言いがたい。

しかし、Plamo Linuxは、日本人が

日本語を使用することを前提に作った

ディストリビューションだけあって、

インストーラの日本語化はもちろん、

Muleや日本語に対応したTeXなど、

日本語を使うためのソフトウェアがち

ゃんとインストールされるようになっ

ている。また、日本語のドキュメント

とそれらの検索システムnamazuもイ

ンストールされる。このように、日本

人にとっては使いやすいものになって

いる。また、パッケージ管理システム

がないということは、Linuxの素の部

分がよく見えるということでもあり、

Linuxを学ぶには向いているともいえ

よう。そして、機能をしぼったサーバ

として利用するならば、ほかのディス

トリビューションのような豊富すぎる

ソフトウェア群は必要ない場合もある

だろう。そういう意味では、Plamo/98

は十分に試してみる価値のあるディス

トリビューションだ。なにより、もう

お役御免となったかと思われたPC-98

が活用できるのだ。

現在最新のPlamo Linux安定版はバ

ージョン1.4、Linux/98の最新版は

Rev.0.20となっている。今回はPlamo

98の一次配布元であるFTPサイト、

ftp://ftp.linet.gr.jp/pub/Plamo/で配

布されているPlamo 1.4、Linux/98

Rev.0.15をもとに解説を進める（表1）。

まず、必要とされるPC-98のスペッ

クだが、80386以上のCPUと3.6Mバイ

ト以上のメモリを搭載した機種となっ

ている。Windows 95が動作するハー

ドウェアなら間違いなく動作するし、

Windows 3.1が動作している機種でも

ほぼ動作するだろう。もちろん、これ

は最低条件で、快適に使用するために

は、それなりの性能が必要となる。

Plamo/98では、基本的にはPC互換

機のバイナリプログラムをそのまま使

うことができる。しかし、ハードウェ

アに強く依存したX Window System
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写真1 今回Plamo 98をインストールしたPC-
9821 V13

カーネル PC互換機用2.1.57ベース
パッケージ Slackware 3.4ベース
日本語環境 PJE 0.1.1ベース
X XFree86 3.3.3.1
表1 Plamo 98 1.4のスペック

作者のこじま氏が公開している「Plamo LinuxのWebページ」
http://www.linet.gr.jp/̃kojima/Plamo/

京大マイコンクラブが公開している「Linux/98」
http://www.kuis.kyoto-u.ac.jp/̃kmc/proj/linux98/

表2 Plamo/98の情報源、それぞれに、メーリングリストも用意されている。

Linuxで蘇れ、PC-98～Plamo Linux 98

文：山岸典将　Text : Norimasa Yamagishi

Plamo Linuxとは

PC-98とPC互換機の違い



（XFree86）や、PC-98独自のハードウ

ェアであるCバス（本体の裏からカバ

ーを外さずに差し込む形で使用する拡

張スロット）用ハードウェアなどを利

用する際には、PC-98専用のソフトウ

ェアを使う必要がある。ただし、PCI

バス経由で接続するハードウェアに関

しては、PC互換機と同様にカーネルが

サポートしていれば使えるようだ。

今回はインストールターゲットとし

て 、 PC-9821 V13（ VALUESTAR）

を用意した（写真1、表3）。

インストールの前に、まずはPlamo

98を手に入れよう。入手からインスト

ールまで、順を追って解説する。

●Plamo 98の入手

Plamo Linux 1.4xのPC-98版は、前

述のとおり、FTPサイトftp://ftp.linet

.gr.jp/pub/Plamo/Plamo-1.4.x/で入手

できる。インストール時点で必要なの

は、この中の「98（約56Mバイト）」

「plamo98（約183Mバイト）」の2つの

ディレクトリ以下の中身だ。そのほか、

「Update」ディレクトリにはリリース

後に見つかったバグへのパッチ、

「contrib」ディレクトリにはPlamo

Linuxで動作するさまざまなソフトウ

ェアが置かれている（画面1）。

さて問題は、ここから取ってきた

Plamo 98をどのようにしてインストー

ルするかだ。Plamo 98は、CD-ROM、

ハードディスクのDOSパーティション、

NFSといったインストールメディアを

サポートしている。今回は、FTPで取

ってきたデータをCD-Rに焼いてインス

トールすることにした。「 9 8 」、

「plamo98」ディレクトリをそれぞれ

CD-Rのルート直下に配置してCD-Rを

作成する。

FTPで大きなファイルを取ってこら

れない場合などは、Linux4u . n e t

（http://www.linux4u.net/）のような

CD-Rによる配布サービスを利用すると

よいだろう。

●事前の計画および準備

Plamo 98を利用する場合、ハード

ディスクにPlamo 98だけをインストー

ルしてしまってもよいのだが、最初は

Windows 95／Windows 98と共存さ

せることをお勧めしたい。その理由は、

Windowsを使うとPlamo 98のインス

トールに必要なデバイス情報を取得し

やすいからだ。もっとも、PC-98には

PC互換機におけるFIPSのような、パ

ーティションの再編成を簡単に行える

ツールがないので、Linuxをインスト

ールする空きパーティションが確保で

きない場合には、Windowsの再インス

トールが必要になるのだが、トラブル

解決のためには、Windowsが入ってい

るほうがよいだろう。また、パーティ

ションを決定する際には、Plamoがど

れだけのディスクを必要とするかも考

える必要がある。Plamoの勧めるパッ

ケージセットを入れるには約300Mバイ

ト、さらにswap領域に100Mバイト程

度用意しておけばとりあえずは十分だ

ろう。

デバイス情報の中でもとくに重要な

のが、グラフィックスアクセラレータ

と、ネットワークボードの情報だ。今
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項目 仕様
CPU Pentium（P54C） 133MHz
メモリ 40Mバイト
ハードディスク 1.2Gバイト
ビデオ Cirrus Logic CL-GD5440
ネットワークボード LGY-98

表3 PC-9821 V13のスペック

画面1 Plamo Linuxを配布しているFTPサーバの中

インストール



回は、Windowsでこれらのデバイス情

報を取得してみよう。

まず、グラフィックスアクセラレー

タだ。Windowsのコントロールパネル

を開き、［画面］―［ディスプレイの

詳細］―［詳細プロパティ］で［アダ

プタ］タブを選ぶと、グラフィックス

チップの種類と搭載しているビデオメ

モリの量が確認できる（画面2）。Xを

使わないのであれば、グラフィックス

アクセラレータの情報は必要ないが、

Xを使うならば、必ず調べておこう。

次はネットワークボードの情報だ。

コントロールパネルの［システム］―

［デバイスマネージャ］―［ネットワー

クアダプタ］を開いて、ネットワーク

ボードの種類、およびそのIRQ（割込

み要求）、I/Oポートアドレス（I/Oの

範囲）を確認しておく（画面3）。

さらに、PC-98の電源ケーブルを抜

き、ケースを開けて、それぞれのデバ

イスに使われているチップを確認して

おけば確実だ（写真2、写真3）。

●インストール用ディスクの作成

いよいよインストールだ。最初に、

インストールに使うブートフロッピー

を作成する。ブートフロッピーは、

1.25Mバイトと1.44Mバイトの2種類の

フォーマットが使えるが、ネットワー

クを利用したり、PCMCIA（PCカー

ド）を利用する場合は、1.25Mバイト

フォーマットだとディスクが2枚必要に

なる。

ブートフロッピー作成プログラムは、

MS-DOS（WindowsのMS-DOSプロン

プトでもよい）で動作するもので、フ

ォーマッタも付いているが、事前に

Windowsでフォーマットしておいたほ

うが無難だろう。

ブートフロッピー作成プログラムは、

先ほど作成したCD-Rの「98」ディレ

クトリの下の、「144」ディレクトリと

「125」ディレクトリにあるバッチファ

イル「makeplfd.bat」だ。1.44Mバイ

トフォーマットなら「144」ディレクト

リのものを、1.25Mバイトフォーマッ

トなら、「125」ディレクトリのものを

使う。次のように、MS-DOSプロンプ

トでCD-ROMドライブに移り、作りた

いフォーマットのディレクトリでバッ

チファイルを実行する（画面4）。ここ

では、CD -ROMがQドライブで、

1.44Mバイトフォーマットのブートフ

ロッピーを作成する例を示す。

A:¥WINDOWS>q:

Q:¥>cd 98¥144

Q:¥98¥144>makeplfd

今回は、1.44Mバイトフォーマット

のブートフロッピーに「デスクトップ

機用ミニLinuxシステム」を書き込む

ことにした。このシステムは、SCSIと

ネットワークをサポートし、これらの

デバイスを介したインストール方法に

対応している。なお、makeplfdは何度

か失敗することがあった。理由は不明

だが、一度失敗すると、その後も失敗

することが多かったので、リセットを

かけてからもう一回やり直したほうが

よさそうだ。

●Linux用パーティションの作成

次に、ハードディスクにLinux用の

パーティションを作成する。作成した

ブートフロッピーで起動すると、ブー

トローダ「GRUB/98」の画面が表示

される。いくつかのネットワークボー

ドを選べるようになっているが、今回

はCD-Rからインストールするので、ど

れを選んでもかまわない。「インストー

ルディスクへようこそ」のメッセージ

が表示されたあと、ログインプロンプ

トが表示されるのでrootでログインし、

fdisk98コマンドを実行する。
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写真2 PC-9821 V13のケースを開けたところ
感電しないように電源コードを抜いておこう

写真3 グラフィックスアクセラレータはCirrus
LogicのCL-GD5440だ

画面2 グラフィックスアクセラレータの情報 画面3 ネットワークボードの情報



plamo login:root （rootでログイン）

# fdisk98

必要ないパーティションがあれば、d

コマンドで削除し、nコマンドでLinux

nativeのパーティションとswapパーテ

ィションをそれぞれ1つ作成する。もし

間違ってしまったら、qコマンドで中

止できる。wコマンドを使わない限り、

パーティションの設定はハードディス

クに書き込まれないので安心してよい。

wコマンドで変更を書き込んだあと、#

プロンプトに戻ったら、「CTRL」＋

「GRPH」＋「DEL」キーを押してリ

セットしよう。

●実際のインストール開始

マシンが再起動したら、rootでログ

インしてsetupコマンドを実行し、実

際のインストール作業に入る。インス

トール画面ではカーソルキーが使える。

まず、最初の画面でKEYMAPをPC-

98用に設定するとよいだろう。これを

設定しておかないと、キートップと実

際に入力される文字が異なったものに

なってしまうからだ。

次に「Plamo Linuxのインストール

を開始」を選び、「スワップパーティシ

ョンの設定」を行う。swapパーティシ

ョンの初期化では「メモリの少ないマ

シンにインストールする場合」の警告

が表示されるが、6Mバイト以上のメモ

リがあれば大丈夫だろう。そして、

「swap領域を使用可能にする」を選ぶ。

スワップパーティションの初期化が終

了すると、そのままインストールを進

めるか、メニューに戻るかを聞かれる

が、ここではインストールを進めよう。

そして、「インストール先ディスクの

設定」に移る。インストールするパー

ティションを選択し、「スローフォーマ

ット（バッドブロックの調査付き）」を

選ぶ。i-node密度の選択ではデフォル

トの40 9 6を選べばよい。この後、

Windowsが残っている場合は、Linux

から見えるようにしたいかを聞かれる。

LinuxからもWindowsパーティション

を利用する場合は、リストに表示され

ている「/d e v / h d a 1」のように

Windowsパーティションを指定する。

次は、「インストール元の設定」に

なる。今回はCD-ROMからインストー

ルすることにしたが、CD-ROMドライ

ブも問題なく自動認識された。

パッケージの選択では「お勧めパッ

ケージセット」を選択すると、さらに

ノート用かデスクトップ用か、日本語

入力にWnn、Cannaのどちらを使うか

を聞かれる。以上を決定すると、ファ

イルのインストールが始まる。

ファイルをインストールする際には、

各パッケージの説明が表示される。イ

ンストールが進むと、Xサーバの選択

を求められることになる。ここでは、

XF98_NEC480という、PC-9821（一

部のB MATEを除く）が標準装備し

ているPEGC用のXサーバ（640×480

ドット、256色）を選択する。PC-9821

以 外 に イ ン ス ト ー ル す る な ら 、

XF98_EGCというEGC用のXサーバ

（640×400ドット、16色）を選択すれ

ばよい。これらはXの設定プログラム

XF98Setupを使う時に必要なので絶対

に選んでおこう。さらに、自分のマシ

ンで使われているグラフィックスアク

セラレータ用のXサーバを選択する。

もしわからなければ、それらしきもの

をすべて入れておけばよいだろう。最

終的には、XF98Setupで詳細な機種名、

ボード名で選択することができる。今

回はCirrus Logic用のXF98_NKVNEC

を選択した。

このあと「カーネルのインストール」

をどうするかを質問されるが、これは

自動的に組み込まれているので、「skip」

を選ぶ。続く「システム設定」では、

ブートディスクの作成を行う。

そして、モデム、マウスの設定を行

ったあと、PC互換機のLILOにあたる、

grub98のインストールを行う。ただし、

LILOとは違い、grub98がないと

Linux/98は起動することができないの

で、必ずインストールする必要がある。

「Linuxをインストールしたパーティシ
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画面4 makeplfdを起動したところ



ョン」にインストールするのが無難だ

ろう。MBRにインストールすると、固

定ディスク起動メニューを壊してしま

うからだ。次は「ネットワークの設定」

を行う。ネットワークを使いたければ、

ここで設定しよう。最後に「時間帯の

設定」となり「Japan」を設定（それ

以外は選べない）してインストールは

終了する。

インストールが終了したら、マシン

を再起動しよう。Windowsと共存させ

た場合は固定ディスク起動メニュープ

ログラムが立ち上がるので、Plamo 98

をインストールした領域を選択すると、

さらにブートローダのGRUB/98が起動

する。メニューの中に項目は1つしかな

いので、そのままリターンキーを押せ

ばPlamo 98がブートする。

インストールが完了したら、まず行

いたいのがrootのパスワードの設定だ。

最近のディストリビューションでは、

インストール中にパスワードを設定す

ることが多いが、Plamo 98の場合、パ

スワードはインストール後にrootでロ

グインしpasswdコマンドで設定するこ

とになる。

なお、PC-98は日本語を表示するた

めのハードウェアを持っているので、

PC互換機のように、konを使わなくて

も、コンソールに日本語を表示できる

（画面5）。コンソールモードの切替え

は「vf・1（日本語EUC）」、「vf・2

（raw）」、「vf・3（シフトJIS）」キーと

なっている。JISコードはどのモードで

も表示できる。rawモードは英語モー

ドのようなものといえる。

ここまでで、システムファイルのイ

ンストールが終わり、Linuxが起動す

るようになったわけだが、せっかく

Linuxを使うのだから、X Window

Systemとネットワークは利用できるよ

うにしたい。

●X Window Systemの設定

PC互換機では「XF86Setup」とい

うコマンドでX Window Systemを設

定するのだが、PC-98では「XF98

Setup」というコマンドを使う。ただ

し、このXF98Setupはマシンとの相性

がかなりあるようだ。今回はPC-9821

V13以外に、PC-9821 Xa16でもテスト

をしたのだが、Xa16が内蔵している

Trident社製のアクセラレータチップを

使った高解像度表示は実用にならなか

った（画面6）。ただし、XF98Setupで

はうまく設定できなくても、Xの設定

ファイルXF86Configを手作業で書き

換えるとうまくいく場合もあるようだ。

そのため、まず、XF98Setupではな

にも設定せずに、設定を完了すること

を勧めたい。そして、その結果作成さ

れるXF86Configをバックアップしてお

き、再びXF98Setupで設定を行う。さ

らに、生成されたXF86Configを手で

いろいろと書き換えてみるという方法

をとるとよいだろう。画面7は、こう

し て 設 定 し た PC-9821 V13で の X

Window Systemの画面だ。

また、設定に失敗しているとなにも

表示されなくなってしまうことがある

が 、 そ う い う 時 は あ わ て ず に

「CTRL」＋「GRPH」＋「BS」キー

を押してXサーバを終了しよう。リセ

ットボタンは最後の手段だ。

●ネットワークの設定

X Window Systemが設定できた

ら、ネットワークの設定をしよう。

PCIバスに接続するネットワークボー

ドは特に設定をしなくても認識するよ

うだが、Cバスに接続するネットワー

クボードを利用するにはカーネルの再

構築が必要となる。その手順を紹介し

よう。まず、カーネルのソースを展開

する。

# cd /usr/src

# tar zxvf lx98-b15.tgz

次に、カーネルの構成を決めるわけ

だが、慣れていないのならば、用意さ

れているテンプレートを元に、必要な
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ところを変更することをお勧めしたい。

ここでは、config.scsi55というファイ

ルをテンプレートにする。このファイ

ルは、日本電気製の55ボード互換の

SCSIボードを使うための設定ファイル

だ。実際にはSCSIを使っていなくても

心配はいらない。そのまま利用しても

特に問題は発生しないし、気になるな

ら構成メニューの中でSCSIボードを無

効にすればよい。

# cd linux

# cp Configs/config.scsi55.config

# make menuconfig

カーネルの構 成 メニューから

「Network device support」、「NEC

PC-9800 C-Bus Ethernet Board」を

「Y」キーで選ぶ。今回の例では、メル

コのLGY-98というネットワークボード

を使うので［Melco LGY-98］も選ん

でおく。設定を保存し終了したら、

makeする。

# make dep ; make clean ; make

zImage

この結果、/usr/src/linux/arch/i386

/bootにzImageというファイル名のカ

ーネルができるので、これをルートデ

ィレクトリにvmlinuz.newというファ

イル名でコピーしよう。

# cp arch/i386/boot/zImage /vmlinuz.new

新しいカーネルが準備できたら、マ

シンを再起動して新しいカーネルをテ

ストすることになる。ブートローダ

GRUB/98上で、パラメータを編集して

起動しよう。まず、カーネルのファイ

ルを指定し、ネットワークボードを有

効にするために以下のパラメータを加

える。

ether=6,0d00,2,eth0

それぞれ、6はIRQ、0d00はI/Oポー

トアドレス、2はボードの種類、eth0

はデバイス名を示している。ボードの

種類については、表4を参照し、決め

てほしい。したがって、全体としては

以下のようなパラメータで起動するこ

とになる。

kernel = /vmlinuz.new root=/dev/hda2

ro ide=serialize wd33c93=level2:1

ether=6,0d00,2,eth0

新しいカーネルで、問題なく動作す

るようだったら、ブートローダそのも

ののメニューを書き換えてしまおう。

メニューは/boot/grub/menu.lstとい

うテキストファイルになっている。も

し、ネットワークボードを認識しない

場合は、Windows上でIRQ、I/Oポー

トアドレスを変更してみるとうまくい

く場合がある。

なお、Plamo 98はセキュリティを考

えて、初期状態ではほかのマシンから

のネットワークによるアクセスをすべ

て拒否する設定になっている。ほかの

マシンからアクセスしたい場合には、

/etc/hosts.allowを修正すればよい。た

とえば、

ALL : LOCAL

ALL : 192.168.5.

と書けば、192.168.5から始まるIPアド

レスのアクセスを許可する設定になる。

これで、一般的なディストリビュー

ションのインストーラで用意される環

境が、ひととおりできあがったことに

なる。

今度は、Plamo 98で動作するアプ

リケーションについて見ていこう。

Plamoの場合、他の多くのディスト

リビューションでみられるように、イ

ンストール時点でさまざまなアプリケ

ーションがインストールされるという

ことはない。必要なアプリケーション

は、自分でインストールすることにな

る。前述の「contrib」ディレクトリの

中にPlamo用に調整されたパッケージ

が用意されているので、その中からい

くつかのアプリケーションをインスト

ールしてみよう。 今 回はG i m p、

Netscape Communicator、Sambaの3

つのアプリケーションをインストール

してみた。Slackware系のソフトウェ

アのインストールは基本的にinstallpkg

コマンドで行う。

●Gimp

まずは、画像処理ソフトのGimpを

インストールする。 r o o t になり

installpkgコマンドで、gtkとGimpを

インストールするだけなので非常に簡

単だ。

# installpkg gtk.tgz

# installpkg gimp.tgz

Linux magazineMarch 2000 85

復活大作戦
往年の名機

メーカー 種類 番号
アイ・オー・データ LA-98 1
メルコ LGY-98 2
マクニカ NE2098 2
メルコ EGY-98 3
ICM 27xET 4
CONTEC CNET-98/EL 5
表4 Linux/98で使えるCバス用ネットワークボードの種類と指定する番号

アプリケーションのインストール



以上でインストールは終了だ。Gimpは

数多くの機能を持つ強力なフォトレタ

ッチソフトウェアなので、ぜひ、試し

てみてほしい（画面8）。

contribの中のmemo.txtというドキ

ュメントの中には、gimpの起動時に設

定ファイル用のディレクトリが作れな

いため、エラーが発生する可能性があ

ることと、その対策が書いてあったが、

今回はそのようなエラーは起きなかっ

た。もし「undefined font type」とい

うエラーが発生したらドキュメントを

読んでみよう。

●Netscape

Netscape Communicatorは、contrib

ディレクトリに用意されているが、

installpkgコマンドではなく、自分で

tarボールを展開し、インストールする

必要がある。

# tar xvzf communicator-v407-export.x86-

unknown-linux2.0_libc5.tar.gz

# cd communicator-v407.x86-unknown-linux2.0

# ./ns-install

次に江後田氏が作成したNetscape

communicatorの日本語化キットをイ

ンストールする。

# tar xvzf /cdrom/contrib/Netscape/communicator-

ja-v407-export.x86-unknown-linux2.0.tar.gz

# cd netscape-ja

# ./install-ja.sh

このままだと、libg++.so.27がないとい

われてしまうので、ライブラリをリン

クする。

# ln -s /usr/ix86-linux/lib/libg++.so.27

/usr/lib/libg++.so.27

さらに、/usr/local/netscape/jcommun

icatorを/usr/local/bin/netscapeにリ

ンクしておくとよいだろう。

# ln -s /usr/local/netscape/jcommunicator 

/usr/local/bin/netscape

これで、日本語化されたNetscape

Communicatorが使えるようになる

（画面9）。

実際に、長期にわたって使用したわ

けではないが、安定性、速度に関して、

同スペックのPC互換機との差異は体感

できなかった。

●Samba

Sambaはcontribディレクトリにも用

意されているが、今回は、日本Samba

ユーザ会のWebページ（http://www

.samba.gr.jp/）で公開されている最新

のSamba日本語版2.0.5aJP2をソースか

らコンパイルしてみた。

$ cd samba-2.0.5a/source

$ ./configure --prefix=/usr 

--libdir=/etc 

--with-lockdir=/var/lock/samba 

--with-privatedir=/etc 

--with-swatdir=/usr/share/swat 

--with-smbwrapper --with-automount

--with-quotas

$ make

$ su

# make install

Sambaユーザ会のWebページに書か

れているコマンドとの違いは、PAMパ

スワードを有効にするための--with-

pamオプションを付けないことだ。画

面10は、SambaサーバであるPlamo

98マシンに、Windows 98のエクスプ

ローラでアクセスしたところだ。通常

のWindowsマシンと同様に見えている

のがわかるだろう。

ここでは、3つのアプリケーションを

インストールしてみたが、インストー

ルする時に注意したいのが、Plamoで

はそれぞれのファイルの依存関係など
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画面8 Gimpは本格的なフォトレタッチソフトウェアだ



は管理しないということだ。すなわち、

なにも考えずに、インストールやアン

インストールを繰り返していると、必

要なファイルが別のバージョンに上書

きされてしまったり、消されてしまっ

たりすることがありうる。installpkgコ

マンドでインストールされるパッケー

ジは、普通のtarボールなので、事前に

ファイルの中身を見て確認しておくと

よいだろう。

今回、ネットワークボードを認識さ

せるのに少々手間取った。Windowsで

は、IRQが3で動作するのに、Linuxで

はIRQが6でないと動作しないという、

結果だけを言うと簡単なことだった。

一見ソフトウェア上では認識もされて

いて、動作しているように見えるのに、

さっぱり通信ができないのだ。もっと

も、Linux/98は開発中ということもあ

るし、なにより、日本のみで開発され

ているものだから、やむを得ないこと

なのだろう。そういったデバイス固有

の問題を除けば、Plamo 98はPC互換

機上のLinuxとなんの違いもなく動い

ている。パーソナルユースで使う分に

は、十分実用になるといえよう。

また、今回は取り上げなかったが、

音源ボードやCバス用のモデムボード

などにも対応していおり、サポートさ

れるデバイスも徐々に増えつつある。

もし余っているPC-98があるのだった

らLinuxの学習用、また小規模ネット

ワークのサーバとしてぜひ使ってみて

ほしい。

実は、今回利用した、Linux/98のカ

ーネルは若干古い。2月20日時点での

最新バージョンはRev.0.20となってお

り、このバージョンでは今回あった不

具合も解消されているかもしれない。

2.2系、2.3系のカーネルの移植も進んで

いるようだ。

また、Plamo 2.0βが昨年の12月1日

に公開された。現在はPC互換機用のみ

の公開だが、カーネル2.2.10、XFree86

3.3.4、glibc-2.1.1に日本語Localeパッチ

を当 てたものに、 日 本 語 化 した

GNOME、KDEが加わったものとなっ

ている。また、PC-98用に関しても、

Linux/98 kernel 2.2.12、 glibc2.1.2で

動作しているようなので、じきに公開

されると思われる。
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画面10 Mr2という名前がSambaが動作するPlamo 98マシン

98は健在だ
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原稿を書き終って、PlamoのWebサイトを

見ていると、PC-98用のPlamoのβ版が公開

されているのに気が付いたので、早速使って

みることにした。テストマシンは本文と同じ

くPC-9821 V13だ。

FTPサイトのディレクトリはPlamo-2.0b2

となっているので、12月1日のβ1からバー

ジョンが上がって、β2になったということ

だろう。

ドキュメントを読まずにいきなりインスト

ールして、玉砕するというのもそれはそれで

面白いのだが（編註：ダメです。）、βと銘打

っているだけに未完成な部分も残っているは

ずだ。それを知っていてハマるのはばからし

いので、まず、README.EUC、Changes.log、

TODO.txtといったドキュメントに目を通すこ

とにする。

PC-98用のPlamo 2.0βは、カーネル

2.2.12pre002ベースで、glibc2はglibc-2.1.2

に日本語localeパッチを当てたものを使用。

XFree86のバージョンは3.3.6になっている。

●インストール

まず、Plamo 1.4と同様の手順で、ブート

フロッピーを作る。ブートフロッピーで立ち

上げると、メニューに表示されるネットワー

クボードも増えている。ただ、こじまみつひ

ろ氏もすべてのネットワークボードを調べる

ことはできないのだろう。新たにサポートさ

れているボードについては、親切に（未テス

ト）の注意書きが付いていた。

インストーラは基本的には、Plamo 1.4の

ものと同じ。パッケージのインストール中に

「本来あるべきパッケージが存在しない」と

いうメッセージが出たほかは、1.4と同じ手

順ですんなりと終了した。このメッセージは、

「tkdesk.tgz」という名前のはずのファイルが

「tkdesk」という名前でFTPサーバに置いて

あったことが原因となって表示されている。

そこで、「tkdesk」を「tkdesk.tgz」にリネー

ムしてやり直すと、問題なくインストールが

完了した。

なお、今回も「お勧めのパッケージセット」

をインストールしたが、あとで調べると、デ

ィスクは550Mバイト程度を使っていた。

●いよいよ立ち上げ

さて、インストールが完了したので、立ち

上げてみる。いままでのバージョンでは、最

初にインストールされるカーネルがネットワ

ークボードをサポートしていないため、起動

するたびに「ネットワークが使えない」とい

うエラーが出ていたが、今回はそのメッセー

ジが出ない。このバージョンではネットワー

クボードのサポートも標準的に組み込まれた

ようで、Cバス接続のネットワークボードを

使う場合にも、カーネルのリコンバイルは必

要ない。またIRQ、I/Oポートアドレスも自動

認識できるようになっているようだ。これは

Linux/98のバージョンが上がったためだろう。

このバージョンからは、日本語localeに対

応して、メッセージも日本語化されていると

いうことなので、rootでログインし、「ls -al」

と入力してみた。ところが、いきなり文字化

けしたメッセージが表示されてしまった。ど

うも元の文字コードがEUCのものをシフト

JISで表示しているようだ（画面1）。文字コ

ードがEUC（ja_JP.eucJP）に設定されてい

たのを思い出し、「vf・1」キーを押してコン

ソールの文字コードをEUCに変えて、再度試

すと、ちゃんと日本語で表示された（画面2）。

また、tcshのカタログ機能を使ってメッセ

ージを入れ換えてある。たとえば、実際には

ないnocommandというコマンドを実行しよ

うとすると画面3のようなエラーメッセージ

が表示される。これは、気持悪い(笑)。

次に、Xの設定をしてみよう。XF98Setup

を起動する。が、これが立ち上がらない。正

確にいうと、起動後に画面がブラックアウト

し「CTRL」＋「GRPH」＋「BS」キーも効

かなくなってしまった。実は付属のドキュメ

ントを読むと、こじま氏のところにはXの動

作するPC-98が存在しないので、Xまわりは

テストしていないと書いてある。そこで、自

分でXF9 8C o n f i gを書いて（正確には

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Config.98を/etcに

コピーし、それを書きなおした）、startxで立

ち上げてみると、起動したのは懐かしいtwm

だった。

以上、簡単にしかテストできなかったが、

まだ、未完成ではあるものの、Plamo 2.0の

進化を感じることができた。インストールも

楽になったうえに、カーネルバージョンが2.2

系になり、glibc2に対応したのが嬉しい。正

式版のリリースを期待したい。

P.S. この原稿は、こじま氏にもお送りしたの

で、読者の皆さんが実際にPlamo 2.0を試す

時には、上に書いた問題点はなくなっている

……と思います:-P

Column

Plamo 2.0がやってくる
PC-98用Plamo 2.0 β公開

画面3 どこですかーっていわれても……（^^;

画面1 漢字コードの
違いで化けたlsの日本
語メッセージ

画面2 正しく日本語
表示されたlsコマンド



2000年前半のコンピュータ業界最大

の話題といえば、やはりWindows

2000（画面1）の登場ということにな

るだろう。思ったより性能がいいとか、

バグが6万個も残っているとか、いろい

ろな話が伝わってくる。

Linux magazineだからといって、

「Windows ＝ 悪」と思っているわけ

ではない。それどころか、個人的には

Windows 2000を「Windows NTの完

成品」と考えているくらいだ。

ただ、その機能を享受するためには、

高性能のCPUと多くのメモリが必要

だ。マイクロソフトは、Windows

2000がPentium 133MHzと64Mバイト

のメモリで動くと主張しているが、ハ

ードウェアメーカーからは、500MHz

のCPUと128Mバイトのメモリが本当

の最低ラインだという意見が聞こえて

くる。「動く」と「使える」は違うの

だ。いずれにしても、今回取り上げた

「往年の名機」たちでWindows 2000

を動かすのは、ちょっと非現実的だ。

確かに、メーカー主導でOSのバージ

ョンアップとともに、ハードウェアも

全部取り替えて、一からやり直すとい

うのも、決して悪くはない考えだ。

実際、新しいOSには便利な機能が付

加されているし、必要な機能を実現で

きるのが新しいOSだけだというなら、

導入するしかないだろう。

そうやって需要を喚起して、経済を

活性化していくことで世の中が回って

いるというのは、ある意味真実だ。

それに以前と比べれば、コンピュータ

の価格も安くなっている。古いマシン

のパワーアップにお金をかけるくらい

なら、新型を買ってしまうほうが安くて

高性能だったりするから、たまらない。

しかし、この手法を続けると、地球

全体で数年に一度、大量にコンピュー

タを廃棄し続けることになる。これは

「リサイクル社会」を目指した、世の

中の流れに反しているのではないだろ

うか。

こんな大上段に構えなくても、コン

ピュータのように、比較的「高価」とい

うイメージがある製品は、個人ではそ

う簡単に買い替えられないのが現実だ。

その点、部品の交換なら買ったことが

ばれにくい（？）ので、安心だ。

往年のマシン復活大作戦の利点は、

このような経済的な面だけではない。

いろいろ試していくことで、今までブ

ラックボックスとして使っていた、PC

という機械、LinuxというOSに対する

理解が深まるという利点があるのだ。

PCの筐体を開けて部品を取り替える

という作業は、難しいと感じるかもし

れないが、注意深く作業すればそんな

に困難なことではない。静電気に注意

するなど、基本的なことを守れば、部

品を壊したりすることもめったに起き

ないものだ。

また1フロッピーLinuxを運用した

り、ルータとして利用してみるといっ

た作業を通じて、難解だったLinuxの

さまざまな設定項目の意味や必要性が

理解できてくるだろう。

ハードにしてもソフトにしても、自

分でいろいろと触れてみることが、理

解の近道だ。PCの買い替えで、メイン

の座を降りたマシンは、実験マシンと

して活用していくうちに、次の用途が

見つかることだろう。

何と言われようと、Windows 2000

は、これから徐々に普及していくだろ

う。当然、速いCPUと大容量のメモリ

を積んだマシンといっしょにだ。とい

う こ と は 、 現 在 Windows 98や

Windows NTが動いているマシンが大

量に宙に浮くことになる。それらの機

種は、今回とり上げたような「往年の

名機」だけでなく、もうちょっと新し

い機種まで含まれるだろう。つまり、

特に使いみちのない「Linux ready」

の機種が大量に出現するのだ。

「マシンが余ったから、いっちょ

Linuxでも試してみるか」と思ったと

きに、今回の特集が役に立つことを願

っている。
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画面1 Windows 2000のWebサイト

往年の名機？　まだまだ現役！

文：編集部　Text : Linux magazine

地球に優しくない？
コンピュータ社会

もう1つの利点

Windows 2000発売は、
Linuxにとってもチャンスだ
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サーバだけじゃもったいない！

マルチメディア
Linuxで遊ぼう
マルチメディア
Linuxで遊ぼう
MP3、MIDI、GIFアニメーション、ビデオ中継…。
Linuxでもここまでできる、を一気に紹介。

村田 勉 （Tsutomu Murata）
四本淑三 （Toshimi Yotsumoto）
藤沢敏喜 （Toshiki Fujisawa）
豊福 剛 （Tsuyoshi Toyofuku）
インタウェア 住吉龍一（Ryuichi Sumiyoshi）
たなかとしひさ （Toshihisa Tanaka）

MP3、MIDI、GIFアニメーション、ビデオ中継…。
Linuxでもここまでできる、を一気に紹介。
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Q. Linuxをインストールしました。次に何をす
ればいいですか？ （自営業、42歳）

A. なるほど、それはたいへんな問題です。よく
似た質問に、「C言語を勉強していますが、何を
作ればいいですか？」というのがありますね。
答えは「とりあえず、何かに使ってみましょう」
です。でも次に、何に使えばいいのでしょうか、
という質問がきそうですので、もう少し詳しく
お答えしましょう。
Linuxというと、サーバというイメージがあ
ります。たしかに正解です。しかし、サーバが
必要になる人は、世の中そんなに多くありませ
ん。サーバを立てたくてマシンをもう1台用意
した、という話も聞いたことがありません。ま、
必要になるまで、サーバなんかとかかわるのは
やめておいたほうがいいでしょう。

次に、テキスト処理というのがあります。こ
れもたしかに正解です。でも、これはちょっと
敷居が高いです。厳密なマッチングが必要ない
人には、正規表現はワケわかんないでしょうし。
これも、もう少したってから始めましょう。
では、何をやるか？　そうです。マルチメデ

ィアです。Linuxで、音楽を聴き、デジカメの
データをいじくり、TVも見る。まったくもって、
これが正しいLinuxの利用法です。なんたって、
人間「楽しい」が一番です。「AWKの正規表現
って、もともと決定性有限オートマトン型だっ
たんだよね」も楽しいかもしれませんが、病院
にも行ったほうがいいかもしれません。
というわけで、これからLinuxでマルチメデ

ィアを楽しむ方法を紹介します。さぁ、肩の力
を抜いて、Linuxで遊びましょう。

QQ

A
Q

AA

92ページ

104ページ

120ページ

サウンド

グラフィック

ビデオ

あなたのLinuxは「鳴って」ますか？　サウンド

カードの設定からMP3ファイルの作成にいたるま

で、Linuxの「音」を紹介します。

あなたのLinuxは「描けて」ますか？　画像デー

タの取り込みからGimpを使った画像処理にいた

るまで、Linuxの「画像」を紹介します。

あなたのLinuxは「動いて」ますか？　ビデオキ

ャプチャからRealSystemを用いたインターネッ

ト中継まで、Linuxの「動画」を紹介します。
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メーカー製のDOS/V機やMacintosh

は、初めからCDを入れれば音楽が聴

けるし、ゲームをすれば効果音で気分

が盛り上がる。そんな中みなさんお使

いのLinuxマシンからは「音」は出て

いるだろうか？ 起動時に“ピー”とか

“プッ”といったビープ音が鳴るだけの

人も少なくないのではないだろうか。

Windowsユーザーには当たり前、

Macユーザーはなぜ？　という感じに

なってしまうかもしれないが、Linux

の場合、Windows同様、サウンドカー

ドを動かすにはドライバが必要になっ

てくる。当たり前のことだが、そのド

ライバにサウンドカードが対応してい

なければ、いくら高価なサウンドカー

ドを挿したところで動かないのである。

そこで今回は、LASER5 Linux 6.0

Rel.2（以下LASER5 Linux）を使用

し、次の6枚のサウンドカードを使っ

て、それぞれに対応するドライバを試

してみた。

・SoundBlaster 16

・SoundBlaster PCI64

・Xwave-320

・Xwave-6000

・Monster Sound

・SoundBlaster Live！ Platinum

■

■SoundBlaster 16

■SoundBlaster PCI64

Creative Technology（ 以 下 、

Creative社）のSoundBlaster 16（以

下、SB16）シリーズは、ひと昔前の

PCでは標準的に採用されていたサウン

ドカードである。今回試す中では唯一

のISAバス仕様だが、歴史があるぶん

Linuxでのドライバは充実している。

SoundBlaster PCI64（以下、SB64）

は、サウンドチップにCreative社が

1997年に買収したENSONIQ社の

ES1370を使用している。

SB16もSB64もLASER5 Linux標準

のドライバ（OSS/Free）で動作する。

コンソールで使用しているならそのま

ま、X Window Systemを立ち上げて

いるなら、ktermなどを起動して次の

コマンドを入力する。

# /usr/sbin/sndconfig

最初の画面で「了解」を選択すると

自動的にサウンドカードを探してくれ

る。うまい具合にサウンドカードを見

つけられると画面1のように表示され

る。このあとサンプルの音声（Linus

氏の話し声？）と、MIDIの音のテス

トが行われる。それぞれ「それが聞こ

えたか？」という質問には、聞こえた

ならば「はい」を選択する。次に

「conf.modulesに書き込んでよいか？」

という質問にも、「はい」を選択して

sndconfigを終了させる。

ドライバが組み込まれたあとのテス

ト方法を紹介しておこう。一番簡単な

のは先ほどのサンプル音を利用する。

このサンプル音は/usr/share/snd

configディレクトリにあるので、次の

ようにして試してみよう。

# cat /usr/share/sndconfig/sample.au

> /dev/audio

サンプル音が流れるが、ちょっとノ

イズが混じったりするのが気になる。

playコマンドを使用してみよう。

# play /usr/share/sndconfig/sample.au

これで、ちゃんと聞こえると思う。

次にMIDIフォーマットのファイルだ

が、これはplaymidiコマンドで再生す

ることができる。サンプルMIDIファイ

ルの再生は以下のように行う。

# playmidi /usr/share/sndconfig/

sample.midi

まずはサウンド。サウンドカードの設定
からMP3の利用法までを紹介します。サウンド

Linuxでサウンドカードを使う
文：村田 勉　Text : Tsutomu Murata

画面1  sndconfig

SoundBlaster PCI64カードを自動検出した。

SoundBlaster 16
SoundBlaster PCI64
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SB16、SB64ではMIDIファイルの再

生はどうもFM音源による音らしく、か

なりチープな音になることは否めない。

■

■ALSAドライバを試す

■

今度はSB64を使って違うドライバを

試してみよう。ALSA（Advanced

Linux Sound Architecture） は

OSS/Freeと互換性を保ちながら、高

機能なLinux用サウンドカードドライ

バALSAを開発している。

http://www.alsa-project.org/から

「alsa-driver-0.x.x」「alsa-lib-0.x.x」

「alsa-utils-0.x.x」「alsaconf-0.x.x.」（表

1）をそれぞれダウンロードする。ちな

みにこの記事を書いている時の最新バ

ージョンは0.5.1aだった。

今回は/tmpディレクトリにダウンロ

ードして、作業することとして話を進

めよう。

# cd /tmp

# tar xvfz alsa-driver-0.5.1a.tar.gz

# tar xvfz alsa-lib-0.5.1a.tar.gz

# tar xvfz alsa-utils-0.5.1.tar.gz

# tar xvfz alsaconf-0.4.2.tar.gz

そして、それぞれコンパイルしてイ

ンストールを行う。まずは、

# cd /tmp/alsa-driver-0.5.1a

# ./configure

# make install

として、ドライバのインストールから

始める。

同様にalsa-lib、alsa-utilsもインスト

ールしていく。このときに「alsa -

driver」→「alsa-lib」→「alsa-utils」

の順番にコンパイル、インストールし

ないと参照ファイルがないといったエ

ラーになるので注意してほしい。

次に、alsa-driverディレクトリにあ

るsnddevicesというコマンドでデバイ

スファイルを作成する。

# cd /tmp/alsa-driver-0.5.1a

# ./snddevices

デバイスファイルができたところで

次にサウンドカードの認識をさせよう。

# cd /tmp/alsaconf-0.4.2

# ./alsaconf

このalsaconfコマンドでは、起動と

同時に自動認識を試みてサウンドカー

ドを見つけた場合はそのカードを表示

し設定画面に移動する。運悪く見つけ

られない場合はサウンドカードの選択

画面に変わる（画面2）。サウンドカー

Xwave6000

カード上にTAD-IN、2種類のCD-IN、
VIDEO-IN、AUX-INが、ブラケットには
ライン入力、MIC入力スピーカー出力が
フロント、リアの2つ。GAME/MIDIポー
トがある。

YMF-744

あちこち調べたのだが詳細不明。位置づけとし
てはYMF-724の後継機種となっている。

SoundBlaster 16

ブラケットにはライン入力、マイク入力、
ラインおよびスピーカー出力、MIDIおよ
びジョイスティックポートがある。昔のカ
ードなので妙にでかい（笑）。

音源チップ（名称不明）

8ビットおよび16ビットのステレオ録音と再
生。サンプルレートはユーザー選択可能。PC
上でDATデッキに匹敵するオーディオ録音機能
（本当か!?）。

表1  ALSA関連パッケージの入手先URL

ALSAドライバを試す

ファイル名 FTPサイト
alsa-driver-0.5.1a.tar.gz ftp://ftp.alsa-project.org/pub/driver
alsa-lib-0.5.1a.tar.gz ftp://ftp.alsa-project.org/pub/lib
alsa-utils-0.5.1.tar.gz ftp://ftp.alsa-project.org/pub/utils
alsaconf-0.4.2.tar.gz ftp://ftp.alsa-project.org/pub/driver/alsaconf

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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ドを選択したら自動認識したときと同

様、サウンドカードの設定画面に移行

する。

まずサウンドカードの認識番号を聞

かれるがデフォルトのままで問題ない。

次にサウンドカードのdac（D/Aコン

バータ）やrecord時のフレームの大き

さを設定する。どのくらいの数値に設

定すればよいか見当もつかないと思う

が設定できる数値の範囲は決まってい

るので、リミット一杯にするか、それ

が恐い人は余裕を持って半分くらいに

しておけば問題は起きないだろう。最

後に「conf.modulesを書き換えてよい

か？」の質問に「OK」を選択すると、

conf.modulesファイルに設定情報が書

き込まれる。

次に、モジュールを呼び出すために、

# modprobe snd-card-0

と入力する。これでモジュールが読み

込まれる。起動のたびにこのコマンド

を入力するのは面倒なので、/etc/rc.d

ディレクトリのrc.localに「modprobe

snd-card-0」と書いておくとよいだろう。

さて、音を鳴らしてみよう。alsa-

utilsに含まれるaplayコマンドを使う。

# aplay /usr/share/sndconfig/sample.au

どうだろう？　何も鳴らないはずで

ある。デフォルトで音量が0になってい

るので、今のままでは音は出ない。ボ

リュームを上げるためにミキサを起動

しよう。GNOMEのメニューから［マ

ルチメディア］―［オーディオミキサ

ー］を選択する。もしくはktermなど

から「gmix &」と行ってもよい。

ミキサを呼び出したらVolとPcmの

ボリュームを上げる（画面3）。これで

音が出るはずだ。ボリュームを上げる

方法としてはほかに「alsa-utils」に含

まれるamixerを使うというのもある。

ただし、使用方法が複雑なのでただボ

リュームを上げるだけなら、より簡単

なgmixを使用することをお勧めする。

■

■Xwave-320

■Xwave-6000

LabwayのXwave-320とXwave-6000

は、YAMAHAの音源チップYMF-

7xxを使用している。このチップを使

ったサウンドカードは種類が多い。

Xwave-320はYAMAHAのYMF-724

を使っている。Xwave-6000はYMF-

744を使用している。この2つはどちら

と も 4Front Technologyの OSS/

Linuxドライバで動かすことができる。

まずはドライバを以下のURLからダ

ウンロードしよう。

http://www.opensound.com/downlo

ad.cgi

このページに必要事項を記入して

「 What soundcard（ s） are you

using？」の欄に「YMF-744」と入力

し、「Select the version of OSS？」

の欄は「Linux 2.2.x（UP）」を選択し

て「Submit」ボタンを押す。するとダ

ウンロードのページに移るので、その

ページからダウンロードして展開する。

# tar xvfz osslinux393c-glibc-2214-

UP.tar.gz

展開すると4つのファイルしかないこ

とにびっくりさせられる。商用アプリ

ケーションなのでソースファイルがな

いから少なくて当然ということなのだ

ろう。oss-installを実行してインストー

ルする。

# ./oss-install

ここでLASER5 Linuxの場合は警告

が出た。terminfoのリンクを張ってく

れということらしい。そこでメッセー

ジにしたがってリンクを張っておく。

# ln -s /usr/share/terminfo /usr/

lib/terminfo

再びインストールをしてみよう。今

度は何もいわれない。

リブートして、何か音を出してみよ

う。今回は音楽CDでもかけてみよう

か。CD-ROMドライブになにか音楽

CDを入れて、CDプレーヤを立ち上げ

よう。そして再生……、あれ？　音が

出ない。そうそう、その前に、

# /usr/local/bin/soundon

とドライバを起動する。これでもう一

度再生してみると、ほら鳴りました

ね？　このドライバは試用版なので起

動後20分で音が止まってしまう。ドラ

イバを止める（unloadする）には、

画面2  サウンドカード選択画面

alsaconfでSoundBlaster PCI64を選択する。

画面3  GMIX3.0、これでボリューム調整をする。

Xwave-320
Xwave-6000
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# /usr/local/bin/soundoff

を実行する。継続して使うには20USド

ルを支払ってライセンスを購入する必

要がある。今のところYMF-7xxをサポ

ートしているドライバがほかにないた

め、このサウンドカードを使いたい場

合は購入するほかない。

■

■Monster Sound MX300

■

Monster Sound（ 以 下 MSound）

は 、 派 手 な パ ッ ケ ー ジ が 多 い

DiAMOND Multimedia Systems社の

製品。Aureal Vortex 2テクノロジー

採用によるA3Dアクセラレーションが

特徴である。この技術のおかげでヘッ

ドフォンや2組のスピーカを使って、臨

場感あふれる音を作り出すことができ

る。Aureal A3Dは、Half-Life、Unreal

など最近流行したゲームなどにも採用

された、オーディオレンダリングテク

ノロジーだ。

このカード（音源チップはVortex2）

は、これまでOSS/Linuxがβ扱いで対

応しているだけだったが、今年になっ

て、サウンドチップの開発元である

AurealからLinux用のドライバがリリ

ースされた。

Aureal Linux Web（http://linux.

aureal.com/）からドライバau88xx-

1.0.5.tar.gzをダウンロードする。イン

ストールは以下の手順で行う。

# tar xvfz au88xx-1.0.5.tar.gz

# cd au88xx-1.0.5

# make install

なお、残念ながらこのLinux用ドラ

イバはA3Dに対応していない。

■

■SoundBlaster Live！ Platinum

■

次はCreative社のSoundBlaster

Live！（以下SBLive）だが、今はこ

のカードが定番中の定番だろう。この

SBLiveに使われているEMU10K1チッ

プ、ALSAのドライバもサポートして

いるのだが、Creative社が自社開発で

Linux用のドライバを配布しているの

で、今回はそちらを使うことにしよう。

同 社 のW e b サイト（ h t t p : / /

opensource.creative.com/snapshot.ht

ml）からemu10k1-20000xxxx.tar.gzを

ダウンロードする。xxxxには日付が入る。

# tar xvfz emu10k1-20000215.tar.gz

MonsterSound

カード上にウエーブテーブル用の拡張コ
ネクタ、CD、AUX、モデム、MXリンク
用のコネクタがある。ブラケットにはス
ピーカー出力が2組、MIC入力、ライン入
力がある。なによりブラケットが黒いの
がいかす。

Aureal Vortex2

オーディオ圧縮形式はQuad AC97。48kHz
までの録音/再生。S/N比は90dB以上！（本
当か！）

Live! Drive II

SB Live! Platinumには、ドライブベイ
前面から入出力できるLive Driveが付
属する。同軸＆光のデジタル入出力
やライン／マイク／AUX入力、ボリ
ュームコントロール付きヘッドフォン
出力、MIDI入出力が用意されている
ので接続が簡単だ。

EMU10K1

8ビットから16ビットの選択可能なビ
ットレート。
8kHzから48kHzの選択可能なサンプ
リングレート。アナログ出力、デジ
タル出力。デジタル出力のサンプリ
ングレートは48kHz固定。

SoundBlaster Live！

カード上にはCD入力、Aux入力、TAD入力、
CDデジタル入力！、拡張カード用コネクタ。
ブラケットにはマイク入力、ライン入力、
スピーカー出力×2、MIDI/GAMEポート、
そしてこちらもデジタル出力！

Monster Sound
MX300

SoundBlaster Live！
Platinum

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 



emu10k1ディレクトリができて、そ

の中に展開される。さらにそのディレ

クトリの中に2.2というディレクトリが

できるが、READMEによるとカーネ

ルのバージョンが2.2.xの場合はこれも

一緒にコンパイルしろということなの

で、そのとおりにしておこう。

# cd 2.2

# mv emu_wrapper.h ../

# make ; make install

これで「emu10k1.o」というモジュ

ールが作られ「/lib/modules/2.2.5-

22lv3/misc」ディレクトリにインスト

ールされる。しかし、ここまでしてくれ

るのに「conf.modules」の書き換えは

してくれないので、エディタで書き換

えておこう。付け加えるのはこの1行。

alias sound emu10k1

ここでリブートするか、modprobe

コマンドでemu10k1モジュールを呼び

出せば動作する。サウンドテストには、

何度か紹介したplayコマンドでLinus

氏の声でも聴いてみよう。

ドライバのバージョンからβは取れ

たが、まだまだ開発途上であって、

SBLiveの機能を全部使うことができな

いのはいささか残念だ。しかしほかの

メーカーがLinux用のドライバ開発に

積 極 的 で は な い の に 比 べ る と 、

Creative社の取り組み方はとても好感

が持てる。

■

■MIDI音源を使ってみよう

■

読者の中でMIDI用の外部音源（以

下音源モジュール）を持っている人は

どれくらいいるのだろうか？ 今回使っ

たのはRolandのGS音源モジュールSC-

88である。この音源モジュールはコン

ピュータのシリアルポートにつないで

MIDIデータを再生することができる。

まず音源モジュールとコンピュータ

をMIDI専用ケーブルでつなぐ。さて、

プレーヤを探しに世界中を駆け回って

みますか？　と思いきや、ここ日本に

よいソフトがありました。しかもフリ

ーソフトで。まずは下のホームページ

に飛んでみる。

http://matu.cc.kyushu-u.ac. jp/

̃nagano/linux/unixsoft0.html

このページの「midiplayちょっとだ

け改良版」というのをダウンロードし

てどこか適当なところに置いて展開す

る。midiplay-0.5+09というディレクト

リができるので、そこに移動し、

# ./configure

# make ; make install

としただけですんなりとインストールで

きた。さっそく動作テストをしてみよう。

# midiplay /usr/share/sndconfig/

sample.midi

音は出ただろうか？　さてMIDIデ
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SC-88

RolandのMIDI音源モジュール。32パート64ボイスの
GS音源で、DTM音源として標準的に使われているリフ
ァレンスモデル。

OSS/LinuxやOSS/Free、ALSAと、サウ

ンドカードのドライバを作っている代表的な

プロジェクトはこの3つ（表）なのだが、

OSS/Free、ALSAがフリーソフトウェアな

のに対して、OSS/Linuxは商用アプリケーシ

ョンとなっている。逆に商用アプリケーショ

ンなので、いろんなサウンドカードに対応で

きているともいえる。このOSS/Linux、ホー

ムページから試用版がダウンロードできるの

だが、使える時間がOSS/Linux起動時から

20分と限られているのに加えてSMPカーネ

ルには対応していない。

OpenLinux 2.3日本語版はインストールが

非常に簡単にできるようになっていて、今

までのLinuxに比べるとはるかに楽になった。

しかし、ここに落とし穴があった。これは後

になって判明したのだが、OpenLinuxはデフ

ォルトでSMPカーネルをインストールして

いるのである。これによってOpenLinuxに

OSS/Linuxをインストールして使おうとした

ときに「これは試用版なのでSMPカーネル

には対応していません」という意味の言葉

に出くわすことになる。

今回はなるべく手間を掛けずに話を進め

たいのでOpenLinuxを使うことは避けた。も

ちろん、カーネルを入れ替えれば動くと思わ

れるのはいうまでもない。さらにいえば

OSS/Linuxの正式版はSMPに対応している

ので、マルチプロセッサ環境の人で音を鳴

らしてみたい人は正式版を購入すれば問題

なく動くはずである。

Column

OpenLinuxとOSS/Linux

プロジェクト WebサイトURL
OSS/Linux http://www.opensound.com/
OSS/Free http://www.linux.org.uk/OSS/
ALSA http://www.alsa-project.org/

各プロジェクトのWebサイト

MIDI音源を使ってみよう



ータだが、インターネットで探せば趣

味で作ったものを公開している人もい

るし、ダウンロード販売しているWeb

サイトもたくさんある。私は秋葉原で、

エリックサティのピアノ＆オーケスト

ラというのを購入した。YMOのあの曲

や坂本龍一のあの曲なども売っていた

のだが……。

■

■ソフトウェアMIDIを使う

■

さて、最近のあり余るCPUパワーを

使わない手はないだろう。Pentium II

やIIIの高速CPUを載せている人も多い

と思う。だとしたらソフトウェアシン

セサイザというか仮想WAVEテーブル

とでもいうか、そういった手段でMIDI

データを再生することもできる。

まず、ソフトウェアを用意しよう。

TiMidity++（画面4）を使用する。

http://www.goice.co.jp/member/mo/

timidity/dist/download.html

ここから「Timidity++-2.8.1」をダ

ウンロードしてくる。これをどこか任

意の場所で解凍して、READMEと

INSTALLを読んでコンパイルしてイ

ンストールする。

# ./configure

# make ; make install

これでTimidity++自体はできあが

り。しかしまだ用意するものがある。

音源データとなるGUS互換のパッチフ

ァイル（以下、GUS/pat）と、このパ

ッチファイルがどこにあるかなどを記

述したtimidity.cfgだ。このGUS/patに

よってMIDIデータがWAVEデータに

変換され、MIDIデータの再生が可能

になるのだ。

timid i ty . c fgはデフォルトでは、

/usr/local/share/timidityに置くこと

になっている。timidity.cfgを開いてみ

てみると、そのほかのコンフィグファ

イルは/usr/local/lib/timidityに置いて

おくことになっているので、あらかじ

めディレクトリを作っておこう。

まず、http://www.goice.co.jp/

member/mo/timidity/dist/cfg/から

timidity .cfgを/usr/local/share/

timidityにダウンロードしよう。

この時このWebページにあるすべて

の「＊.cfg」というファイルを、/usr/local

/lib/timidityにダウンロードしておく。

■まだまだこれから……

次に音源データGUS/patを拾いにい

こう。先に言っておくがこのGUS/pat

がめちゃめちゃ大きい。小さいもので

4Mバイト。大きいものは数十Mバイト

のもある。何が違うのかというと、大

きければ大きいほど音数が増えたり、

音色が本物に近くなったりする。今回

は間を取ってというか、聴くに耐えら

れる程度のものを用意したかったので、

ここから落としてきた。

http://www.goice.co.jp/member/mo/

release/tim-patches.html

13分割された「guspat-＊」という

ファイルがあると思うが、全部を落と

すと33Mバイトになる。できれば全部

落としたいところだがそんなに電話代

は払えないとか、会社なのでログが残

るからあんまり目立ったことはできな

い（笑）という人は必須というファイ

ルだけは取得するようにしてほしい。

そうしないと再生されない音が出て

きてとても悲しい曲を聴くことになる。

ちなみに私はオプションと書かれたも

のまで落としてみた。timidity.cfg以外

のコンフィグファイルを置いたディレ

クトリ/usr/local/lib/timidityにダウン

ロードした場合、GUS/patは1つ上の

ディレクトリ/usr/local/libで展開す

る。するとtimidityディレクトリの中

にGUS/patファイルを解凍してくれる。

# cd /usr/local/lib/

# tar xvfz guspat-＊

さて、再生してみよう。再生のしか

たは特に変わったところはない。

# timidity （MIDIファイル名）

これで音が流れるはずである。この

ときエラーが出るようであればMIDIデ

ータに対応するGUS/patファイルが存

在していないことになる。完全に再生

されるまで頑張って集めるか、各コン

フィグファイルを編集して違う音色で

ごまかすしかない。

サウンドカードのドライバによって

は、 T iM i d i t y + + コンパイル時

の./configureを実行する際、オプショ

ンを付けてMakefileを作らないとちゃ

んと音が鳴らない場合もあるので、

READMEなどはしっかりと目を通し

ていただきたい。
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このところ、MP3という言葉はすっ

かり市民権を得た感じだが、Linux上

では市民権を得るところまでいってい

るかは疑わしいところだ。MP3が使い

たくてWindowsにしました、というユ

ーザーが増えないよう、ここでは

LinuxにおけるMP3ファイルの作成お

よび利用法について解説していこう。

;;

;;なぜMP3？

;;

オーディオCD（CD-DA）の音楽デ

ー タ を MP3（ MPEG Audio Layer-

III）形式のデータに変換して聴くメリ

ットは何だろうか？　MP3そのものが

持つメリットは、いうまでもなくデー

タサイズを1/10～1/12にするという圧

縮率の高さ（1分当たり約1Mバイト）と、

44.1KHz/16ビット/ステレオというCD

並の音質にある。だが、パソコンで聴

く場合のメリットは、ランダムアクセ

ス性と検索性の高さが挙げられるだろ

う。具体的には、次のようなものだ。

■MP3は早い、安い

ハードディスクに記録されたMP3フ

ァイルは、巻き戻しや頭出しの操作が

不要で、呼び出せばすぐに再生できる。

CDの差し替え操作も不要になる。仮

に、CD1枚の収録時間を1時間とすれ

ば、30Gバイトのハードディスクに、

おおむね500枚分のCDを収録できる計

算になる。壁一面にあるCDコレクショ

ンを1台のハードディスクに移し替える

こともできるわけだ。

それに、ハードディスクの価格が1G

バイト＝1000円を切っている今なら、

1時間当たりの単価は60円以下。これ

は、カセットテープやMDよりも桁が

ひとつ少ない価格といえるわけで、コ

ストパフォーマンスも高い。

■ID3タグによる整理／選曲

蓄積された音楽データをファイル名

だけで識別するのは難しい。本格的に

管理しようとするならデータベースを

利用した管理が必要になってしまうだ

ろう。でも、フツー音楽のためにそこ

までやる気はないはずだ。そういう場

合に便利なのがMP3のID3タグだ。

ID3タグを使えば、

・タイトル

・アーティスト

・アルバム

・発表年

・ジャンル

・コメント

といった6種類のデータをMP3ファイ

ル自身に書き込むことができる。1項

目につき最長30文字（ただし、発表年

は4文字）までという制限はあるのだ

が、このデータを利用すれば、MP3プ

レーヤから望みの曲を楽に探し出せる。

むろん、このデータ入力も全部手動で

やらなければならないのなら意味はな

いが、CDDB（http://www.cddb.

com/）などのCDに関する情報を集め

たデータベースサーバを利用すれば、

自動で書き込みをすることができ、省

力化できるのだ。

こうしたMP3の特徴を鑑みつつ「個

人所有のCDをMP3に変換して、ミュ

ージックライブラリ化してしまおう、

しかもラクをして」というのが今回の

目的である。なお、今回紹介したツー

ル は す べ て 、 付 録 C D - R O M の

Linuxmag/multimedia-tools/Soundデ

ィクトリ以下に収録してあるので、す

ぐに試せるはずだ。

;;

;;インストールと設定

;;

CDの音楽データをMP3ファイルへ

変換するには、CDから音楽データを抽

出する「リッピング」、抽出されたファ

イルを圧縮する「エンコード」という、

2つのプロセスを経る。ID3タグを利用

するなら、さらに「CDDBからのデー

タ取得」と、エンコード済みファイル

への「ID3タグ書きこみ」というプロ

セスも加わる（図1）。

これらは「リッパー」「エンコーダ」

「ID3タグエディタ」と呼ばれるそれぞ

れ別のアプリケーションで処理するわ

けだが、バラバラに起動して手動で処

理するのはたいへんだ。そうした面倒

くさがり向けのツールとして、Linux

の世界ではGripが人気を得ている。

■Grip［rpm/deb/tar.gz］

http://www.nostatic.org/grip/
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MP3でミュージックライブラリ
文：四本淑三　Text : Toshimi Yotsumoto

音楽CD

リッピング エンコード 書き込み 

WAVE 
ファイル 

MP3ファイル 

ID3タグ 

CDDB

インターネット 
＋ 

図1 CDからMP3ファイル作成までの流れ

なぜMP3？

インストールと設定



grip-2.91-1.i386.rpm

grip-2.91-1.deb

grip+cdpar-2.91.tgz

Gripの人気の秘密は、その「使いや

すさ」にある。本来Gripは、単独では

MP3ファイルへの変換まではできない

のだが、外部のリッパー／エンコー

ダ／ID3タグエディタのフロントエン

ドとしても機能するので、外部ツール

さえ用意してGripに登録しておけば、

一発でMP3ファイルを作成することが

できるのだ。MP3ファイルの作成は、

CPUに負荷がかかるタスクなので、使

っていない夜間にMP3ファイルを作る

場合も、この一発作成のありがたみは

大きい。

また、最新バージョンのGripには、

最初からリッパーとしてcdparanoia

（http://xiph.org/paranoia/）が組み

込まれているので、あとはエンコーダ

とID3タグエディタをインストールす

るだけだ。Gripには、それぞれのアプ

リケーション向けの設定があらかじめ

用意されており、設定も簡単である。

付録CD-ROMに収録したRPMバイ

ナリ（grip-2.91-1.i386.rpm）は、Red

Hat 6.0以降をベースにしたRPM系の

ディストリビューションなら、

# rpm -Uvh grip-2.91-1.i386.rpm

とするだけで、ライブラリ関係の問題

もなくそのままインストールできるは

ずである（以下に紹介するツールは、

すべてこのようにしてRPMバイナリを

指定すればインストールできるはずで

ある）。このRPMバイナリは、gtk-

1.2.0以降、glibc2.1以降を必要とする

ため、これより古いディストリビュー

ションを使用している場合は、これら

のライブラリをアップグレードしてお

くか、次に紹介するtarボールからのイ

ンストールを行ってほしい。

tarボールのソースをインストールす

る場合の手順は次のようになる。

$ tar xvfz grip+cdpar-2.91.tgz 

$ cd grip-2.91/cdparanoia

$ ./configure

$ make lib

$ cd ..

$ make

$ su

# make install

ここでktermなどから、

$ grip

として、Gripが起動できればインスト

ール成功である。なお、曲名の表示に

日本語を使いたい場合は、ソースファ

イルのgrip.cの5030行目にある、

gtk_init(&argc,&argv);

という行の前に、

gtk_set_locale();

という1行を追加して、GTK+の国際

化機能を有効にしてからビルドすれば

よい。

次に動作の確認をしてみよう。まず

インターネットへ接続し、CD-ROMド

ライブにオーディオCDを挿入してみ

る。何も問題がなければ、Gr ipは

CDDBへアクセスし、挿入したCDの楽

曲の情報がCDDBにあれば、その情報

をダウンロードし、曲名などを表示す

る（画面1）。インターネットに接続し

ていないか、あるいはCDDBに楽曲の

データがなければ「Query failed」の

ダイアログとともに、「Unknown Disk」

と表示される。が、これはちゃんと動

作している証拠なので、問題はない。

CDを挿入しても何の表示もされなか

った場合は、CD-ROMのデバイスファ

イルをうまく読めていない可能性があ

る。Gripでは、CD-ROMドライブとし

て/dev/cdromを読みにいくが、これ

がシンボリックリンクとなっていて、

/dev/cdromが実際に使用しているCD-

ROMドライブとリンクされていない場

合、Gripは動作しない。ATAPIのCD-

ROMを複数接続している場合や、

SCSIドライブの場合は、該当するデバ

イスファイルから/dev/cdromにリン

クを張り直す必要があるかもしれない。

たとえば、1台目のSCSI CD-ROM

ドライブなら/dev/scd0だから、これ

を/dev/cdromへリンクするなら次の

ようになるだろう。

# rm /dev/cdrom

# ln /dev/scd0 /dev/cdrom

あるいは次のように、Gripの起動時

に-dオプションをつけ、任意のドライ
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画面1 MP3の統合フロントエンド「Grip」

CDDBから取得してきた曲名が表示されている。残念な
がら、CDDBに登録されているのは、「ほとんど」洋楽
CDばかりで、邦楽CDは「あまり」登録されていない。

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 



ブを指定する方法もある。

$ grip -d /dev/scd0

また、rootユーザーでは再生できる

のに一般ユーザーではうまく動作しな

い、というトラブルに遭遇したら、

CD-ROMドライブへのアクセス権限が

一般ユーザーに与えられていないこと

が原因かもしれない。このときは、

$ su

# chmod 666 /dev/scd0

として、適切なアクセス権限を与えて

やればよい。実は、これはGripの作者

の「root権限で実行すべき」という信

念によるものだが、このままでは不便

だし危険なので、許してもらうことに

しよう。

ここまでうまく動いたら、次はMP3

エンコーダの準備だ。いろいろあるが今

回は「午後のこ～だ」を紹介しておこう。

■午後のこ～だ［rpm/tar.gz］

http://homepage1.nifty.com/herumi/

soft.html

gogo-2.25-1.i386.rpm

日本のハッカーの手によるMP3エン

コーダで、すば抜けた高速動作が特徴。

「午後のこ～だ」は、フリーのエンコー

ダとして開発が進められているLAME

（http://www.sulaco.org/mp3/）をベ

ースにしたものだが、SMPのサポート

や3D Now!、MMXなどx86系CPUの

拡張命令に最適化されたバイナリが用

意されている点が異なる。機能的には、

最新のLAMEには及ばないが、非力な

マシンでも必要十分な速度でエンコー

ドできるため利用価値は高い。ちなみ

に、手元にあるCeleron 433MHzの

SMPマシンでは、実演奏時間の1/8程

度でエンコードを終えてしまう。さら

に、PentiumやPentiumPro、K6/K7な

どに最適化されたバイナリも用意され

ているので、自分のマシンに合ったも

のを選んでインストールしよう。

Gripで「午後のこ～だ」を利用する

には、Gripの［Config］－［MP3］－

［Encorder］タブを開いて、ポップアッ

プメニューから［gogo］を選べばよい。

次に、ID3タグを書き込むツールを

用意すれば、MP3ファイルを作成する

ための準備は完了だ。

■mp3info［rpm/tar.gz］

ftp://bimbo.hive.no/pub/mp3info/

mp3info-0.2.16-1.i386.rpm

mp3info-0.2.16.tar.gz

mp3infoは、CDDBからダウンロー

ドしてきた楽曲データをGripから受け

取り、エンコードずみのMP3ファイル

にID3タグを書き込むツールである。

地味なツールだが、快適なMP3環境を

作るためには欠かせないものだ。

$ tar xvfz mp3info-0.2.16.tar.gz

$ cd mp3info-0.2.16

$ ./configure --prefix=/usr

$ make
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LAMEは、早くからVBR（Variable Bit

Rate）に対応し、自前の心理聴覚モデルを

持つなど、非常に意欲的なプロジェクトであ

る。またオープン開発ということでバージョ

ンアップも早く、さまざまな派生バージョン

も生んでいる。今回紹介した「午後のこ～だ」

もその流れの中にある。

しかし、これらのフリーなMP3エンコーダ

は、著作権や特許権でやや問題を抱えている

のが実情である。というのも、MPEG1が標

準化されたあとに、その標準化に参加したド

イツのFhG-IIS社がエンコーダ関係の特許を

主張し始めたからである。そのため、さまざ

まなフリーエンコーダがライセンス料の要求

を受け、公開が中止となった。MPEGで標準

化されたのは再生時のデータ形式だけであ

り、エンコードのアルゴリズムについては標

準化されていない。そのアルゴリズムの権利

は、FhG-IIS（Fraunhofer-Gesellschaft IIS）

が一部所有しているというわけだ。

こうした問題を回避するために、LAMEは

音声ストリームを非可逆圧縮するための規格

のサンプルソース「dist10」（ftp://ftp.tnt.uni-

hannover.de/pub/MPEG/audio/mpeg2/softw

are/technical_report/）に当てるパッチという

スタンスをとっており、オープンに開発が進

められている。

このように、LAMEや「午後のこ～だ」で

は著作権の及ぶ範囲を明確に分離しているた

め、ソースコードはLGPLにしたがって世界

中へ配付可能となっている。一方、MP3エン

コーダで使用されているアルゴリズムは、日

本国内では現在のところ特許が成立していな

いという理由から、本来ライセンス料が必要

になるバイナリファイルも、日本からは配付

可能となっている。

そもそも、広く一般に使われるべきMPEG

規格で、このような権利関係が発生すること

自体が問題である。これは、LAMEの性能の

高さでも実証されているオープン開発の利点

を阻害してしまうものにほかならないからだ。

先ごろ標準化が確定したMPEG4は、MP3よ

りも圧縮効率の高いAAC（Advanced Audio

Cording）が含まれており、この音声形式に

もすでにFAAC（http://www.slimline.net/aac/）

というエンコーダのオープン開発が始まって

いる。今後に注目だ。

Column

フリーエンコーダ事情
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# make install

configure時にオプションとして指定

した“--prefix=/usr”は、インストー

ル先を/usr/binディレクトリ以下にす

るためのものである（Gripのデフォル

ト設定が、/usr/binディクトリになっ

ているため）。もしも、この指定をしな

いでtarボールからインストールした場

合は、実行ファイルのインストール先

が違うので、Gripのパス設定が必要に

なる。

“--prefix=/usr”をつけなかった場

合、実行ファイルのインストール先は

/usr/local/binディレクトリになってし

まうが、Gripを起動し［Config］－［ID3］

タブを開いて、［ID3 executable］のパ

スを“/usr/local/bin/mp3info”と書

き換えればよい（画面2）。

;;

;;MP3ファイルの作成

;;

MP3ファイルを作るには、まずGrip

の［Tracks］画面からエンコードした

い曲目を右クリックでチェックする。

CDDBにデータがなく「Unknown

Disk」だった場合や、タイトルデータ

を書き直したいときは、ペンのアイコ

ンをクリックすると入力フィールドが

表示され、データの編集が可能になる

（画面3）。編集が終わったらフォルダ

のアイコンをクリックすると̃/.cddb

以下にデータは保存される。

エンコードを始めるには、［Rip］タ

ブを開いて［Rip+Encord］ボタンを

押すだけ。ほとんどの場合、これでチ

ェックした曲が次々に変換されていき、

リッピングとエンコーディングの進行

状況がバーグラフで表示されるはずで

ある（画面4）。

ここでバーグラフが動かず、読み取

りが止まってしまう場合は、CD-ROM

ドライブそのものに問題があるかもし

れない。古い世代のCD-ROMドライブ

ではデジタルオーディオデータの抽出

に対応していない機種があり、この場

合リッピングはできない。これに遭遇

したら、残念だがあきらめるしかない。

なお、「読み出し40倍速」などと表

示されたCD-ROMドライブであって

も、オーディオデータがその速度で読

み出されるわけではない。最新のドラ

イブではデジタルオーディオの抽出速

度を上げた製品もあるが、通常は2～4

倍程度である。

問題なく変換が終わった場合には、

ホームディレクトリ以下に、

~/mp3/アーティスト名/アルバムタイトル/

のような形でMP3ファイルができてい

るはずだ。それと同時に、

~/mp3/アーティスト-アルバムタイトル.m3u

のようなファイルも生成されている。

これは、エンコードしたmp3ファイルの

絶対パスが書かれたファイルで「プレ

イリストファイル」と呼ばれる。再生時

にMP3プレーヤから利用するものだ。

■ビットレートの調整

MP3の音質と圧縮率を決定するパラ

メータが「ビットレート」で、MP3の

場合は128kbpsが標準的な値になって

いる。この値は1秒当たりのデータ量

で、小さいほど圧縮率は高い。だが圧

縮率を上げ過ぎると音質は悪化してし

まうし、エンコードするソースによっ

ては、128kbpsでも音質的に満足でき

画面2 ID3タグツールとしてmp3infoを指定 画面4 MP3データへのエンコード中のGrip

MP3ファイルの作成

画面3 編集可能なタイトルデータ
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ないことがある。特に、フリーのエン

コーダでは、128kbpsという値は、音

質が保持できるギリギリのビットレー

トのようで、高音域に多く情報を持っ

た音は変調を起こしがちになる。

変調の問題はビットレートを上げて

やれば解決するが、肝心の圧縮率が犠

牲になってしまう。そこで、音の情報

に応じて連続的にビットレートを調整

し、その他の部分は抑えることで、全

体としての圧縮率を確保しようという

のがVBR（Variable Bit Rate；可変

ビットレート）である。

エンコードの速度は半分以下に落ち

てしまうが、「午後のこ～だ」でもこの

VBRが使える。VBRでエンコードする

にはGripの［Config］－［MP3］－

［Encorder］タブを開いて、次のよう

に［MP3 Command-line］に-vオプシ

ョンとパラメータを書き加える。

たとえば、「128kbpsの音質は不満だ

が、圧縮率は1/10程度で収めたい」と

いうのなら、まず次のような設定を試

してみるといいだろう。

-v 5 -b %b %f %o

-vオプションに続くパラメータは、0

～9の値を取り、値が大きいほど高圧

縮率（低音質）で、小さいほど低圧縮

率（高音質）になる。音の違いは、実

際にエンコードして確認してほしい。

;;

;;代表的なMP3プレーヤ

;;

さっそく、できあがったMP3ファイ

ルを試聴してみよう。Linuxで使える

代表的なMP3プレーヤはmpg123と

xmmsで、どちらもマシンへの負荷が

少なく、Windowsでよく経験する音の

途切れなども少ない。

自分の好みに合ったプレーヤでパソ

コン上でのオーディオライフをどうぞ。

■mpg123［tar.gz］

http://www.mpg123.de/

mpg123-0.59r.tar.gz

コマンドラインで使えるMP3プレー

ヤのスタンダード的な存在（画面5）。

ディストリビューションによっては最

初から入っているものもある。

動作が軽く、Xを起動せずに使える

ので、非力なマシンでも安定して再生

できる。

また、コンパイルオプションでALSA

への対応やesdへの出力も可能になる。

素直にOSS向けにインストールするな

ら次のようになる。

$ tar xvfz mpg123-0.59r.tar.gz

$ cd mpg123-0.59r

$ make linux

$ su

# make install

使い方は簡単で、次のようにコマン

ドに続いてMP3ファイルの名前を入力

するだけで良い。

$ mpg123 Nazz_-_Open_My_Eyes.mp3

コマンドラインでは曲の呼び出しが

面倒のように思えるが、Gripでエンコ

ードした場合はアーティストやアルバ

ムタイトルでディレクトリが作成され

ているし、キーボード操作に慣れた人

には便利だろう。また、-@オプション

を使えば、Gripが自動生成したプレイ

リストファイル（～.m3u）からの再生

も可能だ。

$ mpg123 -@ nazz-nazz.m3u

この場合、アルバムに入っていた曲

順で再生される。

■GQmpeg［rpm/tar.gz］

http://gqview.netpedia.net/

gqmpeg-0.6.3-1.i386.rpm

gqmpeg-0.6.3.src.tar.gz

画面6 mpg123のフロ
ントエンド「GQmpeg」

画面5 コンソールベ
ースのMPプレーヤー
「mpg123」

画面7 ID3タグを利用したGQmpegの「プレイリストエディタ」

代表的なMP3プレーヤ
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mpg123には非常に多くのフロント

エンドが存在するが、ID3タグをフル

に使ったプレイリストエディタを持つ

のが、このGQmpegである（画面6、

7）。ID3タグの項目をキーにした並べ

替えや、演奏時間の合計などの表示が

可能（ただし、VBRでエンコードされ

たファイルは正しい演奏時間は表示さ

れない）。

これらの表示を有効にするには、プ

レーヤ画面上を右クリックして表示さ

れ る ポ ッ プ ア ッ プ メ ニ ュ ー か ら

［Preference...］を選択して起動する

［Preference］ダイアログボックスで設

定する必要がある。具体的には、

［Preference］ダイアログボックスの

［General］タブで、［Read file headers］

と［ Use ID3 tags when available］

のチェックをオンにしておけばよい。

tarボールからインストールする場合

は、次のようになる。

$ tar xvfz gqmpeg-0.6.3.src.tar.gz

$ cd gqmpeg-0.6.3

$ make

$ su

# make install

インストールにはgtk1.2.0以降のほ

か、Imlib1.9以降のバージョンが必要

になる。もしも、自分のマシンにImlib

がインストールされていない場合は、

ftp://ftp.enlightenment.org/pub/enli

ghtenment/enlightenment/libs/から

ダウンロードできる。当然のことなが

ら、GQmpegの動作にはmpg123が必

要になる。また、mpg123とGQmpeg

の実行ファイルは、PATHの通った同

じディレクトリになければならないこ

とにも注意。

■xmms［rpm/tar.gz/deb］

http://www.xmms.org/

xmms-1.0.1-1.i386.rpm（glibc2.1用）

xmms-1.0.1.tar.gz

xmms_1.0.1-1.deb

その昔、X11Ampという名前で知ら

れていたGUIのプレーヤ（画面8、9）。

プレイリストエディタはGQmpegほど

機能的ではないが、その代わり10バン

ドのグラフィックイコライザを持つ

（画面10）。ALSAやesdにはプラグイ

ンで対応。エコーやサラウンドなどの

エフェクトや、外部のスペクトルアナ

ライザなどもプラグインでサポート

（画面11）。ネットワーク経由のストリ

ーム再生にも対応していてネットラジ

オも聴ける。

$ tar xvfz xmms-1.0.1.tar.gz   

$ cd xmms-1.0.1

$ ./configure

$ make

$ su

# make install

画面9 GQmpegの
「プレイリストエディタ」

画面10 xmms
の「グラフィッ
クイコライザ」

画面11 xmmsの
「プラグインビジュ
アライザ」

テクノ野郎向けのプ
ラグインビジュアラ
イザ“Blur Scope
MAX”。音楽に合わ
せて複雑な表示をす
る。表示傾向につい
ても設定できる。

画面8 X11Ampから名称変更した「xmms」

「スキン」と呼ばれるテーマ機能（画像を変更して、見栄えを変える）による高
いカスタマイズ能力が、xmmsの人気の秘密。http://www.xmms.org/skins.html/
やhttp://www.winamp.com/から登録されているスキンをダウンロードできる。

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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パソコン上で、写真の画像を入出力

するためには、スキャナやプリンタと

いったデバイスが必要になる。しかし、

このようなデバイスは、ハードディス

クやMOなどと違って、製品ごとに仕

様がバラバラであるため、そのコント

ロール方法は統一されておらず、メー

カー独自であることが多い。

デジタルカメラやスキャナの場合、

WindowsやMacではTWAINと呼ばれ

る規格が定められており、その規格や

サンプルソースコードがWebサイト

（http://www.twain.org/）上で公開さ

れている。しかしこの規格は、アプリ

ケーションとの画像データのやり取り

の方法だけを定めたものであり、ハー

ドウェアアクセスやGUIといった部分

は各メーカーから提供されているドラ

イバによって実現されている。

このドライバは、一般的にオブジェ

クトコードが提供されているだけなの

で、ユーザーからは完全なブラックボ

ックスとなっている。したがって、メ

ーカーがドライバを提供するWindows

とMac以外のOSから利用することは非

常に難しい状況である。

しかし、PC-UNIXユーザーの多大な

努力により、最近ではデジタルカメラ

の画像を取り込んだり、フラットベッ

ドスキャナやフィルムスキャナで画像

をスキャンできるような環境がかなり

整ってきている。

なお、ひと口に写真画像といっても、

次のようにさまざまな入力方法がある。

・デジタルカメラ

・写真店経由でのPHOTO-CD

・フラットベッドスキャナ

・フィルムスキャナ

ここでは、これらのデバイスから

Linux上で画像入力する方法について

紹介しよう。

;;

;;デジタルカメラから

;;シリアル経由で入力

最近では、USBインターフェイスを

搭載したデジタルカメラが発売される

ようになってきているし、Linuxでも

USBがサポートされつつある。

しかし現時点では、USBを利用した

デジタルカメラからLinuxへの画像転

送は、ごく一部のカメラで実現されて

いるだけであり、まだまだシリアルイ

ンターフェイス（RS-232C）経由が主

力である。

Linux上で、デジタルカメラからシ

リアル経由で画像を転送するアプリケ

ーションとしては、gPhoto（http://

www.gphoto.org/）が有名である。こ

のgPhotoは、X Window System上で

動作するアプリケーションで（GTK+

を使って書かれている）、GPLに則って

配布されている。

gPhotoがサポートしているデジタル

カメラは105機種以上になるが、その

ほとんどは、Windowsアプリケーショ

ンとの通信時にシリアルラインを観測

して、どのようなプロトコルで動作し

ているかを解析して作られたものであ

る。この観測ツールはsnooperと呼ば

れ、萩野純一郎氏（http ://www.

itojun.org）によって開発されたもので

ある。このツールのおかげで、gPhoto

で多くのデジタルカメラがサポートさ

れるようになった。ただし、gPhoto自

体の開発者向けのメーリングリストに

は日本人があまり参加していないよう

である。デジタルカメラのほとんどの

機種が日本製であることを考えると、

これはちょっと残念なことである。

1. gPhotoのインストール

Linux上でgPhotoを利用するなら、

http://www.gphoto.org/gphoto/dow

nload.htmlに、RPMやDEB形式のバイ

ナリパッケージが用意されているので、

ここからダウンロードするか、付録CD-

ROMのLinuxmag/mu l t imed i a -

tools/Graphic/gphotoディレクトリに

あるバイナリデータを利用してほしい。

たとえば、公認Red Hat Linux 6.1

日本語版（以下、Red Hat 6.1）で動

作させるには、

gphoto-0.4.2-1.i386.rpm

ここでは、画像取り込みからGimpによる
加工処理のテクニックまでを紹介します。グラフィック

画像取り込みのテクニック
文：藤沢敏喜　Text : Toshiki Fujisawa

デジタルカメラから
シリアル経由で入力
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をダウンロードし、ルート権限で、

# rpm -U gphoto-0.4.2-1.i386.rpm

としてインストールを行えばよい。

ただし、このRPMでは、glibc2.1が

要求されるため、TurboLinux 4.2のよ

うにglibc 2.0ベースのディストリビュ

ーションではうまく動作しない。その

場合は、同サイトにある、tarボール

（gphoto-0.4.2.tar.gz）をダウンロード

するか、付録CD-ROMを利用して、

$ tar xvzf gphoto-0.4.2.tar.gz

$ cd gphoto-0.4.2

$ ./configure

$ make

$ su 

# make install

とすればよい。

2. 起動とカメラの設定

gPhotoを起動するには、コマンドラ

インから、

$ gphoto

とする。起動すると、シリアルポート

を設定するダイアログボックスと、開

発者の名前を表示するウインドウが表

示される。それらを閉じると、画面1の

ようなメインウインドウが表示される。

まず、デジタルカメラの機種と接続

されているシリアルポートの設定が必

要になる。これは、［Configure］メニュ

ーから［Select Port-Camera Model］

を選択して表示されるダイアログボッ

クスで設定できる（画面2）。

3.インデックス画面表示と転送画像の

選択

［Camera］メニューから［Get Index］

－［Thumbnails］を選択すると、画像の

インデックス画面が表示される。このイ

ンデックス画像の中から転送したい画

像をマウスでクリックすると、その画像

の枠が赤くなり、選択される（画面3）。

そして、［Camera］メニューから［Get

Selected］－［Images］－［Open in

window］を選択すると、選んだ画像

が次々に取り込まれていく。取り込ま

れた画像は、上部に現れるタブをクリ

ックすれば、取り込んだ画像を表示で

きる。また、［F i l e］メニューから

［Save Opened Image(s)］を選んで、

画像を保存することもできる。

;;

;; CFカードやスマートメディアを読む

;;

gPhotoを使えば、シリアルポート経

由で画像を取り込むことができる。し

かし、数百万画素が当たり前になりつ

つある昨今のデジタルカメラでは、RS-

232Cの通信速度はあまりにも遅く、か

なりの忍耐が要求されるはずだ。

また、デジタルカメラを本格的に使

いだすようになると、コンパクトフラ

ッシュ（CF）カードやスマートメディ

アを何枚も持ち歩くことになる。家へ

帰ってから何枚ものカードをカメラに

入れ替えながら、速度の遅いシリアル

ポート経由で転送するというのは耐え

がたい作業になるはずだ。

そこで、スマートメディアを利用し

て、シリアルポート経由よりも高速に

画像転送をする方法も紹介しておこう。

■ノートPCで読み込む

最近のノートPCにはPCカード用のス

ロットがあるので、CFカードやスマート

メディアなどを、PCカードへの変換アダ

プタを使うことにより、直接マウントし

てファイルにアクセスすることができる。

たとえば、Red Hat 6.1をノートPC

にインストールした環境なら、スマート

メディアをPCカードアダプタに入れ、

# mount -t msdos /dev/hde1 /mnt

と入力することにより/mntディレクト

リへマウントすることができる。なお、

筆者が所有しているノートPCとスマー

画面3 gPhotoのインデックス画面

画面2 シリアルポート設定のダイアログボックス

画面1 gPhotoのメインウィンドウ

CFカードや
スマートメディアを読む

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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トメディアの組み合わせでは、最初の

アクセスの際に、

DriveReady Seek Complete Error

DriveStatus Error

というメッセージがコンソールに出力

されるが、実際の読み取りには支障が

ないようである。

ちなみに、ソニーのVAIOなどでは、

メモリスティックスロットが標準搭載

されているが、手元にあるFreeBSDを

載せたPCG-Z505FXでは、

# mount -t msdos /dev/wd2s1 /mnt

としてメモリスティックもマウントで

きる。このマシンは、Linuxのインス

トールが面倒なので（CD-ROMドライ

ブが手元にない）試していないが、

Linuxでも/dev/wd2s1の代わりに

/dev/hdcとすることで同様にマウント

できると思う。

■カードリーダで読み込む

ノートPCを所有していない場合や、

デスクトップマシンで画像を管理した

いなら、カードリーダを利用すればよ

いだろう。PCカードリーダには、主に

3つのタイプがある。それぞれの特徴は

次のとおりだ。

・USB接続の特定媒体専用リーダ

これは、最近Windowsなどで主流に

なりつつあるタイプで、CFカードやス

マートメディアをそのまま差し込める

製品など、さまざまなものが発売され

ている。これらの製品は手軽で便利な

のだが、PC-UNIX環境ではストレージ

クラスのUSBサポートはまだ未熟で、

実際使うにはまだ早いようだ。

・ISAバスに接続する汎用のPCカード

リーダ

このタイプはノートPCのPCカード

スロットと同じ環境をデスクトップマ

シンで再現できるようにするもので、

CFカードやスマートメディアだけでな

く、PCカードのネットワークカードや

モデム、PHS、SCSIカードなどもデス

クトップマシンで使うことができるの

で、汎用性は高い。ただし、ISAバス

が存在しないマザーボードでは使えな

いので、新しいマザーボードを購入す

ると使えなくなる可能性もある。また、

PCカードを使うためにはpcmcia-csの

設定が必要になるディストリビューシ

ョンもあり、多少手間がかかる。

・SCSI接続の記録系カード専用のリーダ

このタイプは、SCSIホストアダプタ

が別途必要になる。また、CFカードや

スマートメディアといった記録媒体だけ

しか扱えず、PCカードタイプのネットワ

ークカードなどを使うことはできない。

しかし、最近のSCSIホストアダプタ

は安価になっているし、SCSI接続の

MOやスキャナなどの接続にもSCSIホ

ストアダプタは必須なので、SCSIホス

トアダプタが必要ということはさほど

デメリットとはいえないだろう。

また、デスクトップマシンで、PCカ

ードのモデムカードやネットワークカ

ードを使う必然性もあまりないし、将

来ISAバスがないマザーボードに交換

した場合でも問題なく使える。そして、

SCSIなら標準カーネルで認識されるの

で、特別な設定は必要なく、簡単である。

このような理由により、筆者の自宅の

マシンには1万円弱で売られているSCSI

タイプのカードリーダを搭載している。

このSCSIタイプのカードリーダも、

ノートPCと同じように、

# mount -t msdos /dev/sda /mnt

としてマウントすることができるので、

あとは普通のストレージと同じように

読み書きするだけである。

;;

;; 写真店経由でのPhoto CD入力

;;

フィルムメーカーは世界で4社（アグ

ファ、コダック、コニカ、フジ）しか

写真　コンパクトフラッシュとPCカードソケット

PCカードソケットに装着することにより、Linux上から
もコンパクトフラッシュ上の画像データにアクセス可能
となる。写真は、アイ・オー・データ機器のPCCF-
64M（3万1000円）。

写真　スマートメディアとPCカードスロット

スマートメディアもPCカードスロットに装着すること
により、Linuxからアクセスが可能となる。写真のPCカ
ードスロットは、アイ・オー・データ機器のPCFDC IV-
ADP（8000円）。

写真　SCSI接続の外付けカードリーダ

コンパクトフラッシュ、スマートメディア、マイクロド
ライブ、フラッシュATAカード、ATAハードディスクと
いった記録系のカードが読み込めるようになる。写真は、
メルコのMCR-S（1万9800円）。

写真店経由での
Photo CD入力
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ないが、各社とも銀塩フィルムからデ

ジタル画像へ変換するサービスを提供

している。その中でも歴史的に有名な

のがPhoto CDで、最初に提唱したコ

ダックだけでなく、コニカやフジでも

この形式に画像を保存するサービスを

行っている。

Photo CDは、通常のCD-ROMと同

じく、

# mount -r -t iso9660 /dev/cdrom /mnt

としてマウントでき、Photo CDの中

のimageディレクトリには、image

00xx.pcdというようなPCD形式の画像

が保存されている。PCD形式では、複

数の解像度の画像が1つのファイルの

中に保存されているが、これをUNIX

環境での標準形式であるpnm（ppm）

に変換するツールがhpcdtoppmコマン

ドで、ftp://ftp.gwdg.de/pub/linux/

hpcdtoppmでも入手できる。かなり古

いツールではあるが、Red Hat 6.1で

もコンパイルできた。

このコマンドには表1のようなオプシ

ョンがあり、PCD形式の中から目的の

解像度の画像を取り出すことができる。

したがって、次のようにパイプで流

し込むことにより、さまざまなフォー

マットで保存できる。

# hpcdtoppm -4 image00xx.pcd |

cjpeg > out.jpg

# hpcdtoppm -2 image00xx.pcd |

ppmtobmp -windows -24 >out.bmp

また、画像操作ソフトウェアである

ImageMagickや、シェアウェアのxv

でも直接Photo CDファイルを扱うこ

とができる。

;;

;; サービスサイズの写真プリントから

の入力

デジタルカメラがはやっているとは

いえ、他人からもらった写真、そして

数十年前の思い出の写真など、デジタ

ル化されていない銀塩写真プリントも

まだまだ多い。そして、これらもデジ

タル化したいと思うことも少なくない

に違いない。

また、現在のデジタルカメラは、解

像度に関してはそれなりに進歩したと

いえるが、階調再現の点では銀塩フィ

ルムに大きく劣っている。たとえば、

顔に強い陰ができるような晴天時の記

念写真や、奥行きのあるストロボ撮影

では、デジタルカメラで撮影するより

もレンズつきフィルムで撮影した銀塩

写真プリントをフラットベッドスキャ

ナでスキャンしたほうがよい画像が得

られることが多い。

そこで、フラットベッドスキャナか

らのデータ取り込みについても触れて

おこう。Linuxからフラットベッドス

キャナを利用するには、SANEという

アプリケーションを使うのが定番であ

り、数多くのフラットベッドスキャナ

がサポートされている。

ここでは、筆者が所有している

EPSONのフラットベッドスキャナ

「GT-7600S」を例にとって、SANEか

らの利用について解説しよう。

ちなみに、このスキャナにはUSBモ

デルとSCSIモデルがあり、両モデルと

も定価が4万4800円である。しかし、

去年の秋に購入したときの実販売価格

は、USBモデルが約2万5000円、SCSI

モデルが約3万4000円であった。USB

モデルの価格は魅力的ではあるが、

Linuxユーザにとっては、SANEから

利用できて、USBよりも高速なSCSIモ

デルがお勧めである。

■動作させたマシンの環境

今回、フラットベッドスキャナを接

続したマシンとその環境は表2のとお

りである。今となっては古くて貧乏く

さいハード構成だが、自宅のマシンの

中では、これが一番速いマシンである。

画像を扱うにはもう少し速く、メモリ

の多いマシンがほしいところではある

が、この程度のマシンでもまあなんと

か使える。

ただし、このマシンにはFreeBSDと

Windows、そしてLinuxディストリビ

ューションを多数インストールしてあ

るため、画像データを扱うにはディス

クが足りない。そのため、6台のHDD

と7連奏CD-ROMを接続し、前述した

SCSIタイプのPCカードリーダを内蔵

したFreeBSDマシンを画像保存用ファ

イルサーバと使っている。

さて、フラットベッドスキャナを接

続する場合、SCSIホストアダプタに注

写真　EPSONのフラットベッドスキャナ「GT-
7600S」4万4800円 。透過原稿ユニット：1万円

（オプション）。

オプション 機能
-0 オーバービューファイルからのサムネイル画像の抽出
-1 イメージファイルからの128x192サイズのファイルの抽出
-2 イメージファイルからの256x384サイズのファイルの抽出
-3 イメージファイルからの512x768サイズのファイルの抽出
-4 イメージファイルからの1024x1536サイズのファイルの抽出
-5 イメージファイルからの2048x3072サイズのファイルの抽出
表1 hpcdtoppmのオプション

サービスサイズの
写真プリントからの入力

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 



意する必要がある。Linuxでサポート

されているSCSIホストアダプタでも、

ハードディスクやCD-ROMドライブは

動作しても、スキャナなどの特殊な機

器を接続すると動作しないものは多い。

数年前、スキャナデバイス用にFree

BSDとLinuxで数十枚のSCSIホストア

ダプタを評価したことがあるが、まっ

たく動作しないものや、画像転送をし

ている途中で転送が止まってしまった

り、最悪カーネルごと落ちてしまうも

のまであった。

また、フラットベッドスキャナ以外

のSCSI機器を同じバスに接続すると動

作しなくなることもある。

このため、SCSIホストアダプタにつ

いては業界のスタンダード的なメーカ

ーの、広く使われているものを選択し、

さらにSCSIホストアダプタにはフラッ

トベッドスキャナ以外のSCSI機器を接

続しないのが賢明である。

特に、メールサーバのような重要な

働きをしているマシンに、フラットベ

ッドスキャナを接続するのはやめてお

いたほうが無難である。もしも、その

ようなマシンでどうしても使う必要が

あるようなら、SCSIホストアダプタを

2枚挿すなどの対策をする必要があるだ

ろう。

ちなみに、筆者はSCSIのハードディ

スクを好んで使っているのだが、フラ

ットベッドスキャナを接続しているマ

シンでは、ハードディスクとCD-ROM

ドライブはIDEタイプにして、SCSIホ

ストアダプタにはスキャナ以外の機器

を接続しないようにしている。

なお、このようなスキャナデバイス

に関する注意点はLinuxに限ったこと

ではなく、Windowsでも同様のことが

いえる。

■SANEのインストール

SANEは、公式Webページ（http://

www.mostang.com/sane/）から、ソ

ースコードをダウンロードできる。ま

た、Red Hat 6.1のフルインストール

環境なら、/usr/doc/JFディレクトリ

以下にSANE-out l ine-JP .txt .gzと

SANE-tutorial-JP.txt.gzというドキュ

メントが2つ用意されている。

SANEにはRPM形式のパッケージも

用意されているが、ここではいつでも

最新版を使えるようにするためコンパ

イルを行ってみることにする。コンパ

イルといっても、GTK+などの環境が

整っていれば非常に簡単である。Red

Hat 6.1をフルインストールした状態で

は、ソースを展開し、ルート権限で、

# ./configure

# make

# make install

を行うだけである。

なお、sane-1.0.0は、Red Hat 6.1で

コンパイルするとエラーになるので、

sane-1.0.1をダウンロードする必要があ

るので注意してほしい。

インストールが終わったら、スキャ

ナがどのデバイスに接続されているか

をdmesgコマンドや、SANEで提供さ

れるtools/find-scannerコマンドを使っ

て調べる。

ちなみに、SCSIバスに1台のスキャ

ナを接続している場合なら、/dev/sga

となっているはずなので、ルート権限で、

# chmod 666 /dev/sga

# ln -s /dev/sga /dev/scanner

を実行しておく。また、/dev/scanner

がない場合や、/dev/sgaにアクセス権

限がない場合、後述のxscanimageコ

マンドの実行時に「xscanimage: no

devices available.」というエラーメッ

セージが表示されるので、リンクやモ

ードが正しいかをよく確認しておこう。

■スキャン

画像を取り込むアプリケーションと

して、SANEに標準で用意されている

xscan imageコマンドを利用した。

xscanimageを起動すると、初期設定の

画面が表示される（画面4）。ここで、ス

キャンモードを［Binary］から［Color］

に変更してから、［Scan resolution

［dpi］］のスクロールバーでスキャンす

る解像度を設定する（画面5）。

次に、［Preview Window］ボタンを

クリックすると、プレビューウインド

ウが表示され、左下にある［Acquire

Preview］ボタンをクリックするとプ

レビューが始まるので、スキャンした

い範囲をマウスで選択する（画面6）。

選択が終わったら、先ほどの設定ウ

インドウにある［Scan］ボタンをクリ

ックすれば、本スキャンが始まる。本

スキャン画像は、デフォルト設定では

“out.pnm”というファイル名で保存さ

れる。このPNM形式は、UNIX環境で

よく使われるフォーマットで、Gimpな

どでも表示が可能である。
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パーツ 製品名
マザーボード ASUS T2P4/AT（K6-2用に改造）
プロセッサ K6-2/300MHz（ファンレス巨大放熱板付）
電源 静音ATタイプ（サイレンサー）
メインメモリ 128Mバイト
ハードディスク IDE 10Gバイト
CD-ROMドライブ IDE
SCSIホストアダプタ Tekram DC390U
OS 公認Red Hat Linux 6.1日本語版

表2 筆者が試したマシン環境
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;;

;; フィルムスキャナを使った画像入力

;;

フラットベッドスキャナを使って、

プリントされた写真からスキャンがで

きれば、フィルムスキャナは必要ない

ように思えるかもしれない。しかし、

得られる画質には非常に大きな差があ

り、そのメリットは少なくない。

■フィルムスキャナを使うワケ

読者の多くの方も経験があると思う

が、同じネガフィルムからのプリント

でも現像所によって濃度や色が大きく

違う。これはなぜかというと、ネガフ

ィルムに再現されている階調情報が膨

大なのに対し、プリントで再現できる

のはその一部にすぎないからである。

たとえば、日向と日陰が混在してい

るシーンがある場合、日向の部分をき

れいにプリントしようとすると、日陰

の部分は真っ黒になり、日陰の部分を

再現しようとすると、日向の部分は真

っ白に飛んでしまう。この場合、どち

らを優先して再現するかは現像所のプ

リント担当者の主観で決定される。ま

た、色についても、ネガからは正しい

色を判断することができず、プリント

する人間の主観に左右される。

その点、フィルムスキャナを使えば、

ネガフィルムが持つ豊富な情報から自

分の好みの画像を引き出すことができ

る。また、ネガフィルムからの写真と

いうものは、あくまでもコピーにしか

すぎず、オリジナルのネガフィルムを

直接スキャンするほうが画質がよいの

は当たり前だ。

ちなみに、GT-7600Sには、オプショ

ンとして透過原稿ユニットが用意され

ていて、筆者も4×5インチのポジフィ

ルムスキャンに用いているが、フィル

ムとガラス面との接触によるニュート

ンリングが頻繁に発生するため、フィ

ルムのセットが難しく、操作性の面で

もフィルムスキャナが有利である。

■Linuxで使えるフィルムスキャナ

さて、Linuxから利用できるフィル

ムスキャナには、ニコンやキヤノンの

数機種が前述のSANEを使って利用で

きるようである。このほかに、Linux

（FreeBSDも）で使えるフィルムスキャ

ナとして、コニカのQscanシリーズが

ある。このQscanには、xqscanという

アプリケーションが1997年から提供さ

れている。なお、Qscanの最初の初期

型は1996年に発売されたが、現在でも

全国の写真店からの注文が可能である。

■SANEとxqscanのユーザインターフ

ェイス

SANEは、元々フラットベッドスキ

ャナのようにダイナミックレンジの狭

い反射原稿をスキャンすることをメイ

ンに考えた設計になっている。しかし、

フィルムスキャナは、ネガフィルムの

濃度が激しく違うなどダイナミックレ

ンジが広いため、フィルム濃度によっ

てプレスキャンゲインを変えたり、人

間の主観によって本スキャン時のRGB

のアンプゲインを設定しないと満足す

る画質を得ることができない。

また、SANEのユーザーインターフ

ェイスは、1枚ずつのスキャンが前提に

なっており、Qscanのように6コマを一

度に連続してスキャンできるようなス

キャナには向いていない。

その点、これから紹介するxqscanは、

このような点にも配慮したユーザーイ

ンターフェイスになっている。

■インストール

xqscanは、付録CD-ROMにも収録

されているし、QscanのWebサイト

（http://www.konica.co.jp/qscan/）

からダウンロードすることも可能であ

る。xqscanでは、さまざまなさまざま

なディストリビューションが存在する

ことを考慮して、

画面4 xscanimageの初期設定画面 画面5 スキャンモードと解像度の設定 画面6 xscanimageのプレビューウィンドウ

フィルムスキャナを
使った画像入力

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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# cd /

# tar zxf /xxx/yyyy/ja-xqscan-linux-

X_XXA.tgz

# xqscan-install

というような単純な方法でインストー

ルすることが可能になっている。

また、xqscanはSANEとは違って、

/dev/sga、/dev/sgb、/dev/sgc…と

いうように自動的にマシンに接続され

たQscanを探し出してくれるため、

SANEの設定では必要になる/dev/

scannerへのリンクを張ったりする必要

はない。ただし、/dev/sg[a-z]以外の

デバイスを使っている特殊なディスト

リビューションでは、後述の例のよう

に環境変数XQSCAN_DEV_NAMEに

デバイス名を設定する必要がある。

なおxqscanでは、Qscanが見つから

なかったときは自動的にデモモードに

なるので、Qscan自体を持っていなく

ても、操作や画面表示などを確認する

ことが可能である。

■スキャン

マニュアルモードでxqscanを起動す

ると、設定画面が表示される（画面7）。

ここで、［スキャン開始］ボタンをクリ

ックするとプレスキャンが始まり、プ

レスキャン画面が表示される（画面8）。

ここで各画像の回転指定や、画像をク

リックして色調の選択が行える（画面

9）。なお、この色指定によってアンプ

のゲインを変えているため、ここで色

指定をしたほうが、本スキャンしたあ

とに色を変化させるよりも階調豊富な

画像が得られる。

6コマ分の色指定が終了すると、6コ

マ分を連続して取り込んだあと、コマ

ごとに番号をつけたファイル名として

保存される。

■外部コマンドの呼び出し

UNIX環境ならではの機能として、

xqscanには画像を保存する際に外部コ

マンドを呼び出す機能が用意されてい

る。

これは、 環境変数 XQ S CAN _

IMAGE_PIPEに外部コマンドを指定

しておくことで、ファイルを保存する

際にこの外部コマンドを呼び出すとい

うものだ。

これにより、pnm（ppm-raw）形式

で入力されたデータに外部コマンドを

経由させて出力することによって、保

存形式などを変更することができるの

だ。

たとえば、

$ export XQSCAN_IMAGE_PIPE="pnmtotiff"

$ export XQSCAN_IMAGE_FORMAT="tif"

という指定によりTIFF形式での保存

が可能になる。

■2台のQscanでの並列動作

メーカーでは正式に保証していない

ものの、SCSIホストアダプタを2枚以

上挿し、次のように環境変数を設定す

れば、2台以上のQscanを並列に動作

させることができる。

写真　コニカのフィルムスキャナ「Qscan」

ネガフィルム、ポジフィルム、APSフィルムの連続スキ
ャンが可能。LinuxやFreeBSDのドライバも用意されて
いるのがうれしい。7万8000円。

画面7 xqscanの設定画面 画面8 プレスキャン画面
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$ export XQSCAN_DEV_NAME=/dev/sga

$ export XQSCAN_TMP_DIR=/home/xxxx/

xqtmp0

$ export XQSCAN_IMAGE_DIR=/home/xxxx/

xqimage0

$ export XQSCAN_GEOMETRY=+0+0

$ xqscan &

$ export XQSCAN_DEV_NAME=/dev/sgb

$ export XQSCAN_TMP_DIR=/home/xxxx/

xqtmp1

$ export XQSCAN_IMAGE_DIR=/home/xxxx/

xqimage1

$ export XQSCAN_GEOMETRY=-0+0

$ xqscan &

フィルムのスキャンには時間がかか

るので、大量にスキャンさせる場合な

どは、このように交互に動作させて、

フィルム交換を行えば便利である。こ

れもWindows版には用意されていない

機能で、Linux/FreeBSD版ならでは

の使い方といえよう。

;;

;; 写真画質画像の印刷

;;

さて、さまざまなデバイスからの画

像入力について述べてきたが、ここで

写真画質の印刷について考えてみよう。

現状では残念ながら、Linuxからは

ダイレクトに写真画質の印刷を行うこ

とができない。しかし、Linuxから簡

単に印刷する方法がないわけではない。

たとえば、先月号の211ページからの

連載「プログラミング工房」で紹介し

たように、WindowsマシンをLinuxの

プリントサーバとしてしまう方法があ

る。詳しくは、先月号の記事を参照し

てほしいが、この方法を応用すれば、

Gimpなどから、あたかも直接プリンタ

が接続されているかのように写真画質

の印刷を行うことができる。

まだ、筆者は試していないのだが、

この記事を読んだ読者からの情報によ

ると、Win32版のGhostscr iptと、

Redmonなどのプリンタポートをリダ

イレクトするプログラム、そして

Sambaなどを組み合わせることでも同

様のことができるようである。

さらに、こちらもまだ、実際に試し

てみたわけではないので詳細は不明だ

が、EPSON製のプリンタ（PM -

700C／3300Cなど）限定ながら、アド

バックシステム（http://www.advac.

co.jp/）が発売を開始したプリンタユ

ーティリティ「GPR」も期待が持てそ

うだ（画面10）。

;;

;;大切な画像は

;;やはり銀塩カメラで

デジタルカメラは、Webに一時的に

掲載することだけを目的とする宴会写

真や、出張報告といった、特定の目的

の利用には非常に便利である。

しかしながら、レンズのイメージサ

ークルの小ささや、階調再現など当分

解決の見込みがない問題も多い。 また、

デジタルデータは保存性に問題がある

と筆者は考えている。ディスクは頻繁

にクラッシュするし、記録媒体の移り

変わりが激しく、すぐに媒体変換を行

わなければならない。そしてデータ移

行の際にミスをすることも多く、10年

以上にわたって画像データを保存しつ

づけることは非常に難しい。

したがって、七五三や結婚式、海外

旅行などの人生において重要なシーン

は銀塩フィルムで撮影し、100年プリ

ントなどの紙媒体で保存することを基

本とするのが、画質や保存の面で安心

である。

銀塩カメラで撮影したシーンを、

Web用や年賀状のためにデジタル化し

たい場合でも、今回述べたように、

Linuxからでも簡単に取り込みを行う

ことができる。

画面9 xqscanの回転指定や色調選択 画面10 プリンタユーティリティ「GPR」

写真画質画像の印刷

大切な画像は
やはり銀塩カメラで

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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Gimp（GNU Image Manipulation

Program）は、当時UCBの学生だった

Peter Mattisと Spencer Kimballの 2

人によって作成された画像処理ソフト

ウェアである（http://www.gimp.org）。

GPLに則って配布されているフリーソ

フトウェアでありながら、商用フォト

レタッチソフトウェアの定番「Adobe

Photoshop」に迫るほど機能は充実し

ており、Photoshopキラーとさえいわ

れている。最新の安定バージョンは

1.0.4で、開発バージョンは1.1.17であ

る。ほとんどの日本語ディストリビュ

ーションには標準で搭載されているの

で、画面1のような起動スプラッシュ

を見た方も多いだろう。

■Gimpは使えないのか？

機能が豊富で、しかもフリー。いい

ことづくめにも関わらず、Gimpを使う

ためにLinuxを始めたというデザイナ

ーがいるかといえば、残念ながら未だ

にそういう声は聞いたことがない。機

能的にまだ完全にはPhotoshopに追い

ついていないという面もたしかにある。

しかしむしろ、画像処理ソフトウェアを

常用するような人は、すでにPhotoshop

で慣れてしまっているだろうし、グラ

フィックスに関する知識のない人にと

っては、そもそも画像処理ソフトウェ

アを使う必然性そのものがない、とい

うのが本当の理由のような気がする。

では、そういう人たちにもGimpの良

さを知ってもらおうということで、今

回はGIFアニメメーションの制作をテ

ーマに、簡単な画像処理からレイヤの

使い方から、G impのマクロ言語

「Script-Fu」の活用までを紹介する。

GIFアニメーションそのものには興味

はなくても、流れのなかで紹介する

個々の処理は参考になると思うし、

PhotoshopユーザーにもGimpの強力な

マクロ機能は魅力だろう。

そういう意味では、Gimpの「機能」

よりも「使い方」の紹介に重点を置くつ

もりだ。一応、画面2にツールボック

スの説明を示しておくが、個々の機能

を詳しく知りたいという方は、拙訳の

『Gimpパーフェクトガイド』（Michael

J. Hammel著、豊福 剛訳、エムディ

ーエヌコーポレーション刊、2800円）

などを参照してほしい。

■では作ってみよう

さて、さっそくGimpによるGIFアニ

メーションの作成手順を説明していこ

う。手順は、大きく3つの段階に分か

れる。まず、ソース画像の準備、画像

ソースのレイヤ化、そして、GIF形式

での保存だ。それぞれの段階を色分け

してあるので、わかりやすいはずだ。

今回作成するのは、デジカメで撮影

した素材をGIFアニメーション化する

というもので、アニメなどの世界で人

形などのポーズを1コマ1コマ撮影する、

「クレイアニメ」という手法に近い。た

だし、キャラクター人形の撮影は権利

関係が難しいという理由から、今回は

チェス盤が素材となっているのはご容

赦いただきたい。

なお、筆者が使用したGimpのバー

ジョンは1.0.2で、日本語化はされてい

ないものだ。メニューなどの訳語はデ

ィストリビューションごとに異なるの

で、今回はTurboLinux PRO 日本語

版 4.2に収録されているGimpの訳語を

カッコ書きで示してある。

GimpによるGIFアニメーション作成
文：豊福剛　Text : Tsuyoshi Toyofuku

画面1 Gimp 1.0.2の起動画面

画面2 Gimpの機能が集約された［ツールボックス］

任意のツールボタンをクリックするとツールが選択
され、ダブルクリックすると、ツールのオプション
設定を行うダイアログボックスが開く。

選択（長方形領域）
選択（隣接色領域）

移動（レイヤーまたは選択領域）

変形（レイヤーまたは選択領域）

画像からの色選択

線描（シャー
プペンシル）

ブラシ

描画色
描画色と背景
色を初期設定
に戻す

選択（楕円領域）

選択（ベジェ曲線による領域）

ズーム

反転（レイヤー
または選択領域）

塗りつぶし
（色または
パターン）

線描（ブラシ）

塗りつぶし（パターンあるいは画像）

選択（手書きの領域）

選択（画像からの形状）

トリミング

文字

グラデーション

消しゴム
ぼかし

描画色と背景色の
入れ替え

背景色



Linux magazineApril 2000 113

1. ソース画像の取り込み

ソース画像を取り込むには、ツールボッ

クスの［File］（ファイル）メニューから

［Open］（開く）コマンドを選択する。

［Load Image］ダイアログボックス

が表示されたら、ソース画像のあるディ

レクトリまで移動する。［Files］（ファイ

ル）リストボックスの一覧にあるソース

画像を選択して、［OK］（了解）ボタン

をクリックする。

2. 画像ウィンドウの作成

ソース画像（この例ではp2100001.jpg）

の読み込み処理を示すプログレスバー

が表示されたあと、ソース画像に対応

する画像ウィンドウが作成される。

3. ポップアップメニューの利用

マウスポインタを画像ウィンドウの中

に置いて、右クリックすると、ポップ

アップメニューが表示される。このメ

ニューを利用して、まず画像データの

色相／彩度を調整してみよう。

ポップアップメニューから［Image］

（画像）─［Colors］（色彩）─［Hue-

Saturation］（色相-彩度）を選択する。

4. 色相／彩度の調整

［Hue-Saturation］ダイアログボックスが

表示されたら、Hue（色相）、Lightness

（明るさ）、Saturation（彩度）の値を調整

する。ここで［Preview］（プレビュー）

チェックボックスがオンになっていると、

変更した設定が画像ウィンドウの表示に

フィードバックされる。また、スライダ

バーの横にあるテキストボックスに数値

を直接入力することもできる。

5. 画像サイズの変更

ソースとなっている画像データは、サ

イズが1280×960ピクセルもあり、GIF

アニメーションにするには大きすぎる

ので、画像を縮小することにした。

画像を縮小するには、ポップアップ

メニューから［Image］（画像）─

［Scale］（縮小拡大）を選択する。

6. 画像サイズの縮小

［Image Scale］ダイアログボックスが

表示されたら、縦横の長さを入力する。

ここでは、幅「320」、高さ「240」にし

て、元の画像の1/16サイズに縮小する。

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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7. 画像の新規保存

ここまでのソース画像に対する変換操

作が終わったら、ポップアップメニュ

ーから［File］（ファイル）─［Save

as］（新規保存）を選択し、別ファイ

ル名で保存しておく。

8. ファイル名の指定

［Save Image］ダイアログが表示され

たら、新しいファイル名（ここでは

fr01.jpg）と入力して［OK］（了解）

ボタンをクリックする。

9. JPEG形式の保存

画像フォーマットとしてJPEG形式を選

択すると、［Save as Jpeg］ダイアログ

ボックスが表示される。

ここで、［Quality］の値を小さくする

と、画像の圧縮率が高くなるが、その分

画質は落ちる。［Smoothing］の値を大

きくすると、画像がぼけた感じになる。

以上の操作を、残りのファイルについ

ても同様に適用していけばよい。

10. レイヤ化の開始

Gimpを使ってGIFアニメーションを作

成するには、GIFアニメーションの個々

のフレームに対応する画像ソースを、

レイヤにしておかなければならない。

レイヤを作成するには、まず空の画

像ウィンドウを作成する。ツールボッ

クスの［File］（ファイル）メニューか

ら［New］（新規）コマンドを選択する。

11. 新規画像のサイズ指定

［New Image］ダイアログボックスが

表示されたら、作成する画像サイズを、

縮小後の画像ソースの大きさに合わせ

て、幅「320」、高さ「240」に設定す

る。また、［Fill Type］（画像の種類）

では［Transparent］（透明）を選択

して、［OK］（了解）ボタンをクリッ

クする。

12. 新規画像ウィンドウの生成

新規画像ウィンドウが作成される。チ

ェック模様の表示は、透明（Trans

parent）であることを示している。
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13. レイヤ作成の準備

新規画像ウィンドウ上で右クリックし

てポップアップメニューを表示し、

［Layers］（レイヤー）─［Layers &

Channels］（レイヤー＆チャネル）を

選択する。

14. レイヤ状態の表示

［Layers & Channels］ダイアログボ

ックスが表示され、現在のレイヤは、

Background（背景）1枚しかない状態

であることがわかる。

15. 画像データの領域選択

［File］─［Open］メニューを利用し

て、先ほど保存しておいた変換後の画

像ファイルを開く。開いた画像ウィン

ドウのポップアップメニューから

［Select］（選択）─［All］（全選択）

を選択する。

これで、画像全体が選択範囲として

指定された状態になる。

16. 選択した領域のコピー

ポップアップメニューから［Edit］（編

集）─［Copy］（複写）を選択し、選

択した領域をメモリに読み込ませて、

あとで貼り付けられるようにしておく。

17. 新規レイヤの作成

［Layers & Channels］ダイアログボ

ックスの下部にあるコマンドボタンの

左端にある［New Layer］（新規レイ

ヤー）ボタンをクリックする。

18. レイヤの設定

［New Layer Options］ダイアログボ

ックスが表示されたら、［Layer name］

（レイヤー名）に「fr01」と入力する。

さらに、サイズや［Fill Type］（画像

の種類）では［Transparent］（透明）

に設定されていることを確認してから

［OK］（了解）ボタンをクリックする。

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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19. レイヤ状態の確認

再び、［Layers & Channels］ダイア

ログボックスを参照すると、先ほど作

成した、「fr01」という名前の新規レイ

ヤが追加されているのが確認できる。

20. 画像の貼り付け

新規画像ウィンドウに戻って、ポップ

アップメニューから［Edit］（編集）－

［Paste］（貼り込み）を実行すると、

新規画像ウィンドウに先ほどコピーし

た画像がペーストされる。

21. レイヤ状態の確認

［Layers & Channels］ダイアログボック

スを参照すると、fr01レイヤの表示が変

わり、さらに、Floating Selection（フ

ロートレイヤ）が追加されていることが

確認できる。このフロートレイヤは、選

択範囲の指定に対応しており、フロート

レイヤ上で、右クリックで表示されるポ

ップアップメニューから［Anchor Layer］

を選択すれば下のレイヤに結合される。

22. レイヤ作成の繰り返し

残りの画像ソースについても、新規レ

イヤの作成からコピー＆ペーストまで

の、一連の操作を繰り返す。すると、

［Layers & Channels］ダイアログの

レイヤに、画像が順に積まれていくは

ずだ。

23. 画像ファイルの保存

すべての画像ソースがレイヤにペース

トできたら、新規画像ウィンドウのポ

ップアップメニューから［File］（ファ

イル）─［Save］（保存）を選択して、

Gimpの標準フォーマット（XCFフォ

ーマット）で保存しておく。

24. 拡張子指定による保存

XCFフォーマットで保存するには、

［Save Options］のプルダウンメニュ

ーから選択するか、［By extension］

を選んでから、ファイル名に.xcfとい

う拡張子をつけて保存すれば、自動的

にXCF形式で保存してくれる。
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25. Backgroundレイヤの削除

画像ソースを動画フレームとしてレイ

ヤにしてしまえば、あとはGIF形式で

保存するだけである。

［Layers & Channels］ダイアログ

ボックスのレイヤ表示の最下位にある

Background（背景）レイヤを選択し

てから、コマンドボタン行の右から2番

目にある［Delete Layer］（レイヤー

削除）ボタンをクリックして削除する。

26. インデックス形式への変換

GIF形式で保存するときは、画像を最

大256色のパレットを参照するインデッ

クス形式にしておかなければならない。

新規画像ウィンドウのポップアップ

メニューから［Image］（画像）─

［Indexed］（インデックス画像）を選

択して、インデックス形式へ変換する。

27. パレット種類の選択

［Indexed Color Conversion］ダイア

ログボックスが表示されたら、使用す

るパレットの種類を選択する。

ここでは［WWW-optimised palette］

（WWW用パレットを使用）を選択し

て、Webページの使用に最適な色数

（ウェブセーフカラー）に対応させてお

く。

28. 画像データの新規保存

新規画像ウィンドウのポップアップメ

ニューから［File］（ファイル）─

［Save as］（新規保存）を選択する。

29. GIFフォーマットでの保存

［Save Image］ダイアログボックスが

表示されたら、［Save Options］プル

ダウンメニューから「GIF」に選択し

て、ファイル名を入力する。

もちろん、前述したように、プルダ

ウンメニューで［By extension］にし

てから、.gifという拡張子をつけてファ

イル名を指定してもよい。

30. オプションの設定

［Save as GIF］ダイアログボックスでは、

インターレース設定のほか、GIFアニメー

ションのオプション設定ができる。［Loop］

チェックボックスをオンにしておくと、全

体がループする設定になる。また、ミリ秒

単位でフレーム表示の間隔を設定できる。

これでGIFアニメーションの完成であ

る。Netscape Navigatorなどで出来上が

りをチェックしてみよう。

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 



Gimpには、Script-Fuと呼ばれる強

力なマクロ機能がある。このScript-Fu

は、SchemeというLispベースのイン

タプリタ言語を利用しており、見た目

はとっつきにくいかもしれないが、一

度マスターしてしまえばGimpを自由自

在に扱うことができる。Gimpを使う最

大の利点は、さまざまな画像処理を

Script-Fuでスクリプトとして記述でき

る点にあるといえる。

たとえば、作成手順で行った色相／

彩度の変更と縮小変換の処理などは、

Script-Fuを利用すれば、値の入力を省

略できるだけでなく、バッチ処理とし

てシェルスクリプトから実行すること

もできる（ただし、Xは起動していな

ければならない）。

Script-Fuを使いこなすためには、利

用 可 能 な 関 数 を 一 覧 で き る D B

Browserの使い方をまず覚えてほしい。

DB Browserは、ツールボックスの

［Xtns］（拡張）メニューから［DB

Browser］（手続きデータベース一覧）

コマンドを選択すれば起動する。ここ

で例として、色相／彩度の変更に対応

する正確な関数名を探してみよう。DB

Browserの［Search］フィールドに”

hue” と 入 力 し て 、［ Search by

names］ボタンをクリックすると、関

数名がgimp-hue-saturationであり、6

つの引数をとることがわかる（画面3）。

では、さっそくScript-Fuを体験して

みよう。なお、ここで紹介するScript-

Fuスクリプトは、付属CD-ROMの

L inuxmag/mu l t imed i a - t o o l s /

Graphic/script-fu_sampleディレクト

リに収録してあるので利用してほしい。

リスト1は、入力と出力の画像ファ

イル名をインタラクティブに受けつけ

るスクリプトである（説明の便宜上、

行番号を入れてある）。

このリスト1の12行目と13行目の先

頭のコメント“;”を削除したものを、

“sample01.scm”というファイル名で、

ホームディレクトリの .gimp/scripts
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▼リスト1 画像変換スクリプト「sample01.scm」

1 (define (sample01 inFile outFile)

2 ; JPEGファイルをロード
3 (set! img (car (gimp-file-load 0 inFile inFile)))

4 (set! drawable (car (gimp-image-active-drawable img)))

5 ; アンドゥ機能をオフにする
6 (gimp-image-disable-undo img)

7 ; 色相・彩度を変換
8 (gimp-hue-saturation img drawable 0 10.0 20.0 20.0)

9 ; 画像を縮小する
10 (gimp-image-scale img 320 240)

11 ; ウィンドウで確認するときは、以下の２行のコメントを外す
12 ;  (gimp-display-new img)

13 ;  (gimp-displays-flush)

14 ; JPEGファイルを保存
15 (file-jpeg-save 1 img drawable outFile outFile 0.75 0.0 0)

16 ; アンドゥ機能をオンにする
17 (gimp-image-enable-undo img)

18 )

19

20 ; Script-Fuの登録書式
21 (script-fu-register "sample01"

22 "<Toolbox>/Xtns/Script-Fu/myProj/sample01"

23 "sample01"

24 "Toyofuku Tsuyoshi"

25 "Toyofuku Tsuyoshi"

26 "2000"

27 ""

28 SF-VALUE "Infile"  "\"ascii/p2100001.jpg\""

29 SF-VALUE "Outfile" "\"ascii/frxx.jpg\""

30 )

“;”で始まる行はコメントとみなされ、
実行には影響を与えない

変換後の画像をJPEG
ファイルとして保存

sample01の引数、
inFileとoutFileのデ
フォルト値を設定

メモリキャッシュの使用量を節約
するためアンドゥ機能をオフ

色相／彩度の
変換と画像の
縮小に対応 sample01関数

の定義領域

［Script-Fu］メニューに
［sample01］を登録

gimp-file-load関数とgimp-image-
active-drawable関数を実行し、これ
らの関数が返すリストの先頭の要素
を、それぞれ変数 i m g と変数
drawableにバインドする。［File］－
［Open］という操作に対応

Script-Fuによる自動変換
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ディレクトリに保存する。

保存が終わったら、ツールボックス

から［Xtns］（拡張）─［Script-Fu］

（スクリプトFu）─［Refresh］（再初

期化）を選択して、［Script-Fu］メニ

ューを最新状態に更新する（画面4）。

そして、［Xtns］（拡張）─［Script-

Fu］（スクリプトFu）─［myProj］

─［sample01］を選択して（画面5）、

作成したスクリプトを実行すると、

［sample01］ダイアログボックスが表

示されるはずだ（画面6）。このダイア

ログの［Infile］フィールドと［Outfile］

フィールドのファイル名をそれぞれ適

当な名前に変更して、［OK］（了解）

ボタンをクリックする。［Current

Comannd］フィールドに、現在処理さ

れているコマンドが表示される。

問題なく正常に処理されたら、最後

に変換後の画像ウィンドウが表示され

る。エラーが発生した場合は、エラー

メッセージをもとに、関数名や引数の

指定に誤りがないか確認し、誤りがあ

ったら修正する。正常に動作したら、

sample01.scmの12行目と13行目のコ

メントを元に戻しておく。

また、リスト2はsample01を連続実

行 するバッチ処 理 のスクリプト

（batch01.scm）である。

このbatch01.scmをsample01.scmと

同じディレクトリ（.gimp/scriptsディ

レクトリ）に置き、再び［Script-Fu］

メ ニ ュ ー を 最 新 状 態 に 更 新 し 、

［myProj］メニューに［batch01］を

追加する。ここでGimpを終了させ

（［File］─［Quit］）、シェルプロンプ

トで以下のコマンドラインを入力する。

$ gimp -n -b '(batch01 1)'  '(gimp-

quit 0)'

このように、gimpのコマンドライン

オプションでバッチ実行を指定すると、

Script-Fuに登録されたバッチスクリプ

トが、コマンドラインから実行できる

のである。

▼リスト2 sample01.scmを連続実行するスクリプト「batch01.scm」

1 (define (batch01)

2 (sample01 "ascii/p2100001.jpg" "ascii/fr01.jpg")

3 (sample01 "ascii/p2100002.jpg" "ascii/fr02.jpg")

4 (sample01 "ascii/p2100003.jpg" "ascii/fr03.jpg")

5 (sample01 "ascii/p2100004.jpg" "ascii/fr04.jpg")

6 (sample01 "ascii/p2100005.jpg" "ascii/fr05.jpg")

7 (sample01 "ascii/p2100006.jpg" "ascii/fr06.jpg")

8 (sample01 "ascii/p2100007.jpg" "ascii/fr07.jpg")

9 (sample01 "ascii/p2100008.jpg" "ascii/fr08.jpg")

10 (sample01 "ascii/p2100009.jpg" "ascii/fr09.jpg")

11 (sample01 "ascii/p2100010.jpg" "ascii/fr10.jpg")

12 )

13 (script-fu-register "batch01"

14 "<Toolbox>/Xtns/Script-Fu/myProj/batch01"

15 "batch01"

16 "TOYOFUKU Tsuyoshi"

17 "TOYOFUKU Tsuyoshi"

18 "2000"

19 ""

20 )

Sample01.
scmが受け
取る引数を
指定

画面4 ［Script-Fu］メニューの初期化

画面3 DB Browser

［DB Browser］の左部にあるリストボックスに、Gimp
の関数名が一覧表示されている。リストボックスで選択
された関数に対応して、右側のペインにその関数に対す
る簡単な説明や、引数の型と意味が表示される。

画面6 ［sample01］ダイアログボックス画面5 追加された［sample01］メニューからの実行

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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意外というか何というか、Linuxで

動作するTVチューナー＆ビデオキャプ

チャカードは結構ある（1月号の94ペ

ージでも2機種紹介している）。基本的

に、Conexant（旧Brooktree）製のコ

ントローラチップである、Bt848や

Bt878を採用している製品なら動かす

のはそれほど難しくないようだ。

今回は、2000年1月から出荷開始さ

れた、インタウェア製のTVチューナ

ー＆ビデオキャプチャカード「PicPom

Linux」（写真1、2）を使って、TVを

見たり、ビデオキャプチャをする方法

について解説しよう。

「PicPom LINUX」（以下、PicPom）

は、コントローラチップとしてBt878

（写真3）を採用したLinux専用のビデ

オキャプチャカードで、FM／TVチュ

ーナーも内蔵している。対応している

ディストリビューションも11種類と豊

富で、それぞれに対応したインストー

ラがバンドルされている。

また、製品のCD-ROMには、デバイ

スドライバ、各種アプリケーションの

全ソース、主要APIの解説、Linux

標準の動画形式「Video for Linux」

（V4L；Video4Linux）の解説の和訳

も付属しており、ユーザーによるアプ

リケーションの研究や開発が行いやす

いようになっている。

さらに、インタウェアでは動画デー

タをMPEGデータにエンコードするツ

ール「MPEG Tool」評価版の公開も

予定している。このツールは、PicPom

で録画した動画データをMPEGデータ

としてエンコードするもので、PicPom

のWebサイト（http://www.interware

.co.jp/products/PicPomLinux.html）

からダウンロードできるようになる予

定だ（開始日は未定）。このツールを

利用すれば、FMラジオを聞く、テレ

ビを見る、動画を録画する、PicPom

を複数枚挿ししてテレビ、ビデオを複

数同時に見る、というPicPomの基本

機能に加えて、PicPomで録画した動

画データをMPEGデータに変換して自

分のWebページに置くといった、より

広い用途にPicPomを利用することが

できるようになるだろう。

Video for Linux（V4L）は、Linux

でビデオ（ラジオ、文字放送も含む）を

扱うためのAPIである（http://roadrun

ner.swansea.uk.linux.org/v4l.shtml）。

Linux kernel 2.0のころはビデオ周り

に関するAPIが統一されておらず、各

写真2 PicPom Linuxのカード
TV／FM出力端子のほかS-VHS入力端子、サウンドの入出力がある。
音声出力は、サウンドカードへ接続する。

写真3 Conexant Bt878
Bt84xシリーズの改良版となるコントローラ
チップ。

写真1 FM / TV対応ビデオキャプチャカード
「PicPom LINUX」

開発：インタウェア（http://www.interware.co.jp/）
価格：オープンプライス

最後に今後の注目株、ビデオの取り込みや
インターネット中継の方法を紹介します。ビデオ

PicPomでTVを見て、撮る
文：住吉龍一　Text : Ryuichi Sumiyoshi

PicPom LINUXって？

Video for Linuxって？
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チップごとにバラバラにデバイスドラ

イバが開発されていた。そこで、

Linux 2.1.1xxのころにAlan Cox氏が

中心となって、ビデオ周りのAPIを統

一するべく開発されたのがこのV4Lで

ある。V4Lがサポートしているコント

ローラチップには、

・Bt848／848a／849／878／879系

（PCIバス用）

・Zoran

などがある。PicPomが利用しているア

プリケーション、cRadio、XawTVは、

このV4Lに準拠して作成されたもので

ある。現在は、このV4Lに拡張性と、

より多くのデバイスサポートを持たせ

たVideo for Linux2（V4L2；Video4

Linux2）が開発されており、ドライバな

どもリリースされている（http://millen

nium.diads.com/bdirks/v4l2.htm）。

Linuxも使いたいが、やっぱり俺は

ドラマの続きが気になる、という気が

気でない状態でLinuxを使っているユ

ーザーはいないだろうか？　せっかく

TVと似たような装置と向き合ってい

るのだから、TV放送もLinux上から楽

しんでしまおう。

■TVチューナー

PicPomは、TVチューナーを内蔵し

ており、VHF1～12、UHF13～62チャ

ンネルに対応している。

グラフィックスカードの機能に対応

して、テレビやビデオテープレコーダ

などの入力時にも、滑らかなオーバー

レイ表示が可能である（ビデオ表示サ

イズは、最大640×480ピクセル）。

オーバーレイ表示は、キャプチャカ

ード自身がバスマスタになり、直接グ

ラフィックスカードのフレームバッファ

に画像データを送り込む機能で、デー

タがPCIバスの上を一度しか流れない

うえ、CPUの負荷を軽減することがで

きるので、最新のマシンでなくても十

分TV放送を楽しめるはずである。

この機能を利用するには、デバイス

ドライバにフレームバッファのベース

アドレス、サイズ、デプスなどを適切

に伝える必要がある。このあたりの設

定は、xawtv付属のツール、v4l-conf

から行える。

■xawtv

PicPomでは、TVを見るアプリケー

ションとしてxawtvが用意されている

（画面1）。このxawtvは、Gerd Knorr

氏によって作成され、GPLに則って公

開されているXアプリケーションであ

る。PicPomにバンドルされている

xawtvは、メニューやボタンなどが日

画面1 TV表示アプリケーシ
ョン「xawtv」

CPUに負荷をかけないオーバ
レイ表示により、比較的古め
のマシンでも快適にTV放送
を楽しめる。

▼リスト1 PicPomの.xawtv設定

norm = NTSC

capture = on

source = Television

freqtab = ntsc-bcast-jp

pixsize = 128 x 96

jpeg-quality = 75

fullscreen = 640x480

lauch =

sound,x,/usr/X11R6/bin/xmixer

mixer = vol

[NHK_General]

channel = 1

key = 1

[NHK_Education]

channel = 3

key = 3

[Nippon]

channel = 4

key = 4

[TBS]

channel = 6

key = 6

[FUJI]

channel = 8

key = 8

[ASAHI]

channel = 10

key = 0

[TOKYO]

channel = 12

key = 2

[Camera]

source = Composite1

key = k

[S-VIDEO]

source = S-Video

key = s

TVを見る

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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本語化されているうえ、標準で東京地

区のチャンネルが設定されている。

xawtvは、各ユーザーのホームディ

レクトリにある$HOME/.xawtvを変更

することで、さまざまなカスタマイズ

を行うことができる。なお、このファ

イルは起動時に参照されるので、必ず

作成しておかなければならない。

・チャンネルエディター

xawtvの設定ファイル、$HOME/

.xawtvを編集するGUIツールとしてチ

ャンネルエディターが用意されている

（画面2）。自動でTV局を探す機能が用

意されているが、電波の状況によって

は自動では検出できない場合もあるの

で、手動で周波数を変えてTV局を探

すこともできるようになっている。

ただし、チャンネルエディターはあ

くまでも簡易設定ツールで、さらに細

かいカスタマイズをするためには、

$HOME/.xawtvをエディタで直接編集

しなければならない。

・メインウィンドウ

$HOME/.xawtv設定に問題がないよ

うなら、xawtvを起動すれば、画面1

にあるようなTV画像を表示するメイ

ンウィンドウが起動するはずだ。

xawtvでは、マウスやキーボード上

のキーに、チャンネル変更からチュー

ニングの微調整、明るさの調節など、

さまざまな機能が割り当てられており、

よく利用する機能は、キーマップを覚

えてしまえばかなり快適に利用するこ

とができる。

・チャンネルウィンドウ

チャンネルウィンドウは登録されて

いるすべてのチャンネルを一覧するた

めのウインドウである（画面3）。サム

ネイルのような画面をクリックすると、

そのチャンネルに切り替わる。これら

の画面は常に更新されているわけでは

なく、Ctrl＋Zを押すことによって、全

局のイメージが更新されるようになっ

ている。負荷をかけないという意味で

も、これは納得できる仕様といえるだ

ろう。なお、画面サイズは、設定ファ

イル中のpixsizeエントリで指定するこ

とができる。

・オプションウィンドウ

オプションウィンドウは、xawtvの

各種設定を行うためのウインドウであ

る（画面4）。メニューの右端の文字は

キーボードショートカットの文字を意

味している。なお、明るさ、色合い、

コントラスト、色の濃さについては、

チャンネルごとに設定値が記憶される。

・xawtv-remote

リモートホスト上で動作している

xawtvをコマンドライン上から制御す

るためのコマンドで、一種のリモコン

と呼べるものである。チャンネルはも

とより、明るさやコントラストなども

すべてコマンドラインのオプションで

変更可能であり、リモートメンテナン

スが可能である。

;;

;;TV／ビデオ画像の保存

;;

PicPomでは、キャプチャカードの名

が示すとおり、内蔵TVチューナから

見ているTV画像や、RCAピンジャッ

ク（コンポジット）やS端子に接続し

た外部のAV機器から、静止画、動画

として取り込むことができる。

■静止画の保存

PicPomでは、見ている画像を静止

画として取り込むことができる。保存

データは、JPEG形式とPNG形式の2種

類があり、メニューやショートカット

キーからどちらの画像フォーマットで

も選択することができる。

もちろん、保存した静止画は、Gimp

などの画像処理ソフトウェアから参照

することができるので、さまざまな加

工を施すことも可能である。

■動画の保存

xawtv上でRキーを押すか、オプシ

画面3 チャンネルウィンドウ

画面5 動画のキャプチャを行う「AVI保存ウィンドウ」

画面2 チャンネルエディター 画面4 オプションウィンドウ

TV／ビデオ画像の保存
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ョンウィンドウからAVI保存ウィンド

ウを起動すれば、動画も保存すること

ができる（画面5）。保存可能なデータ

形式は、AVI形式である。キャプチャ

できる画面のサイズはTV画面のウイ

ンドウサイズに連動しており、アプリ

ケーションを起動したディレクトリに

保存される。なお、取り込み中は、画

面の更新が停止する。

保存したAVIファイルを再生するに

は、xanimなどの再生用のアプリケー

ションを利用すればよい。

なお、320×240ピクセルで録画する

と、1秒当たり7Mバイト弱のデータサ

イズとなるため、たとえば2Gバイトの

ハードディスクなら約5分程度の動画

が保存できる。

なお、このxawtvのキャプチャ機能

は、内部でstreamerというコマンドを

呼び出すことで実現されている。この

streamerは、コマンドライン上から単

独のコマンドとして利用して、静止画、

動画のいずれもキャプチャさせること

も可能で、cronなどと組み合わせて、

バッチ実行をさせる際には有効に活用

することができるだろう。

PicPomは、接続するマシンのPCIス

ロットやデバイスのIRQの競合さえな

ければ、複数枚での使用が可能である。

インストール時に、/devディレクトリ

下に“video?”（?には任意の数字が入

る）というキャラクタがデバイスが作

成されているので、xawtvの実行時に-

cオプションをつけて、次のように実行

すればよい。

$ xawtv -c /dev/video0 &

$ xawtv -c /dev/video1 &

$ xawtv -c /dev/video2 &

また、PicPomではFM放送とTV放

送の同時受信ができないので、複数枚

利用することで、これらの同時使用も

可能となる。

PicPomは、自分で楽しむだけでな

く、Webを利用した画像配信も行うこ

とができる。これを利用すると、カメ

ラを設置しておいた場所の映像を定期

的に参照するといった使い方もできる。

これは、たとえば防犯カメラをイメー

ジしてもらうとわかりやすいかもしれ

ない。そして、その映像を受信するク

ライアントがTVではなく、Webブラ

ウザになるというわけだ。

PicPomには、クライアントサイドの

ECMAScript（旧JavaScript）を利用

して、リアルタイムキャプチャを行う

CGIスクリプトも用意されているので、

工夫次第でいろいろな用途に利用でき

るはずだ。

何か作業をしながら、音楽を聴くという人

は多いはずだ。TV放送では、人によっては

気が散ってしまう人がいるかもしれないが、

FM放送から流れてくる音楽ならさほど邪魔

にもならないかもしれない。そんなあなたに

は、PicPomでラジオ放送を聴くことをお勧

めしよう。

■cRadio

PicPomでは、ラジオ放送（FM放送のみ）

のプレーヤとして「cRadio」が用意されてい

る（画面c-1）。このcRadioは、GPLに則っ

て公開されているXアプリケーションで、

GUIツールキットとしてQtを利用している

（http://www.leg.uct.ac.za/cRadio/）。アプリ

ケーションパネルの各チャンネルボタンは、

/etc/cRadio.confで設定された周波数帯域で

受信可能なFM局を表示している。また、パ

ネル下にあるスライダーは50kHzずつの変更

（設定）ができる。

cRad ioが対応している周波数は70～

108MHzで、設定ファイルである/etc/cRadio.

confを修正することで、好みの放送局をプリ

セットしたり、さまざまなカスタマイズを行

うことができる。PicPomに収録されている

cRadio.confには、初めから東京地区のFM局

が設定されている。なお、このcRadio.confは、

（デフォルトでは）書き込み権限のあるスー

パーユーザーだけが変更することができる。

また、テキストファイルであるcRadio.conf

の、チューニングの周波数を追加、削除、編

集するGUIインターフェイスや、各種の設定

をカスタマイズするためのGUIインターフェ

イスも用意されている。

ただし、cRadioは/dev/audio (サウンド）

デバイスを占有するので、xawtvなどをバッ

クグラウンド（もしくは、ほかのユーザー）

が使用しているときは利用できない。

Column

FMラジオも聞けるPicPom

PicPomの複数使用の例

Webを使った画像配信

画面C-1 cRadio

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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ここではこのセクションのまとめと

して、Linuxを使ってインターネット

中継をする方法について解説する。具

体的には、インターネット中継を実現

するシステムとして、RealSystemを取

り上げ、簡単にRealSystemソフトウェ

アの紹介しよう。

インターネット中継とは、文字どお

り「インターネットの回線を通じて、

映像／音声をリアルタイムに配信する

システム」のことである。インターネ

ットの爆発的な普及と、高速な回線の

利用により、まさにオンデマンドで、

今起こっている出来事を中継すること

が可能となったのだ。

RealSystemとは、RealNetworks

（http://www.real.com/）から供給さ

れているソフトウェア一式のことであ

る。RealSystemのソフトウェアは、大

別すると次の3種類に分けられる。

■Realエンコーダ

Realエンコーダは、映像／音声デー

タを入力し（キャプチャといいます）、

RealVideo形式にデータ変換を行い

（エンコード）、Realサーバに送信する。

■Realサーバ

Realサーバは、Realエンコーダから

送られてきたデータを蓄積し、後述す

るRealプレーヤの要求に応じ、Real

VideoデータをRealプレーヤに送信す

る。

■Realプレーヤ

Realプレーヤは、Realサーバから送

られてくるデータを再生する。

このように、RealSystemでは各機能

がソフトウェア的に分担されている。

したがって、Realエンコーダが、直接

Realプレーヤと通信することはないし、

Realサーバが、直接キャプチャデータ

をエンコードすることもない。つまり、

上にあげた3つのソフトウェアが、それ

ぞれ連係し合うことによって、初めて

RealSystemによる中継が実現できると

いうわけである。

それぞれのソフトウェアの働きと関

係のイメージを図1に示す。

RealSystemのソフトウェア（Realエ

ンコーダ／Realサーバ／Realプレーヤ）

は、（基本的に）すべてLinux上でも動

作する。したがって、「すべてLinuxを

使って」RealSystemを構築することは

可能なのだが、ディストリビューショ

ンの差異により、そのままでは動作し

ない場合もある。

主なディストリビューションにおけ

るRealSystemへの対応は、筆者らが

調べた限りでは、表1のとおりである。

なお、この表中にあるRealServer G2

のバージョンというのは、動作を確認

できたRealServer G2のバージョンの

ことで、最新のRealServer G2のバー

ジョンは7.0である。

Realエンコーダは、ビデオからの映

像／音声データを取り込み、変換し、

Realサーバに配信する。

Linux上で動くRealエンコーダは、次

のとおり、

・RealProducer G2 for Linux（無料）

・RealProducer "Plus" G2 for Linux

（有料：2万9800円）

2種類ある。

基本的に、RealSystemのソフトウェ

アは、名称に“Plus”がつくのが有料

版で、ついてないものが無料版となっ

ている。

RealSystemによるインターネット中継入門
文：たなかとしひさ Text : Toshihisa Tanaka

Realサーバ 

ISP（プロバイダ）など 

Realエンコーダ ビデオカメラ 

中継会場など 

Realプレーヤ 

各クライアント 

図1 RealSystem概念図

インターネット中継

RealSystem

RealSystemが動作する
ディストリビューション

Realエンコーダ
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■2つのRealエンコーダ

RealProducer "Plus" G2と 、 Real

Producer G2の 主 な 違 い は 、 Real

Player 5.0形式のエンコードができ

る／できないというのが挙げられる。

クライアントOSがWindowsの場合、

現在はRealPlayer G2が標準となって

いるため、無料版であるRealProducer

G2を利用しても特に問題はない。

しかし、Linux版のRealPlayer G2

はまだβ版しかないため、RealPlayer

5.0がまだまだ主流である。そのため、

LinuxをクライアントOSとして配信す

る場合は、RealProducer "Plus" G2を

購入し、RealPlayer 5.0互換でエンコ

ードさせるほうが問題は少ないだろう。

また、RealProducer "Plus" G2は、コ

マンドラインベースで動作させること

も可能であり、このあたりもLinuxと

の親和性は高いといえる。

■ビデオキャプチャカード

さらに、RealProducer G2を動作さ

せる場合、Video4Linuxに対応したビ

デオキャプチャカードが必要となる。

これは、Bt848ベースのチップを搭載

したビデオキャプチャカードなら、ほ

とんど問題なく動作するはずなので、

Bt848ベースのチップを搭載したビデ

オキャプチャカードを購入しておくこ

とをお勧めする。

なお、筆者らは、RealNetworks推

奨ということもあり、Osprey 100とい

う、Bt848ベースのビデオキャプチャ

カードを利用している。Bt848ベース

のLinux用ドライバに関する情報は、

http://www.thp.uni-koeln.de/̃rjkm/linux

/bttv.htmlから入手することができる。

Bt848ベースのビデオキャプチャカー

ドは、Linux kernel 2.0.xカーネルで

も動作するので、必ずしもカーネルを

2.2.xにアップグレードしなければなら

ないわけではない。

ただし、kernel 2.0.xにはVideo4

Linuxは標準で含まれていないので、

別途Video4Linuxドライバを入手する

必要はある。kernel 2.2.xなら、Video4

Linuxが標準でバンドルされているの

で、Video4Linuxをダウンロードする

必要はない。もちろん、Linuxカーネ

ルを新たにダウンロードしたときは、

Video4Linuxを有効にしてカーネル再

構築を行う必要がある。

■ノートPCでのエンコード

ノートPCでのエンコードについて

は、九州大学の岡村氏が、IBM Smart

Capture CardのVideo4Linux対応の

ドライバを作成している。この場合、

Linux kernel 2.2.xが必須となるが、

ノートPCを持っていて、IBM Smart

Capture Cardを持っている人なら、ノ

ートPCでもRealVideoエンコードが可

能である。

岡 村 氏 作 の IBM Smart Capture

Card Video4Linux対応ドライバは、

ftp://sourceforge.org/pcmcia

/contrib/より入手可能である。

■インストールの実際

Plamo Linux 1.4で RealProducer

G2を動かす場合は、CD-ROMやFTP

サイトにある、contrib/Glibc2/glibc2.tgz

をインストールする必要がある。

glibc2.tgzのインストールは、rootでロ

グインし、

# /sbin/installpkg glibc2.tgz

とすることでインストールできる。

RealProducer G2は、http://www.

jp.real.com/products/tools/producer/

より入手可能で、ここのページから

［RealProducer "Plus" G2］か［Real

Producer G2］を選択し、メールアド

レスと質問事項を選択すればダウンロ

ードページに移るので、そこからダウ

ンロードすることができる。

ただし、RealProducer G2はglibc2.0

ベースで開発されているため、glibc2.1

ベースで開発されているRed Hat

Linux 6.1やSlackware 7でReal

Producer G2を利用するには、パッチ

を当てなくてはならない。これらのユ

ーザーは、RealProducerのダウンロー

ドと同時に、このパッチファイルもダ

ウンロードしておこう。

RealProducer G2のインストール

は、次の手順で行う。

# zcat rprodplusg2_linux.tgz | tar

-xvf -

# ./install

デフォルトでは、/usr/local/rprod

ディレクトリ以下に、RealProducerが

インストールされる。また、インスト

ールの途中にある、ライセンスキー番

号を入力するフェーズでは、Free版を

ダウンロードしたなら“free”と入力

し、有料版のRealProducerをダウンロ

エンコーダ サーバ プレーヤ プレーヤ
RealProducer G2 BasicServer G2 RealPlayer 5.x RealPlayer G2

(有料／無料) (有料／無料)
Slackware 7.0 △ ○（Ver 7） △ ○
RedHat 5.2 ○ ○（Ver 6） ○ △
RedHat 6.1 △ ○（Ver 7） △ ○
Vine Linux 1.0 ○ ○（Ver 6） ○ △
Plamo Linux 1.4.x △ ○（Ver 6） ○ ×
Plamo Linux 2.0β △ ○（Ver 7） × ○
Debian GNU/Linux △ ○（Ver 6） ○ ○
表1 各ディストリビューションのRealSystemへの対応　○：そのままで使用可能　△：条件つきで動作　×：動作せず

マルチメディア 
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ードしたなら、別途メールで送られる

ライセンスキー番号を入力する。

Red Hat Linux 6.1やSlackware 7

では、インストール完了のあと、パッ

チを当てる必要がある。/usr/local

/rprodディレクトリ以下にRealProducer

G2をインストールした場合なら、パッ

チは、

# cd /usr/local/rprod

# zcat rprodg2_patch.tgz | tar -xvf -

# cd bin

# ./patchrprod

Please enter the directory where the

realproducer is installed.

[/usr/local/rprod] <- リターンキーを押す

という手順でパッチを当てることがで

きる。

インストールが完了すれば、

# xrealproducer

と入力すれば、RealProducerが起動す

る（画面1）。

■Realエンコーダの転送方式

RealSystem G2では、“SureStream”

という転送方式が導入されている。前

バージョンとなるRealSystem 5.0で

は、1エンコードデータ（ストリーム）

の転送 b p s が固定されていたが、

SureStreamでは、1エンコードデータ

中に複数の転送bpsを含めることが可

能である。すなわち、1つのRealProducer

G2で、20kbpsやそれ以外のbpsのエン

コードデータをReal サーバに転送する

ことができるのである。

ここで、RealProducer G2を使っ

て、エンコードデータをRealServer

G2に送信する場合に注意すべきことが

ある。

RealSystem 5.0のときのデータ転送

では、基本的にRealEncoder 5.0 →

RealServer 5.0 への一方通行だったの

で、あいだにIPマスカレードが入って

も特に問題なく通信できた。しかし、

RealSystem G2では、クライアント

（RealPlayer G2）とRealServer G2の

接続回線速度から、エンコードbpsを

変化させることができるようになった

ため、RealServer G2からRealProducer

G2に対しても通信を行っている（セッ

ションを張りに行く）。

したがって、RealProducer G2を使

ってRealServer G2と通信する場合、

途中でIPマスカレードさせたりするこ

とができない（1対1対応となるNAT

なら通信が可能である）。つまり、

RealProducer G2は、RealServer G2

からダイレクトに通信できるところに

設置する必要がある。

RealProducer ←→ RealServerの場

合は、標準インストールを行った場合、

TCP/IPの4040番ポートを使用するの

で、このポートさえ、相互に通信でき

る状態であれば、エンコードデータを

送信することが可能である。

なお、RealProducer G2は、Real

Server 5.0とは通信することができな

いので、RealProducer G2を使用する

場 合 、 転 送 先 のサーバは、 必 ず

RealServer G2でなければならない。

画面1 Realエンコーダ「RealProducer Plus G2」 画面3 JAVAベースのモニタ機能「RealServer G2」

画面2 Webブラウザから管理可能な「Real
Server G2」
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Realサーバは、Realエンコーダから

エンコードデータを受け取り、実際に

クライアントであるRealプレーヤ側に

配信する。Linuxで動作するRealサー

バは、いくつかの種類が販売／配布さ

れているが、パーソナルで使用するな

ら、

・BasicServer G2 （無料／25クライ

アントまで）

・BasicServer "Plus" G2 （有料：

47万円／60クライアントまで）

の2種類が適当だろう。ただし、無料

版はあくまでも個人使用、あるいは評

価向けに配布されており、企業や資金

のある団体は有料版を購入する必要が

あるので、注意が必要である。

■BasicServer G2のインストール

BasicServer G2は、http://www.jp

.real.com/solutions/basic/plus.htmlよ

り入手可能である。ここでも、名前や

e-mailといった質問事項に答えること

で、ダウンロードページに移動し、ダ

ウンロードすることができるようなる。

BasicServer G2のインストール方法

は、以下のとおりである。

# chmod +x g2_7_0gold-linux-c6.bin

# ./g2_7_0gold-linux-c6.bin

このインストールの途中で、インス

トール先のディレクトリを質問してく

るが、RealProducer G2のときと異な

り、ディレクトリの標準設定がない状

態で聞いてくるので、適宜入力が必要

である。また、これもインストールの

途中で、Web経由でのメンテナンスの

ためのポート（Adminポート）も質問

してくる。これは、ランダム値が設定

されるため、BasicServer G2 をイン

ストールするたびに、値は異なるので

注意してほしい。

筆者が試した環境では、次のように

なった。

・PNAポート： 7070番

・RTSPポート： 554番

・HTTPポート： 8080番

・Adminポート： 21299番

ただし、これらの値はBasicServer

G2をインストールしたあとも変更可能

である。インストールが完了したら、

別途メールで送られてくるライセンス

キーファイルを、BasicServer G2をイ

ンストールしたディレクトリのLicense

ディレクトリ以下にコピーする必要が

ある。

ライセンスファイルをコピーしたら、

BasicServer G2をインストールしたデ

ィレクトリに移り、

# ./Bin/rmserver rmserver.cfg &

と入力すれば、BasicServer G2が起動

する。

BasicServer G2の起動が失敗する

原因として、IPアドレスのバインドに

失敗するケースがよく挙げられる。も

しも、BasicServerG2の起動に失敗す

るようなら、hostnameコマンドで得ら

れるホスト名のIPアドレスが利用可能

であるかどうか確認し、再度起動を行

ってみてほしい。

■BasicServer G2の負荷

BasicServer G2自 身 は、 あまり

CPUリソースを必要としないため、マ

シンにあまり負荷はかけない。

たとえば、20kbpsの品質で25クライ

アント同時接続程度なら、CPUは

Pentium 166MHzクラスのものでも十

分運営できるようになっている。CPU

よりもむしろ、Realサーバに求められ

るのは、

1. 速い回線（1Mbps程度の回線容量）

2. RealVideoコンテンツを格納できる

だけのディスク容量

3. 128Mバイト程度のメモリ（-mオプ

ションで使用メモリ量を設定可能）

である。

なお、どれくらいの回線容量が必要

になるか、という目安については、お

およそ次の式で求めることができる

（ただし、この式は筆者の経験則に基

づくもので、正式なものではない）。

必要回線容量＝（エンコードボーレー

ト×1.5）×同時接続クライアント数

たとえば、エンコードする（配信す

る）ボーレートを20kbpsとし、同時に

25クライアント接続しているとすると、

（20k×1.5）×25＝750kbps

分の回線容量が必要（使用されている）

になるということである。

Realサーバを構築する場合は、まず

予想される接続クライアントを考慮し、

それに基づいて上の式にあてはめて、

必要回線容量を見積もるといいだろう。

■BasicServer G2の保守と運用

BasicServer G2は、Webブラウザ

から保守を行うことが可能である（画

面2）。また、BasicServer G2は、JAVA

ベースのモニタリング機能も持ってい

るので、接続状態の監視もWebブラウ

Realサーバ

マルチメディア 
Linuxで 遊ぼう 
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ザから行うことが可能である（画面3）。

ただし、WebブラウザからBasic

Server G2を保守するには注意するこ

とがある。それは、BasicServer G2

は、Webブラウザから接続があると、

そのWebブラウザのバージョンチェッ

クを行い、

・Netscape Communicator 4.06より前

・Internet Explorer 4.0より前

というバージョンのWebブラウザから

接続された場合、Basic Server G2は

接続を拒否するということである。し

たがって、WebブラウザからBasic

Server G2を制御する場合、上記に挙

げた以降のバージョンのWebブラウザ

で接続しなければならない。

Realプレーヤは、Realサーバと接続

し、実際に映像データを参照すること

ができるアプリケーションである。

Realプレーヤも、大別すると

・RealPlayer 5.0

・RealPlayer G2

2種類がある。これは、どちらも無料

で配布されている。RealPlayer 5.0

（画面4）は、ほぼすべてのディストリ

ビューションで動作するが、RealPlayer

G2の場合は、最新（1999年9月以降）

のバージョンでは、glibc2.1.xベースの

ディストリビューションでないと、動

作しないという制限がある。

また、前述のとおり、RealPlayer

G2（画面5）のLinux版は現在β版し

かない。ただ、β版とはいえ、Linux

版のRealPlayer G2はかなり安定して

動作しているので、RealPlayer G2が

動作する環境を持っているなら、

RealPlayer G2を導入しても大きな問

題はないと思う。

■RealPlayer G2のインストール

Red Hat Linux 6.0なら、RealPlayer

G2のインストールが可能なので、こ

こでは、RealPlayer G2のインストー

ル方法について説明しよう。

1. http://www.real.com/products

/player/linux.htmlに接続し、必要

項目を入力する。なお、［Select

platform］ は、［ RedHat 5.2/6.0

RPM］を選択する。必要項目の入

力 と 選 択 が 終 了 す る と 、

［Download FREE RealPlayer］ボ

タンをクリックし、ダウンロードサ

イトに移る。

2. ダウンロードサイトに移動すると、

ネットワーク的に一番近いと思われ

るサイトを選択し、ダウンロードを

開始する。

3. ダウンロードが完了すると、

# rpm -Uvh G2player-6.0-0.99092901.

i386_rpm

として、rpm コマンドを使ってインス

トールを行う。なお、インストール時

は、必ずroot権限で行わなければなら

ない。

インストールが完了すると、あとは

コマンドラインから、

# realplay

と入力するだけで、RealPlayerが起動

する。

■RealPlayer 5.0のインストール

旧バージョンとなるRealP layer

（RealPlayer 5.0）は、http://proforma

.real.com/real/player/blackjack.html

よりダウンロード可能である。Real

Player 5.0は、Linux kernel 2.0.x系の

ディストリビューションなら問題なく

動作するが、kernel 2.2.x系のディス

トリビューションで動作させると、先

頭部分だけ再生して、あとはエラーに

画面4 Realプレーヤ
「RealPlayer 5.0」

画面5 最新のRealプレーヤ
「RealPlayer G2」

Realプレーヤ
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なってしまうという問題がある。

その場合、http://onramp.i2k.com/

̃jeffd/rpopen/にある“rpopen.tar.gz”

をダウンロードしてインストールすれ

ば、この問題を回避することができる。

このファイルは、/usr/local/bin/rvplayer

5.0にRealPlayer 5.0がインストールさ

れているとすると、

# zcat rpopen.tar.gz | tar -xvf -

# cd rpopen

# make

# cp open.so rplayer /usr/local/bin

/rvplayer5.0

という手順を実行すれば、以後/usr/

local/bin/rvplayer5.0/rplayerで、

RealPlayer 5.0を利用することができ

る。

Windows上で動くWebブラウザな

ら、RealVideoのリンクを選択するだ

けでRealプレーヤが起動し、再生を始

めさせることができる。Linux上でも、

これと同様のことは可能である。

たとえば、Netscapeで、.rm（.ram）

のリンクを選択したとき、Realプレー

ヤを起動させるなら、̃/.mailcapに、

audio/x-pn-realaudio; realplay %s

の行を追加し、̃/.mime.typesに、

t y p e = a u d i o / x - p n - r e a l a u d i o

exts=rm,ra,ram

type=audio/x-pn-realaudio-plugin

exts=rpm

を追加すればよい。これで、 . rm

（.ram）ファイルを選択すると、Real

プレーヤ（realplay）が自動的に起動

し、ストリーム再生を開始するように

なる。

また、RealVideoコンテンツを提供

する側は、RealVideoコンテンツファ

イル（.rmファイル）を直接リンクす

るのではなく、テキストファイルで、

pnm://real.netfort.gr.jp/g2video.rm

と書かれたファイルを、“g2video.ram”

などの名前で保存し、これをリンクす

るようにしておけば、

1. Webブラウザ（Netscape）が、

g2video.ramファイルを選択

2. g2video.ramファイルが選択された

ので、NetscapeはRealプレーヤ

（realplay）を起動

3. 起動されたRealプレーヤ（realplay）

は、g2video.ramファイルを開き、

中に書いているpnm://real.netfort

.gr.jp/g2video.rmを再生

という手順にしたがって、マウスで選

択するだけで、Netscapeからストリー

ム再生ができるようになる。

2月19日に、NLUG（Nagoya Linux

Users Group）主催で、Linux勉強会

（http://www.nagoyalinux.org/events

/20000219/）が開催され、筆者もこの

勉強会に参加させていただいた。

この勉強会でも、RealSystemを利

用したインターネット中継が実施され

たのだが、特筆すべきなのは、ビデオ

キャプチャと音声入力にUSBデバイス

を利用して、Real中継が実施されたと

いうことである（画面6）。

NLUG主催のLinux勉強会で実施さ

れたReal中継のエンコーダマシンには、

・Debian GNU/Linux（potato）

※Linux kernel 2.2.14に usb-2.3.

44-for-2.2.14.diff.gzのパッチを当

てたもの

・USBビデオカメラ（Creative Labs）

・USB音源（Roland UA-30）

が使われた。今回使われたUSBビデオ

カメラにはズーム機能がなかったため、

始めは会場の後ろで中継したり、エン

コーダマシンを丸ごと会場の前に持っ

ていて中継するなど、いろいろあった

が、中継そのものは滞りなく行われた。

今回、利用したエンコーダマシンは

デスクトップマシンだったが、最近の

ノートPCでは、PCカードスロットが1

つしかない代わりに、USBポートが標

準装備されているものも多く、USBデ

バイスを利用してReal中継が実現でき

たという経験は、あまり前例がないう

えに、今後の大きな糧となったと思う。

また、筆者自身にも大きな励みとなっ

た。今後は、USBデバイスが主流とな

っていくと思われるので、インターネ

ット中継においても、LinuxのUSB対

応は注目される点である。

最後に、NLUG主催のLinux勉強会

で、いろいろな質問に答えいただいた

NLUGの皆さんにこの場を借りて深く

感謝したいと思う。

Netscapeから
Realプレーヤを起動させる
方法について

これからの展望

画面6 NLUG勉強会の中継に使用したUSBデバイス

中継に使用したCreatve LabsのUSBカメラ「WebCam
3」（手前）とRolandのUSB音源「UA-30」（奥）。

マルチメディア 
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;;

;;Alphaは64ビットRISCプロセッサ

;;

IntelのCPUは、80386からPentium

IIIまで高速化を図りながら進歩してき

たが、基本的な命令セットを含むアー

キテクチャは32ビットのままで変わっ

ていない。しかし、今年中に同社から

は初の64ビットCPU、Itaniumが発売

される見込みであり、やっと次の世代

へ踏み込むことになる。

ところで、主にサーバ機に使われて

いるRISCプロセッサの多くは、ずいぶ

ん前から64ビットCPUだ。その中のひ

とつ、Alphaプロセッサは1992年に発

売された時から64ビットで設計され、

当時からずば抜けた高性能を発揮して

きた。

RISCプロセッサは、命令を単純に

することで回路を単純化し、チップ面

積が小さくなることもあって高速なク

ロックで動作する。そのため、同時期

に発売されたx86プロセッサに比べる

と数倍の性能を得ていた。

特に浮動小数点演算を多く使う科学

技術計算の分野では、その性能の高さ

からRISCプロセッサの利用者が多いよ

うである。

■Alphaプロセッサの歴史

Alphaプロセッサは、1991年に最初

に発表された21064から、21164、

21264と3世代のCPUが開発されてい

る。そして製造プロセスに次世代のも

のを利用した改良型（Aが付く）もあ

る（表1）。現在出荷されている製品に

は、21164A、21264、21264Aの3タイ

プが使用されている。そして次の

21364（EV7）を含め、3世代先までの

開発計画が発表されている。

21164Aは、4命令同時実行機能を持

ったスーパースカラ構造で、命令用8K

バイト、データ用（ライトスルー）8K

バイトの1次キャッシュと、96Kバイト

（3ウェイ・セットアソシエイティブ）

のライトバック2次キャッシュを内蔵

している。

21264、21264Aは、命令／データと

もに64Kバイトの1次キャッシュを内蔵

し、4本の整数演算パイプラインと2本

の浮動小数点演算パイプラインを持

ち、4命令の同時実行が可能となって

いる。この21264からアウトオブオー

ダー機能を備えたので、プログラムの

並び順に関係なく、実行可能な命令を

投機的に実行していくことで性能の低

下を防いでいる。
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Alphaは64ビット
RISCプロセッサ

CPU クロック 製造プロセス
21064（EV4) 150～200MHz 0.75μm
21064A（EV45） 233～300MHz 0.5μm
21164（EV5) 233～433MHz 0.5μm
21164A（EV56） 400～700MHz 0.35μm
21264（EV6） 466～500MHz 0.35μm
21264A（EV67） 600～750MHz 0.25μm

Linux 
for Alpha

64ビットRISCプロセッサは高速数値計算に最適！

文：編集部
Text：Linux magazine

MacintoshのPowerPCや、SunのSPARC／Ultra、
Cobalt Qubeで使用されているMIPSなど、Linuxはx86
以外にも多くのCPUに移植されている。Alphaプロセッ
サは、CPUのベンチマークテストによく使われている
SPECint95、SPECfp95で常に世界最高速の位置に座り
続けてきた高速CPUである。今回は64ビットCPUの世
界をAlpha Linuxを通して見てみよう。

表1 Alphaプロセッサのスペック



A l p h aプロセッサは、D i g i t a l

Equipment Corporation（ DEC） 社

が 開 発 し て い た が 、 1 9 9 8 年 に

COMPAQに買収されたため、現在で

はCOMPAQがAlphaプロセッサの開

発元というわけである。DECの半導体

製造部門をIntelに売却したこともあっ

て、現在ではAlphaプロセッサの製造

はIntelとSamsungに委託している。

一時期、三菱電機もAlphaを製造して

いたが撤退してしまった。

Alphaプロセッサを秋葉原などで売

っているのを見ることはほとんどない

が、Samsungの子会社であるAlpha

Processor社（画面1）では、CPUと

マザーボードなどを販売、サポートし

ている。これを利用して、Alphaマシ

ンを組み立てて販売しているメーカー

もある。しかし、多くのユーザーは、

C O M P A Q から発 売 されている

AlphaServer、AlphaStationを使用し

ていると思われる。

■Compaq AlphaServer、AlphaStation

コンパックコンピュータから発売さ

れているLinux対応のAlphaプロセッ

サ搭 載 マシンは、 サーバ向 けの

AlphaServerとワークステーション向

けのAlphaStationがある（表2）。

なお、同社では3月31日までという

期限付きで「AlphaStationアドバンテ

ージキャンペーン」を実施中で、最大

51％引きという特別価格を設定してい

る。AlphaStation XP900 Cコンパイ

ラ付きパッケージは、Alpha 21264プ

ロセッサ466MHz、256Mバイトメモリ、

9.1GバイトUltra2 Wide SCSI（LVD）

ハードディスク、日本語Tru64 UNIX

（2ユーザーライセンス）、Cライセンス

付きで88万円となっている。

そのほか、Alpha使ったハイエンド

サーバを最大128ノードまで接続し、

最大4096CPUという大規模な構成でス

ーパーコンピューティングを実現する

「Compaq AlphaServer SCシリーズ」

の発表も行われている。

;;

;;Alpha Linuxの

;;ディストリビューション

Alphaプロセッサは、Tru64 UNIX

（ DIGITAL UNIX）、 OpenVMS、

Windows NT/Alpha、 Linuxといっ

たオペレーティングシステムでサポー

ト さ れ て い る が 、 W i n d o w s

NT/Alphaだけは32ビットOSである。

残 念 な が ら 、 N T の 後 継 で あ る

Windows 2000ではAlphaはサポート

されないようだ。

Alpha Linuxは64ビットOSとして

作られている。カーネル2.2からカーネ

ルのソースコードにAlpha対応部分が

組み込まれている。そして、カーネル

と各種のソフトウェアをAlphaに対応
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製品名 CPU メモリ ハードディスク 価格
AlphaStation XP900 21264  466MHz 64Mバイト 9.1Gバイト Ultra2 Wide SCSI（LVD） 115万円～
AlphaStation XP1000 21264A 667MHz 128Mバイト 9.1Gバイト Ultra Wide SCSI 181万円～
AlphaServer DS10 21264  466MHz 128Mバイト なし 99万円～
AlphaServer DS20E モデル6/500 21264  500MHz 256Mバイト なし 225万3000円～

表2  Compaq  Linux対応Alphaシステム

画面1 Alpha
Processor, Inc.

h t t p : / / w w w . a l p h a -
processor.com/
韓 国 の S a m s u n g は 、
Compaqからライセンスを
受けてAlphaプロセッサを
製造している。1998年7月
に設立された同社の子会社
で あ る Alpha Processor,
Inc.は、Alphaプロセッサと
マザーボードの販売を行っ
ている。

画面2  コンパックのLinux
情報

http://linux.compaq.co.jp/
コンパックのLinuxに関する
情報を集めた専用Webペー
ジ。Linux Alpha版のCompaq
Fortran、Compaq Cコンパ
イラの情報も掲載されてい
る。

Alpha Linuxの
ディストリビューション



させたディストリビューションが、

x86用Linuxと同様に発売されている。

Alpha Linuxのユーザーは、絶対数が

少ないために情報も少ない。そういう

人のためにAlpha Linuxに関する情報

を集めているWebサイトがある。画面

3のThe AlphaLinux（http://www.

alphalinux.org/）を見にいくとよいだ

ろう。

■Red Hat Linux 6.1 for Alpha

米Red Hatより2000年 1月12日よ

り、 Red Hat Linux 6.1 Deluxe for

Compaq Alpha Systems英語版（以

下Red Hat for Alpha）がリリースさ

れた。Red Hatは以前からAlpha版

Linuxディストリビューションパッケ

ージを販売していて、今回のリリース

はIntel版Red Hat Linux 6.1と同様の

バージョンアップを行ったものだ。

Red Hat for Alphaの主な特徴は、

以下のようになっている。

・グラフィカルなインストーラ

・インターネットサーバ向け高機能ク

ラスタリング

・LDAP （Lightweight Directory Access

Protocol）と高機能なシステム管理の

統合

・priority.redhat.comから迅速かつ簡

単に最新情報を入手可能

・グラフィカル・ユーザーインターフ

ェイスとして人気のあるKDE、

GNOMEを標準デスクトップとして

選択可能

・新PPPダイアラーでインターネット

に簡単接続

なお、Red Hat for Alphaの日本語

版も開発しており、近日中にリリース

される予定となっている。

また、 2月 2日 に Red Hatは API

（Alpha Processor社）と技術提携し、

クラスタリング技術開発センターを設

立した。Alphaを32プロセッサ組み込

んだPowerRAC Chassis 320を2台で、

64プロセッサのシステムを構成し、高

いパフォーマンスを得るクラスタ技術

の開発を行う。

■LASER5 Linux 6.0 for Alpha

レーザーファイブから2月14日に、

LASER5 Linux 6.0 Server Edition

for Alpha（以下LASER5 for Alpha）

が発売された。当初昨年暮の発売予定

であったが、出荷が遅れていたもので

ある。

LASER5 for Alphaは 、 日 本 語

redhat Linux 6.0 Server Edition

（Intel版）をAlpha版に移植したもの

で、サポート権付きが4万9800円、サ

ポート権なしが1万円となっている。

サポートの内容は、インストールから

サーバ設定まで180日間に3回までの質

問を電話、FAX、Web（電子メール）

で対応するというもの。

なお、サポート権付き、およびサポ

ート契約はコンパックコンピュータが

認定するA l p h a プロセッサ搭載

「Linux-readyモデル」のみが対象とな

っている。

日本語のインストーラを備え、デー

タベースにPostgreSQL、日本語全文

検索システムにMitakeSearch、ワー

クステーション用のデスクトップには

GNOME、セキュリティとしてセキュ

リティマネージャメニューやSSHなど

が付 属 している。 商 用 の日 本 語
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画面3
The AlphaLinux

http://www.alphalinux.org/
Alpha Linuxに関する情報
を探すなら、まずここを
見よう。Alphaに関する
ニュースやドキュメント、
プレスリリース、関連サ
イトへのリンクが掲載さ
れている。

画面4
Alpha Users' Group

http://alpha-usr.gr.jp/
Alphaを使用しているユ
ーザー同士の情報交
換・交流の場を提供し
ている。Alphaに関する
メーリングリストが用
意されている。



TrueTypeフォントは含まれていない。

■Kondara MNU/Linux

デジタルファクトリジャパンから発

売されているKondara MNU/Linux

は、ひとつのパッケージにPC／AT互

換機用とAlpha PC用の両方が含まれ

て い る 。 発 売 中 の K o n d a r a

MNU/Linux 1.0は6800円、4月1日発

売予定のKondara MNU/Linux 1.1は

7800円である。

1.0ではAlpha版に限ってサポートな

しだったが、1.1からは電子メール、

FAXによるサポートに加え24時間365

日の電話サポートも行う。

Alpha PC対象機種は、COMPAQ

L i n u x - r e a d y モデル、 V i s u a l

Technology VT-Alphaシリーズとな

っている。

■TurboLinuxも？

ターボリナックスジャパンからも、

はっきりとした時期は未定だが今年中

にTurboLinux for Alphaのリリース

が予定されている。

;;

;;DS10にAlpha Linuxを

;;インストールする

さて、今回はCompaq AlphaServer

DS10（以下DS10）に、LASER5

Linux Server Edition for Alphaをイ

ンストールしてみた。DS10は、Alpha

21264 466MHzを採用したエントリー

レベルのサーバである。ベースモデル

は99万円からとなっているが、Linux

版ならば80万円台になるとのことだ。

ハードディスクはオプションなので、

別途購入する必要がある。今回使った

DS10は、メモリを512Mバイトに拡張

し、9.1GバイトのUltra2 Wide SCSI

インターフェイスのハードディスクが

装着されていた。

ここでは細かいことは省いて、x86

版とLinux Alphaとの違いを説明しな

がら雰囲気をお届けしよう。実際にイ

ンストールする際には、ディストリビ

ューションに付属するドキュメントを

よく読んでいただきたい。

DS10にLinuxをインストールする場

合、CD-ROMブートはできないため、

あらかじめほかのLinuxマシンか

Windowsマシンで、ブートフロッピー

とRAMDISKフロッピーを作成してお

く。

AlphaマシンのBIOSは見慣れたx86

用のものとは違っている。DS10の電

源を入れると各種の診断が実行された

あ と 、 SRM（ System Resource

Manager）という高機能なモニタプロ
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写真3  DS10内部
上部の少しだけ見えるファンの下にAlpha21264（466MHz）が搭載されている。
PCIスロットは4ポートで、QLogic 1040B（Ultra2 Wide SCSI）が装着されている。

写真1  Compaq AlphaServer DS10
高さ13cmで3Uサイズ。ハードディスクドライブは3台まで内蔵可能。

写真2  DS10背面
Ethernetポートはデュアル10/100Base-Tを搭載。

DS10にAlpha Linuxを
インストールする

CPU Alpha21264 466MHz（2MバイトL2キャッシュ）
メモリ 512MバイトECC SDRAM（100MHz DIMM、最大2Gバイト）
バス 128ビットメモリデータバス、クロスバースイッチ（最大1.3Gバイト／秒）
ハードディスク 9.1Gバイト Ultra2 Wide SCSI（LVD）×2台
CD-ROM 32倍速 ATAPI CD-ROM
SCSIコントローラ Qlogic 1040B
グラフィックスカード ELSA Gloria Synergy（PERMEDIA2）
ネットワーク デュアル10/100Base-T
拡張スロット PCIスロット×4（64ビットPCI×3、32ビットPCI×1）
パフォーマンス SPECint95=24.6、SPECfp95=47.9
外形寸法（mm） 444（W）×460（D）×130（H）
重量 14.5kg

表3 今回使用したCompaq AlphaServer DS10システムの主な仕様



グラムのプロンプト“P00>>>”が表

示される。

そこで、“show device”と入力す

ると接続されているデバイスの情報が

表示される。このDS10では、ハード

ディスクはSCSI、CD-ROMはATAPI

（IDE）で接続されていて、SRMでの

デバイス名は、ハードディスクは

DKA0、CD-ROMはDQA0、フロッピ

ーはDVA0となっている。ハードディ

スクやCD-ROMなどのシステム構成に

よってデバイス名が違ってくるので注

意していただきたい。

次にフロッピーからブートするよう

にSRMパラメータをセットする。

P00>>set bootdef_dev dva0

P00>>set boot_file vmlinux.gz

P00>>set boot_osflags "root=/dev/fd0 

load_ramdisk=1 bootdevice=/dev/fd0"

先ほど作っておいたブートフロッピ

ーを入れて、“boot”と入力すると

Linuxのインストーラが起動する。途中、

RAMDISKフロッピーに交換するよう

にメッセージが出力されるのでフロッピ

ーを交換し、その後はx86版と同様に対

話式にインストールを行っていく。

ハードディスクのパーティショニン

グを行うところで、fdiskを起動するが、

ここで注意がある。BSD形式のディス

クラベルを指定して、第3シリンダか

らパーティションを開始する必要があ

るという点だ。最初から第2シリンダ

まではブートローダのために空けてお

かないといけない。そのブートローダ

はLILOではなく、SRMブートローダ

というものを使用している。

;;

;;Alpha Linuxの使用感は

;;x86版とまったく変わらない

LASER5 for Alphaには、XFree86

3.3.3.1が用意されていて、GNOME、

KDEといったデスクトップ環境もあ

る。デモCDに入っているGNOME用

の日本語パッチを当ててしまえば、

Alphaマシンであることを忘れてしま

うだろう（画面5）。

また、Netscape Communicatorは

LASER5 for Alphaに標準では入って

いないが、COMPAQのWebサイト

（http://www.compaq.com/partners/

netscape/downloads/）から、Linux

用のNetscape Communicator 4.7 for

Alpha Linuxがリリースされている。

さっそくDS10にもインストールしてみ

た。英語版だが日本語のWebサイトを

見ることもできるし、日本語フォント

の設定も可能だ（画面6）。

;;

;;Alphaプロセッサ専用

;;コンパイラ

Alpha Linuxでは、標準のCコンパ

イラとしてx86版Linuxと同様にGNU

のgcc／egcs（以下gcc）が採用され

ている。Alphaプロセッサ用のgccは、

たとえばlong型のデータサイズは8バ

イト（gcc-i386では4バイト）、ポイン

タ型のデータサイズは8バイト（gcc-

i386では4バイト）といった具合に、64

ビットCPU用に拡張されている。

コンパックコンピュータから2月9日

に、Linux Alpha版 Compaq Fortran

V1.0（ 以 下 Compaq Fortran） と 、

Linux Alpha版Compaq C V6.2（以下

Compaq C）コンパイラが発売された。

これらは、Tru64 UNIXやOpenVMS

といったOSで提供されていたコンパイ
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Alphaプロセッサ専用
コンパイラ

Alpha Linuxの使用感は
x86版とまったく変わらない

画面5  DS10で動かすLASER5 for Alpha

LASER5 Linux 6.0 Server Edition for Alphaでは、GNOMEデスクトップ環境を構築するこ
とができる。日本語化パッチを当てたGNOMEを使うとワークステーション用途でも実用に
なる。

画面6  Netscape Navigator for Alpha Linux

Linux Alphaに対応するNetscape Navigatorもベータ版がリリースされた。画面は
AlphaServer DS10でLASER5 Linux上で動作させたもの。



ラをLinux用に移植したものである。

Alpha用に最適化されたオブジェクト

を生成するとともに、専用の数値計算

ライブラリを使用することによって、

gccに比べて数倍から十数倍のパフォ

ーマンスが得られるという。

Compaq Fortranは、1システム用

が6万8000円、5システム用が15万

3000円、10システム用が25万8000円

となっている。Compaq Cは1システ

ム用が8000円である。

そのほかに、Compaq Fortranには

専用デバッガ（Ladebug）も提供され

ている。

■Compaq Cコンパイラを試す

gccに比べてCompaq Cコンパイラ

がどれくらい優秀なオブジェクトを出

力するのか、先月号の「Linuxぽりぽ

りチューニング」でも使われていた

nbenchプログラムで試してみた。

nbench（http://members.xoom.

com/Gavrilov_Con/nbench/）は、10

種類のアルゴリズムをテストして、最後

にメモリ、整数演算、浮動小数点演算

の結果をAMD K6 233MHzを1とした

ときの相対値で表示してくれる。

Compaq Cコンパイラでは、オプション

に“-arch ev6 -O4”を指定した。その

結果はリスト1のように出力される。

Alphaだけでなく、参考までに

Pentium III 500EMHzとCeleron 400

MHzの結果も計測してみた（グラフ1）。

gccと比較してみると、浮動小数点

演算の結果が2.75倍も速くなっている。

同じマシンでコンパイラの性能だけで

こんなに違うとは驚きだ。コンパック

のリリースよるとアプリケーションに

よっては最大4倍も高速になるとのこ

とである。

また、CPUによる違いを見てみると、

同じegcsでコンパイルした場合には、

ほぼクロック周波数に応じた性能に見

える。このベンチマークでは傾向しか

わからないが、CPUの性能を測るため

のベンチマークプログラムを作ってい

る SPEC（ Standard Performance

Evaluation Corporation、http://

www.spec.org/）によると、Pentium

IIIの性能（＋コンパイラの性能？）は

相当上がっていて、Alphaといえども

侮れない状況になってきているようだ。

製造量の違いとはいえ、Pentium

IIIとAlphaでは価格に差があるため、

Alphaを手軽に使えるわけではないが、

Pentium III Xeonといったサーバ用途

のプロセッサを検討するときには、じ

っくりとパフォーマンスを比較してみ

るとよいだろう。
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▼リスト1  nbenchをCompaq Cコンパイラで実行した結果（Alpha21264 466MHz）

BYTEmark* Native Mode Benchmark ver. 2 (10/95)

Index-split by Andrew D. Balsa (11/97)

Linux/Unix* port by Uwe F. Mayer (12/96,11/97)

TEST                : Iterations/sec.  : Old Index   : New Index

:                  : Pentium 90* : AMD K6/233*

--------------------:------------------:-------------:------------

NUMERIC SORT        :          360.03  :       9.23  :       3.03

STRING SORT         :          42.811  :      19.13  :       2.96

BITFIELD            :      7.5631e+07  :      12.97  :       2.71

FP EMULATION        :          14.672  :       7.04  :       1.62

FOURIER             :           12821  :      14.58  :       8.19

ASSIGNMENT          :          4.5439  :      17.29  :       4.48

IDEA                :          975.99  :      14.93  :       4.43

HUFFMAN             :          408.25  :      11.32  :       3.62

NEURAL NET          :          9.6311  :      15.47  :       6.51

LU DECOMPOSITION    :          265.49  :      13.75  :       9.93

==========================ORIGINAL BYTEMARK RESULTS==========================

INTEGER INDEX       : 12.479

FLOATING-POINT INDEX: 14.585

Baseline (MSDOS*)   : Pentium* 90, 256 KB L2-cache, Watcom* compiler 10.0

==============================LINUX DATA BELOW===============================

number of CPUs      : 1

C compiler          : ccc (unknown version)

libc                : libc-2.1.1.so

MEMORY INDEX        : 3.301

INTEGER INDEX       : 2.981

FLOATING-POINT INDEX: 8.089

Baseline (LINUX)    : AMD K6/233*, 512 KB L2-cache, gcc 2.7.2.3, libc-5.4.38

* Trademarks are property of their respective holder.

5 10 15 20

Alpha 21264 466MHz 浮動小数点演算 
整数演算 
メモリ 

2.9813.301 8.089

Alpha 21264 466MHz 2.1873.465 2.945

Pentium III 500EMHz 1.8162.155 5.107

Celeron 400MHz 1.4611.731 3.961

Compaq C

egcs-2.91.66

egcs-2.91.66

egcs-2.91.66

0

グラフ1   nbenchの結果

この部分をグラフにした
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●ビルドとインストール

ttftoolは、tarボールとRPMパッケ

ージの両方で配布されている。RPMは

Vine／Turbo／LASER5といったディ

ストリビューション別に用意されてい

るが、バージョンが2.9と古く、Type1

フォントに対応していない。以下の説

明では、最新版（バージョン4.3）の

tarボールを利用する。

tarボールを展開したら、まずはディ

ストリビューションごとにサブディレ

クトリに分けられたテンプレートを

/ e t c にコピーする。 たとえば、

LASER5の場合は、

# cp config.laser5/* /etc

とすればいい。

ビルドは、ttf f i l es、gett t in fo、

getatmfinoのそれぞれのディレクトリ

で、「make」→「make install」とす

る。

ただし、そのままだとインストール

先が/usr/binになる。/usr/local/

binにインストールしたいなら、「make

TTF_TOOL_INST_DIR=/usr/local/

bin install」としよう。

●コントロールパネルで登録する

ttftoolでは、TrueTypeフォントと

Type1フォントをインストールするデ

ィレクトリの設定を、/etc/startup.

ttfdefから読み込む。初期値はどちら

も「/usr/X11R6/lib/X11/fonts/

TrueType」だ。なお、LASER5では、

これらの「TrueType」を「truetype」

に修正する必要がある。

「ttffiles」としてコントロールパネ

ルを起動すると、上記のインストール

先ディレクトリに置かれているフォン

トの名前が、[登録済みのフォント]に

一覧表示される（画面1）。

新たにフォントをインストールする

には、[ファイル]－[インストール]で、

目的のフォントが含まれるディレクト

リを開く。続いて、[追加対象のフォン

ト]からインストールしたいフォントを

選択しよう（複数選択可）。[登録]ボタ

ンを押すと、選択したフォントがイン

ストール先ディレクトリにコピーされ

る。

fonts.dirやfonts.aliasなどの設定ファ

イルは、[ファイル]－[設定ファイルの

書き出し]で、テンプレートの設定に従

って作成される。既存の設定ファイル

の内容は参照されず、そのまま上書き

されてしまうことに注意されたい。自

分でfonts.aliasなどを書き換えて使って

いた場合は、あらかじめ別の名前で保

存しておこう。

X-TTの場合、新しいfonts.dirと

fonts.aliasの設定は、Xを再起動する

か、「xset fp rehash」とすることで有

効になる。

追加したフォントをxfontselで確認

しよう（画面2）。

ttftoolは、TrueTypeフォントやType1フォントのインストールや設

定をコントロールパネルで行うソフトだ。X-TTやVFlibなどでこうした

フォントを扱う際、従来は設定ファイルをエディタを使って書き換える

必要があった。ttftoolでは、インストールするフォントを選択するだけ

で、あらかじめ用意されたテンプレートに従って設定ファイルを作成し

てくれる。動作にはGTK＋が必要だ。http://www2.famille.ne.jp/̃mituiwa/#font

ttftool
TrueType／Type1フォントの設定をGUIで行う

バージョン：4.3.1／2.9 種別：GPL

画面1

コントールパネルでは、簡単な操作でフォントを登録できる。

画面2

インストールしたフォントの外見をxfontselで確認する。



●ビルドとインストール

Diaは、ファイル一式をtar＋gzipし

たtarボールで配布されている。日本語

化パッチ（dia-0.83-jp3.diff）も忘れず

に取得しよう。

日本語化パッチを当てるには、適当

なディレクトリ（/usr/srcなど）でtar

ボールを展開した後、展開先のディレ

クトリ（dia-0.83）に移動し、

$ patch -p1 <（パッチを置いたディレク

トリ）/dia-0.83-jp3.diff

とすればいい。

なお、Dia付属の日本語カタログ

（ja.po）には、ポップアップメニュー

の項目が正常に表示されないという不

具合があるため、この問題を解消する

パッチ（dia-0.83-ja.po.patch）を用意

した。日本語化パッチと同様、

$ patch -p1 <（パッチを置いたディレク

トリ）/dia-0.83-ja.po.patch

としてja.poを修正しよう。

修正が済んだら、「./configure --

with-included-text」→「make」→

「make install」という手順でビルドと

インストールを行う。configureスクリ

プトのオプションは、日本語を扱うた

めに必要だ。

●メインウィンドウの表示

ktermなどのコマンドラインで「dia」

として起動すると、描画用のボタンが

並んだメインウィンドウが開く（画面

1）。なお、動作中にコンソールに表示

される警告メッセージが気になるよう

なら、「dia &> /dev/null」としてメ

ッセージを/dev/nullにリダイレクトす

るといい。

ウィンドウ上部には、ダイアグラム

を描く際に使われる部品（オブジェク

ト）のうち、基本オブジェクト9種類

（テキスト・ボックス・楕円・線・

弧・ジグザグ線・連続線・ベジエ曲

線・イメージ）を生成するボタンと、

オブジェクトの変更や表示の拡大・ス

クロールといった操作を行うボタンが

並んでいる。

さらに、ウィンドウ中央部には、フ

ローチャート、ネットワーク、回路図

など分野別の専用オブジェクトが、タ

ブ付きページで分類されている。なお、

起動時のウィンドウサイズでは、タブ

が一度に2、3個しか表示されないため、

切り替えが面倒だ。ウィンドウサイズ

を変更して、すべてのタブが一度に表

示される大きさにするとよいだろう

（画面2）。

ウィンドウ下部には、オブジェクト

の前景色・背景色、線の太さ、線の属

性（両端に付ける矢印の形状や線の種

類など）を変更するためのボタンが用

意されている。

●基本オブジェクトを生成する

メニューの[ファイル]－[新規]／[開

く]を選択すると、ダイアグラムを描く

ためのビューウィンドウが開く。Diaで

は、複数のビューを同時に扱える（画

面3）。それぞれのビューには、位置決

めの参考となる「グリッド」が表示さ

れている。グリッドの幅を変えたり、

常にグリッドに沿ってオブジェクトを

配置ことも可能だ。
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http://www.lysator.liu.se/̃alla/dia/dia.html（オリジナル）
http://www2.famille.ne.jp/̃mituiwa/#dia（日本語版）

Diaは、フローチャートや回路図、組織図、ネットワーク構成図など、

科学・ビジネス分野で用いられる「ダイアグラム」を効率よく描けるソ

フト。オリジナルのDiaには、日本語のカタログファイルが付属するも

のの、ダイアグラム中では日本語が使えない。このため、日本語フォン

トを利用可能にするパッチが開発され、日本語版として公開されている。

動作にはGTK＋1.2以降が必要だ。

Dia
フローチャートなどのダイアグラムを描画

バージョン：0.83 種別：GPL

画面1

メインウィンドウには、描画用のボタンが並んでいる。

画面2

ウィンドウを広げて、すべてのタブを表示したところ。



まずは、基本オブジェクトをビュー

に描いてみよう（画面4）。たとえば、

[ボックスの生成]ボタンを押し、ビュ

ー上でクリックすると、小さな矩形が

表示される。クリックの代わりにドラ

ッグすると、そのままボックスのサイ

ズを変更できる。

オブジェクト上に表示されている緑

の点は、オブジェクトの大きさや長さ

を変更するための「ハンドル」だ。[オ

ブジェクトの変更]ボタン（矢印）が押

された状態でこれらをドラッグするこ

とで、オブジェクトの大きさを自由に

変更できる。また、ハンドル以外の部

分をドラッグすると、オブジェクトが

移動する。

オブジェクト生成後、すぐにハンド

ルを操作したいなら、[ファイル]－[設

定]で設定ダイアログを開き、[生成後

にツールをリセットする]を[はい]に変

更しよう（画面5）。以後は、生成系の

ボタンから[オブジェクトの変更]ボタン

への切り替えが自動的に行われるよう

になる。

●オブジェクトの属性を変更する

生成したオブジェクトの属性は、左

ボタンのダブルクリックで開く「プロ

パティダイアログ」や、中ボタンのク

リックでポップアップする「オブジェ

クトメニュー」で変更する。

プロパティダイアログの内容はオブ

ジェクトの種類によって異なり、オブ

ジェクトごとに独立した設定が可能。

たとえば、ボックスのプロパティでは、

境界線の幅、前景色、背景色、背景の

描画（あるいは透過）、境界線の種類、

コーナーの丸み付けなどを設定できる

（画面6）。

一方、オブジェクトメニューは、ジ

グザグ線や連続線、ベジエ曲線のよう

に、ハンドルの追加が可能なオブジェ

クトにのみ用意されている。連続線の

場合、生成時の外見は線のオブジェク
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画面3

ダイアグラムを描くビューウィンドウは同時に複数開ける。

画面4

7種類の基本オブ
ジェクト。ハンド
ルで大きさなどを
変更可能。

画面5

設定ダイアログで[生成後にツールをリセットする]を[は
い]に。

画面6

プロパティダイアログの内容はオブジェクトの種類ごと
に異なる。

画面7

中ボタンクリックのメニューで連続線にコーナーを追加
する。



トと区別できない。オブジェクトメニ

ューでコーナーを追加することではじ

めて、途中でいくつも折れ曲がった形

状に変えられるのだ（画面7）。ジグザ

グ線やベジエ曲線も同様にハンドルを

追加できる。

●オブジェクトのグループ化

操作の対象となるオブジェクトを切

り替えるには、[オブジェクトの変更]

ボタン（矢印）が押された状態で、目

的のオブジェクトをクリックすればい

い。通常は、一度にひとつのオブジェ

クトだけが選択されるが、Shiftキーを

押しながらオブジェクトをクリックす

るか、ドラッグによる範囲指定を使う

と、複数のオブジェクトをまとめて選

択できる。

複数オブジェクトを選択した状態で

は、右クリックメニューの[オブジェク

ト]－[水平位置]／[垂直位置]以下の項

目により位置合わせが可能だ（画面8）。

等間隔に並べたり、隣接させることも

できる。

また、[オブジェクト]－[グループ化]

では、選択されたオブジェクト全体を

ひとつのオブジェクトとして扱うグル

ープ化を行える。複数のオブジェクト

の位置関係を変えたくない場合に利用

するといい。元の状態に戻すには、[オ

ブジェクト]－[グループ解除]を選択す

る。

●面と線を結びつける接続点

複数のオブジェクトをまとめて扱う

方法には、グループ化のほかに「接続

点」もある。これは、面タイプのオブ

ジェクト（ボックスなど）に複数用意

されているもので、線タイプのオブジ

ェクト（連続線やベジエ曲線も含む）

と結合するために利用できる。

接続点は初期設定では画面に表示さ

れない。右クリックメニューの[表

示]－[接続点の表示]をオンにすると、

面タイプのオブジェクトの接続点が×

印で表示されるようになる。

これらの接続点に、線タイプのオブ

ジェクトのハンドルを近づけると、自

動的に結合してハンドルの色が赤に変

化する。この状態でボックスや線を移

動しても結合は解けず、自動的に線の

長さが変化する（画面9）。結合を解除

するには、結合部分のハンドルをドラ

ッグすればいい。

●レイヤによる前後関係の変更

オブジェクトの前後関係は、右クリ

ックメニューの[オブジェクト]－[背面

に送る]／[前面に送る]で変更する。し

かしオブジェクトの数が増えてくると、

この方法で前後関係を調整するのがし

だいに面倒になる。

そこで、ドロー系ソフトでおなじみ

の「レイヤ」が用意されている。レイ

ヤの前後関係を変更することで、各レ

イヤに属するオブジェクトの前後関係

を一気に変更できるわけだ。

右クリックメニューの[ダイアログ]－

[レイヤ]でレイヤダイアログを開こう

（画面10）。レイヤの生成や削除、前後

関係の変更はこのダイアログで行う。

レイヤ名をダブルクリックすることで

名称の変更も可能だ。

複数のレイヤが生成された状態でも、

ビュー上には全レイヤの内容が表示さ

れる。ただし、オブジェクトを生成、

選択できるのは現在選択されているレ

イヤだけだ。レイヤ間のオブジェクト

の移動には、右クリックメニューの[編

集]－[切り取り]／[貼り付け]を利用す

る。オブジェクトを選択してカットし、

レイヤを切り替えてからペーストすれ

ばいい。

●分野別のオブジェクトを使う

Diaには、基本オブジェクトのほか

にも、フローチャートや回路図、ネッ
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画面9

接続点に結合したオブ
ジェクトは、移動して
も結合したままだ。

画面8

複数のオブジェクト
を選択して位置合わ
せを行う。
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トワーク構成図、データベース、UML

（統一モデリング言語）など、分野別

のオブジェクトが用意されている。な

お、UMLは、1997年に標準化された

オブジェクト指向モデルの表記法だ

（http://www.rational.com/uml/index

.jtmplなどを参照）。

これらのオブジェクトを利用すると、

基本オブジェクトを組み合わせるより

もはるかに簡単に専門分野のダイアグ

ラムを作成できる。たとえば、フロー

チャートの場合、内部に記述するテキ

ストの長さに合わせて、オブジェクト

のサイズが自動的に変化するといった

具合だ（画面11）。

オブジェクトの生成自体は、基本オ

ブジェクトの場合と違いはない。ただ

し、サイズ変更のできないオブジェク

トや、操作の取り消し・やり直しに対

応していないオブジェクトがあるなど、

基本オブジェクトに比べて制限が多い

ので注意されたい。

ところで、こうした分野別オブジェ

クトや基本オブジェクトの多くはC言

語により記述されているが、XMLを使

ってオブジェクトの形状や接続点の情

報などを記述し、Diaに組み込むこと

も可能だ。実際、回路図用のオブジェ

クトはこの方法により組み込まれてい

る。

詳細は、ソース中のdoc/custom-

shapesを参照されたい。

●ダイアグラムの保存と印刷

作成したダイアグラムは、[ファイ

ル]－[保存]／[名前を付けて保存]でDia

専用形式で保存できる。また、[ファイ

ル]－[エクスポート]でEPS／SVG／

CGM形式に変換することも可能だ。

ダイアグラムの印刷は、Dia自身か

ら直接行える。まず、[ファイル]－[ペ

ージ設定]で、印刷する用紙のサイズや

向きを設定し、ダイアグラムをそれに

合わせてスケーリングしておく（画面

12）。

続いて、[ファイル]－[ダイアグラム

を印刷]で、lprへの出力か、PS形式で

ファイルに保存するかを選択する（画

面13）。

もちろん、いったんEPS形式でエク

スポートしたファイルを、GVなどを使

って印刷してもよいが、その場合は用

紙サイズの設定は反映されないので注

意されたい。

●日本語化について

操作中に、Shift－スペースキーによ

る日本語入力の切り替えが効かなくな

ることがあった。新しいビューでは切

り替えられるので、全オブジェクトを

新しいビューにコピー＆ペーストすれ

ば回避できる。このほか、日本語のテ

キスト中に文字を挿入すると文字化け

してしまうといった不具合がいくつか

見られた。

また、現時点では、日本語のフォン

トは「明朝」（-＊-mincho-medium-r-

normal-＊-%d-＊-＊-＊-＊-＊-＊-＊-）

のみに限定されている。将来的には日

本語化パッチにより、多書体の日本語

TrueTypeフォントがサポートされる

予定だ。

画面11

フローチャートのオブジェクトはサイズが自動的に変化
する。

画面12

ページ設定で印刷する用紙のサイズや向きを設定する。

画面13

Diaからlprへ出力して直接印刷することも可能だ。

画面10

前後関係の整理に便利なレイヤーを操作するダイアロ
グ。



●ビルドとインストール

neは、ファイル一式をtar＋gzipし

たtarボールで配布されている。現在の

最新版は、安定版の3.00pre17と実験

版の00年02月06日版だ。どちらも、

「./configure」→「make」→「make

install」という手順でビルドとインス

トールを行える。

なお、kterm上で使用する場合、そ

のままではF1～F4キーが使えない。こ

れはneのせいではなく、実際のF1～

F4キーの設定と、端末情報データベー

スterminfoのktermエントリの設定が

一致していないためだ。

そこで、次のようにしてterminfoの

ktermエントリを修正する。対象ファ

イルは、LASER5では/usr/lib以下、

VineやTurboでは/usr/share以下の

terminfo/k/ktermだ。

terminfoのエントリはバイナリなの

で、「su -」としてスーパーユーザーに

なった状態で、infocmpによりテキス

トのソースに変換する。

# infocmp kterm > kterm.src

続いて、ソース中のF1～F4キーの

設定「kf1=¥EOP」「kf2=¥EOQ」

「kf3=¥EOR」「kf4=¥EOS」を、

「k f 1=¥E [ 1 1 ̃」「k f 2 =¥E [ 1 2 ̃」

「kf3=¥E[13̃」「kf4=¥E[14̃」に修

正する。

最後に、修正したソースをticを使っ

てバイナリに変換する。元のエントリ

も別名で保存しておこう。

# mv kterm kterm.orig

# tic kterm.src

●画面と基本操作

ktermなどのコマンドラインで「ne

ファイル名」として起動すると、端末

画面にそのファイルの内容が表示され

る（画面1）。JISやシフトJISで書かれ

たファイルは自動的に日本語EUCに変

換され、保存時に元の文字コードに戻

される（変更可）。

画面最上行には、ページングモード

（後述）、挿入・上書きモード、カーソ

ル位置の行番号、桁数、文字コード、

編集中のファイル名といった情報が表

示される。

初期設定では、Vzライクなキー割り

当てになっている。詳細は/usr/local/

etc/ne/key.vzを参照されたい。もち

ろん日本語の入力や編集も問題なく行

える。なお、各行末の青い「!」は改行

コードを表わす（表示しない設定も可

能）。

最初からファンクションキーやカー
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http://www3.justnet.ne.jp/̃ele/ne/index.html

neは、ktermなどの端末画面で軽快に動作する日本語対応のテキスト

エディタだ。MS-DOS用の高速テキストエディタとして一世を風靡した

Vzエディタによく似たインターフェイスが特徴。モードレスな

Wordstar系エディタをDOSやWindowsで愛用している人には、viや

Emacsよりもはるかにとっつきやすいだろう。なお、キー割り当ては

設定ファイルを変更することで柔軟にカスタマイズできる。

ne
Vzライクな特徴を持つ高速テキストエディタ

バージョン：3.00pre17（安定版）/00年02月06日版（実験版）種別：GPL

画面1

kterm上でneを利用する。画面表示も含め、動
作は高速だ。

画面2

ファンクションキーで
開くメニューが用意
されている。

画面3

ファイルオープン
時などに利用でき
るファイラ。
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ソルキーが使えるので、初心者にも使

いやすいだろう。たとえば、ファイル

関係の操作はF1キーのメニューから選

択できるし（画面2）、ファイラーの一

覧画面でオープンするファイルを選択

できる（画面3）。

一方、ホームポジションから手を移

動したくない中上級者は、Ctrl－Qや

Ctrl－K、Esc（Ctrl－[）キーで始ま

る2ストロークキーを利用しよう。たと

えば、ファイルのオープンやセーブは、

Esc（Ctrl－[）キーに続けてOキーやS

キーを押すことで実行できる。

●検索とページングモード

Vzエディタと同様に、neでは検索文

字列の指定と検索の実行が独立してい

る。検索文字列の指定はF6（Ctrl－Q

F）キーで行う。また、F5（Ctrl－L）

キーでは、カーソル位置の単語が検索

文字列となる（複数回押すことで後ろ

の単語を追加可能）。

こうして検索文字列が設定されると、

画面最上行左端のページングモードの

表示が「S」（文字列検索モード）に変

わり、PageUp／Down（Ctrl－R／C）

キーの動作が、検索文字列の後方／前

方検索に変化する。

文字列検索モードを抜けるには、

Ctrl－@キーを押せばいい。ページン

グモードの表示が「P」（通常ページン

グモード）になり、PageUp／Downキ

ーは通常のページ切り替えに戻る。

●スタッカブルなカット＆ペースト

neでカット（コピー）＆ペーストを

行うには、まずF10（Ctrl－B）キーを

押してブロックモードに入る。この状

態でカーソル移動やページ切り替えを

行うと、選択状態のテキストが反転表

示になる（画面4）。

続いて、カットならF8（Ctrl－Y）

キー、コピーならShift－F8（Ctrl－K

K）キーを押す。なお、カーソル行だけ

をカットする場合は、ブロックモードに

入らないでそのままF8（Ctrl－Y）キー

を押すだけでいい。F9（Ctrl－J）キー

を押すと、カット（コピー）した内容

がカーソル行の上にペーストされる。

特徴的なのは、カット（コピー）＆

ペースト用のブロックバッファがスタ

ッカブルであることだ。つまり、複数

回カットしてから、同じ回数ペースト

すると、最後にカットした内容から順

番にペーストされる。1回カット（コピ

ー）した内容を複数回ペーストする場

合は、Shift－F9キー（Ctrl－K C）

キーでペーストする必要がある。

このほか、文字単位の削除について

もスタッカブルなバッファが用意され

ており、最後に削除した文字から順に

Ctrl－Uキーでペーストできる。

●柔軟なカスタマイズ機能

行番号やフリーカーソル、オートイ

ンデント、タブ・改行表示、タブ表示

幅、検索時の大・小文字の区別といっ

たオプション設定は、F4キーで動作中

に変更できる（画面5）。

これらのオプション設定の初期値は、

/usr/local/etc/ne/.nercという設定ファ

イルに記述されている。このファイルを

各ユーザーの̃/.ne/.nercにコピーして

内容を変更することで、ユーザーごと

に好みの初期設定が可能だ（画面6）。

同様に、キー割り当ての変更もこの

ファイルで行えるが、通常は別ファイ

ルに記述しておき、制御命令「!I」を

使って読み込ませるといい。/usr/

local/etc/ne/.nercでも、「!I」を使っ

てkey.vzなどからキー割り当ての設定

を読み込んでいる。

画面5

行番号表示などのオプ
ションは動作中に設定
を変更可能だ。

画面6

オプションの初期値
やキー割り当ての設
定は.nercで行う。

画面4

ブロックモードでは、選択状態のテキストが反
転する。



●ビルドとインストール

QVocabは、tarボールとRPMパッケ

ージの両方で配布されている。バイナ

リパッケージはDebianとSuSe用なの

で、その他のディストリビューション

ではソースパッケージをリビルドして

バイナリパッケージを作成しよう。

「rpm --rebuild qvocab-0.20.4-1.src.

rpm」とすると、/usr/src/redhat/

RPMS/i386にqvocab-0.20.4-1.i386.rpm

とqvocab-convert-0.20.4-1.i386.rpmが

作成されるので、これらをインストー

ルすればいい。

●データベースの新規作成

「qvocab」として起動するとウィン

ドウが開く。まずは、単語を登録する

ためのデータベースを新規作成しよう。

[File]－[Create new database]を選択

し、ユーザーのホームディレクトリが

表示されているフィールドに適当なフ

ァイル名（拡張子不要）を追加入力し

て、右側の[Create database]ボタンを

押す（画面1）。

すると、その下のフィールドにデー

タベースファイル名（拡張子.qvo）が

表示される。

たとえば、hogeというユーザーが

「/home/hoge/qvtest」と入力してボ

タンを押すと、/home/hogeqvtest.

qvoというデータベースが作成され、

下のフィールドに表示される。

なお、ホームディレクトリのデータ

ベースファイルはQVocab起動時に検

索されるので、次からは自動的に下の

フィールドに表示される。こうしたデ

ータベースは複数作成でき、QVocab

実行中に切り替えることも可能だ。

●単語の入力

データベースを読み込むには、リス

トボックスのファイル名をダブルクリ

ックすればいい。 [ I n p u t ] [ A s k

words][Edit words]の3ボタンが使用

可能になり、現在登録されている単語

の合計数が表示される。

Qvocabのデータベースは、First、

Second、…、Fifthの5ファイルに分か

れており、登録した単語はテストの結

果により自動的にこれらのファイル間

を移動する。現在検索されているファ

イルは、下から2番目のボタンに表示

されている（初期設定は「First」）。こ

のボタンを利用すれば他のファイルに

切り替えられる。

データベースに単語を登録するには、

[Input]ボタンを押して入力用ウィンド

ウに切り替える（画面2）。[1st/2nd
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http://www.qvocab.seul.org/

Joe's QVocabulary（以下QVocab）は、英単語・熟語とその意味

といった対になる言葉を学習するための簡易データベース。単語の入力

や修正、検索、テストなどの機能を持つ。それぞれの単語はテストの結

果によって5段階に分類されるため、不得手な単語だけを集中して学習

することも可能だ。日本語対応のKDE／Qt上で使えば、Qvocab自体に

は修正を加えることなく日本語を扱える。

Joe's QVocabulary
英単語などの語彙学習用の簡易データベース

バージョン：0.20.4 種別：フリー

画面1

データベースを作成する。複
数のデータベースを切り替え
可能だ。

画面2

覚えたい対になる言葉を入
力。日本語も問題なく使える。

画面3

登録したレコードの内
容を編集する。正解数
などの修正も可能。
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language]の両フィールドには、対にな

る言葉（たとえば「英単語・熟語」と

「訳語」など）を入力する。どちらの

フィールドにも、複数の単語をカンマ

で区切って並べられる。日本語化され

たKDE／Qtであれば、日本語の入力

も問題ない。

[Add]ボタンを押すと、現在の設定

内容をレコードとして登録し、次の入

力に移る。入力作業を終了するには

[Done]ボタンを押せばいい。

●単語の編集と検索

登録したレコードを編集するには、

[Edit words]ボタンを押して編集用ウ

ィンドウに切り替える（画面3）。なお、

編集はファイル単位で行われるので、

下から2番目のボタンを利用して、あ

らかじめ編集したいファイルに切り替

えておこう。

編集用ウィンドウには、入力時の設

定内容や、過去の質問数・不正解数な

どの情報が表示され、それぞれの内容

を修正できる。このほか、[<<][>>]ボ

タンで前後の単語に切り替えたり、

[Delete record]で現在のレコードを削

除することも可能だ。

また、ファイル内のレコード数が多

くなると、[<<][>>]ボタンだけで目的

のレコードを見つけるのは大変だ。そ

こで、このウィンドウにはレコードの

検索機能も用意されている。

[Search]に検索文字列を入力して

[Start search]ボ タ ン を 押 す と 、

[1st/2nd language]の内容の一部に検

索文字列が含まれるレコードが表示さ

れる（画面4）。なお、日本語は[Distin

guish case]（大・小文字を区別する）

のチェックが外れていると正常に検索

されないので気をつけよう。

●単語のテスト

ある程度単語を登録したら、いよい

よテストを実行しよう。[Ask words]

ボタンを押すと、テスト用ウィンドウ

に切り替わる（画面5）。まずは、上部

の3つのボタンで、質問と答えに使われ

る内容を指定する。

たとえば、[1. Language]ボタンを押

すと、[2nd language]の内容が質問さ

れ、[1st language]の内容を答えるテ

ストが行われる。[2. Language]ではそ

の逆、[Both languages]では両方が混

在したテストになる。

いずれにせよ、その下の2つのフィー

ルドの一方に質問が表示されるので、

もう一方にキーボードを使って答えを

入力すればいい。文字数は「＊」で表

示される（変更可能）。

このほか、[Options]ボタンで開く設

定ダイアログ（画面6）では、キー入

力する代わりに口頭で述べる（左右ボ

タンで正解・不正解を指定）、カンマ

区切りの内容を分割して質問・答えに

利用する、最新質問されていない単語

だけに限定する、完全に覚えた単語を

別ファイルに移動・コピーするなど柔

軟な設定が可能だ。

画面4

検索文字列が日本語の
場合は大・小文字を区
別する設定で行う。

画面5

テストを実行中。「＊」
で隠された言葉をキー
入力する。

画面6

設定ダイアログにより細かなカスタマイズが可能だ。
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●ビルドとインストール

Kleandiskは、ファイル一式をtar＋

gzipしたtarボールで配布されている。

ビルドとインストールの手順は、

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的なものだ。

なお、Red Hat 5.2系のVine 1.1など

egcsのバージョンが古い（1.0.3aなど）

ディストリビューションではビルドに

失敗する。これは、k l e a n d i s k /

abprocess.hの「stderr」（38行目）と

「stdout」（45行目）が原因だ。これら

を別の名前に変更し、ソースファイル

で参照している部分も同様に修正すれ

ばいい。

これらの処理をまとめて行うパッチ

（kleandisk-1.0.0-oldegcs.patch）を用

意した。Vine 1.1などでは、tarボール

の展開先で、

$ patch -p1 < kleandisk-1.0.0-

oldegcs.patch

としてパッチを当てた後、上記の手順

でビルドすればいい。

●ファイルを検索する

「kleandisk」として起動すると、ク

リーンナップとリストアのどちらを行

うか選択するウィンドウが開く（画面

1）。リストアはクリーンナップ後のフ

ァイルが対象となるので、まずは[Clean

Up]ページの四角いボタンを押そう。

はじめて起動したときには、デフォ

ルトのファイルグループを設定するか

聞かれるので、[Yes]ボタンを押す。す

ると、クリーンナップ用のウィンドウ

に、「Backup Files」や「Core Files」

などのデフォルトファイルグループが

表示される。

それぞれのファイルグループは、検

索時に使われるファイル名のパターン

を持っている（複数可）。たとえば、

「Backup Files」なら「＊̃ 」、「Core

Files」なら「core」といった具合だ。

[New Group]ボタンを使ってユーザー

がファイルグループを追加したり（画

面2）、右クリックメニューの[Edit]に

より既存のファイルグループの設定を

変更することも可能だ。

ファイルグループに属するファイル

をディスク上から検索するには、まず

左上の[Update From]に検索開始ディ

レクトリを入力する（初期値はユーザ

ーのホームディレクトリ）。続いて、

[Update]ボタンを押すと、検索開始デ

ィレクトリ以下のファイルに対して検

索が行われ、それぞれのファイルグル

ープに属するファイル数や合計サイズ

http://www.casema.net/̃buursink/kleandisk/

Kleandiskは、異常終了したソフトが作成するcoreなど、一般的には

不要とされるファイルをディスク上から検索し、クリーンナップ処理を

行うソフト。検索条件の異なるファイルグループを複数登録して、さま

ざまな種類のファイルを分類できる。クリーンナップ処理は、単に削除

するだけでなく、アーカイブや移動して保存し、後で復活させることも

可能だ。動作にはKDE／Qtが必要となる。

Kleandisk
不要なファイルを検索して削除やアーカイブを行う

バージョン：1.0.0 種別：GPL

画面1

起動時に開くウィンドウ。クリーンナップかリストアを
選択する。

画面3

指定したファイルグル
ープに属するファイル
の一覧が表示される。

画面2

ファイルグループの登録では
ファイル名のパターンなどを
設定。



が表示される。

●不要なファイルを処理する

検索後に、適当なファイルグループ

をクリックすると、そのグループに属

するファイルやディレクトリの詳細な

情報が下のフィールドに表示される

（画面3）。ファイル名をクリックして

か ら [View File]ボ タ ン を 押 す と 、

KEditなどを使って閲覧可能だ。

クリーンナップを行うには、まず各

ファイルの左端に表示されている四角

をクリックして、選択した状態にする

（[Select All]ボタンによる一括選択も

可能）。

続いて、その下の[Cleanup]ボタンを

押すと、処理の内容を設定するウィン

ドウが開く（画面4）。設定は3ページ

構成のウィザード形式で、最初のペー

ジでは、実行する処理の種類を「削除」

「アーカイブ（圧縮も含む）」「移動」

の中から選択する。

次のページでは、各処理の詳細を設

定する。削除の場合は、バックアップ

作成の有無とバックアップ先のディレ

クトリ、アーカイブならアーカイブを

作成するディレクトリ、移動なら移動

先ディレクトリだ。

最後のページでは、対象となるファ

イル数や合計サイズといった処理の内

容が表示され、[OK]ボタンで処理が実

行される。処理結果のログを見ること

も可能だ。

●クリーンナップファイルの復活

Kleandiskでクリーンナップ処理し

たファイルは、バックアップなしで削

除した場合を除いて、いつでもリスト

ア可能だ。最初のウィンドウ（画面1）

を[Restore]ページに切り替えて四角い

ボタンを押し、リストア用ウィンドウ

を開こう（画面5）。

このウィンドウには、過去に削除・

アーカイブ・バックアップしたファイ

ルが「Backup Files」などのグループ

名で一覧表示される。複数のファイル

を一括処理した場合、それらはひとつ

にまとめられている。

これらのグループ名をクリックする

と、そこに含まれるファイルの一覧が

下のフィールドに表示される。保存し

ておく必要がなければ、[Delete]ボタ

ンを押して削除してしまえばいい。逆

に、リストアしたいファイルを見つけ

たら、[Next>>]ボタンで次の画面に切

り替えよう（画面6）。

この画面では、含まれている全ファ

イルをリストアの対象とするならば

[Yes]、各ファイルを個別にリストアす

る場合は[No, let me select the items]

をチェックして、リストアするファイ

ルを選択する。

最後に、リストア先ディレクトリを

[Restore to folder]に入力後、左下の

[Restore]ボタンを押すと、実際にファ

イルが作成される。
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画面5

クリーンナップしたファイルはアーカ
イブ状態で保存されている。

画面6

リストアしたいファイルを個別に選択す
ることも可能だ。

画面4

クリーンナップ処理の設定はウィザード形式で
行われる。



●ビルドとインストール

KWebGetは、ファイル一式をtar＋

gzipしたtarボールで配布されている。

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順でビルド

とインストールが可能だ。

なお、KWebGetでは、ファイルの

取得はwgetを実行することで実現して

いるため、wgetなしでは正常に動作し

ない。wgetがインストールされていな

い場合は、本誌付属CD-ROMやGNU

のFTPサイト（国内ではftp://core.

ring.gr.jp/pub/GNU/wget/など）か

らtarボールを入手し、KWebGetと同

様の手順でビルドとインストールを行

おう。

このほかの作業として、ホームディ

レクトリに、取得したファイルが格納

されるKWebGetProjectsディレクトリ

（変更可能）を作成しておこう。

●設定が簡単なウィザードモード

k t e rmなどのコマンドラインで

「kwebget」として起動すると、最初

にKWebGetの2つの実行モードを選択

するウィンドウが開く（画面1）。まず

は初心者向きの「KWebGet-Wizard」

（ウィザードモード）から説明しよう。

ウィザードモードでは、

・保存先ディレクトリ

・wgetの動作（ミラーリングなど）

・取得開始URL

・リンクを追う数と最大取得量

・再試行の回数

という基本項目について、順を追って

対話的に設定する（画面2）。設定中は

[<Back][Next>]ボタンで前後の画面へ

切り替えられ、以前の設定を変更する

ことも可能だ。

最後の画面で[Start-Now]を選択して

[Finish]ボタンを押すと、wgetが実行

され、ファイルを取得している様子が

ウィンドウに表示される（画面3）。取

得が終了したら、保存先ディレクトリ

（初期値は̃/KWebGetProjects）を見

てみよう。URLを反映したディレクト

リツリーにHTMLファイルなどが作成

されているはずだ。

取得するファイルタイプを限定する

など、さらに細かな設定を行いたい場

合は、[Advanced-Setup]を選択して

[Finish]ボタンを押し、現在の設定を

引き継いで後述のアドバンストモード

に移行する。

また、とりあえず設定だけ行い、フ

ァイルは後で取得したい場合は、

[Save&Exit]を選択して[Finish]ボタン

を押し、設定を「プロジェクト」とし

てファイルに保存しよう。保存したプ

ロジェクトは、アドバンストモードで

読み込める。

Linux magazine April 2000148

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e

KWebGetは、WebサイトやFTPサイトのファイルを一括取得する

「wget」のフロントエンドだ。取得を開始するURLをはじめ、リンクを

たどる数や、対象とするドメイン、ファイルタイプなどの設定を、複雑

なコマンドラインオプションの代わりに、わかりやすく分類されたパネ

ルで行える。また、必要最小限の設定のみ対話的に行うウィザードモー

ドも用意されている。動作にはKDE／Qtが必要だ。http://www.kpage.de/en/kwebget/
http://www.gnu.org/software/wget/wget.html（wget）

KWebGet
Webページを取得するwgetのフロントエンド

バージョン：0.3 種別：GPL

画面1

起動後に2つの動作モードのいずれか一方を選択する。

画面2

最小限の設定を順を追って行うウィザードモード。 画面3

wgetの実行中の様子は独立したウィンドウに表示される。
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●詳細設定はアドバンストモードで

起動時のウィンドウ（画面1）でア

ドバンストモードを選択するか、ウィ

ザードモードで[Advanced-Setup]を選

択して終了すると、wgetの詳細な設定

を行うためのアドバンストモードのウ

ィンドウが開く。

設定項目が多岐にわたるため、ウィ

ンドウはジャンル別にページ分けされ

ている。これらの設定は「プロジェク

ト」としてファイルに保存し、再利用

可能だ。[Start]ボタンを押すとwgetが

起動する。

以下では、ページごとの主要な設定

項目について説明しよう。

・[General]ページ（画面4）

取得を開始するURL（Starting URL）

や、保存先ディレクトリ（Project

Folder）の設定のほか、wgetの基本動

作の選択などを行う。リンクを再帰的

にたどってWebページを取得したり、

FTPサイトをミラーリングする場合は、

[Mirroring a whole site]をチェックし

ておけばいい。

・[Options]ページ

リンクをたどって複数のWebページ

を取得するには、[Get files recursive]

をチェックし、[Number of Levels]に

リンクを追う数（0で無制限）を設定

する。既存のファイルを上書きするか

どうかなども設定可能だ。

・[Filetypes]ページ（画面5）

GIF画像は取得しないなど、ファイ

ルタイプ（拡張子）による選別を行う

には、[Select filetypes to get/reject]

を選択してタイプの設定を行う。取得

するタイプを指定する場合は[Get only

selected filetypes]、無視するタイプ

を指定する場合は[Reject selected

filetypes]を選択し、目的のタイプにチ

ェックを付ければいい。代表的なタイ

プは最初から用意されているが、ユー

ザーが新たなタイプを追加することも

可能だ。

・[Domains]ページ（画面6）

ファイルを取得するドメインを限定

するには、[Select Domains]を選択し

てドメイン設定を行う。同一ドメイン

内のリンクのみ追いたい場合は、[Get

files only from this domains]を選択

し、取得開始URLと同じドメインのみ

登録すればいい。逆に、広告サイトな

ど特定のサイトへのリンクを無視する

に は 、 [Don't get files from this

domains]を選択して、無視するサイト

のドメインを登録する。どちらも複数

ドメインの登録が可能だ。

・[Password]ページ

アクセスにユーザー名とパスワード

が必要なWebサイトや、匿名（anony

mous）ログインを許さないFTPサイ

トにアクセスする場合は、このページ

でユーザー名とパスワードを設定し、

対応するチェックボックスをチェック

する。同様にプロキシに対するユーザ

ー名とパスワードも設定可能だ。

画面5

取得する（あるいは無
視する）ファイルタイプ
を細かく設定できる。

画面6

ファイルを取得する
（あるいは無視する）
ドメインも設定可能
だ。

画面4

ジャンル別にページ分けされたウィンド
ウで設定を行う。
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●ビルドと画面構成

XInvaders 3DはtarボールとRPM

パッケージの両方が配布されている。

バイナリパッケージはRed Hat 6.x用

なので、その他のディストリビューシ

ョンではソースパッケージをリビルド

してバイナリパッケージを作成しよう。

「 rpm --rebuild xinv3d-1.31-1.src.

rpm」とすると、/usr/src/redhat/

RPMS/i386にxinv3d-1.31-1.i386.rpmが

作成されるので、これをインストール

すればいい。

また、tarボールからのビルドも簡単

で、単に「make」とするだけだ。イ

ンストーラは用意されていないので、

xinv3dを/usr/local/gamesなどに手動

でコピーすればいいだろう。

起動すると、昔懐かしいベクターグ

ラフィックス風の文字でタイトルが表

示される（画面1）。スペースキーを押

すとプレイ開始だ。画面手前に赤く表

示されているのが自機で、その向こう

には、左右に移動しながら手前に接近

してくるインベーダーや、画面を横切

るUFOがいる（画面2）。

●3D空間でインベーダーを倒そう

自機はカーソルキーで上下左右に移

動する。ミサイルを撃つにはスペース

キーを押せばいい（連射不可）。うま

く当たらないときは、画面に表示され

ている◇形の照準を参考にしよう。な

お、ミサイルはある程度自機の動きに

追随するようだ。

インベーダーは上の列ほど得点が高

い（下から順に10/50/100/150/200点）。

下の列から順番に倒す必要はなく、上

部のインベーダから狙えばいい。また、

UFOは500点と高得点なので逃さない

ようにしたい。

インベーダーのミサイルに接触する

と自機が破壊され（画面3）、3機失う

とゲームオーバー。もちろん、インベ

ーダーが画面手前に到達してもゲーム

オーバーだ。視点の関係か敵のミサイ

ルが見難く、最初のうちはすぐにゲー

ムオーバーになるかもしれない。

このほか、Pキーを押すとプレイを

一時中断でき、Qキーでタイトル画面

に戻る。ゲームの終了はEscキーだ。

また、Fキーでフレームレートを表示

させることもできる。

http://www.fiu.edu/̃dllopi01/xinv3d.htm

XInvaders 3Dは、昔懐かしいインベーダーゲームの3D拡張バージ

ョンとも言うべきシンプルなシューティングゲーム。インベーダーや

UFOなどの登場キャラは同じだが、3次元空間でのプレイのためゲーム

感覚は大幅に異なる。初めのうちは、上下左右に移動しながら、インベ

ーダーにミサイルを当てたり、インベーダーからのミサイルを避けたり

するだけでも難しいかもしれない。

XInvaders 3D
3次元空間でインベーダーの侵略を防げ

バージョン：1.31 種別：GPL

画面1

ベクターグラフィックス風のタイトル画面。

画面2

画面奥から迫り来るインベー
ダーを破壊せよ。

画面3

インベーダーのミサイル
に当たると、無惨にも
このように…。
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●ビルドとインストール

Kishidoは、ファイル一式をtar＋

gzipしたtarボールのみ配布されてい

る 。 ビ ル ド と イ ン ス ト ー ル は

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順をとる。

インストールにより、実行ファイルや

データファイル、HTML形式のマニュ

アルなどが/usr/kde以下の適切なディ

レクトリにコピーされる。

●マークと色に注意して配置

コマンドラインで「kishido」とする

か、 K D E メニューの[ ゲーム] －

[kishido]を選択するとゲームが始まる

（画面1）。石のマークと色は6種類ずつ

あり、同一の石が2つずつ（計72個）

用意されている。ゲーム開始時には、

ボードの四隅にひとつずつ、中央に2つ

の石が置かれている。

画面右上に次の石が表示されている

ので、その置き場となるボード上の空

きマスをクリックしよう。ただし、石

を置けるのは、少なくとも1つの石がす

でにその周囲（上下左右の4マス）に

置かれているマスだ。また、新たに置

く石のマークと色は、以下の条件を満

たしている必要がある。

・周囲の石が1つ…マーク・色のいず

れかが周囲の石と一致

・周囲の石が2つ…マークが周囲の石

の一方、色がもう一方と一致

・周囲の石が3つ…マークが周囲の石

の2つと一致し、色が残りの1つと一致

（逆でも可）

・周囲の石が4つ…マークが周囲の石

の2つと一致、色が残りの2つと一致

周囲の石が多いほど条件が厳しくな

るが、その分得点も高い。周囲の石が

1つだと1点、2つなら5点、3つなら20

点、4つだと100点も入る。

なお、マウスの右ボタンをクリック

すると、石を置ける場所が赤く反転す

る（画面2）。ルールを覚えるまではこ

の機能を活用するとよいだろう（使い

すぎるとハイスコアが記録されない）。

すべての石をボードに置くか、石を置

ける場所がなくなるとゲームオーバー

だ。ハイスコアには、得点と所要時間

に加えてプレイヤー名も登録できる

（画面3）。

Kishidoは、「石道」と呼ばれる日本発のパズルゲームのクローンだ

（オリジナルの石道はPC-8801シリーズ用で1990年4月にアスキーか

ら発売）。縦8×横12のマス目に区切られたボード上に、一定のルール

に基づいて72個の石をすべて配置することが目的だ。上下左右を石で

囲まれたマスほど石を置くための条件はきつくなるが、それだけ高得点

のチャンスだ。動作にはKDE／Qtが必要だ。http://www.Informatik.Uni-Oldenburg.DE/̃km/kishido/

Kishido
36種類の石を配置するパズルゲーム

バージョン：1.0.1 種別：GPL

画面1

四隅と中央に石が置か
れた状態でゲームが始
まる。

画面2

右ボタンクリックで
石の置ける場所を確
認（使いすぎに注意）。

画面3

厳しい条件の場所に石を置いてハイスコアを目指せ。



シェリー・タークルは『接続された心』（“Life on the

screen”Sherry Turkle著、日暮雅通訳、早川書房刊）の中

で、IBM PCユーザーとMacintoshユーザーへのインタビュ

ーを基に、両者のコンピュータ観の違いを提示している。そ

して、PCとMacintoshにおける「透明性」の意味の違いを、

それぞれモダンとポストモダンに対応させて解釈している。

――モダニストには、コンピュータは、透明で、明瞭な構造

をもった宇宙に見える。自明な規則に従って機能する宇宙は、

プログラミングによって主体的にコントロールすることがで

きる。逆に、日常の環境は、不透明であり、未知の規則に従

って機能する捉えがたい制度に満ちていると感じられる。

――ポストモダニストには、コンピュータは、明瞭な普遍的

規則に従っては機能していない、日常の環境によく似た、不

透明な宇宙に見える。スクリーンの背後にある機械は、見え

ないところへ後退してしまい、そこに直接手出しすることは

できない。コンピュータの機能を把握するための努力や問い

かけそのものは、どうでもよくなり、スクリーンを素朴に信

頼し、不透明なテクノロジーに身を委ねる。試行錯誤によっ

て、徐々にやり方を見つけていくしかない状況に投げ込まれ

ている。

GUIはポストモダンである

ただし、タークルのインタビューは80年代のユーザーを対

象にしたものであり、ここで紹介されているPCユーザーが

Windows以前のユーザーである点は補正しておく必要があ

る。90年代以後の文脈においては、WindowsによってGUI

が全面化したPCはMacintoshと等価であり、ポストモダン

的ととらえることができるだろう。そういう意味では、ター

クルが指摘した80年代のPCにおける「透明性」は、そのユ

ーザーインターフェイスから見ても、Linuxに代表されるフ

リーソフトウェア運動が継承していると解釈できる。

とはいえ、LinuxはGUIを否定しているわけではなく、む

しろMacintoshのような透明なインターフェイスの実現も目

指している。その意味では、Linuxはポストモダン的要素も

取り入れようとしているモダニズムであり、両義的といえる

だろう。将来、LinuxにおいてMacintoshと同等、あるいは

それ以上のGUIが実現されたとき、Linuxもやはりポストモ

ダンにのみ込まれてしまうのだろうか？

タークルの論点に即するなら、GUIを実現したコンピュー

タは、必然的にポストモダンといえる。GUIが実現する「シ

ミュレーショニズム」こそポストモダンの本質だからだ。

文：豊福 剛
Text  : Tsuyoshi Toyofuku

隠
喩
と
し
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

隠
喩
と
し
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

文：豊福 剛
Text  : Tsuyoshi Toyofuku
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GUIの背後を問わないポストモダン的な態度を、タークル

は「インターフェイス・バリュー」と形容した。また、ポス

トモダンにおいては、近代以前の具象的で感覚的な「野生の

思考」への回帰が見られると指摘したうえで、スクリーンに

発現する具象的なインターフェイスの外見と感覚的な戯れに

浸ることを、「野生の思考」への回帰になぞらえている。

ポストモダンが、スクリーンの背後を問わない態度だとす

ると、あえてGUIの背後を問う態度にこそモダニズムが可能

であるはずだ。

コンピュータにおける「現実界」とは

スロヴェニアの哲学者で、ラカン派マルクス主義者でもあ

るスラヴォイ・ジジェクは、『幻想の感染』（“The Plague of

Fantasies”Slavoj Zizek著、松浦俊輔訳、青土社刊）で、

タークルのインターフェイス論を批判的に検討している。

――スクリーン上での外見の戯れにユーザーが浸れるのは、

GUIの背後に「現実界」があるからである。スクリーン上に

発現する外見は、「現実界」の結果なのである。インターフェ

イス・バリューにおいては、「現実界」の存在が括り出されて

いるのだ。

ジジェクがここで使っている「現実界」とは、フロイトの

流れをくむ精神分析の思想家ジャック・ラカンの用語である。

ラカンは、精神分析の場が、象徴界、想像界、現実界という

3つの基本領域に区別されると考えた。誤解を恐れずに単純化

すると、象徴界は言語の領域であり、想像界は映像の領域で

ある。ただし、現実界は現実の領域ではない。本能が壊れた

動物である人間には、現実を直接把握することはできないか

らだ。現実は、まず映像（想像界）として把握され、その映

像が言語（象徴界）によって構成されることによってはじめ

て、現実として把握される。しかし、象徴界は完全なもので

はありえないので、象徴界に還元できない残余があることに

なる。この象徴化しきれない残余の領域を、ラカンは「現実

界」と考えた。

それでは、ジジェクがここで使っている「現実界」の意味

は、どのように解釈されるだろうか？

GUIでは、ユーザーはスクリーン上の外見を映像として把

握する（想像界）が、それらの映像は象徴としてユーザーは

理解する（象徴界）。たとえば、ユーザーはアイコンという図

像をクリックするとアプリケーションが起動することを理解

している。しかし、スクリーン上の外見は、その背後にある
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プログラムを投射したものであり、アイコンの意味も、プロ

グラムによって規定されている。そして、このプログラムは

プログラミング言語によって記述されたものである以上、そ

れは言語であり「象徴界」に属するように思える。

このように考えると、コンピュータにおいては、スクリー

ン上の図像を構成する象徴体系と、スクリーンの背後にある

プログラムそのものを記述する象徴体系であるプログラミン

グ言語という、2種類の「象徴界」があることになる。

このように、ラカン理論をコンピュータに拡大適用しよう

とすると、どうにも無理が生じてしまう。それは、映像と言

語の関係が、人間とコンピュータでは、ちょうど逆になって

いるからではないだろうか？　人間は、現実を映像として、

映像を言語として認識する。これに対して、コンピュータで

は言語が映像を投射する。

ジジェクは、なぜプログラムを「象徴界」ではなく「現実

界」に位置づけたのだろう？　それはインターフェイス的主

体にとっては、スクリーン上のアイコンなどの象徴（シンボ

ル）が「象徴界」のすべてであるからだ。「象徴界」と「現実

界」の区分は、ラカン的な意味とは違って、絶対的なもので

はなく、コンピュータに対する態度によって異なることにな

る。モダニストにとっては、スクリーンの背後は「象徴界」

であるが、ポストモダンにおけるインターフェイス的主体に

とっては、それは「現実界」なのだ。

インターフェイス的主体にとっては、スクリーンの背後は

二重に括り出されていることになる。プログラムが「象徴界」

から「現実界」に括り出され、さらに、「現実界」そのものの

が括り出されるからだ。

ここで重要なのは、GUIの背後にあるプログラムのソース

コードにアクセスできるかどうかである。ソースコードにア

クセスできれば、ブラックボックスとしての「現実界」では

なく、プログラミング言語によって構成された「象徴界」と

して把握することが可能である。プログラムが「現実界」に

括り出されたのは、GUIによって必然的にそうなったのでは

なく、現在のGUIの多くが、プログラムのソースコードにア

クセスできないからではないだろうか？

電脳空間を支えるイデオロギー

スクリーンの背後にある「現実界」を、ソースコードの独

占的アクセスと関連づけることで、ジジェクのポストモダニ

ズム批判の政治的意味が明確になるだろう。ジジェクは、

GUIだけでなく、電脳空間全体が「現実界」の括り出しによ

って支えられていると論じているのだ。

Linux magazine April 2000154



たとえば、ビル・ゲイツがあるインタビューで、電脳空間

を「摩擦のない資本主義」への展望を拓くものとして祝福し

ていたことを引いて、次のように書いている。

――この表現には、電脳空間資本主義のイデオロギーを支え

る社会的幻想が完璧に込められている。物質的惰性の最後の

痕跡が消滅するどこまでも透明で、エーテル※1のような交換

の媒体という幻想である。見逃してならない枢要な点は、「摩

擦のない資本主義」という幻想においてなくなる「摩擦」が、

いかなる交換の過程をも支えている物質的障害の実在性のこ

とだけを言っているのではなく、何よりも、社会的交換の空

間に病的なねじれのしるしをつける、トラウマの元になる社

会的拮抗、権力関係などの「現実界」のことを言っているの

だという点である。

資本主義イデオロギーだけではなく、民主主義イデオロギ

ーもまた、電脳空間の幻想を支えている。ジジェクは、電脳

空間民主主義のイデオロギーを「中心のない網状構造によっ

て個人個人が群れ、参加的な草の根政治システム、不可侵の

官僚的国家部局の神秘が退けられる透明な世界を築くことが

できる」とする社会的幻想としたうえで、ここでも「現実界」

の括り出しを指摘する。

――距離が停止し（テレビ会議で地球上のどことも即座にや

りとりができるようになる）、文章から音楽からビデオまで、

あらゆる情報がこちら側のインターフェイスで即座に利用で

きるようになる。しかしこの私を遠くの外国人から隔てる距

離の停止の裏面は、他者との「現実の」身体的接触が徐々に

消えていくせいで、隣人がもはや隣人ではなくなる。隣人は

どんどん画面上の画像に置き換わり、誰にでも使えるという

ことは、耐え難い閉所恐怖症を引き起こす。選択肢の過剰が、

選べないという体験になる。誰でも直接に参加できる社会は、

それだけにそこに参加できなくなっている人を否応なく排除

することになる。

「果てしない可能性の未来を拓く電脳空間」という幻想は、

「前代未聞の根源的な閉塞」を隠している。幻想の下に隠され

た「閉塞」は、存在しないのではなく、存在しているにも関

わらず、あたかも存在しないかのようにみなされることを意

味している。この「閉塞」は「現実界」の括り出しによる結

果である。スクリーンの背後にアクセスできないことと、現

実の他者との身体的接触が消えていくこととは、ポストモダ

ンの症候として等価なのである。
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世の中では、女はパソコンに弱いモノだというこ

とになっている。男と女のライフスタイルの違いや

環境的な要因といった影響もあるのかもしれないが、

しかしぼくはそんなもの、思い込みに過ぎないと思

うのだ。とはいえ、思い込みだろうが何だろうが、

当の女たちが集団ですっかりその気になっているも

んだから、「女はパソコンに弱い」という怪しげな命

題が、何だか既成事実化しているような気がする。

でもねえ、男だってわかんないヤツは本当に絶望

的にわからない。女たちがちゃっかり「女はパソコ

ンに弱い」と先に宣言してしまったもんだから、パ

ソコンに弱いのは女、ということになっちゃったん

じゃないだろうか。

しかし、最近のようにインターネットがマトモに

「使える」ようになってくると、「女はパソコンに弱

い」とばかりも言っていられない。ちょっと前なら

パソコンと聞くと逃げ出した女たちも、近頃はヘタ

をすれば男よりずっと積極的にパソコンを活用し始

めている。ぼくが首を突っ込んでいるNGOのネット

ワークに、アジア女性資料センターという女性グル

ープが参加しているのだが、このグループは最近、

インターネットを使ってさまざまな情報交換を積極

的に試みている。そんな女たちのネットワークのひ

とつにAWORCというグループがある。

AWORCは、フィリピンのISISという女性問題に

取り組んでいるNGOを中心として、日本や韓国、マ

レーシア、モンゴルなど、主にアジア各国の女性情

報をインターネットで共有、交換しようという国際

ネットワークだ。いろいろな活動をしているのだが、

そのひとつに、各国の女性に関する資料を詰め込ん

だオンラインデータベースを作ろうという話が進め

られている。

ところが、「女はパソコンに弱い」からかどうかわ

からないが、このデータベースのプロジェクトがな

かなか進まない。そんなわけで、この2月にソウル

で開かれたAWORCのワークショップで、ぼくが

「オンラインデータベースをどう作るか」というレク

チャーをすることになった。

もっとも、彼女たちとしては本当は女性の技術者

にレクチャーをしてもらいたかったらしい。しかし、

世の中はそんなに甘くない。性別を問わず、いまど

き、まともなインターネットの技術者で、手間暇か

けてNGOの支援なんかを手伝ってくれるような人材

なんて、そう簡単には見つからない。結局、このデ

ータベース・プロジェクトについて、当初から裏で

あれこれ動いていた関係で、「この際、男でもしょ

ーがないか」という感じで引っぱり出されたという

わけだ。もちろん、このデータベースはエンジンか

らインターフェイスまで、すべてオープンソースで

固める予定だ。うまくいけば、今年の夏までには、

それなりのものができあがるだろう。

現在、インターネット上にデータベースがどれぐ

らいあるのか、見当もつかない。たいていの情報は

インターネットで見つけることができると言っても

過言ではない。ただし、そこで提供されているほと

んどの情報は先進国のものばかりであり、先進国の

人々にとって意味のあるものばかりだ、という点は

見落とされがちだ。彼女たちが自前のデータベース

を作ろうとするのは、そんなネットの空白地帯を埋

めようとする試みだ。

このデータベースは、英語の情報ばかりではなく、

現地のローカルな言語で書き留められたさまざまな

資料のデータベース化を目指している。いまでは日

本をはじめとする先進国なら、自国語でパソコンを

操り、ネットのコンテンツを作るのはあたりまえだ

が、タガログ語のコンテンツやらモンゴル語のコン

テンツなんてほとんどないらしい。モンゴルの参加

者が「モンゴル語のページもあるにはあるけど、せ

いぜい数千ページぐらいじゃないかなあ?」なんて言

っていた。実際、インターネットは世界的な通信網

のようでありながら、実は網の目が詰まっているの

はG7の各国や一部の工業国ぐらいのもの。アジア、

アフリカ、南米などの途上国では、首都クラスの大

都市を除けばインターネット以前でさえある。

Linux magazine April 2000156

オープンソース 
・ 

アクティビズム 

アジアのおばさんたちのデータベースを作る話

ホントは女が良かった？

文：安田幸弘
Text : Yukihiro Yasuda

インターネットは米帝国主義の陰謀？



昨年、別のNGOの会議で、ある人が「インター

ネットは米国帝国主義者の陰謀だ。われわれ第三世

界の民衆は、無条件でインターネットを受け入れる

べきではない」というディスカッションがあった。

そこまで言うかという気もするのだが、特別なドメ

イン名に何百万ドルもの値段がついたというような

ニュースや、インターネットのガバナンスに関する

議論、「ワンクリック」の特許、Eコマースだのバン

キングだので盛り上がっているインターネットを考

えると、現在のインターネットを米国の陰謀だと言

いたくなるのももっともである。このままでは、イ

ンターネットを通して提供される膨大な情報は、ガ

チガチに知的所有権で固められ、ユーザーの動作は

逐一監視されてマウスをクリックするたびに米国企

業にいくばくかのライセンス料を払うことになりか

ねない。

さらに困ったことに、オープンソースの世界でも

先進国、特に欧米の視点から自由ではない。日本人

のLinuxユーザーなら誰でも、glibcのlocaleや、日

本語化したKDEの不安定さなど、うっとうしい思い

をさせられた経験があるはずだ。今回、計画してい

るデータベースも、US ASCIIの範囲でなんとかな

るタガログ語やマレー語はともかく、日本語と韓国

語の共存だの、キリル文字をベースとした特殊なキ

ャラクタセットを使うモンゴル語のサポートといっ

たマルチリンガルの部分がややこしいところ。オー

プンソースでは、商用ソフトのように言語一覧から

使用言語をクリックすれば何語だって使えるという

ようなわけにはいかないからである。

それでもオープンソースにこだわるのは、高価な

RDBMSや開発ツールが買えないという現実的な理

由もあるが、コンピュータの基本の習得という意味

合いもある。商用ソフトのシステムが使えるように

なっても、それは特定のシステム、特定のバージョ

ンに関する知識でしかない。いくらそんなものを覚

えても、ツブシがきかないわけだ。もちろん、ユー

ザーレベルでWindowsのような商用ソフトを否定す

るものではないが、開発側が特定の商用ソフトに依

存するのは好ましくない。'95年の北京女性会議で

は、女性のエンパワーメントが叫ばれ、コンピュー

タやインターネットはエンパワーメントのツールと

して注目を集めた。しかし、できあいの商用ソフト

で商用プロバイダに何かのページを作ったとしても、

それがエンパワーメントだろうか。

彼女たちがパソコンに感じる本当の違和感は、先

進国の男の文化なんじゃないかと思う。ぼくはぜひ

彼女たちに、企業の論理から自由なオープンソース

の意義を理解してもらいたいと思う。

そしていまのオープンソースの世界にも、彼女た

ちの視点を持ち込む努力が求められているのだろう。

それは、バブルに浮かれている今のインターネット

を正気に引き戻し、持続可能な世界に向けて踏み出

す小さな一歩なのである。

●

ところで、ソウルのワークショップが終わり、み

んなでビビンバを韓国風にバリバリとぶっかきまぜ

ているとき、「ねえ、ユキヒロ?」と語りかけてきた

のは、フィリピンのある女性資料センターの所長だ

った。

彼女は言った。「今日はバレンタインデーじゃな

い?」そういえばそうだ。その日は2月14日。昔はち

ょっとドキドキする日だった。

「バレンタインデーにこんなにたくさんの女性に

囲まれて、ハーレムの王様になったみたいな気がす

るでしょう！？」

思わず、ぼくは居並ぶ恰幅のいいおばさんたちを

見回してこう答えた。「その……、ハーレムの王様

というよりは、アマゾン軍団に引っ捕らえられた男

という気が……」

悪いけど、ぼくは彼女たちが踊るベリーダンスな

んて、絶対に見たくない。
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年明けからCES、LinuxWorldと続

いて海外取材が入ってしまったので、

ちょっと厳しい日々が続いている。飛

行機の中でバリバリ仕事をと思ったが、

ノートパソコンは2時間ぐらいしか動か

ないし、周りをおばちゃんの団体旅行

に囲まれてそんな雰囲気でもないので

ある。

それに、飛行機の中では、携帯電話

でインターネットってわけにもいかな

い。どこか、席にEthernetを配線して、

インターネット使い放題の航空会社は

出てこないかしら。

本誌が出る頃にはすでにWindows

2000も出荷されていると思う。すでに、

サービスパックの準備が進んでいるの

だとか。内部流出文書によれば、6万

以上の修正項目があるらしい。NTは

SP3からという言い伝えもあるように、

やっぱりしばらく待ったほうがいいの

かも。

今回は、シングルバイナリで、サー

ビスパックも全世界対応になるらしい

が、それでも修正項目が減るわけでも

ないみたい。もっとも、SPを当ててい

きながら、OSの成長する姿を楽しむと

いうのなら、すぐにでも導入してかま

わないと思う。

さて、昨年、Windows 98の後継OS

をNTカーネルにするのをあきらめたマ

イクロソフトだが、その後継OSの名前

が「Windows ME」となったのだと

か。Meとは、ピンクレディーを思い出

させる名前だが、Millenium Editonの

略である。Second（Edition）の次が

Milleniumとは、飛びすぎという気も

しないが、「WindowsはVer.3から」と

いうジンクスを崩したいのだろう。

しかし、裁判に絡んで分割というウ

ワサが流れたり、EUではWindows

2000が独禁法の調査対象になるなど、

マイクロソフトを取り巻く状況はかな

り厳しい。もしかしてGatesがCEOを

やめたのは過激な発言をさせないため

だったのかも。

年末ぎりぎりに800MHzのPentium

IIIを発表して、1900年代最後を最高速

CPUで越えたインテルだが、早々に

AMDの反撃を食らっている。なんか

この調子だと、夏までには1GHzにい

きそうな気がするのだが。

しかし、この800MHzのPentium III

だが、かなり品不足だという。ちょっ

と無理しているんじゃない？ という印

象が拭えない。全体的に高クロック製

品は品不足で、GatewayやDELLとい

ったメーカーは不満が爆発という感じ

の発言が続く。

Gatewayに至っては、一度AMDは

使わないと言ったにも関わらず、

Athlon搭載マシンを発表するなど、急

速なインテル離れを起こしている。か

つてGatewayといえば、インテル製の
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マザーボードだけを使う優良顧客だっ

たのだが。

もう一方のDELLも不満はあるよう

だし、実際そういった発言もあるのだ

が、いまだにインテルの忠実な顧客で

ある。よっぽどインテルにいい思いを

させてもらっているのか、それとも

AMDが嫌 いなのか？ あるいは、

Gatewayとインテルの関係が悪化する

ぶん、得するんでしょうか？

IA - 6 4と呼ばれる次世代CPU、

Itaniumの最低クロックは800MHzとな

るらしいが、LinuxWorldでは、この

IA-64用のLinuxが公開された。この64

ビット CPUでは、インテルの一人勝

ちも予想されているが、そのインテル

がもっとも力を入れているのがLinux

である。マイクロソフトは当然やって

くれるだろうし、ほかもそのうちつい

てくると踏んで、Red Hatに投資した

り、このプロジェクト（Trillian Pro

ject）にも参加していたりする。その

せいかどうかはしらないが、同じくIA-

64対応を表明していたSUNの機嫌が悪

いのだとか。

Itaniumには、いまのところ有力な

対抗馬が見あたらないのもあって、ハ

イエンド分野はインテルの独壇場とな

るか、それとも新しい勢力が台頭する

のかが、ここしばらくの話題でもある。

そういえば、ウワサのTransmetaが

ようやく製品を発表。モバイル向けに

消費電力を下げ、ソフトウェアでIA-32

コード（つまりx86コード）を変換し

て実行するという。

インテルも直前にSpeedStepと呼ば

れる、低消費電力化技術を搭載した

CPUを発表しているが、このニュース

の前にはちょっと色あせてしまった感

じ。

このほかにも、各社は今、低消費電

力に力を入れている。ひとつには、一

般ユーザー向けには、これ以上どんど

んCPU性能を上げても、なかなかうま

くCPUパワーを使ってくれるアプリケ

ーションがなく、売れるのはそれほど

性能の高くない低価格ものばっかりと

いう状況がある。そこで、技術をクロ

ックを上げることより低消費電力化に

向けようという動きがあるのだ。

まあ、デスクトップパソコンよりノ

ートパソコンのほうがまだ高く売れる

というのもあるが、家庭用の機器に使

われるのに、ファンを組み込むのはメ

ンテナンスなどの関係でちょっと大変

という理由や、携帯電話が爆発的に普

及して、これからはモバイルだという

話なんかが背景にあるからだろう。

その中で、Transmetaは最初から低

消費電力に対応したCPUであるCrusoe

を発表した。もっとも、世間的には

x86コードの実行に目がいっているよ

うだが、製品の価値としては性能と消

費電力のバランスをとるLongRun技術

のほうがあるような気がする。特に日

本国内ではモバイルものが大人気だし、

自宅で使うためにノートパソコンを買

う人も大勢いる。しかし、現在では、

重さを我慢してでっかいバッテリをつ

けるなどしないと、外出中に満足でき

るだけの時間動作するノートパソコン

はなく、その意味では、こうしたCPU

が登場することで、ほんとうに持ち歩

いて使えるようになるのかも。

長時間動く高性能CPUがあったとし

て、そのうえでそれがx86コードを実

行できるなら、既存のソフトウェア資

産が利用できるというメリットが生き

るわけで、単なるx86互換CPUなら、

昨年、NSやIDTが互換CPUビジネス

から撤退したように、楽な商売ではな

いのである。

これに対するインテルのSpeedStep

だが、消費電力削減としてはまだまだ

という感じ。個人的には、300MHz以

下にクロックを下げてもいいのではと

思うのだが。

GEといえば、エジソンにまでつなが

る米国の伝統的な企業だが、昨年マイ

クロソフトに米国1位の座を明け渡し

たと思ったら、今度は、ルータのCisco

にまで抜かれてしまった。もっとも、

株価で計算した資産総額という面であ

って、1つの指標にすぎないのだが、伝

統的な企業よりもインターネット、パ

ソコンといった企業が米国の主力産業

になりつつあるわけだ。

株といえば、インターネット関連株

の次は、Linux関連株という話もある

が、みごとIPO（株式公開）を果たし

たVA Linuxは、LinuxWorldの会場

で、SlashDotなどを持つAndover.net

（そういえば、ここもIPOの直後である）

の買収発表を行って、ちょっとみんな

びっくり。良いか悪いかは別として、

なんかLinuxバブルという気がしない

でもない。
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ドクターShiodaの

ギョーカイSnapShot

インテルが発表したモバイル用消費電力低減テクノロジ
ーSpeedStep
（http://www.intel.com/ebusiness/mobile/spee
dstep.htm）

GEがまた抜かれる
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日刊アスキー Linuxでは、ディスト

リビューション関連の記事や、新しく

登場したフリーのソフトウェアの記事

の人気が高いが、最近特に人気が集中

したのがMozilla Milestone13（以後

M 1 3 ） のニュースである。 特 に

「『Mozilla 日本語パック』がM13に対

応」（http://www.ascii.co.jp/linux/

news/today/article/article370976-

000.html）は、群を抜いて人気があっ

たといっていい。Mozillaにかける期待

が並々ならぬものなのだろう。それが

日本語で使えるとなれば、人気が集中

するのもうなずける。

ところで、M13はα版として位置付

けられたものだ。実際にインストール

してみると、そこそこの安定性を得ら

れている。試用環境はLASER5 Linux

6.0 Rel.2（Linux上では今のところ

glibc 2.1.xが必要となる）だ。まだ使

い始めて間がないので、試したケース

はたかが知れているが、いきなりフリ

ーズしてしまうようなことは少ない。

これまでに体験した不具合を挙げると、

1.残念でならないのだが、Linux版の

M13では、日刊アスキー Linuxをう

まく表示できない（しかもWin32版

のM13は、メニューのJavaScript以

外はきちんと表示する！）

2.「インターネットの検索」で日本語

を入力語、検索ボタンを押すと落ち

る

3.長い間（数時間）なにもいじらなか

ったら落ちていた、という事態が数

回あった

というところだ。まだまだ実用レベル

には至っていないが、お試しで遊ぶに

は満足できるといえるだろう。

そして、日本語パックも利用してみ

た。もともとMozillaそのものは、Web

ブラウザにせよメーラにせよ、日本語

は通る。しかし、メニューは英語のま

まだ。そこで日本語パックの登場とな

る。Mozillaは、メニューやダイアログ

ボックスのメッセージリソースを日本

語に置き換えれば、きちんと日本語の

メニューを表示してくれる仕様になっ

ている。Mozilla日本語パックは、国内

の有志の手によるもので、Mozillaに日

本語メニューを表示させるパックであ

る。

M13用の日本語パックが登場した当

初は、所定のディレクトリに日本語パ

ックをコピーする必要があったが、現

在はMozillaと統合され、mozilla.org

（http://www.mozilla.org/）から日本

語版がダウンロードできるようになっ

ている。これをダウンロードすれば、

tarを展開→M13を起動といった2ステ

ップだけで日本語版M13を使えるよう

になる。参考までに日本語版のM13を

使うまでの手順を書いておくと、

1.mozilla.orgからtarファイルをダウン

ロードする（Linux用の日本語版は、

約5.6Mバイト）

2.“tar xvfz ファイル名”で適当なデ

ィレクトリに展開

3./packageというディレクトリができ

る の で 、 そ の 中 の m o z i l l a

を、./mozillaとして起動

これだけである。なお、Linux以外に

も、Win32版やMacOS版も日本語版が

用意されている。

こうして、Mozilla日本語版が使える

のも、開発者の谷口氏、古川氏、山本

氏といった国内の有志の努力の結果で

あり、深く感謝したい。現在、次の

M14のために日本語化パックの活動を

されている山本和彦氏の「Mozillaで嵐」

（http://www3.tky.3web.ne.jp/̃progr

e/mozilla/）のページに、Mozillaに関

するメーリングリストや、国内の

Mozilla関連の情報/リンクがあるので、

ぜひご覧いただきたい。

日刊アスキー Linuxの裏舞台
～Mozilla M13登場～

ソースコードを公開するという快挙により、Netscape社が一躍話題をさら
ったのは読者の記憶にあることだろう。そのNetscape Communicatorのフリ
ー版といえるWebブラウザがMozillaだ。このほど新バージョンが登場し、日
刊アスキー Linux上をにぎわした。 （日刊アスキー Linux編集部・吉川）

日刊アスキーLinux
on Linux magazine

人気沸騰！
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Mazillaのα版「Mozilla Milestone13」。LASER5 Linux
6.0 Rel.2にインストールした。一部のWebページが表
示できないなどの不具合もあるが、とりあえず試用には
耐えられる。特に、新しいユーザーインターフェイスを
試したい、といった向きは楽しめるだろう。

インストール後、Mozilla M13（Japanese）を最初に起
動すると、プロファイル作成に入る。この過程を経るだ
けで、日本語版Mozilla M13を使うことが可能になる。

[編集]－[設定]で各種設定を行うところはNetscape
Communicatorと同じ。

残念ながらLinux版のMozilla M13だと、日刊アスキー
Linuxをうまく表示することができない（Win32版では
問題ない）。

Mozilla M13のメーラ。英語版でもメールの日本語表示
は可能だが、日本語化パックのため、メニューも日本語
になっている。 「翻訳」機能。現在は未実装だが、実現されたらかなり

お世話になりそうな機能だ。

検索機能も多様に。「インターネットの検索」ひとつと
っても、検索エンジンを指定したりと細かい操作が可
能。検索結果は「マイパネル」に反映される。 Mozillaの左側に表示される「マイパネル」。自分の好き

なパネルを登録できる。ここでは、「カレンダー」を登
録してみた。ただし、このカレンダー機能は、
Netscape Netcenterのアカウントがないと機能しない。

Mozilla日本語パック山本和彦氏の「Mozillaで嵐」のペ
ージ(http://www3.tky.3web.ne.jp/̃progre/mozilla/)。国
内の各種Mozilla系サイトへのリンクもある。

これがMozilla M13だ!
新しい機能が盛りだくさんのMozilla。インストール直後から便利な機能までを大紹介！



マイクロソフトの「Windows 2000」

もいよいよ発売となって、PC用OSの

世界はますますにぎやかになってきた。

マイクロソフト社の世界征服の企
ての真偽はともかく、筆者の個人的意

見として、Windows 2000は良いOSだ

と思う。もちろん、さまざまな不都合

もないわけではないのだが、さすがに

莫大な資金と膨大なマンパワー、そし

て数年間にもわたる開発とテスト期間

を経てきた製品だけあって、とにかく

安定して動くOSという印象がある。

しかし、Windows 98やWindows

95だって、登場した当時は「前のバー

ジョンより安定していて使いやすい」

という印象があったはずなのだが、ど

うもWindows系OSは使い続ける
ほど不安定になるという傾向があ

るようだ。その主な原因は、アプリケ

ーションやツール類、あるいはOSのア

ップデートモジュールなどのインスト

ールを繰り返すごとに、システムファ

イルの整合性がだんだんと失われてい

って、最後にはまともに動かないシス

テムになってしまうためだ。

OSやアプリケーションのベンダーな

どは、最新のアップデートを適
用して使ってくれとユーザーに要

請していることがほとんどだが、一方

で、アップデートファイルに添付され

ている注意書きなどでは「アップデー

トファイルを適用した結果生ずる損害

の責任はとらない」とか、「現在の環

境で問題がなければ、アップデートは

適用するな」とかいったような、相
矛盾する記述があったりする。

経験的に言って、必要ないパッ
チは当てないほうが安定した環境

を維持できるような気がするのだが、

やっかいなのは、将来、自分にとって

必要のあるアップデートが公開された

ときに、過去のアップデートを適用し

ていないといけない場合もある点だ。

そのような場合は、古いアップデート

を探し出して先にインストールする必

要があるのだが、アップデートに複数

のバリエーションがある場合などは、

アップデートの「経路」が複雑な迷路

のようになることもあったりして、面

倒くさくなって放り出してしまいたく

なる。いわば、アップデートの無
間地獄（パッチ地獄ともいう）であ

る。

これは、別にWindowsに限った話で

はなくて、Linuxの世界でもまったく

同様、あるいはもっとひどいのかもし

れない。ご存じのように、1つのLinux

ディストリビューションは数千もの大

小プログラムの集合体で、それぞれの

プログラムが日々更新されている。も

しも、これらのすべてのプログラムを

最新の状態に保ち続けようとしたら、

おそらく毎日がパッチ情報の収集と適

用作業に費やされてしまうことになる

だろう。しかも、Linux上のプログラ

ムは、別のプログラムに依存して機能

していることが多いので、あるプログ

ラムを最新のものに更新したら、まっ

たく別のプログラムが動かなくなって

しまう、という状況が頻繁に起こる。

よほどの物好きか暇人でないかぎり、

もはや、個人のLinuxユーザーが、デ

ィストリビューション中のすべてのプ

ログラムの面倒を見るというのは、現

実的でない時代になっているのだ（だ

からこそ、安くない対価を払って

ディストリビューションを「購入」す

る意味があるのだ）。

個々のプログラムのパッチ当てが現

実的でないとすると、個人ユーザーは

ディストリビューションの「最新バー
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正しきタコへの道

初級Linuxer養成講座
第7回　ひとり管理者の心得（2）～バックアップはどうする？
Linuxの「システム管理者」として重要な「業務」のひとつとして、「デ

ィスクのバックアップ」が必ず挙げられるのだが、個人で使うマシンでは、
はたしてどこまでこの作業が必要になるのだろうか？ バックアップを行う
にしても、どのようなコマンドを使って、どのようなメディアにバックア
ップすればよいのだろうか？ これらの疑問に対する明確な解答を見つける
のは容易ではない。 文：竹田善太郎

Text : Zentaro Takeda

バックアップの必要性



ジョン」がリリースされるごとに、

Linuxのインストールをやり直したり、

アップデートすることになる。プログ

ラム単位のパッチ当てとは異なり、デ

ィストリビューション全体を更新する

となれば、ハードディスクの内容の大

部分（あるいは全部）を入れ替えるこ

とになる。すると、いままでディスク

中にあったデータが失われたり、書き

換えられたりする可能性があるわけで、

何らかの形で今までのデータを保存
しておく必要がある。また、アップデ

ートするのではなく、まっさらの状態

からOSを新規インストールしたほうが

都合のよい場合もあるだろう。そのよ

うな場合も、古いOS上で使っていたさ

まざまなデータをどこかに退避してお

いて、あとから元に戻すという作業が

必要になる。

OSのアップデート以上に危険なの

が、ディスクの故障やプログラムの暴

走（あるいは破壊的コンピュータウィ

ルス）などが原因で、ディスク上のデ

ータが突然に破壊されてしまう可能性

だ。このような場合に備えて、ディス

クの内容を定期的に保存しておいて、

事故があった際にすぐに復旧できるよ

うにしておく。

このような作業のことをバックア
ップと呼んでいるのはすでにご存じだ

ろうし、ややこしい講釈を聞くまでも

なく、バックアップが重要であるとい

うことはだれもが常識として知ってい

ることだろう。しかし、PCを個人的に

使っているユーザーで、バックアップ

作業を忠実に実行している人はどのく

らいいるだろうか？ 少なくとも、筆者

の周囲にいる人々（多くはPC関連雑誌

の編集者とか筆者さんたちだが）に聞

く限り、教科書通りのバックアップを

している人は多くない。思いついたと

きに、必要なデータだけを限定的に保

存するという方法を採っている人が多

いようだ。

UNIXやコンピュータシステム管理

の古典的な本を見ると、必ずバックア

ップについて解説している章があって、

インクリメンタルダンプとかフ
ルダンプとかいうような言葉を目に

する（図1）。そのような本では、たと

えば週に1回はフルダンプを、毎日1回

インクリメンタルダンプを行うことを

勧めているのだが、これを個人ユーザ

ーが実行するのは現実的でない（もち

ろん、組織内で共用しているマシンで

は重要なことだが）。

個人レベルのバックアップで主な障

害となるのは、バックアップ作業に必

要となる時間や手間、そしてバックア

ップ先のメディアをどうするかという

問題である。そこで、できるだけ手間

をかけずに、効率よくバックアップす

る方法を考えてみよう。

古くから、UNIXの世界でバックア

ップに使われてきたコマンドがdump
コマンドである。もちろん、Linux

でもdumpコマンドが使えるようにな

っているのだが、dumpコマンドには

いろいろと制約があり、普通の個人ユ

ーザーに向いているとはいえないのが

現状だ。

その理由は、dumpコマンドがディ

スク（ファイルシステム）のバイナリ

イメージを磁気テープ装置に記録

することを前提として作られている点

だ。いまどき「磁気テープ装置」なん

て、めったにお目にかかれないだろう

し、もし購入しようとすれば十万円単

位の出費を覚悟する必要があるだろう

（中古やジャンク品を探せばもっと安い

かもしれないが）。しかも、データを記

録するためのテープカートリッジが入

手は困難なうえ、非常に高価（1本数

千円以上もする）なので、もはや個人

で手を出せるものとは考えないほうが
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図1 インクリメンタルダンプの原理

色が違う部分は、それぞれ前回のバックアップ後に変更されたデータ（追加・削除・更新されたファイル）を示す。 本命はdump
コマンドだが……
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インクリメンタル 
ダンプ 

（1回目） 

インクリメンタル 
ダンプ 

（2回目） 

インクリメンタル 
ダンプ 

（3回目） 

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の
内
容 



よい。しかも、どんなに高価なテープ

ドライブであっても、データの転送速

度はかなり遅いうえ、書き込んだデー

タのエラーチェックをするために、ち
ょっと書き込んでは巻き戻し
という操作を延々と繰り返し、Gバイ

ト単位のデータをバックアップしよう

とすれば、機種によっては数時間を要

する大変な作業になってしまう。

dumpコマンドを使って、テープ以

外のメディア、たとえばMOディスク

やリムーバブルハードディスクなどに

バックアップできないわけではないが、

複数のディスクにまたがったバックア

ップがきちんとできる保証がないなど、

あまりお勧めできない。また、dump

コマンドはコマンドラインのオプショ

ンも複雑で難しく、たとえばバックア

ップする対象のディレクトリとバック

アップ先デバイスの順番を間違えると、

ディスクの内容を一瞬にして
壊す危険性もあるので、しろうと
を自認するユーザーは手を出さな
いほうが賢明だ。

余談だが、経験豊富で聡明なシステ

ム管理者であっても、dumpコマンド

を使ったバックアップ作業は神経を使

うという。とくに、前述した「インク

リメンタルダンプ」を正しく行うには、

いくつかのテープの「セット」を用意

して、それらをとっかえひっかえしな

がら日々のバックアップを行わなけれ

ばならない。ちょっとうっかりして、

上書きしてはいけないはずのテープに

書き込んでしまっただけで、それまで

のバックアップの蓄積がパーになって

しまい、フルダンプを行うところから

やり直す羽目になったりする。そんな

わけで、毎日きちんとバックアップを

しているはずのホストなのに、ある日

管理者からのアナウンスがあって、す
べてのファイルが1週間前の

状態に戻ってしまうといった事

件に何度も遭遇したものだ。かように、

バックアップというのは難しい作業な

のだ。結局、個人のファイルは
個人で保存という癖を身につける

ことになるのである。

教科書どおりのバックアップが現実

的でないとすると、どのような手段で

どのようなデータをバックアップして

おけばよいのだろうか？ 結論から言え

ば、自分で作ったり変更した
りしたデータだけ保存するように

すればよい。

大昔のUNIXワークステーションは、

OSのライセンス料がものすごく高価な

うえ、OSのインストール用メディアが

別売りだったり、ユーザーによるOSの

再インストールを一切認めていなかっ

たりした（壊れたときには、メーカー

のサービスマンが出張してきて、再イ

ンストール作業をしてくれるのだ）。こ

のため、ワークステーションを導入し

たら、まず最初に行うのが「システム

全体のフルダンプ」だったのだ。万一

ハードディスクの内容が壊れても、こ

のフルダンプしたテープをディスクに

書き戻せば、「買ってきたときの状態」

に戻すことができる。このへんは、現

在のPCに付属する「リカバリーCD」

に似ていなくもない。

Linuxの場合も、インストール後に

ディスクの内容をまるごとバックアッ

プしておけば、トラブルがあったとき

に再インストールの手間が省けるので

は、と考えるかもしれないが、現在の

Linuxディストリビューションは、イ

ンストーラの改善が進んでいて、イン

ストールにかかる手間は以前ほどでは

ない。インストール時に入力する情報

もそれほど多くないので、どこかに
メモしておけば、2回目からのインス

トール作業はすんなりと終えられるは

ずである。たとえ、まるごとバックア

ップしておいたデータがあったとして

も、ディスクのパーティション分割、

フォーマット、リムーバブルメディア

のマウントなどの作業を、すべて手
動で行われければならないのだから、

手間や時間はLinuxを再インストール

する場合と変わらないどころか、より

高度な知識と神経を使う作業が要求さ

れてしまう。

Linuxでファイルをバックアップす

るときは、ディレクトリ単位でバ

ックアップするのが便利だ。昔は、フ
ァイルシステム（パーティシ
ョン）単位にバックアップしていた

のだが、現在のLinuxユーザーでディ

スクを細かくファイルシステムに分割

している人はそれほど多くないだろう。

せいぜい、ルートパーティションと

/homeパーティションの2つくらいだと

思う。あるいは、インストーラのデフ

ォルト設定にしたがって、すべてのデ

ィレクトリを1つのパーティションにし

ていることが多いだろう。したがって、

パーティション単位のバックアップで

は、ファイルの分量が多くなりすぎて、

MOディスクなどにバックアップする

のは面倒な作業になってしまう。ディ

レクトリ単位にバックアップすれば、1

回にバックアップする分量はせいぜい

数百Mバイトに収まるし、大きなディ

レクトリなら、さらにそのサブディレ

クトリを単位にすれば、バックアップ

の分量をある程度調整できる。

さて、どのディレクトリをバックア

ップすべきかというと、まず次の2つが

挙げられるだろう。

・/homeディレクトリ
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保存する対象を選ぶ



・/etcディレクトリ

/homeディレクトリは、各ユーザー

のホームディレクトリが含まれる。

/etcディレクトリには、ネットワーク

やハードウェアなどの設定情報、ユー

ザーのパスワード情報などが保存され

ている。/homeディレクトリについて

は、OSの再インストール後にそのまま

書き戻せばよいだろう。/etcディレク

トリは、そのまま新しい環境に上書き

してしまうと都合が悪いのだが、別の

ディレクトリ（たとえば/old_etcなど）

に書き戻すようにして、様子を見なが

ら新しい環境に少しずつファイルを移

転するようにすればよい。

これら以外のディレクトリについて

は、各個人の使い方のくせによるこ

ともあるので、一概にどれが必要と決

めるわけにはいかない。たとえば、筆

者などはインターネットなどから取得

してきたさまざまなファイルを、とり

あえず/tmpディレクトリにた
め込むくせがあるので、ファイルの

バックアップをするときは、かならず

/tmpディレクトリもバックアップする

ことにしている。

ところで、/usrディレクトリ以下に

は、さまざまなアプリケーションの実

行ファイルや設定ファイルなどが保存

されていて、Linuxのインストール後

に自分でインストールしたアプリケー

ションのファイルなどもここに保存さ

れている。だから、/usrディレク
トリもバックアップすべきで
はと考える人もいるだろう。しかし、

大昔のUNIXやLinuxとは違って、現

在のLinuxでは/usrディレクトリその

ものを保存しておいても、Linux自体

をアップグレードした後で、アプリケ

ーションがそのまま動作するとは限ら

ない。ちょうど、Windowsなどでアプ

リケーションのディレクトリを別のマ

シンにコピーしても、動かないことが

多いのと同じである。だから、アプリ

ケーションのバックアップについても、

インストール用のRPMファイルとか

TARファイルなどだけ保存しておい

て、Linuxの再インストール後に改め

てアプリケーションもインストールし

なおしたほうがよい。余計な手間がか

かるように思えるが、結果的にはこち

らのほうが効率が良いのだ。

テープドライブが使えないとなると、

データを保存する手段（いわゆる「メ

ディア」）はどうすればよいだろうか。

フロッピーディスクドライブ
なら、ほとんどのマシンに装備されて

いるのだが、容量があまりにも小さい

のでこれが問題外なのはいうまでも

ない。となると、MOドライブやCD-R、

Zipなどの各種リムーバブルディスクと

いうことになる。どれを使うかについ

ては、読者の好みに任せるとするが、

設定の容易さ、互換性の高さ、記録速

度の速さなどから、筆者はMOを使っ

ていた。

MOなどのリムーバブルメディアを

Linuxマシンのバックアップ用に使う

には、SCSIインターフェイスの準備、

メディアのフォーマット、メディアの

マウントなどの作業が必要になる。

ところで、たった今、筆者は「MO

を使っていた」と過去形で書いたのに

は理由がある。現在はLinuxマシンの

バックアップの目的にはMOディスク

は使っていないのだ。ではどうしてい

るかといえば、Sambaなどで接続した

Windowsマシンのハードディ
スクにバックアップしているのであ

る。 それも、 L i n u x 側 から直 接

Windowsマシンにデータを送るのでは

なく、Linux側のハードディスクの適

当な場所（たとえば/tmpディレクトリ）

にバックアップファイルをいったん作

ってから、Windowsマシン側からその

ディレクトリを共有して、Windows側

にコピーしている。

ハードディスク上のデータを保存す

るのに別のハードディスクに転送する

のでは意味がないのでは、と不審に思

う読者もいるかもしれないが、別々の

マシン上に存在する2台のドライブが同

時に故障する確率はかなり低いし、そ

れぞれがまったく別のOSで動いている

とすれば、たとえばコンピュータウィ

ルスなどによる被害があった場合も、

同時に両方がダメになる可能性を低く

できる。だから、Linuxマシンのファ

イルはWindowsマシンに、逆にWin

dowsマシンのファイルはLinuxマシン

にバックアップするという方法を使っ

ているのだ（図2）。ハードディスクの

記憶容量あたりの単価はものすごく安

くなったし、複数のマシンを使ってい

るユーザーには、このようなクロス
バックアップ（筆者の造語だが）

の方法をお勧めしたい。

さて、前置きが長くなったが、バッ

クアップするディレクトリと保存先が

決まったら、いよいよ実際の作業を開

始する。作業の手順自体は簡単である。

まず、tarコマンドを使って、保存した

いディレクトリの内容を1つの圧縮され

たファイルにまとめる。この作業のこ

とを、固めるといったりもする。こ

こでは、作成したバックアップファイ

ルを/tmp/home.tgzというファイルに

送っているが、Linuxマシンに接続し

たMOディスクなどに保存する場合は、
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バックアップ先はどうする？

tarコマンドで「固める」



そのディスクをマウントしたディレク

トリ上のファイル（/mnt/mo/home.

tgzなど）にすればよい。

# tar cvzf /tmp/home.tgz /home

すると、画面1のように、

tar: Removing leading `/' from

absolute path names in the archive

というようなメッセージが表示されて

から、ファイルの保存状況を示すメッ

セージが表示される。最初の警告メッ

セージは、保存するファイルのパス名

を「絶対パス」から「相対パス」に変

更したという意味のものだが、ここで

はそれほど気にしなくてもよい。ちな

みに、tarコマンドのオプション「cvzf」

の意味だが、それぞれ「c」は「ファ

イルをtarファイルに追加せよ」、「v」

は「追加中のファイル名を表示せよ」、

「z」は「ファイルを圧縮せよ」、「f」は

「このオプションの次に記述したファイ

ルに保存せよ」というような意味であ

る。

保存してあったファイルをディスク

に書き戻す（この作業をリストアと

呼ぶ）ときは、同様にリストアするデ

ィレクトリの1つ上のディレクトリに移

動してから、同じくtarコマンドを使う。

たとえば、/homeのバックアップファ

イルをリストアしたい場合は、次のよ

うになるだろう。

# cd /

# tar xvzf /tmp/home.tgz

いきなり同じディレクトリにリスト

アするのが不安な場合や、アーカイブ

ファイル中の一部のディレクトリだけ

リストアしたい場合は、適当なディレ

クトリに一時的に展開してから、改め

て元のディレクトリにコピーしたほう

がよいだろう。たとえば、/home/zen-

tというディレクトリだけを/home/

zen-tにリストアしたい場合は、次のよ

うになる（リストア先のドライブに

/home/zen-tというディレクトリが存

在しない場合）。

# cd /var/tmp

# tar xvzf /tmp/home.tgz

# cp -rf /var/tmp/home/zen-t /home

tarコマンドを使ってファイルをバッ

クアップ／リストアする場合は、前回

に少し触れた「ユーザーID（UID）」

や「グループID（GID）」にも注意す

る必要があるのだが、紙面が尽きたの

で、次回はtarコマンドのさらに詳しい

使い方とファイルのUID、GIDについ

て解説することにしよう。
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図2 「クロスバックアップ」の様子

ハードディスクのバックアップファイルを、それぞれ相手のディスクに保存する。両方のマシンが同時に故障しない限
り、安全は確保できるし、リムーバブルメディアが不要なので、バックアップの手間もかなり低減できる。

バックアップファイル 
（WinZipなどで作成） 
MyDocument.zip

Windowsマシン 

バックアップファイル 
（tarコマンドで作成） 

home.tgz

Linuxマシン 

Sambaによるファイル共有 

画面1

tarで/home以下を1つの
ファイルに圧縮するよ
うす。できたファイル
をほかのコンピュータ
にコピーしておく。
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日々情報が増加するサイトを管理するWebマスターにとって、利用者

に使いやすい検索ナビゲーションを提供するというのは結構頭の痛い問

題となっているのではないだろうか。

そんな課題を解決してくれる日本語全文検索ソフト。それが

「Namazu」だ。LinuxをはじめとするUNIX系OS環境下での利用

に加え、一般のWebマスターが利用しているであろうWindows環境

からもでも手軽に利用できる、このスーパー便利な検索ソフトを活用

すれば、明日からあなたのサイトの魅力も倍増すること間違いなしだ！

日本語全文検索ソフトNamazuを使ってWebサイトに検索機能をつけよう！

Namazuで一発検索！
文：かざぐるま + 香山明久
Text : Kazaguruma + Akihisa Kayama



事務のOA化が急速に進化し、イン

ターネットによる情報発信が本格化す

るにつれ、我々の身の回りに溢れる電

子化ドキュメントは、いつの間にやら

膨大な数へと膨れ上がってしまったよ

うだ。星の数ほどあるホームページか

ら特定の情報を得たい時、ほとんどの

人は「Yahoo!」や「goo」といった検

索サイトのお世話になっていることだ

と思う。

Yahoo!のように人手によって情報を

収集し、登録しているサイトもあるが、

ビット化されるドキュメント量が飛躍

的に増加してしまった現代では、人力

による情報整理だけではその増加スピ

ードに追いつくことなど到底不可能だ。

そのため、検索サイトではgooのよう

にロボットプログラムで日本中（ある

いは世界中）のWebサイトのデータを

収集するようにしているところがほと

んどである。

また、Web用に用意されたドキュメ

ント以外でも、ワープロで作成した文

書やメールなど、たくさんのデータか

ら高速に検索できるシステムが必要に

なってきた。

こうした状況の中で、「Namazu」を

はじめとする日本語全文検索システム

の技術は、パーソナルユースはもちろ

んのこと、インターネットやイントラ

ネットなど、より広範な環境において

膨大な電子情報を有効利用するために

欠かすことのできないものとなってき

ている。

一般に、ドキュメントの全文検索は

さまざまなプロセスを経て実現されて

いる。この一連の作業を行うプログラ

ム群を総称して「全文検索システム」

と呼ぶ。

インターネットやイントラネットな

どのネットワーク上に存在するドキュ

メントを対象とする全文検索システム

の場合、その中身は検索対象データの

収集を担当するロボット部、情報を分

析し検索結果を返す検索エンジン部、

ユーザーインターフェイスを提供する

検索クライアント部の3つに大別され

る。中でも、検索エンジン部が担う役

割は、ドキュメントの内容を正確に解

析し、正しい検索結果を返すために大

きな位置を占めている。

全文検索ソフトウェアには、下の一

覧のように、商用からフリーまでさま

ざまなタイプのものが存在しており、

現在国内の主要な検索サイトで採用さ

れている（あるいはされていた）もの

だけでもいろいろな種類がある。各ソ

フトそれぞれに検索時の特徴や癖があ
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検索サイトで使われている

InfoBee

NTTインテリジェントテクノロジ株式会社
http://www.ntt-it.co.jp/goods/4ji/infobee/infobee.html

あの「goo」の検索エンジンにも採用されている実績十
分のソフトウェア。高速類似文書検索機能を実装して
おり、高速高精度な検索が可能。機能は多彩で、PDF
ファイルの検索にも対応している。Windows NTおよび
Solaris上で稼働。

Freya
原田昌紀氏

http://www.ingrid.org/ja/project/freya/

昨年9月まで「ODIN」で稼働していたソフト。フリ
ーソフトウェア。ODINのエンジン部は、Java言語で
記述された「Jerky」に継承されたため、Freyaの最
新バージョンは'98年にリリースされた0.92.3のまま
となっている。

Ultraseek Server

株式会社デジタルガレージ
http://www.software.infoseek.co.jp/

「infoseek Japan」の心臓部を担う検索ソフト。自然
言語検索、あいまい検索などさまざまな検索要求に対
応可能。PDF、Word、Excel等の主要フォーマット
にも対応。試用版はWebサイトから無料でダウンロ
ードできる。

主な日本語全文検索ソフトウェア

日本語全文検索システムとは



るのだが、これらすべてに共通してい

ることは、『日本語が通る』こと、そ

して『検索のためのインデックスを作

成する』ことである。

こうした特徴は「Namazu」にも共

通しているので、まずは、一般的な日

本語検索システムの仕組みについて考

察してみる。

一般に、インターネットで検索を行

う場合、複数の検索サイトに同じキー

ワードを入力しても、同じ結果は返っ

てこない。これは、ロボット部によっ

て収集された対象データ量の差にも左

右されるが、それぞれのシステムの検

索エンジン部が採用する手法の違いに

依存する部分が大きい。特に、日本語

を検索対象とする場合、その処理は複

雑なものとなる。

全文検索システムは、米国において

早い時期から開発され発展してきた。

これはもちろん、ワープロなどの普及

によりドキュメントの電子化が早い時

期から実現していたということが大き

な要因ではあるのだが、英語という言

語の構造が全文検索システムを構築す

るに適しているという事実に依るとこ

ろも大きい。

英語では、文章中にあるそれぞれの

単語がスペースで区切られている。そ

れに対して日本語は、連続する単語に

よって文章が記述される。単語をスペ

ースで認識することができる英語の場

合、キーワードの抽出を機械的に処理

することが比較的容易なのだが、日本

語において単語を切り分けるためには、

まず文章の構造を文法的に解析し、そ

れぞれを単語に分解する「形態素解析」

を行わなければならない。そのため、

日本語の全文検索は、英語よりも複雑

な手順が必要となってしまう。

たとえば『融資』というキーワード

で全文検索をかけたいとしよう。この

場合、単語を適切に切り分けていない

と、『融資』という単語以外に『金融

資産』という別の熟語も検索結果に含

まれてしまう。この『金融資産』とい

う熟語が『金融』と『資産』に分解さ

れた形で認識されれば、より精度の高

い検索が可能となるわけだが、それを

コンピュータが理解するためには、文

章を文法的に解析することが必要とな

るわけだ。

このようにドキュメントを単語に切

り分ける作業は、一般に「わかち書き」

などと呼ばれ、現在、日本語全文検索

システムを実現するための主流となっ

ている。Namazuにもこうしたプロセ

スが取り入れられている。

こうした手法以外にも、全文検索に

用いられる言語処理にはさまざまなタ

イプのものが存在する。「文字成分表」

や「N文字インデックス法」などがそ

の代表だ。

「文字成分表」とは文法的な解析を

行わない方式で、文書中に現れるすべ

ての文字をバラバラに記憶し、検索キ
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Namazuで一発検索！

日本語の解析

俊司

言語工学研究所
http://www.mmjp.or.jp/gengo/

データ登録や更新時のインデックス作成が高速でコンパ
クト。さらに、100万件以上の文書を1秒以内に検索す
る高速性を備える。現在リクルート社が運営している検
索サービス「ISIZE」の前身「あちゃらNAVI」などでも
活躍していた。

PanaSearch

松下電器産業株式会社
http://www.panasearch.dccinet.co.jp/

10億文字（新聞記事10年分）を平均1秒で検索すると
いう高速性がウリ。フリーワード検索やクライアントか
らのリアルタイム情報登録も可能で、PDFファイルにも
対応している。「Yahoo! Japan」などへの採用実績あ
り。

SUFARY

奈良先端科学技術大学院大学
情報科学研究科自然言語処理学講座
http://cactus.aist-nara.ac.jp/lab/nlt/ss/

suffix arrayというデータ構造を用いて、高速な文字列検索
を行なうためのライブラリを中心としたパッケージ。
「Dragon Next」のキーワード検索部分にも使用されている。
商用利用可のフリーソフトウェアとして公開されている。



ーワードに含まれるすべての文字と一

致する文書を検索結果として表示する

もの。「N文字インデックス法」も文法

解析を用いない手法で、文中から1文

字ずつ、ずらしたN文字の並びを順に

取り出し、その並びとキーワードの一

致を検索するものだ。

いずれの手法も、形態素解析を必要

としないため、システムが複雑化しな

い、巨大な辞書を持つ必要がない、と

いうメリットがある反面、検索精度が

低下してしまう、切り出される単語情

報が肥大する、などマイナスの一面も

ある（図1）。このようにキーワードの

切り分けに用いられる手法やその精度

の違いにより、全文検索ソフトが返す

検索結果に差が出る。

検索結果にどれだけ広い範囲の情報

を拾い上げるかの指標を「再現率」と

呼び、取り出した情報がどれだけ検索

結果にマッチしているかの指標を「適

合率」と呼ぶが、一般に再現率を上げ

ようとすると、利用者が必要としない

情報、いわゆる「ノイズ」を多く拾い

上げてしまう。また、適合率を上げよ

うとすると、有益な情報の「漏れ」が

生じてしまう。

システムの違いによる日本語検索結

果の差は、ソフト内部のアルゴリズム

を決定する際に、再現率と適合率のど

ちらに重きを置いているか、あるいは

システム構成を複雑にするかどうか、

などの要因で大きく変化するのだ。

全文検索を実行する場合、対象デー

タすべてを読み込んで、検索キーワー

ドにヒットする文字列を検査する方法

がある。これはfindコマンドやgrepコ

マンドを実行するようなもので、対象

範囲がさほど広くない場合は手軽でよ

いのだが、多くデータを対象とする場

合は検索に長い時間を要し、CPUに与

える作業負荷も大きなものとなってし

まう。また、ローカル環境ではある程

度の効果も期待できるが、ネットワー

ク環境のように対象データが点在する

場合には実用的ではない。

そこで、現在実用化されている多く

の全文検索システムでは、対象ファイ

ルから切り出したキーワードを保存す

るための「インデックス」を作成し、

検索クライアントからの要求に応じ、

このインデックスから検索結果を返す

という手法が採用されている。

このインデックスには各ドキュメン

トから切り出されたキーワードが登録

されるほか、文書要約を表示するタイ

プの全文検索システムでは、そうした

文章もあわせて登録される。

インデックスを用いるタイプの全文

検索システムの場合、検索処理を高速

に行うことができるが、逆にこのイン

デックスの作成に手間がかかってしま

う。大量の日本語ドキュメントを形態

素解析する場合などは、それなりの時

間も必要となってくる。また、新規に

作成されたデータや更新された情報な

どは既存のインデックスからは知るこ

とができないため、インデックスをま

めに更新することも大切だ。
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図1  言語処理に用いられる手法

■わかち書き

文章を文法的に解析し、単語を切り出して検索を行う手法。ドキュメントの形態素解析を

行うため、一般に大きな辞書ファイルを要求する。正確な検索結果を返すことができるが、

単語を切り出す作業に時間がかかる。

日本語全文検索システムの仕組み
↓

日本＋語＋全文＋検索＋システム＋の＋仕組み

■文字成分表

文章中に表記されるすべての文字種を切り分けてしまう手法。処理は高速であるが、「日

本」というキーワードで検索をかけた場合、「本日」という単語もヒットしてしまうなど、一

般に適合率が低くなってしまう傾向がある。

日本語全文検索システムの仕組み
↓

日＋本＋語＋全＋文＋検＋索＋シ＋ス＋テ＋ム＋の＋仕＋組＋み

■N文字インデックス

文章中からN文字数（Nは変数）を切り出し、それを1文字ずつずらしながら単語を認識す

る手法。文字成分表よりも精度が高まり、漏れのない検索が可能となる。Nの値を大きくす

ると処理が重くなり、逆に小さいと適合率が下がってしまう。

日本語全文検索システムの仕組み
↓

日本
本語
語全
全文
文検……　（N=2の場合）

言語処理に用いられる手法

インデックスの作成



CGIを使ったWeb日本語全文検索シ

ステム構築を手軽にできるソフトとし

て、また、電子ネットワーク協議会が

主催する「オンラインソフトウェア大

賞 '98－99」に入賞した秀作フリーソ

フトとして、今やメジャーなフリーウ

ェアのひとつとなった「Namazu」で

あるが、この名前を初めて耳にする方

のために、まずはその概要を簡単に紹

介する。

Namazuは、もともとは高林哲氏が

開発したソフトで、GPL2に従ったフリ

ーソフトウェアとして公開されている。

現在は高林氏を中心とする「Namazu

Project」によって共同開発が行われて

おり、 U N I X 系 O S のみならず、

WindowsやOS/2といった幅広い環境

に移植されている。開発は非常に活動

的で、バージョンアップが頻繁に行わ

れているという点も心強い。

Nam a z u の開発環境はP l am o

Linux＋XFree86＋Mule＋gcc＋

Perl＋Apacheとなっているため、たい

ていのLinux環境で動作が可能だと思

われる。動作が確認されているカーネ

ルは、Linux 2.0.18・2.0.30・2.0.32・

2.0.33だ。

ホームページ上に公開されている作

者の解説によると、Namazuは「手軽

に使えることを第一に目指した日本語

全文検索システム」であり、「CGIとし

て動作させることにより中小規模の

Web全文検索システムを構築すること

ができるソフト」となっている。現在、

日本語全文検索を実現するためのフリ

ーソフトとしては圧倒的な人気を誇っ

ており、かなりの数のサイトで実際に

運用されているため、その実績も十分

だ。

前述の解説の中では「中小規模の

Web」を対象にするとあるものの、

NamazuのFAQページに「報告のあっ

たもののなかでは878,914ファイル、合

計2,167,480,108bytesの文書を対象にし

たものが最大のインデックス作成実績」

とあり、かなり大規模なサイトでも運

用することが可能と思われる。

Namazuは、厳密に言うと日本語全

文検索システムを構成するプログラム

群のひとつであり、Namazuを使った

システムを構築するためには、日本語

の形態素解析を行うために「KAKASI

（kanji kana simple inverter）：馬場

肇氏」や「ChaSen（茶筅）：奈良先

端科学技術大学院大学」、およびnkfな

どの外部ソフトが必要となる。

また、Web上から情報を収集するた

めのロボットはNamazuには含まれな

いため、検索サイト的な用途を目的と

する場合には、Webサイトから直接フ

ァイルを収集する「GNU Wget」のよ

うなソフトを別途用意する必要がある。

Namazuは、インデックス作成の部

分（インデクサ部）を Perlで実行し、

検索部分をC言語によるプログラムで

行う仕様になっている。検索速度は、

公式サイトに掲載の数値によると、

Pentium166MHz、メモリ64Mバイト

のLinux機で数十Mバイトのファイル

を元に作成されたインデックスを検索

した場合、0.1秒程度とかなり高速であ

る（厳密にはOSのディスクキャッシュ

に大きく影響されるが…）。

検索時のオプションも、同種の商用

ソフトに劣らぬほど多彩だ。主な仕様

としては、

・検索式はand／or／not検索に対応

・前方／中間／後方一致検索が可能

・記号を含む単語の検索が可能

・日付による検索結果のソートに対応

・結果表示を、スコアを元に出力可能

・検索結果の文書要約を表示可能

・検索キーワードのログ取得が可能

などを挙げることができる。

CGIとして動作させることでWeb全

文検索エンジンとして機能するので、

インターネットやイントラネット上の

検索にはブラウザを検索クライアント

として利用できる。そのほか、X

Window Systemや Windows系 OS上

で動作する検索クライアントも用意さ

れているため、ハードディスク内のデ

ータを対象としたパーソナルな環境で

も活用できる。

インストール自体はさほど複雑では

ないため、アイデア次第でさまざまな

用途で活躍してくれることだろう。
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では、実際にNamazuを導入するた

めの手順を見てみることにしよう。今

回のテストにはLASER5 Linux 6.0を

使用した。

本記事では、Namazu 1.3.0.11を使

用している。記載の情報によると、こ

れより古いバージョンにはCGIに関す

るセキュリティホールが存在するため、

すでに導入済みという方もこの機会に

バージョンアップしておいたほうが良

いだろう。ちなみに、Namazuは頻繁

にバージョンアップが繰り返されてい

るため、最新の情報を得たい場合は

Namazuの公式サイトを確認すること

をお勧めする。

なお、2000年2月20日にNamazu 2.0

のリリースが行われ、同時にNamazu

の公式サイトが、従来のRing Server

プロジェクトのNamazuオープンラボ

（http://openlab.ring.gr.jp/namazu）

から、http://www.namazu.org/に変

更になった。

まず、Namazuのバージョン1.3.0.11

を公式サイトからダウンロードする。

Namazuをインストールするために

は、本体以外に以下のソフトを集める

必要がある。

・Perl 5.003 以降

・gcc

・nkf v1.62

・KAKASIまたはChaSen

このうち、Perl、gcc、nkfは通常で

あればLASER5のインストール時に導

入されているはずだ。もし入っていな

いようであれば、あらかじめインスト

ールしておく。

KAKASIまたはChaSenは、Namazu

で日本語を扱うために必要となるプロ

グラムである。どちらを利用してもか

まわないが、今回はKAKASIを選択す

ることにした。KAKASIはFTPサイト

（ftp://kakasi.namazu.org/pub/kakas

i/）からダウンロードする。

■KAKASIのインストール

Namazuのインストールに先だって、

まずはKAKASI（もしくはChaSen）

のインストールを行う。

Namazuなどの全文検索システム上

でKAKASIを利用する場合、以前のバ

ージョンのKAKASIではでは「わかち

書き」を実現するためのパッチを当て

てやる必要があったのだが、v2.3.0以降

はこのパッチは本体に統合された。最

新のバージョンは2.3.1なので、それ以

前のバージョンを所有している人は、

こちらを利用するようにしたほうがイ

ンストールの手間がかからない。

ソースコードからコンパイルする場

合の手順は以下の通りだ。

$ tar xvfz kakasi-2.3.1.tar.gz

$ cd kakasi-2.3.1

$ ./configure

$ make

$ su

# make install

インストールが完了すると、/usr/local

/share/kakasiに辞書ファイルが、

/u s r / l o c a l / l i bにライブラリが、

/usr/local/binに実行バイナリが導入

される。

■Namazuのインストール

KAKASIのインストールが完了すれ

ば、次はNamazuのインストールだ。

まずは、

$ tar xvfz namazu-1.3.0.11.tar.gz

$ cd namazu-1.3.0.11

$ cd src

$ ./configure

を実行し、ここで作成されたMakefile

を必要に応じて編集する。Pe r l、

KAKASI（or ChaSen）、nkfなどのパ

スは自動検出される。特に細かな設定

を変更する必要がないのであれば、

OPT_ADMIN_EMAIL = 

の部分に自分のメールアドレスを登録

する程度でよいだろう。なお、CGIで

Namazuを動作させるために、CGIDIR

の行も修正しておこう。Red Hat系の

場合には、

CGIDIR          = /home/httpd/cgi-bin

と指定する。Apacheをソースからイ

ンストールしている場合には、CGIの

ディレクトリが違うので/usr/local

/apache/cgi-binを指定する。

$ make

$ su

# make install

# make install_cgi

でインストールは完了する。/usr/

local/namazuディレクトリに各ファイ

ルが無事インストールされているはず
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だ。

■tknamazuのインストール

次にX Window System用の検索ク

ライアントであるtknamazuをインスト

ールする。

Namazuのインストールが無事完了

すると、/usr/local/namazu/contrib

ディレクトリ内に、tknamazu-1.11.tar.gz

が現れているはずである。これを展開

し、インストールを実行する。

# cd /usr/local/namazu/contrib

# tar xvfz tknamazu-1.11.tar.gz

# cd tknamazu-1.11

# make install

tknamazuではテキスト版Webブラ

ウザのlynxが必要となる。lynxは

LASER5 Linux 6.0をインストールす

る時に、/usr/binディレクトリに導入

されているはずだが、tknamazuでは、

/usr/local/bin/lynxを呼び出すように

なっているので、

# ln -s /usr/bin/lynx /usr/local/bin

とシンボリックリンクを張っておく。

インストールが完了すれば、X Window

System上で/usr/local/namazu/contrib/

t k n am a z u - 1 . 1 1 フォルダにある

tknamazuをクリックするだけでプログ

ラムが起動するはずだ。

すべてのインストールが完了したら、

今度は検索の対象となるファイルのイ

ンデックスを作成するためのプログラ

ムであるmknmzを実行する。この時

指定する引数は、インデックスを作成

する元になるファイルを収めたディレ

クトリである。Namazuはデフォルト

の状態では、テキストおよびHTMLデ

ータを検索対象ファイルとするため、

とりあえず今回はサンプルとして、

LASER5 Linuxに 収 録 さ れ て い る

GNOMEユーザーズガイド（HTMLデ

ータ）を検索対象に指定してみる。

GNOMEユーザーズガイドが収めら

れているディレクトリは、通常は

/usr/share/gnome/helpになっている

はずだ。

あとでWebブラウザから見るため

に、まずこのファイルをApacheのドキ

ュメントディレクトリにコピーして、

それからインデックスを作成する。

# cd /usr/share/gnome

# tar cf - help | (cd /home/httpd/html;

tar xf -)

# mknmz /home/httpd/html/help

ファイルの数が多いと結構時間がかか

るが気長にインデックスの完成を待とう。

インデックスが完成したら、tknamazu

を起動してみよう（画面1）。テキスト

ボックス内に検索したいキーワードを

入力し、Searchボタンを押すと検索結

果の一覧が表示される。tknamazuで

は検索結果として表示されるファイル

へのリンクが張られるため、ふだんイ

ンターネットの検索サイトで行うのと

同様の操作で対象ファイルを閲覧する

ことができる。

コマンドで検索を実行する場合は、

以下の通りだ。

# namazu "キーワード"
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こちらの場合は、当然ファイルへのリ

ンクはない。ちなみに、Namazuには

検索結果をHTMLファイルに書き出し

てブラウザで読み込むコマンドライン

用の検索クライアントbnamazuも用意

されているので、こちらを使うと手軽

だろう。

NamazuをWeb用の検索エンジンと

して自分のホームページで公開したい

というニーズも多いことと思う。そう

した利用の場合には、作成するインデ

ックスに少々手を加えてやる必要があ

る。 パーソナルユースの範 囲 で

Namazuを活用するのであるのなら、

さきほど紹介した方法で検索結果を得

ることができるのだが、作成したイン

デックスをWebサーバにアップロード

して一般のインターネットユーザーに

公開するにはこのままでは具合が悪い

からだ。

なぜなら、ここでインデックス化さ

れているリンク情報は、すべてローカ

ルにあるハードディスク上のファイル

へリンクされているためである。

たとえば、前ページで作成した

GNOMEユーザーズガイドのリンク情

報は、

/home/httpd/html/help/xxx.html

のようになっている。このままでは、

当然Web上のURLとしては認識されな

い。Webへの公開を前提としたインデ

ックスを作成する場合は、

http://www.xxxxx.xx.xx/help/xxx.html

のような正規のURLにあらかじめリン

クを置き換えてやる必要がある。

リンク情報を置き換える方法にはい

くつかあるが、URLが固定の場合は

「namazu.confファイル」を編集してし

まうのが手軽だろう。

Namazuの展開フォルダ内（デフォ

ルトでは/usr/local/namazu/lib）に

namazu.conf-distというファイルがあ

るので、これをnamazu.confにコピー

して内容を編集する。namazu.confフ

ァイルをエディタで開くと、

#REPLACE  /home/foo/public_html/

http://www.hoge.jp/%7Efoo/

という1行があるので、これを、

REPLACE  /home/httpd/html/  

http://www.xxxxx.xx.xx/

という具合に、それぞれの環境に合わ

せて書き換える。この際、各項目が

TABで区切られていないと正しく認識

されないので注意が必要だ。

すでにローカル環境を対象にインデ

ックスを作成している場合は、念のた

め、いったん/usr/local/namazu/index

ディレクトリを空にしてから、mknmz

で変更した設定で新たにインデックス

を作成し直す。tknamazuに適当なキ

ーワードを打ち込んで、表示される

URLが置き換わっていれば設定は無事

完了だ。

もちろんこの場合、Linuxサーバ上

でApache（httpdサービス）が稼働し

ている必要があるし、Webブラウザで

検索対象のHTMLファイルを見られる

ようになっていないと正しく表示され

ない。

NamazuをCGIとして使用するには、

Apacheの/cgi-binディレクトリある

namazu.cgiを動作させる。mknmzで

インデックスが作っておいてから、ブ

ラウザからhttp:（サーバ名）/cgi-

bin/namazu.cgiとアクセスすれば検索

ページが表示される。

CGIとして利用する場合、一般の検

索サイトと同様にブラウザが検索クラ

イアントとなる。このデータは、当然

のことながらHTMLデータとして吐き

出されるのだが、Namazuの場合はこ

れらを生成するための雛形（テンプレ

ート）が別データになっているため、

好みの形にカスタマイズすることも比

較的簡単だ。

検索対象を日本語に設定している場

合、ブラウザ表示のカスタマイズを行

うためには/usr/local/namazu/libディ

レクトリに収められているNMZ.head.

ja、NMZ.foot.ja、NMZ.body.jaをエデ

ィタなどで編集する（元データはコピ

ーして残しておくほうがよい）。特殊な

タグは特にないので、HTMLの知識が

ある方なら編集も容易だろう。ただし

<!-- --  -- -->で囲まれているタグは、イ

ンデックス更新時に情報が書き換えら

れる部分になるため、そのまま触らず

に残しておくこと。

特にブラウザ表示を変更する必要が

ない場合であっても、NMZ.head.jaに

記述されている、

<TITLE>Namazu the full text

retrieval search system</TITLE>

部分くらいは自分のサイトに合わせて

書き換えておくようにしよう。

■プロバイダ上で使えるPerl版Namazu

Namazuをプロバイダにある自分の

ページでCGIとして動かすためには、

Perl版検索クライントを使用すること
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になる。Perl版検索クライントの名前

はpn am a z uで、そのファイルは

Namazuの展開フォルダ内（デフォル

トでは/u s r / l o c a l / n ama z u）の

/contribに用意されている。

pnamazu-98.12.16.tgzを展開すると、

一 連 の プ ロ グ ラ ム 群 が 現 れ る 。

pnamazu.cgiとインデックスファイル

（NMZ.*）をサーバにアップロードする。

CGIの設定などは契約プロバイダにも

よるので細かな解説はしないが、複雑

な設定をするのでなければさほど難し

くない。ただし、インデックスを含め

ると、サーバにアップロードするデー

タは結構なサイズになるので、レンタ

ルサーバなどで容量制限が厳しい場合

などは注意が必要だ。当然のことなが

ら、プロバイダがCGIの利用を許可し

ていない環境では使用することはでき

ない。

■メーリングリストでNamazu

発言が活発なメーリングリストでは、

多い日には何十通、時には何百通もの

メールが投稿されることも少なくない。

複数のメーリングリストに参加してい

る場合などは、すべての投稿を保存し

ているだけでメーラが重くなって大変

だし、途中からMLに参加している人

には過去の話題がつかめなかったりす

る。Namazuはこういった場面でも非

常に役立つ。

MLのアーカイブをインデックス化す

る際には、まずMHonArc（http://www

.mhonarc.org/）のようなコンバータプ

ログラムでメールデータをHTMLファ

イ ル に 変 換 し て お く の が よ い 。

MHonArcは議論のスレッド単位で相

互 リ ン ク を 張 っ て く れ る た め 、

Namazuのワード検索と組み合わせる

ことでさらに利便性が高まる。

Namazuの展開フォルダ内（デフォ

ルトでは/usr/ loca l/namazu）の

/contribにはMHonArc 2.2.0向けに用

意された用の日本語化パッチ（MHon

Arc-2.2.0-Japanize-patch-1.6.gz）が同

梱されているので、メーリングリスト

管理者はぜひ一度お試しいただきたい。

■いろんな場面でNamazu

このほかにも、Namazuには便利な

ツールがいろいろと用意されており、

さまざまなシーンで活用することがで

きる。これらの開発に携わられた多く

の開発者の方々には本当に感謝したい。

Linuxの標準的なメーラであるMule

から検索を実行するインターフェイス

（namazu.el-1999.05.10.gz）や、Javaの

実行環境で動作する検索クライアント

（NamazuJAVA.030.tar.gz）などがパ

ッケージに同梱されており、Namazu

をインストールすると、デフォルトで

/usr/local/namazu/contribディレク

トリに展開される。いずれも便利なツ

ールなので、機会があればぜひ活用し

ていただきたい。
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Namazuで一発検索！

一 般 的 に W e b コンテンツは、

WindowsやMac環境で制作が行われ、

それをLinuxなどのUNIXサーバへアッ

プロードするケースが多いことと思う。

このような場合、コンテンツを制作する

環境でファイルのインデックス化が行

えれば何かと便利である。

残 念 ながら、 M a c に対 応 した

Namazuは今のところ存在しないが、

広瀬健一氏が開発したWin32用のバイ

ナリパッケージを用いれば、Windows

9x/NT環境下でLinux上と同等のシス

テムを構築できる。

これは、現在リリースされているフ

リーウェア系の全文検索システムには

あまり見受けられない便利なものなの

で、最後にそのインストールと導入に

ついて簡単に紹介しておこう。

■関連ファイルの導入

執筆時点でのNamazu for Win32の

バージョンは1.3.0.11。ご本家と同様、

セキュリティに関する不具合が修正さ

れたものとなっている。Windows環境

にNamazuを導入するためには、プロ

グラム本体以外に以下のファイルが必

要となる。

・KAKASI for Win32

・ActivePerl

・NKF for Win32

各プログラムの最新情報は、「全文

検索システム Namazu for Win32」

（http://www.tama.or.jp/%7Ekenzo-

/Namazu/）に記載されているので、

導入に際してはこちらを参考にすると

良いだろう。

Namazu for Win32を導入するに先

立ち、まずはWindows上でNamazuを

動かすための環境を整える。なお、以

下に掲載する実行ファイル名はすべて

執筆時点の最新版であるが、名称はバ

ージョンアップなどにより変更される

場合があるのでご了承いただきたい。

まずは、入手したActivePerlをイン

そのほかの便利な活用法

Namazu for Win32の
インストール

Windows環境での利用



ストールする。APi522e.exeを実行す

ればインストールは自動的に行われる。

各種設定は、すべてデフォルトのまま

でよいだろう。NKF for Win32はアー

カイブファイルのnkf3217.lzhに含まれ

るnkf32.exeだけを利用する。これを

PATHの通っている適当なフォルダに

コピーしてやる。Windows 9xの場合

は、¥windows¥systemあたりにコピ

ーしておけば問題ないだろう。

■KAKASI for Win32のインストール

ActivePerlおよびNKFの導入が完了

すれば、次はKAKASIのインストール

である。kks225w4.exeを実行すると、

自動的にファイルが展開される。途中

インストール先を尋ねてくるが、これ

はデフォルトのまま（C:¥usr¥local）

変更しないようにする。

インストールが無事終了していれば、

autoexec.batにリスト1の内容が追加さ

れているはずだ。これらの環境変数が

有効にするため、いったんWindowsを

再起動する。

■Namazu for Win32のインストール

再起動後、Namazu for Win32をイ

ンストールする。導入は、KAKASIと

同様にnmz130110.exeを実行するだけ

と簡単だ。あとの作業はインストーラ

の指示に従う。

インストール場所もデフォルトのま

まにする。インストールが完了すると

リスト2の内容がautoexec

.batに追加されているはずだ。Windows

を再起動すれば、Namazu for Win32

が利用できるよう環境が整う。

導入を確認するため、とりあえず動

かしてみるには、MS-DOSプロンプト

を開いて以下のコマンドを打ち込み、

Namazu関連ファイルを作成する。

C:￥>mknmz -O C:￥usr￥local￥namazu￥index

C:￥usr￥local￥namazu￥doc￥

ファイルの作成を確認するため、

C:￥>dir C:￥usr￥local￥namazu￥index

を実行して、画面2のような表示が現

れれば関連ファイルは作成されている。

■namazu.confの作成

すべてのインストールが終了し、

Namazu for Win32が利用できる環境

が整ったら、次にnamazu.confファイ

ルを編集する。このファイルは、本家

Namazuのそれと同じ役割を持つもの

で、ローカルのハードディスクを検索

対象にするような場合には特に設定の

必要はないが、Webサーバ上で動かす

場合には、すでに述べたようにURL設

定の変更を行うために編集しなければ

ならない。

namazu.confはインストールで自動

作成されない。そのため、ファイルは

c:¥usr¥local¥namazu¥libディレクト

リにあるテンプレートファイルnamazu

.conf-distを編集して用意する。namazu

.conf-distをコピーし、それをメモ帳な

どで編集してnamazu.confという名前

で保存すればよい。オリジナルのファ

イルは必ず残しておくようにしよう。

設定が必要と思われるの主に以下に

挙げる項目である。なお、項目間は本

家のnamazu.conf同様、TABで区切ら

ないと正しく認識されないので注意し

よう。

INDEX C:￥usr￥local￥namazu￥index

インデックス格納場所を指定

#REPLACE /home/foo/public_h……

URLを置き換えるための設定

#BASE file://localhost/home……

検索結果に表示するURLの設定

以上の設定が完了すれば、Windows

上でも本家Namazuと同様にWebサイ

トへリンクを展開することができる。

ローカルで利用する際に便利な

「 Search-S for Namazu」 と い う の

W i n d o w s 用検索ツールもある。

Namazuのパッケージには同梱されて

いないが、Namazu公式サイトに詳し

い情報があるので、興味のある人はそ

ちらも参照していただきたい。
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画面2  試しに作ったインデックスファイルを確認

REM ###### Namazu for Win32 Environment variable setting

PATH C:￥usr￥local￥namazu￥bin;%PATH%
SET NAMAZUCONFPATH=C:￥usr￥local￥namazu￥lib￥namazu.conf

リスト2  Namazuインストール後、autoexec.batに追加される内容

REM ###### kakasi for Win32 Environment variable setting

PATH C:￥usr￥local￥kakasi￥bin;%PATH%
SET KANWADICTPATH=C:￥usr￥local￥kakasi￥lib￥kanwadict
SET ITAIJIDICTPATH=C:￥usr￥local￥kakasi￥lib￥itaijidict

▼リスト1  KAKASIインストール後、autoexec.batに追加される内容



さて今回は、日本語の入力環境を紹介するはず、でした。

Emacsを使う主な理由の67%は、日本語の読み書きが楽

だからといいます（目の前の2人と私に聞きました）。これ

からアプリケーションのような使い方をしていけば、それ

はなおさら重要でしょう。ところが、Linuxのいろいろな

ディストリビューションを取り巻く状況を眺めると、話は

それほど簡単ではなさそうです。そこで日本語環境は次回

に重点的に解説することにして、今回はエディタとしての

基本編集操作を完璧にしましょう。

○ ファイルとバッファとウィンドウとフレーム

これまでなんとなく「ファイル」「バッファ（buffer）」

「ウィンドウ（window）」という用語を使ってきましたが、

ここでちゃんと調べておきましょう。

まずファイルはLinuxのユーザーが普通に「ファイル」

と呼んでいるもののことで、これは問題ないでしょう。フ

ァイルをEmacsで開くと、バッファと呼ばれるスペースに

読み込まれます。同じファイルを何回開いたとしても、複

数のバッファに読み込まれるようなことはありません。前

回登場したC-x C-fコマンドを何度か実行しても、2回目

からはすでに読み込まれたバッファが表示されるだけです。

さてウィンドウですが、これはEmacsのバッファを表

示させるためにEmacsの画面の中で開く窓のような領域

です。ウィンドウを同時にいくつか開くと、Emacsの画面

の中で区切って表示されます。バッファにウィンドウ1つ

が対応しているとはかぎりません。ウィンドウを2つ用意

して、バッファの先頭と最後をそれぞれに表示させること

もできます。長時間Emacsを使っているうちに20ものフ

ァイル（バッファ）を開いていることがありますが、表示

しているウィンドウ（編集するために表に出ている部分）

は1つか2つだけ、ということも珍しくありません。

Emacsの「ウィンドウ」は、Xの1個のウィンドウの中

で区切られた複数の領域それぞれを指しますが、これとは

別にEmacsが使用するXのウィンドウを複数開くことも

できます。これをEmacsでは「フレーム（frame）」と呼

びます。

図1は、以上を説明するものです。X上にフレームが2

枚あり、手前のフレームにはウィンドウが2つ開いていま

す。バッファkakko.txtは2つのウィンドウに表示されて

いますが、別々の場所を表示しているかもしれません。バ

ッファkumasan.txtは別のフレームに表示されています。

バッファbuhi.txtは対応するウィンドウはありませんが現

在編集中です。

■お星様になるバッファ

Emacsではファイル＝バッファかというとそうでもあり

ません。バッファ名が「＊scratch＊」のようにアスタリ

スクに囲まれていたら、そのバッファはお星様になる、い

や捨てられるものと思ってください。つまり、セーブせず
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ファイルとバッファと
ウィンドウとフレーム

大盤振る舞いの基本操作完結編

前回の説明で、どうやら最低限のテキスト編集ができ
るようになった。ちっちゃなファイルならOKだ。だけ
ど、これだけじゃまだ「メモ帳」も同然、噂に聞く極楽
の気分からはほど遠い。そこで、今回は基本操作のあれ
これを欲張って大驀進し、最後に便利なコマンドリファ
レンスまでおまけした。読者の進境はいかに。

Emacsはじめました

文：佐々木太良
Text : Taroh Sasaki

第2回　エディタとしての基本操作



に終了しようとしても注意してもらえず（ほかの場合なら

注意される）、非常事態が起きても救い出す手段

（recover-file、後述）がない、ということです。

とにかく＊scratch＊バッファに意味のあるものを1文

字たりとも入力しちゃダメ……というより、Emacsを起動

したらまずC-x C-f（find-file）で特定のファイルの編集を

始める習慣をつけましょう。

ではなぜ＊scratch＊バッファがあるのかというと、こ

れはちょっとしたelispコマンドの実行のためといわれてい

ます。筆者は入力メソッド（かな漢字変換）なしでは字が

書けないので、ここを辞書代わりに使っていたりします。

○ウィンドウの操作

現在カーソルがあるウィンドウを2分割するにはC-x 2

をタイプします。これは、1つのバッファの同じ場所が上下

2つに分割されたウィンドウに表示されるだけです（カーソ

ルは上側のウィンドウにあります）。開いたウィンドウのそ

れぞれで、スクロールするなり別のファイルを読み込むな

り、別のバッファを呼び出すなり、好きな操作ができます。

各ウィンドウにモード行が必要なため、開けるウィンド

ウの数には限りがあります。あまり開きすぎると画面がシ

マウマのようになってしまうので要注意です。

■ウィンドウ間を渡り歩く

さて、カーソルを別のウィンドウに移すには……マウス

でつついてももちろんかまわないんですが、カッコよくキ

メるならC-x o（other）でしょう。多数のウィンドウに

分割していても、らくらくと移動できるはずです。

■ウィンドウの消去

ウィンドウを閉じて消してしまっても、バッファは消え

てなくなるわけではありません。表に出ないだけです。だ

から、邪魔になったらさっさと消してしまっても心配はあ

りません。カーソルが位置しているウィンドウを閉じるに

は、C-x 0とします。周囲の適当なウィンドウが「う～狭

かった」と言いながら（うそ）べろりん、と広がってきま

すが、結局Xのウィンドウサイズ（Emacsのフレームサ

イズ）は変わりません。

■ウィンドウの整頓

こうしてウィンドウの分割と消去を繰り返していると、

ウィンドウが気にくわないサイズ（行数）になることがあ

ります。こんなときにはC-x +とすれば、全ウィンドウが

等間隔の幅になります。

ウィンドウの幅を好きな大きさにするには、X上ならウ

ィンドウ間のモード行をつまんで引っ張ってもよいのです

が、C-x ^とすれば1行ずつ広がり、またしてもカッコよ

くキメることができます。いらち（意味がわからなかった

ら最寄りの関西人まで）なあなたは、C-u 6 C-x ^として

みましょう。6行広がります。

画面がシマウマ状態になってしまうと、カーソルがある

ウィンドウを残して全部閉じたくなります。そんなときは

C-x 1です。
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ファイル 

~/doc/kumasan.txt

バッファ 

kumasan.txt

ファイル 

/tmp/kakko.txt

バッファ 

kakko.txt

ファイル 

~/doc/buhi.txt

バッファ 

buhi.txt

表示なし 

フレーム 

ウィンドウ 

図1 ウィンドウ、フレーム、バッファ、ファイル

ウィンドウの操作



■フレームの操作

X上で使っていると、こんなにせせこましくウィンドウ

分割するのはイヤだよ、という人もいるかもしれません。

ならばC-x 2でウィンドウを分ける代わりに、C-x 5 2と

してみてください。どうです?  閉じるときはC-x 0の代わ

りにC-x 5 0です。もっとも、1つのフレームにいくつも

ウィンドウが開いていることにこそ、達人は魅力を感じる

のですが……。

○バッファとウィンドウの対応付け

新たなファイルを読み込んでそのバッファを表示する場

合は、前回説明したようにC-x C-fを使いますが、すでに

存在するバッファ（すでに読み込まれているファイルに対

応するバッファ）を表示するときはC-x bです。

注意してほしいのは、C-x C-fではディスク上のファイ

ル名を一意に指定しなければいけないため、パス名を

̃taroh/doc/hoge.txtのように書いてやらなければなりま

せんが、後者はバッファ名（通常のファイル名と同じにな

る）でよいため、hoge.txtなどのようになります。どちら

でも〈TAB〉キーなどによる補完（第1回参照）が効くた

め、どんな長い名前でも苦になりません。安心して長いフ

ァイル名を付けてください。

C-x C-fの場合でも、指定したファイルと対応している

バッファがすでにある場合は、C-x bと同じ効果になりま

す。またC-x bで指定したバッファがまだ存在しないとき

は、最初にセーブするときにファイル名を聞いてきます。

では同じバッファ名が2つあったらどうなるでしょうか。

やってみればわかりますね。̃taroh/tmp/hoge.txt、

̃taroh/doc/hoge.txt、/var/tmp/hoge.txtなどと異なる

パスで同じファイル名を開いていくと、最初のバッファ名

はhoge.txtですが、次からはhoge.txt<2>、hoge.txt<3>

のように後ろに“<…>”が付きます。

開いているバッファの名前を忘れたり一覧が見たくなっ

たら、C-x C-bとしてみましょう。自動的にウィンドウが

2分割され、他方には＊Buffer List＊というバッファが

表示されるはずです。ここではバッファ名のほか、ダーテ

ィかどうか、サイズ、モード、結合しているファイル名が

表示されます。

このバッファリストに移動してカーソルを上下すれば、

かなり長くても全体を見ることができるでしょう。このバ

ッファの面白いところは、ファイル名の上にカーソルを合

わせて〈RET〉を押すとそのまま分割したウィンドウ上に

バッファが呼び出され、〈1〉をタイプするとC-x 1からの

連想からかバッファリストが閉じて選んだファイルの編集

にかかれることです。そのほかバッファリストそのものの

使い方は、例によって〈?〉をタイプすれば見ることがで

きますから、いろいろ試してみてください。ちなみに、バ

ッファリストもお星様（＊……＊）付きのバッファ名です

から、セーブされることはありません。

○ ポイントとカーソルとマーク

Emacsでカーソルのことをポイント（point）と呼ぶこ

とは前回も述べました。じつは、カーソルをポイントとそ

っくり呼び換えているわけではなく、厳密には違いがあり

ます。たとえば1つのバッファを複数のウィンドウ（フレ

ーム）に表示させている場合、ポイントはウィンドウとフ

レームごとに1つずつあって、バッファ中に複数存在する

ことになります。しかし、カーソルとして表示されている
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前回、基本操作はまずチュートリアルを

実行してなじみましょう、と書きましたが、

Lase r 5（Emacs20 . 3 . 1）や RedHa t

（Emacs20.4.1）などでは、紹介したC-h-T

コマンドが使えなかったと思います。X上で

使用しているときには、メニューから

［Help］－［Emacs］－［Tutorial］を選択

してください。英語のチュートリアルが表

示されるようだったら、［Mule］－［Set

Language Environment］－［Japanese］

を選択して日本語環境を設定したうえで、

もう一度試してみましょう。また、素の

Emacs設 定 状 態 で あ れ ば 、 M-x set-

language-environmentを実行し、“Set

language environment（ default,English）

：”に“Japanese”と入力したうえで、C-

h tあるいはM-x help-with-tutorialコマンド

を実行しても同じです。

ただし注意すべきことがあります。ディ

ストリビューションによっては使いやすい

ように独自の初期設定ファイルを用意して

いる場合があります。チュートリアルの説

明は何も設定していない「素のEmacs」に

関する操作方法なので、説明と操作が一致

しない点があります。本記事でもおいおい

説明していきますので、とりあえずチュー

トリアルどおり操作して期待どおりの結果

にならなかったら、覚えておいてあとで解

明しましょう。疑問と怨恨こそ上達の原動

力です。
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のは常に1カ所のみです。当たり前ですね。複数のポイン

トがあるバッファのウィンドウを閉じると、そのポイント

は消えてしまいますが、最後の1つはウィンドウを閉じて

も（ファイルを閉じてバッファを消してしまわないかぎり）

保存され、再度ウィンドウに呼び出したときにはそこから

編集を続けることができるのです。

マーク （mark）は、Emacsの「範囲（region）指定

コマンド」を実行するうえで、とっっっても
・ ・ ・ ・ ・ ・

大切な概念で

す。範囲指定というのは、マークしたところからポイント

位置までの間を範囲として（図2）「何か」をすることなの

ですが、その「何か」がEmacsでは数百種類あります。

ここで説明するカット＆ペーストはまだ序の口で、「範囲

をスペルチェックする」「範囲を英文和訳する」なんてこ

ともできたりします。

マークは編集中のテキストに付けられた「透明な印」と

考えればよいでしょう。マークはC-SPC（またはC-@）

で付けられます。無事にマークできればミニバッファには

“Mark set”と表示されるものの、なにしろ透明なのでテ

キスト上で確認することはできません 。マークをどこに付

けたかわからなくなったら、どうしましょうか。物忘れが

ひどくなっているせいだけでなく、Emacsでは「自動的に

マークが付いてしまう」状況もあって、うっかりしている

と予想外の範囲を切り取ってしまい、慌てることがありま

す（アンドゥ、アンドゥ）。

5秒以上前に付けたマークは賞味期限切れと考えて、範

囲指定は直前にマークするという潔い習慣を身につけるの

も一法ですが、C-x C-xでマークとポイントを交換して確

認することも可能です。どういうことかというと、C-x C-

xでマーク位置にカーソルが移り、もう一度C-x C-xで確

認前の場所に戻ってくるのです。

○コピーとカット＆ペースト

切った貼ったはエディタだけでなく、OSのさまざまな

局面でも登場します。コピー（copy）とカット（Emacs

ではdelete）は、範囲指定コマンドです。まず、コピー

（カット）範囲の始めをマークしましょう。現在のポイン

トがコピー範囲の終わりに近ければ、そっちを先にマーク

してもよいでしょう。

この状態でマークとは反対側の、範囲の終わり（または

始まり）にポイントを移動して、C-wとするとカット、

M-wとするとコピーです。

カットまたはコピーされたブツは、キルリング（kill

ring）という、バッファ一覧でも表示されない特殊なバッ

ファに放り込まれます。こうしておいてから、好きなとこ

ろにポイントを移動してC-yとすると、今度はキルリング

の中のブツがポイント位置に貼り込まれます。通常はこれ

をペーストといいますが、Emacsではヤンク（yank）と

呼びます。viではヤンクをコピーの意味で使っているのと

は対照的です。カットしてペーストすれば移動、コピーし

てペーストすれば複写ができます。

なおマウスを使っている場合は、コピーは左ボタンドラ

ッグ、ペーストは中央ボタン（2ボタンマウスの場合は左

右同時）クリックで代用できるのですが……何度も言うよ

うに、コントロールキーとお友だちになりさえすれば、そ

れに検索なんかを併用してらくらくとポイント移動ができ

るようになれば、マウスで編集するのなんてかったるくて

カッコ悪くてヤんなっちゃいます。

ほかにもカットバッファにブツを放り込む方法は何通り

かありますが、よく使われるのはC-kです。ポイント位置

から行末までをカットしてキルリングに放り込みます。マ

ークは使いません。

○検索

Emacsで最もよく使われる検索方法は、インクリメンタ

ル検索です。まず簡単なテキストを用意しましょう（図

3）。C-sをタイプすると、ミニバッファに検索文字列を促

がすメッセージが表示されます。

検索する文字列をタイプしていくと、カーソル直後から

後ろに向かって条件に当てはまる文字列が探し出され、

次々とポイントが移っていきます。
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ポイント カーソル 範囲（リージョン） 

マーク ポイント 

図2 ポイントとカーソル

コピーとカット＆ペースト

検索



たとえば〈n〉、〈i〉、〈h〉と順にタイプすると、ポイン

ト位置とミニバッファは図3のように変化していきます。

さてここで“nih”ではなく“niw”という文字列を探し

直すことにしたとしましょう。〈DEL〉をタイプするとミ

ニバッファ中の検索文字列は短かくなり、ポイントはさき

ほど“ni”をタイプしたときと同じ場所に戻ります。

〈w〉、〈a〉、〈t〉とタイプすると、ポイント位置は

“niw”、“niwa”、“niwat”にマッチする文字列へと次々

と移動します。

目当ての文字列が見つかったところで移動キーをタイプ

すれば（ここではC-f）、検索モードから脱出します。

このときミニバッファに表示されているように、自動的

にマークが検索開始の場所にセットされます（自動的にマ

ークされる一例です）。検索開始前の場所に戻したければ、

C-x C-xで戻せます。見つかったものではなく、ずっと後

ろにある検索文字列がお目当ての場合は、C-sを何度かタ

イプしてみましょう。

いかがでしょう。検索する文字列があいまい――ってい

うか綴りに自信がなければ、消して、タイプして、また消

して……ができるため、慣れるとこれなしでは編集ができ

なくなります。

ここで使った検索は大文字と小文字を区別しません。ま

た、前回と同じ検索を繰り返したければ、C-s C-sで同じ

検索文字列（ここでは“niwat”）からスタートできます

が、さらに文字をタイプすれば検索文字列に追加できるし、

〈DEL〉をタイプすれば検索文字列が全部消去されて新た

な検索文字列を指定できます。

逆方向の検索はC-r（C-r C-r）です。順方向、逆方向

のいずれでも、バッファの終わり（先頭）まで到達すると

ベルが「ぴっ」と鳴って、それ以上マッチする文字列がな

いことを知らせてくれますが、しつこくC-s（C-r）を叩く

と、またバッファの先頭（終わり）から検索を繰り返して

くれます。
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キー操作 バッファとミニバッファ 

初期状態 niwa niha niwa niwatori ga iru 

 

C-s niwa niha niwa niwatori ga iru 

I-search:  

n niwa niha niwa niwatori ga iru

I-search: n

i niwa niha niwa niwatori ga iru

I-search: ni

h niwa niha niwa niwatori ga iru

I-search: nih

DEL niwa niha niwa niwatori ga iru

I-search: ni 

w niha niwa niwa niwatori ga iru

I-search: niw 

a niwa niha niwa niwatori ga iru

I-search: niwa

t niwa niha niwa niwatori ga iru

I-search: niwat 

C-f niwa niha niwa niwatori ga iru

Mark saved where search started

C-x C-x niwa niha niwa niwatori ga iru 

試行錯誤しながら“niwatori”を捜す。 

図3 インクリメンタル検索

キー操作 バッファとミニバッファ 

初期状態 niwa niha niwa niwatori ga iru 

 

M-C-s niwa niha niwa niwatori ga iru 

Regexp I-search: 

n niwa niha niwa niwatori ga iru

Regexp I-search: n

i niwa niha niwa niwatori ga iru

Regexp I-search: ni

[ niwa niha niwa niwatori ga iru 

Regexp I-search: ni[ [incomplete input]

w niwa niha niwa niwatori ga iru 

Regexp I-search: ni[w [incomplete input]

h niwa niha niwa niwatori ga iru 

Regexp I-search: ni[wh [incomplete input]

] niwa niha niwa niwatori ga iru

Regexp I-search: ni[wh]

a niwa niha niwa niwatori ga iru

Regexp I-search: ni[wh]a

C-s niwa niha niwa niwatori ga iru

Regexp I-search: ni[wh]a

Mark saved where search started

C-f niwa niha niwa niwatori ga iru 

“ni[wh]a”（niwaまたはniha）を捜す。 

図4 インクリメンタル正規表現検索



■固定文字列の検索

日本語の文字列の検索など、インクリメンタルでは具合

が悪い場合、あるいはインクリメンタルにする必要がない

場合もあります。このようなときは、他のテキストエディ

タと同様に固定文字列の検索もできます。

図3でC-s（またはC-r）をタイプした状態から、C-kを

タイプしましょう。ミニバッファに“＊Enter string...”

と表示され、〈RET〉をタイプするまでの文字列が検索対

象になります。

■インクリメンタル正規表現検索

正規表現を使った検索は、複数の条件にマッチする文字

列検索として大変有効な方法です。Linux上では、viなど

他のエディタだけではなく、sedやawkといったツールを

使いこなすうえでも非常に重要です。とはいえ正規表現の

解説をしていると誌面が尽きてしまいますので、正規表現

マニアになりたい方は、Webページで検索してみたり他の

本を探してみてください（実はinfoにもRegexpという項

目はあるんですね……英語の得意な方はどうぞ）。

インクリメンタル正規表現検索は、M-C-s（逆方向はM-

C-r）です。つまり、普通のインクリメンタル検索のキー

操作の前に〈ESC〉を押すか、〈Alt〉を一緒に押します。

インクリメンタルに字をタイプしているあいだは、次々

と条件にマッチする場所にポイントが飛んでいきます（図

4）。正規表現が完結していないあいだ、たとえば〈[〉を

タイプしてから〈]〉をタイプするまでのあいだは、ミニ

バッファに警告が出ています。

■置換

じつは、自分ではEmacsの置換というものをあまり使

ったことがありません。大量に語句を置換・削除する場合、

たいていキーボードマクロ（後述）で済ませてしまうから

です。俺って変な奴？　と思って、周りのEmacserたち

にも聞いてみましたが、かなりの上級者なのにそんな機能

があることすら知らない人もいるありさまです。

置換は範囲指定コマンドではなく、後ろの方向にしか置

換できません。1行目に移動してそこからやれ、というこ

となんでしょうか。なんかやる気のない仕様ですねえ……。

置換操作の開始はM-%（つまり〈ESC〉%または

〈Shift〉＋〈Alt〉＋5というややこしい操作になります）

です。まず置換前の文字列を入力してから置換後の文字列

を入力します。該当する文字列が見つかると、置換（y）、

スキップ（n）、残り全部を無条件に置換（!）、置換モード

から抜ける（q）、などの選択ができます。わからなくなっ

たら〈?〉をタイプしてみてください。

○いろいろ便利な機能

■PCキーボードの機能

さんざん小指がつりそうな「C-なんとか」を勧めたあと

でナンですが、Emacsが初心者向きと思えるのは、キーボ

ードの刻印にあるような機能の大半がコマンドに割り当て

られていることです。カーソルキー〈←〉〈→〉〈↑〉〈↓〉

はもちろん、〈PgUp〉〈PgDn〉〈Home〉〈End〉も効き

ます。変わったところでは、〈Ins〉キーで挿入・上書きモ

ードが切り替えられます（なんか一△郎みたい……）。

ただし、これらのキーはマウスと同様、Emacsに特殊な

イベントを渡して処理してもらっているので、いつも使え

るとはかぎりません。たとえばTelnetを介して使ってい

るときは、Telnetがイベントを取るのでEmacsにイベン

トが渡らないことがあります。

■再表示

なんらかの理由で画面表示が乱れたときは、C-l で画面

を描き直すことができるといわれていますが、X上の

Emacsではほとんど表示が乱れることはありません。この

機能はむしろ、今ポイントがある行をウィンドウの中央に

持ってくるのに役立ちます。

■ファイルの回復

前回、マメにセーブをするようにお勧めしましたが、

Emacsは最近のテキストエディタが採用している自動セー

ブ機能を昔から備えていました。
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Emacsでは「M-x なんとかかんとか」をタイプして使う機能

が山ほどありますが、最近のEmacsはその短縮キー操作法を教

えてくれます。たとえばmuleだったら、M-x help-with-tutorial-

for-muleとタイプしてリターンキーを押すと、3秒ほど「“M-x

help-with-tutorial-for-mule”はC-h Tでいいのに、ご苦労さんな

こった」（一部脚色）と表示してくれて、ムッとする……いや便

利な機能です。だけど、後述のように〈BS〉キーで1文字消去

できるようにしていると、ほんとうはC-h TではなくC-H Tなの

で、表示は間違っていることになります。

Column

余計なお世話だEmacs！

いろいろ便利な機能



編集中のファイルがあるディレクトリをlsコマンドで覗

いてみてください。たとえばhoge.txtというファイルを編

集しているとき、#hoge.txt#というファイルができてい

ることがあります。このファイルは、タクシーのメーター

のように、一定時間が経過するか、ある程度の文字をタイ

プすると自動的に作られます。

ほかに、2回以上セーブしたときにはhoge.txt̃という

ファイルができていると思います。これはバックアップフ

ァイルといって、セーブしたときに前回セーブしたときの

ファイルをとっておいてくれるのです。Windowsのアプ

リケーションでもhoge.bakを作ってくれるものがありま

すが、それと同じです。ですから、自分でファイルを作る

ときは末尾に“̃ ”のついたファイル名は避けましょう。

さてファイルhoge.txtがダーティであるあいだ（自動セ

ーブファイルがあるあいだ）にEmacsが無念の死を遂げた

としましょう。次にEmacsでhoge.txtを編集するとき、ミ

ニバッファには“（New file）”の代わりに、“hoge.

txt has auto save data; consider M-x recover-file”とい

うアドバイスが表示されます。ここでM-x recover-fileと

してファイル名に“hoge.txt”を入力すると、hoge.txtに対

応する#hoge.txt#の大きさや時刻をls形式で表示して確

認を求めてくれます。ここで“yes”を入力すれば、ファイ

ルを最後に自動セーブした段階まで戻してくれます。

なおこの機能のために、ミニバッファにときどき

“Auto-saving...done”と表示されることがあります。誰も

いない部屋で律儀に動き続ける電気冷蔵庫と同じで、ユー

ザーはとくに（Emacsに謝意を表明するなどの）対応を

とる必要はありません。

しまったと思ったら無限アンドゥ、すでにEmacsを終

了したあとなら（Emacsはコンピュータの再起動などの必

要がないかぎり立ち上げっぱなしにしておくことがお勧め

です）recover-file、それもダメならバックアップファイ

ルを覗いてみて、有用そうなら急いで“mv hoge.txt̃

hoge2.txt”のようにして回収しましょう。こうしたコツ

を覚えておけば、Emacsと共に生きていくかぎり、まず悲

しい思いをすることはありません。

■繰り返し実行 (引数指定)

C-uをタイプしたあと数字を入力して、その後ろのコマ

ンドの実行回数を指定することができます。これは厳密に

は、コマンドに引数を与えるものです。引数は以下のよう

なパターンに分類できます。

●回数指定――挿入、移動、削除など。たとえばC-u 72-

でマイナス記号を72個入力したり、C-u 8 〈BS〉で

〈BS〉を8回押すのと同じ働きをさせることができます。

〈BS〉くらいなら8回押してもよいようなものですが、後述す

るキーボードマクロと組み合わせると強力です。
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ある日(ある日)森の中(森の中) 

熊さんに(熊さんに)出会った(出会った) 

花咲く森の道熊さんに出会った 

 

C-x (                 キーボードマクロ定義開始

C-s ( C-b             直後の“（”の位置に移動

C-d C-d C-d C-d C-d   削除を5文字ぶん繰り返す

C-x )                 キーボードマクロ定義終了 

ある日森の中(森の中) 

熊さんに(熊さんに)出会った(出会った) 

花咲く森の道熊さんに出会った 

 

C-u 3 C-x e           キーボードマクロを3回実行！！ 

ある日森の中 

熊さんに)出会った) 

花咲く森の道熊さんに出会った 

 

　　　　　　　　　　　　　あれ～? 　）が……?

C-x (                 キーボードマクロ定義開始

C-s ( C-b             直後の“（”の位置に移動

C-SPC                 マークをセット

C-s ) C-f C-b         直後の“）”の次に移動

C-w                   範囲削除

C-x )                 キーボードマクロ定義終了 

ある日森の中(森の中) 

熊さんに(熊さんに)出会った(出会った) 

花咲く森の道熊さんに出会った  

C-u 1 0 0 C-x e         キーボードマクロ実行！！ 

（それも100回） 

ある日森の中 

熊さんに)出会った) 

花咲く森の道熊さんに出会った  

図5 キーボードマクロ



●指定しても意味のないもの――たとえばセーブは何回実

行しても同じなので、回数を指定しても指定しないときと

同じ働きになります。

●別の働きをするもの――任意の引数を付けると別の働き

をするものがあります。たとえば検索コマンドのC-sは、

引数を指定すると正規表現による検索（M-C-sと同じ）に

なります。この場合、引数にとくに意味はありません。

●働き方を指定するもの――少数ですが、引数がないと意

味のないコマンドもあります。たとえばC-x fは自動改行

モードで折り返す行の幅をセットするコマンドですが

（find-fileのC-x C-fとは違います）、最近のEmacsでは引

数が必要です。C-u 72 C-x fとすると72桁で折り返すよ

うになります。自動改行モードにはM-x auto-fill-modeで

移れますので試してみてください。モードについてはあと

の回で詳しく触れます。

引数のデフォルトはどういうわけか4です。C-uの直後

にコマンドを実行すると、C-u 4のあとに実行したのと同

じことになります。

■キーボードマクロ

魚が有ると書いてマグロと読みますが（意味なし）、

Emacsの場合はあたかも録画して再生するかのごとく、一

連のキー操作を自動実行します。

録画の開始はC-x（、録画の終了はC-x ）です。わかり

やすいですね。このあいだに行った操作は、C-x eで再生

することができます。キーボードマクロは、できるだけ汎

用性を持たせて作るのがコツです。たとえば図5のような

テキストからカッコ内を削除したいときは、左のように削

除文字数を指定したのでは（カッコ内の文字数が一定なら

いいのですが）汎用性のないマクロになってしまいます。

右のように検索を活用するのが適当でしょう。

キーボードマクロはC-uと組み合わせると強力です。繰

り返しの回数が正確にはわからないときでも、多めに指定

してマクロの実行中にベルが鳴るような操作（エラー）が

あれば実行は中断されます。テキスト全範囲の“(……)”

を削除したあと、存在しない“(”を探し求めて永遠に実

行するようなことはありません。

マクロは人間のキー操作のぶんが超人的に速くなるだけ

で、1回1回のコマンドの動作時間は同じです。たとえば、

メールの一覧からあるパターンを探し出して別のメールボ

ックスに移動させようとして、10万通もメールが溜まって

いるメールボックスに対して実行すると（バカですねぇ）、

マクロを実行したまま風呂に行って帰ってきてもまだ終わ

っていない、などということになります。このときでも、C-

gをタイプすれば、いつでもマクロの実行を中断できます。

またキーボードマクロの定義中にベルが鳴るような操作

が入っていると、そこで定義は中断されます。

○次回は……

Emacsの基本操作はこれでおしまい。高度な使い方は回

を追って紹介していくつもりです。次回こそは約束のとお

り、Emacs/muleを取り巻く日本語入力環境を見ていきま

しょう。アプリケーションソフトの操作習熟は、なんとい

っても体育会系。とにかく、たくさん使ってください。そ

こんとこ、よろしく。

では、happy hacking!!

■

本連載で取り上げてほしいEmacs／muleの話題、ご意

見・ご希望などは、アンケート葉書、電子メール

（taroh@taroh.org）でお気軽にお寄せください。
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もうお気づきかもしれません。いくつか

の文字をタイプしないと完結しないコマン

ド、たとえばC-x C-fとかC-h iの途中でタ

イプする手を休めていると、ミニバッファ

に途中経過が表示されます。でも、続けて

タイプしているとき表示されないのは、な

ぜでしょうか。

Emacsは、表示してもすぐに失われてし

まうような表示を極力避けているのです。

複数文字のコマンドの途中で一定時間（普

通は約1秒）キー入力がないときだけミニ

バッファに表示するようになっています。

これを利用して、ミスタイプしたかな?

と思ったらタイピングの手を休めて（本当

にミスタイプしていたら慌てず騒がずC-g）、

途中経過を観察してみるのも一法です。

〈ESC〉xとM-xが等価であることは前

回にも触れましたが、この途中経過を観察

していると、〈ESC〉をタイプした段階では

“ESC”と表示されるのに、xをタイプする

と“M-x”に変わってしまいます（謎ですね）。

では“ESC”より“M-”のほうが優先的に

表示されるのかというとそうでもなくて、

C-h bで表示されるキーバインディング一覧

を見ると“M-%”（つまり〈Alt〉+〈Shift〉

+〈%〉でもよい）は“ESC %”になって

いたりと一貫性がありません。

Column

ちょっと待ってよEmacs

次回は……
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Emacsは、help機能が充実していること

で知られています。もともとのEmacsでは、

C-h（〈BS〉キーを押したときに出る文字と

同じ）でへルプ機能に入れますが、ディスト

リビューションによっては、〈BS〉で1文字

消去ができるように〈BS〉を〈DEL〉と同

様の機能にカスタマイズしてある場合があり

ます。前回に、term/bobcat.elマクロを読み

込んで〈BS〉を〈DEL〉の機能に入れ替え

る方法を紹介しましたが、こうした設定をは

じめから用意しているわけです。このような

場合は、C-H（〈Shift〉と〈Ctrl〉を押しなが

ら〈H〉を押す）でへルプ機能に入れると思

います。試してみてください。1文字削除さ

れずに、いちばん下のミニバッファに、

C-h (Type ? for further options)-

と出たら正解です（ここで中止するならC-g

です）。

さてこの状態はhelp のとっかかりで、

help-for-helpと呼ばれます。万一〈BS〉で

helpに入れなくてC-Hも効かないようなら、

M-x help-for-helpと し て も 同 様 で す

（〈ESC〉xhelp-f〈TAB〉とタイプすれば、

ちょっとらく）。

help-for-helpには何種類ものhelpメニュ

ーがあります。ミニバッファ行に表示されて

いるように〈?〉をタイプすると、ウィンドウ

が分割され、以下のような表示になります。

要するに、C-h（素のEmacsの場合）のあ

とにタイプできる文字はa、b、c、f、C-fな

どで……という説明なのですが、あることあ

ること（ここで〈SPC〉を押すと、続きも

見られます）。さて、ここでは日常よく使う

ヘルプメニューを説明しておきましょう。

C-h t チュートリアルの開始。日本語、ハ

ングル語、タイ語のチュートリア

ルは、C-H Tを使うか、あらかじめ

M-xset-language-environmentを設

定したうえで、C-h tを実行する。

C-h b キー操作と機能（elisp関数名）の

対応を示す。elisp関数については

今後詳しく述べますが、当面は

「M-x なんとか」の「なんとか」

の部分と考えてください。

C-h k ある操作（キータイプ）で実行される

関数名と、簡単な説明を表示する。

C-h bで表示される表の逆引きです。

C-h a あるキーワードを含むelisp関数を

すべて表示する。

C-h f あるelisp関数の説明を表示する。

C-h i info機能に入る。

Column

助けてEmacs!! ～へルプ機能

You have typed C-h, the help character.  Type a Help option:

(Use SPC or DEL to scroll through this text.  Type q to exit the Help command.)

a  command-apropos.  Give a substring, and see a list of commands

(functions interactively callable) that contain

that substring.  See also the  apropos  command.

b  describe-bindings.  Display table of all key bindings.

c  describe-key-briefly.  Type a command key sequence;

it prints the function name that sequence runs.

f  describe-function.  Type a function name and get documentation of it.

C-f Info-goto-emacs-command-node.  Type a function name;

キー操作 elisp関数名 動作

■ファイル操作

C-x C-f filename find-file ファイルをオープン、ウィンドウに呼び出す

C-x C-s save-buffer バッファの内容がダーティならセーブ

C-x C-w filename write-file ファイルに名前をつけてセーブ

C-x s save-some-buffers ダーティなバッファをセーブ

C-x C-c ［y/n［確認］］※1 save-buffers-kill-emacs 終了。ダーティなバッファがあれば、セーブするかどうか確認される

C-x C-k確認 kill-buffer バッファをセーブせずに消去

C-x C-i filename insert-file ポイント位置にファイルを読み込む

■その他の超基本操作

C-g keyboardquit 強制中断

C-_ undo アンドゥ

C-x u 〃 〃

C-h t ※ 2 help-with-tutorial チュートリアルの開始

C-h T lang help-with-tutorial-for-mule lang語チュートリアルの開始

C-h i info infoを読む

C-h b describe-bindings キー操作一覧

C-h k key-op describe-key キー操作key-opの説明

C-u num command universal-argument numを後ろのcommandの引数にする

C-l recenter 画面再表示、カーソルを中央に位置づける

表1 基本操作コマンド一覧表

注1 y/n： yまたはnのタイプが求められる。 確認：yes／noの入力が要求される。

注2 C-hは、設定によってはC-HやM-x help-for-helpとしなければいけないことがある。

▼help機能のオプションの表示
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注3 〈DEL〉は、設定によっては〈BS〉／C-hで代用できる。〈TAB〉の動作はモードによって異なる。

キー操作 elisp関数名 動作

■カーソル移動

C-b backward-char 1文字左へ

C-f forward-char 1文字右へ

C-p previous-line 前の行へ

C-n next-line 次の行へ

C-a beginning-of-line 行頭へ

C-e end-of-line 行末へ

C-v View-scroll-lines-forward 1画面次へ

M-v View-scroll-lines-backward 1画面前へ

C-l recenter 現在行を画面中央に表示、画面再表示

M-> end-of-buffer ファイル末尾へ

M-< beginning-of-buffer ファイルの先頭へ

M-x what-line what-line 現在行の行番号を表示

M-f forward-word 次のワードへ

M-b backward-word 前のワードへ

C-x C-x exchange-point-and-mark ポイントとマークを交換

■編集

C-d delete-char ポイントの直後の1文字削除

〈DEL〉※3 delete-char ポイントの直前の1文字削除

C-〈SPC〉 set-mark-command マークをセット

C-@ 〃 〃

C-q character quoted-insert characterを挿入

C-o open-line ポイント位置で改行

〈TAB〉／C-i insert-for-tab-command タブ

■コピー・カット＆ペースト

C-w kill-region 範囲の削除、キルリングへ

M-w kill-ring-save 範囲のコピー、キルリングへ

C-y yank キルリングの内容をペースト

C-k kill-line 行末まで削除、キルリングへ

■検索・置換系

C-s isearch-forward 後方検索

C-r isearch-backward 前方検索

C-s C-k ― 固定文字列の後方検索

C-r C-k ― 固定文字列の前方検索

M-C-s isearch-regexp-forward 正規表現による後方検索

M-C-r isearch-regexp-backward 正規表現による前方検索

M-% query-replace 後方置換

■ウィンドウ、フレーム操作

C-x 2 split-window-vertically ウィンドウを分割

C-x o other-window 直下のウィンドウにカーソルを移動

C-x 0 delete-window ウィンドウを削除

C-x b buffer switch-to-buffer バッファbufferをウィンドウに呼び出す

C-x C-b list-buffers バッファの一覧表示と操作

C-x ^ enlarge-window ウィンドウを1行広げる

C-x + balance-windows ウィンドウを等間隔にする

C-x 5 2 make-frame-command 新しいフレームを作る

C-x 5 o other-frame 次のフレームに移動

C-x 5 0 delete-frame フレームを削除

■その他の操作

C-( start-kbd-macro マクロ定義の開始

C-) end-kbd-macro マクロ定義の終了

C-x e call-last-kbd-macro マクロ定義の実行

C-x f set-fill-column 自動折り返し位置の設定

M-x auto-fill-mode auto-fill-mode 自動折り返しモードのON／OFF



この連載のタイトル、「Linux日記」

ではなくて、「UNIX雑談」でいいんで

ないのと編集氏には言ってみたのだが、

日記でいいんじゃないですかとのこと

だった。なので、まだしばらくこのタ

イトルが続くことになるだろう。

一応日記なので、少し近況を書こう。

以前に書いたダイヤルアップ接続のト

ラブルに懲りて、12月に専用線接続を

申し込んだ。世間で通信料がどんどん

安くなり、従量制でないシステムが増

えていこうというときに、何をいまさ

ら専用線と思う人もいるだろうが、筆

者の場合はそうもいかないのである。

仕事柄、DNSとかメールとかのサーバ

を動かさなければならないからだ。現

在の定額制料金は、クライアントとし

て端末を接続する場合を想定しており、

自前でサーバを用意する環境には不向

きなのである。とはいっても、まっと

うな専用線接続環境はお金がかかりす

ぎるので、申し込んだのはOCNエコノ

ミーである（同等のサービスがいくつ

かあるが、その中からOCNエコノミー

を選んだことに特に理由はない）。

OCNエコノミーは回線速度保証がない

が、うちの用途はメールが中心で、ト

ラフィックの多いWebサーバを動かそ

うなどという予定はないので、特に問

題はないだろう（と思っている）。

ここまで書くと、今の話題の次はイ

ンターネット接続のための話になるの

が自然だが、例によってそうは問屋が

卸さない。DNS、メールサーバは、

FreeBSDを使う予定だからだ。筆者は、

System V系よりも、BSD系のほうが

付き合いが長く、好みもBSDである。

ゆえに、業務用のインターネット接続

環境はまずBSDで構築する。環境が安

定したら、Linuxも組み込もうかと思

っている。そうしたら、この記事に書

く話題もあるだろう（別に、BSDでも

Linuxでも、やることはほとんど変わ

らないのだが）。

前回はファイルシステムの話を始め

た。そして、ハードリンクの話の途中

で終わってしまった。普通は、ファイ

ルの構造の話をしたら、そのあとはパ

ーミッションとかオーナーとかの話に

なるのだが、本連載ではそんな話は飛

ばして、ハードリンクの話を始めた。

これは、ディレクトリの実装を理解す

るうえで、ハードリンクが欠かせない

要素だからだ。

■ディレクトリとハードリンク

ハードリンクは、ディレクトリの実

装に欠かせない機能である。それゆえ、

viとexがハードリンクでなくなっても、

ハードリンクを知っているユーザーが

絶滅しても、ハードリンク機能は使わ

れ続けるだろう（ファイルシステムが

完全に改変されたらなくなるかもしれ

ないが）。

ディレクトリには、「.」と「..」とい

う特殊なディレクトリファイルがある。

これがそれぞれ、カレントディレクト

リ、親ディレクトリを表すものである

ということは前回で示した。実はこれ

らは、ディレクトリファイルへのハー

ドリンクなのである。

前回のlsの例をもう1回示す（リスト
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Linux日記
第7回　ファイルシステム（後編）

文：榊正憲
Text : Masanori Sakaki

illustration ; Aki

前回は、i-nodeやリンクを中心にLinuxのファイ
ルシステムを説明しました。今回は、ディレクトリ
とハードリンクの関係、ファイルシステムのマウン
トの仕組み、fsckの仕事を説明しましょう。



1）。今回はlsに、見慣れないiというオ

プションがついている。iは、i-node番

号を表示するオプションである。各行

の先頭の数値がi-node番号だ。そして、

パーミッションの後の数字は、リンク

カウントである。ディレクトリdir1は、

i-node番号135169、リンクカウントは3

である。このディレクトリのi-nodeは、

最初のls（dir1がカレントディレクト

リ）では「.」、2番目（dir1の子ディレ

クトリの内容）では「..」、3番目（dir1

の親ディレクトリの内容）ではdir1と

して参照されている。これら3つのディ

レクトリは3カ所から異なる名前でハー

ドリンクされているが、i-node番号を

見てもわかるように、実体は同じもの

である。そして、本来の名前が使われ

ているのは、親ディレクトリの中だけ

で、あとは「.」、「..」という定型的な

名前が使われている。

ディレクトリの移動はcdコマンドを

使う。子ディレクトリに移動する時は

その名前を指定し、親に戻る時は「..」

を使う。ほとんどのユーザーは、親に

戻るためにおまじないのように「cd ..」

とやっているだろうが、これで本当の

意味がわかったのではなかろうか。「..」

は、おまじないではなく、本当に親デ

ィレクトリそのものなのである。

また、「.」も重要である。カレント

ディレクトリに存在するファイルにア

クセスするといった場合は、ファイル

名だけを指定すればすむが、カレント

ディレクトリそのものにアクセスする

必要がある場合は、「.」を使うことに

なる。lsなどでは明示的に「.」を指定
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▼リスト1

リンクの用途のひとつに、同じプログラム

に複数の名前を割り当てるというものがある。

通常、プログラムの動作モードはオプション

で指定するのだが、この指定をプログラム名

でやってしまおうというのだ。これをやって

いる有名なものとして、viがある。viがexと

いうエディタのビジュアルモードであるとい

うことは知っているだろう。exをviという名

前で起動すると、exがビジュアルモードで起

動するのである。

リストを見ての通り、viもexもvimというフ

ァイルへのシンボリックリンクである（Red

Hat Linux 6.0 英語版の場合）。つまりviもex

も実体は同じということだ。似たような例と

して、mailqが実はsendmailであるとか、[が

testであるといったものがある。また、wと

uptimeももともとは同一プログラムだったの

だが、Linuxの実装では、別プログラムになっ

ていた。

同一パーティション中であれば、かつては、

このようなリンクにはハードリンクを使って

いたが、現在はほとんどシンボリックリンク

を使っているようだ。

Column

$ cd /bin

$ ls -l vi ex vim

lrwxrwxrwx   1 root     root            3 Jan  4 02:56 ex -> vim

lrwxrwxrwx   1 root     root            3 Jan  4 02:56 vi -> vim

-rwxr-xr-x   1 root     root      1243404 Sep 16  1998 vim

▼リスト

1つのプログラムに複数の名前を付ける

$ cd dir1

$

$ ls -ali カレントディレクトリ（dir1）の内容。
total 8

135169 drwxr-xr-x   3 masa     users        1024 Dec  9 04:41 .

133121 drwxr-xr-x   4 masa     users        1024 Dec  9 04:40 ..

139265 drwxr-xr-x   2 masa     users        1024 Dec  9 04:41 dir3

135170 -rwxr-xr-x   1 masa     users        4171 Dec  9 04:41 file2

$

$ ls -ali dir3 子ディレクトリ（dir3）の内容。
total 2

139265 drwxr-xr-x   2 masa     users        1024 Dec  9 04:41 .

135169 drwxr-xr-x   3 masa     users        1024 Dec  9 04:41 ..

139266 -rw-r--r--   1 masa     users           0 Dec  9 04:41 file3

$

$ ls -ali .. 親ディレクトリ（..）の内容。
total 5

133121 drwxr-xr-x   4 masa     users        1024 Dec  9 04:40 .

36865 drwxr-xr-x   4 masa     users        1024 Dec  9 04:39 ..

135169 drwxr-xr-x   3 masa     users        1024 Dec  9 04:41 dir1

137217 drwxr-xr-x   2 masa     users        1024 Dec  9 04:40 dir2

133122 -rw-r--r--   1 masa     users          90 Dec  9 04:40 file1



する必要はほとんどないが、ファイル

のコピーや移動などのコマンドでは、

カレントディレクトリを明示的に指定

するために、引数として「.」を指定し

なければならないことが多い。

■ファイルシステムのマウント

通常のUNIXシステムは、いくつか

のファイルシステムを結合して、全体

のツリー構造を組み上げている。今ま

で話してきたことは、個々のファイル

システム上におけるディレクトリのリ

ンク関係である。では、あるツリー位

置に別のファイルシステムをマウント

すると、これらの関係はどうなるのだ

ろうか？　サブツリーを構成する1つの

ファイルシステムのルートディレクト

リは、ツリー中のあるディレクトリ

（マウントポイント）にマウントされる。

Red Hat Linux 5.2のシステムでちょ

っと実験してみよう。/mntの下にtest

というディレクトリを作り、そこに別

のファイルシステム（ちょっとumount

して拝借した/bootである）をマウント

してみる（リスト2）。

最初に作ったtestのi-node番号は

14058である。これは/（ルート）ファ

イルシステム上に作られたtestディレ

クトリファイルを指している。ここに

別のファイルシステムをマウントする

と、i-node番号が2に変わった。i-node

番号2は、各ファイルシステムのルート

ディレクトリの「.」と「..」から指さ

れている。つまりこの2は、/mnt/test

にマウントしたファイルシステムのル

ートディレクトリの2なのである。また、

よく見るとtestのタイムスタンプ、リ

ンクカウントも変わっている。マウン

トしている時はサブツリーのルートデ

ィレクトリの情報を示し、マウントし

ていない時は/mntディレクトリに作ら

れたtestディレクトリの情報を示して
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▼リスト2

ファイルシステムをマウントすることで、

マウントポイント以下は不可視になるので、

このような位置にファイルを置くことは、普

通は意味がない。しかし、この機能をうまく

使うこともできる。

/varを別ファイルシステムにすることが多

いが、そのマウントポイントの下に、マウン

トする/var以下と同じディレクトリツリーを

作っておくなんてことができる。これにより、

何らかの理由で/varがマウントできなくても、

取りあえず各種デーモンを動かすことができ

るのだ。システムクラッシュ時には、/varが

被害を受ける確率が高い。/varをマウントで

きなくても、その下にディレクトリがあれば、

作業用のディレクトリが見つからないという

エラーを防ぐことができる。もっとも、後で

そのデータを本来の/varに戻さなければなら

ないのであれば、かえって地獄を見ることに

なるが。

もう少し実用的な用途として、カーネルの

リコンフィグ環境を2種類用意するというも

のがある。標準の/usr/srcの下には、バイナリ

パッケージだけを置いておき、そこに/usr/src

ファイルシステムをマウントすると、ソース

ディストリビューション環境に置き換わると

いった使い方である。

Column

マウントポイントの下にファイルを隠す

# cd /mnt

# mkdir test

#

# ls -lai testのi-node番号は14058である。
total 5

26105 drwxr-xr-x   5 root     root         1024 Dec  9 08:54 .

2 drwxr-xr-x  16 root     root         1024 Oct  1 12:48 ..

28113 drwxrwxr-x   2 root     root         1024 Oct 10  1998 cdrom

30121 drwxrwxr-x   2 root     root         1024 Feb  7  1996 floppy

14058 drwxr-xr-x   2 root     root         1024 Dec  9 08:54 test

# mount /dev/sda1 /mnt/test testにファイルシステムをマウントする。
#

# ls -lai testのi-node番号が2に変わった。
total 5

26105 drwxr-xr-x   5 root     root         1024 Dec  9 08:54 .

2 drwxr-xr-x  16 root     root         1024 Oct  1 12:48 ..

28113 drwxrwxr-x   2 root     root         1024 Oct 10  1998 cdrom

30121 drwxrwxr-x   2 root     root         1024 Feb  7  1996 floppy

2 drwxr-xr-x   3 root     root         1024 Oct  1 13:01 test

# cd test testに移動
#

# ls -lai 「..」のi-node番号に注目
total 810

2 drwxr-xr-x   3 root     root         1024 Oct  1 13:01 ./

26105 drwxr-xr-x   5 root     root         1024 Dec  9 08:54 ../

：
：

11 drwxr-xr-x   2 root     root        12288 Oct  1 12:47 lost+found/

19 -rw-------   1 root     root        10752 Oct  1 13:01 map



いるのである。さらに、/mnt/test中

の「..」ディレクトリも、/mntディレ

クトリの「.」の情報を示していること

がわかる。

すなわち、マウント処理によって、

マウントされたファイルシステム

（/mnt/test）のルートの「.」ディレク

トリが、マウントポイントのディレク

トリを置き換え、そしてマウントされ

たファイルシステムのルートの「..」は、

マウントポイントのディレクトリの親

ディレクトリを参照するようになるの

である。これで、親のいなかったルー

トディレクトリに親ができ、しかもそ

の名前はその親ディレクトリ中で定義

されることになる（図1）。また、マウ

ントポイント以下にもともと存在した

サブツリーは、マウント処理によって、

不可視になる（もとのディレクトリに

cdしたり、その内容を参照することは

できない）。

このような処理によって、マウント

ポイント近辺のディレクトリのi-node

番号は、必ずしも自身のファイルシス

テムのi-node番号とは限らないという

ことになる。

■fsckとlost+found

ファイルシステムの話のついでに、

lost+foundというディレクトリについ

て説明しておこう。Linuxのファイル

ツリーは、いくつかのファイルシステ

ムから構成されるが、各ファイルシス

テム（ext2ファイルシステム）のルー

トディレクトリに、必ずlost+foundと

いうディレクトリがある。普通は、中

を見ても空っぽである。これは何に使

われるディレクトリなのか？

lost+found、つまり、失われて見つ

かったというような名前であるが、こ

れはfsckが使うディレクトリである。

まずはfsckについて簡単に紹介してお

こう。

UNIXはシステムの起動時に、fsck

というプログラムを使ってファイルシ
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マウントする前 

/mnt/testディレクトリの 
i-node 14058

/mntディレクトリの 
i-node 26105

2 ..
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/mntディレクトリ 
/ファイルシステム 

ルートディレクトリの 
i-node 2

2 ..

2 .

 
 

 
 

  

/ディレクトリ 
マウントするファイルシステム 

マウントした後 

/mnt/testディレクトリの 
i-node 14058
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/ファイルシステム 
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/mnt/testディレクトリ 
マウントするファイルシステム 

2 ..

26105 .

2 test

  

  

/mntディレクトリ 

図1 マウント処理によるファイルシステムの結合



ステムのチェックを行う。システムが

shutdownコマンドで正常に終了され

ていれば、ファイルシステムは整合性

を維持した状態であり、このチェック

でひっかかることはない。しかし、バ

グによるクラッシュ、停電などによる

異常終了の場合は、ファイルシステム

の整合性に問題が生じることがある。

fsckはこのようなファイルシステムの

異常を検出し、可能な限り修復するツ

ールである。ファイルシステムに異常

があるままシステムを起動し、運用す

ると、障害が拡大し、さらにひどいこ

とになる可能性があるため、システム

の起動の前に検査、修復するのである。

まず、システムが異常終了すると、

なぜファイルシステムに障害が発生す

る（ことがある）のかを考えてみよう。

まず思い付くこととして、ディスクへ

の書き込み途中でシステムが止まって

しまうということがある。データの書

き込み途中であれば、そのデータファ

イルの内容は不完全なものになってし

まう。これがもしディレクトリの書き

込み途中であれば、そのディレクトリ

の内容はめちゃくちゃになってしまう

だろう。

このような障害は、たとえディスク

の書き込み中でなくても発生する。

UNIXのディスクI/Oは非同期書き込み

を行っているからだ。UNIXのディス

ク書き込み処理は、2段階に分けて行

われる。ファイル出力のシステムコー

ルでは、システムは、ディスクブロッ

クの内容のコピーを収めたメモリ上の

バッファに対して書き込みオペレーシ

ョンを行う。そして、バッファメモリ

への書き込みを行った時点で、システ

ムコールはリターンし、プログラムは

処理を続行する。これによりプログラ

ムは、実際のディスクアクセスを待つ

ことなく、処理を続けることができる。

バッファに書き込まれたデータは、以

後適当なタイミングでディスクに書き

出される。このような2段階の処理は、

システムの効率を大きく改善するとい

うメリットはあるが、突然のクラッシ

ュに対しては欠点となる。バッファに

書き込んでから、実際にディスクに書

き込むまでにタイムラグが存在するか

らだ。この間、システムが想定してい

るファイルシステムの内容と、実際の

ディスク上のファイルシステムの内容

が食い違っているのである（このよう

な状態を、ダーティという）。もしこの

タイミングでシステムがクラッシュす

ると、バッファの内容をディスクに反

映することができなくなってしまう。

その結果、書き込み中のクラッシュと

同じように、ファイルシステムに障害

が発生してしまうことがあるのだ。

どのブロックの書き込みが完了しな

かったのか、あるいは、ファイルシス

テムのどの部分がダーティなままシス

テムが止まってしまったのかにより、

ファイルシステムにさまざまな障害が

発生する。運が良ければ、構造的な不

整合は発生せず、書き込みでオープン

していたファイル内容が破損する程度

で済む。この場合、fsckはファイルの

長さの修正などを行い、整合を取る。

ディレクトリファイルが破損した場

合は、かなり不運といっていいだろう。

たとえばあるディレクトリファイルが

完全に失われてしまった場合、ファイ

ルシステムはどのようになるだろう

か？　ルートからディレクトリをスキ

ャンしてファイルをチェックした場合、

失われたディレクトリ以下のファイル

はスキャンされない。一方、i-nodeテ

ーブルを順に調べていくと、ファイル

ツリー中のどこにも存在していないフ

ァイルやディレクトリが発見される。

失われたディレクトリの下にあったフ

ァイルやディレクトリである。もはや

ツリー上に存在していないこれらのフ

ァイルは、そのままでは決してアクセ

スできない。ここでlost+foundの出番

である。fsckは、このような孤児のフ

ァイルをサルベージし、lost+found以

下に収容する。つまり、lost+foundデ

ィレクトリ中にファイルエントリを作

成し、孤児ファイルのi-node番号を指

すようにするのである。これにより、

これらのファイルをアクセスできるよ

うになる。ただし、たとえファイルの

内容や属性情報が失われていなくても、

ファイル名はわからなくなってしまう。

ファイル名は親ディレクトリ中で規定

されるが、そのディレクトリがなくな

ってしまっては、名前を調べるすべは

ない。そのため、lost+found中に作成

されるファイルエントリ名は、機械的

に生成された名前になる。
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lost+found中にサルベージされたファイル

は、機械的な名前を付けられているので、

それを元の位置に戻すためには、まずそのフ

ァイルの正体を調べなければならない。ファ

イルの属性や所有者、タイムスタンプなど

に基づいて類推するのはかなり大変である。

テキストファイルは内容を調べることでかな

り類推できるが、バイナリファイルはお手上

げだ。

バイナリファイルの正体を調べるには、

fileコマンド、stringsコマンドが便利である。

fileコマンドは、ファイルのマジックナンバ

ーなどに基づいて、そのファイルの種類を識

別する。stringsコマンドは、バイナリファイ

ル中の文字列と思われる部分を表示する。

Column

サルベージしたファイルを
どうするか



lost+foundは、ファイルシステムの

構築時に、i-nodeテーブルやルートデ

ィレクトリと共に作成される。また、

fsckがファイルをリンクしやすいよう

に、空のディレクトリであるにも関わ

らず、最初からある一定のサイズにま

で拡張されている（既存のディレクト

リファイルの書き換えは簡単な作業だ

が、ファイルの拡張を伴うとなると、

処理はかなり面倒だからだ）。

使っていないからといって、lost+fo

undを消さないこと。後で痛い目にあ

う可能性がある。また、/tmpをクリー

ンアップするスクリプトなどで、間違

って消さないように注意すること。

■LEGO MindStorms

誌面が少し余ったので、完全に趣味

の話。先日、本誌の見本誌が家に届い

た。ぱらぱら眺めていたら、MindStorms

の記事が載っていた。何を隠そう、筆者

もMindStormsを持っている（システム

管理者やプログラマーのMindStorms所

有率はかなり高いらしい）。以前から

LEGOが好きで、10年位前からテクニ

ックシリーズを中心にかなり集めてい

るのだ（遊ぶ暇がないのが悲しい）。そ

こで、MindStormsファンが興味を持

ちそうなパーツをいくつか紹介しよう。

これらは、かつて販売されていた（一

部は今でも販売されている）テクニッ

クシリーズ（あるいは拡張パーツセッ

ト）に入っていたパーツ類である。

・ギヤボックス

入力軸と出力軸が同一軸線にある減

速比約20のギヤボックスと、入力軸と

出力軸が直交する減速比約20のギヤボ

ックスである。この減速比を通常のギ

ヤで実現しようとすると、かなりの空

間が必要になるだろう。もちろん、駆

動ロスも少ない。

・デフギヤ

自動車のセットにはいっていたデフ

ギヤで、MindStormsのデフギヤと異

なり、外周のギヤがクラウンギヤにな

っている。

・旋回ギヤ

クレーンやパワーショベルなど、大

きな構造物を旋回させるためのベース

として使える大型のギヤである。普通

のシャフトとギヤの組み合わせよりか

なり強度がある。

・ジンバル

ヘリコプターのメインローターに使

われるジンバル部品である。外部から

ロッドで偏向させられる回転軸だ。

・ユニバーサルジョイント

これは等速ジョイントではないので、

大きな角度で曲げるときは注意が必要

になる。

・テクニックシリーズの以前のモーター

テクニックシリーズでかつて使われ

ていた9Vモーターで、ケーブルはMind

Stormsと同じであるが、ギヤは内蔵さ

れていないので、減速が必須である。

・プログラマブルシーケンサー

3個のモーターを制御し、シーケンス

を記憶できる。入力ポートはないので、

高度なことはできない。

・チェーン

ギヤにかみ合うチェーンである。こ

れが欲しい人は多いだろう。

・キャタピラー

プラスチック製なので、非常によく

滑るが、長さは自由にできる。これも

ギヤにかみ合う。ベルトコンベアーと

かにも使える。

・フレキシブルシャフト

自転車のブレーキに使われてるのと

同じようなもの。往復運動を自在に伝

達できる。

・プロペラ

飛行機に使われていた部品であるが、

MindStormsでは使い道はないかも。

・タイヤ

何の変哲もないように見えるが、車

軸部分がポイント。レゴでは、軸に対

して自由に回転できる大型のタイヤは

珍しい。小さいタイヤは、レゴシステ

ムの飛行機などに使われているもの。

ターンテーブルと組み合わせれば、コ

ンパクトなキャスターを作れる。

・エアーシリンダーとバルブ

エアーシリンダーには2種類の系列が

ある。1系統の正圧と負圧で動く単動

タイプと、2系統の正圧で動く複動タ

イプである。電動エアーコンプレッサ

ーを作るためのシリンダーもある。

RCX制御の電動バルブがあれば、かな

りおもしろいことができるだろう。

・ダブルウィッシュボーン用部品

ナックルアームの上下、タイロッド

接続部がボールになっているのがミソ

である。ユニバーサルジョイントと組

み合わせれば、サスペンション付きの

転舵可能な駆動輪を作れる。

・人形

GIジョーのように各関節が動く。こ

の人形専用の椅子とかスキー、ヘルメ

ットなどもある。
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UNIX

これまで、bashのコマンドライン上で複数のコマンドを

パイプで接続したり、ifや forといった制御構文を使用する

ことでいろいろな処理を行ってきた。しかし、処理を行う

コマンドラインの内容が長くなるにつれ、いちいちキー入

力したり、ヒストリーから呼び出して修正したりするのが

大変になってくる。

そこで、今回からは bashのもうひとつの使い方である

「シェルスクリプト」について取り上げる。シェルスクリプ

ト（単に「スクリプト」と書くこともある）には、実行し

たいコマンドなどが記述されており、bashがその内容を読

み込んで、コマンドラインで入力したのと同様に実行して

くれる。複数のコマンドを順次実行するだけでなく、条件

判断や繰り返しなどの制御構文を駆使して、プログラム的

な処理を行うことも可能だ。

さらに、こうしたシェルスクリプトに実行属性を与える

と、C言語などで作成されたコマンドと変わることなくコ

マンドラインで実行でき、パイプやリダイレクトも利用可

能だ。つまり、既存のコマンドを組み合わせるだけで新し

いコマンドを作成できるわけだ。実際、あなたが使ってい

るコマンドの中にも、いくつかシェルスクリプトが含まれ

ている。たとえば X Window Systemを起動する際に使う

startxなどがそうだ。

コ マンドのように使えるシェルスクリプトを書く

シェルスクリプトをコマンドらしく動作させるには、コ

マンドラインの内容をそのままファイルに書いただけでは

不十分で、いくつか注意すべき点がある。たとえば、コマ

ンドラインでは処理の対象となるファイル名を直接指定し

たが、シェルスクリプトの場合は、スクリプト実行時に指

定されたファイル名を何らかの方法で参照しなければなら

ない。また、ファイル名がひとつも指定されていない場合

にも対処する必要がある。

今回は、コマンドラインで実行していた内容をシェルス

クリプトにしていく過程を順を追って説明する。実行属性

の与え方やスクリプトの実行方法、引数の参照のしかた、

条件判断の使い方などだ。今回のお題では、連載の初回に

作成した「指定したディレクトリ以下に存在する全ファイ

ルから特定の文字列を含む行を探し、ファイル名と行の内

容を表示する」コマンドラインをシェルスクリプト化し、
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Linuxの標準シェルであるbashのコマンドライン

を中心として、Linuxの便利な使い方について紹介し

ていく本連載。今回からは、bashのシェルスクリプ

トについて取り上げ、実用的なシェルスクリプトを作

成するためには必須のif、whileといった制御構文や

さまざまな組み込みコマンドなどについて解説する。

UNIX

文：大池浩一
Text : Kouichi Ooike

賢く使う

指定したディレクトリ以下に存在する全ファイルから特定の文字列を含
む行を探し、ファイル名と行の内容を表示するスクリプトを作成する

今 月 の お 題

これであなたもスマートなUNIX使い！

―シェルスクリプトを書こう(前編)―

Illustration : Manami Kato



オプションを解釈して動作を変更する方法について説明す

る。さらに次回では、配列や関数、数値演算などbashの機

能を駆使して、よりプログラムらしいスクリプトを作成す

る予定だ。

簡 単なシェルスクリプトを作成する

最初に、指定したコマンドのフルパスやファイルサイズ

などの詳細な情報を表示することを考えよう。これまでの

ようにコマンドライン上で実現するには、以下のようにす

ればいい。

$ ls -l $(which rpm)

まず、$(…)内に記述されたwhichが実行され、指定した

コマンド rpmのフルパス「/bin/rpm」が得られる。続いて、

コマンド置換により$(…)部分が「/bin/rpm」で置換された

「ls -l /bin/rpm」が実行される。その結果、rpmに関する詳

細な情報が表示されるというわけだ。

上のコマンドラインと同様の処理を行うシェルスクリプ

ト「whichcmd」をリスト1に示す。テキストエディタなど

を使って作成しよう。

スクリプトをbashで実行するには、2つの方法がある。1

つは、組み込みコマンドsourceの引数として「source スク

リプト名」とする方法。もう1つはスクリプトに実行属性を

与えてコマンドラインで直接実行する方法だ。以下では後

者の方法を利用する。

ファイルに実行属性を与えるには、chmodを+xオプショ

ンとファイル名を指定して実行すればいい。

$ chmod +x whichcmd

これ以降、whichcmdがカレントディレクトリにあるなら

以下のようにして実行できる。

$ ./whichcmd rpm

先頭に「./」が必要なのは、コマンド検索パス(PATH)にカ

レントディレクトリが含まれていないからだ。一方、PATH

に含まれるディレクトリ(/usr/local/binや ~/binなど )に

whichcmdを移動しておけば、

$ whichcmd rpm

とスクリプト名だけで実行できる。

それでは、リスト1の内容を解説しよう。1、2行目はコ

メントだ。シェルスクリプトやPerlなどのスクリプトでは、

「#」以降から行末までの内容はコメントとして無視される。

ただし、1行目の「#!」には特別な意味があり、Linuxのカ

ーネルはこの行を参考にしてスクリプトを実行するプログ

ラム（この例では「/bin/bash」）を探す。

結局、スクリプトの実体は 3行目の「ls -l $(which $1)」

だけだ。コマンドラインとの違いは、具体的なファイル名

の代わりに「$1」が使われていること。この部分は、実行

時に指定した最初の引数の内容で置換される。たとえば、

「whichcmd rpm」とすると、「$1」が「rpm」で置換された

「ls -l $(which rpm)」が実行される。

正確には、「$1」は1番目の引数を保持する位置パラメー

タ「1」の参照だ。シェル変数 hogeの内容を「$hoge」と

して参照するのと同じだが、位置パラメータは参照のみ可

能という特殊な組み込み変数なので、「1=rpm」として内容

を変更することはできない。

同様に、2番目以降の引数の内容を保持する位置パラメー

タ「2」…も用意されており、「$2」…で参照できる。さら

に、スクリプト名を保持する「0」や、位置パラメータの数

を保持する「#」、すべての位置パラメータをスペース区切

りで並べた内容を保持する「＊」などの組み込み変数も用

意されている。

リスト1では、2番目以降の位置パラメータを利用してい
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▼リスト2 複数の引数に対応したwhichcmd

1: #!/bin/bash

2: # usage: whichcmd COMMAND...

3: ls -l $(which $＊)

※実際は行番号は付かない

▼リスト1 初期版のwhichcmd

1: #!/bin/bash

2: # usage: whichcmd COMMAND

3: ls -l $(which $1)

※実際は行番号は付かない
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ないため、実行時に複数の引数を指定しても、最初に指定

したコマンドの情報しか表示されない。スクリプトで使用

しているwhichや lsは、もともと複数の引数に対応している

ので、「$1」を「$＊」に書き換えるだけで複数の引数に対

応できる(リスト2)。

条件判断を含むスクリプトを作成する

リスト2のwhichcmdには、2つの大きな問題がある。1

つめの問題は、PATHに含まれないコマンド（たとえば

hoge）を指定して、

$ whichcmd hoge

とすると、「ls: which:: No such file or directory」などのエ

ラーメッセージを表示すること。もう1つの問題は、引数を

1つも指定せずに、

$ whichcmd

とすると、カレントディレクトリの全ファイルの詳細な情

報が表示されることだ。

最初の問題は、PATHに含まれないコマンドをwhichの引

数として指定すると、「which: no hoge in （PATHの内容）」

というエラーが標準出力に出力されることが原因だ。コマ

ンド置換により「ls -l which: no hoge in (PATHの内容)」が

実行され、「which:」などのファイルが見つからないために

エラーとなる。

2番目の問題は、引数が 1つも指定されなかった場合に

「$＊」が空文字列（長さ 0の文字列）で置換されることが

原因だ。このとき、シェルスクリプトの実行内容は「ls -l

$(which )」になる。まず、whichが引数なしで実行され空

文字列を出力し、コマンド置換により「ls -l 」が実行され

る。その結果、カレントディレクトリの全ファイルの情報

が表示されるわけだ。

原因が判明したので対策に移ろう。いずれの問題も、特

定の場合にwhichや lsを実行しないようにすれば回避でき

る。そのためには、条件判断を行う if制御構文を使って処理

を分岐させる必要がある。

if制御構文の書式は以下のようになる。elif句は複数記述

でき、elif句とelse句は省略可能だ。

if 条件; then

処理

elif 条件; then

処理

else

処理

fi

C言語などとの違いは、条件部に真偽式ではなくコマン

ドを書くことだ。条件部のコマンドが正常終了した場合に

限り、対応する処理部のコマンド（複数可）が実行される。

正常終了したかどうかの判断には、終了時にシェルに返さ

れる「終了ステータス」の値が使われる。0の場合は正常終

了、0以外の場合は異常終了だ。

（1）PATHに含まれないコマンドを指定した場合の対応

最初の問題に対応するには、whichがエラーを起こしたか

どうかを判別するため、whichと lsを別々のコマンドライン

に分ける必要がある。そこで、コマンド置換の結果を適当

なシェル変数（たとえばcmds）に格納する。たとえば、コ

マンドラインで、

$ cmds=$(which rpm find egrep)

とすると、cmdsには「/bin/rpm /usr/bin/find /usr/bin/egrep」

が格納される。一方、

$ cmds=$(which hoge)

と PATHに含まれないコマンドを与えると、cmdsには

「which: no hoge in （PATHの内容）」というエラーメッセ

ージが格納される。ここで、シェルに返される終了ステー

タスは、前者はwhichが正常終了したので0、後者は異常終

了のため1となる。

▼リスト3 存在しないコマンドに対応したwhichcmd

1: #!/bin/bash

2: # usage: whichcmd COMMAND...

3: if cmds=$(which $＊); then

4:   ls -l $cmds

5: fi

※実際は行番号は付かない



上のコマンドラインと同様の内容を if制御構文の条件部

で実行すれば、whichが正常終了した場合にだけ lsを実行す

るスクリプトを作成できる（リスト3）。3行目の ifの条件部

でwhichが実行され、正常終了した場合にはcmdsに格納さ

れた出力に対して lsが実行される。

(2)コマンドを1つも指定しなかった場合の対応

コマンドの終了ステータス以外の条件、たとえば 2つの

文字列が一致しているかとか、指定したファイルが存在す

るかといった条件を評価するには、ifの条件部で[…]制御構

造を使用する。[…]の内部には、文字列比較演算子（表1）

などを用いた条件式を記述し、その評価が[…]制御構造の終

了ステータスに反映される。つまり、条件式の評価が真の

場合には 0（正常終了）、偽の場合には 0以外（異常終了）

が返されるわけだ。

たとえば、シェル変数 hogeの内容がhogehogeの場合に

HOGEと表示するには、

if [ "$hoge" = hogehoge ]; then

echo HOGE

fi

と書けばいい（「[」の後ろと「]」の前にはスペースを空け

る必要がある）。

ここで注目してほしいのは、変数の周囲を二重引用符で

囲って「"$hoge"」と記述することだ。「$hoge != hogehoge」

と書いてしまうと、hogeの内容が空文字列だった場合は「

!= hogehoge」に置換され、「!=」演算子の左側に文字列が

ないためエラーになる。空文字列になる可能性のある変数

参照は、必ず二重引用符で囲むといい。

さて、2番目の問題に対応するには、引数が1つ以上指定

された場合にだけwhichや lsを実行するように、ifを使って

処理を分岐させる。リスト4のスクリプトでは、3行目の

「"$＊" != ""」という条件式で、すべての引数の内容を並べ

たものを「$＊」で参照し、空文字列「""」との不一致を調

べている。引数を1つでも指定すれば「$＊」は空文字列で

はなくなるので、4行目のwhichが実行されるわけだ（5行

目の lsが実行されるかどうかは、whichの終了ステータスに

よる）。

引数が 1つ以上指定されていることを判断する条件式は

ほかにも考えられる。たとえば、引数の数を「$#」で参照

して「$# != 0」としたり、「-n」演算子を使って「-n "$＊"」

としてもいい。また、[…]制御構造では空文字列は偽、空で

ない文字列は真と評価されるため、シンプルに「"$＊"」と

書くことも可能だ。

ところで、リスト4のスクリプトでは、PATHに含まれな

いコマンドを指定したり、引数を1つも指定しなかったりす

ると、何も画面に表示せずに終了する。これでは不親切な

ので、ifの条件部のコマンドが正常終了しなかった場合に実

効する処理を記述するelse句を追加して、エラーメッセー

ジや使い方（usage）を表示するように改良したスクリプト

をリスト5に示す。
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演算子 真になる条件

文字列1 =  文字列2 文字列1が文字列2と一致する

文字列1 != 文字列 文字列1が文字列2と一致しない

文字列1 <  文字列2 文字列1が文字列2より小さい

文字列1 >  文字列2 文字列1が文字列2より大きい

-n 文字列1 文字列1が空文字列でない

-z 文字列1 文字列1が空文字列である

表1 文字列比較演算子の一覧

▼リスト4 引数を指定しない場合に対応したwhichcmd

1: #!/bin/bash

2: # usage: whichcmd COMMAND...

3: if [ "$＊" != "" ]; then

4:   if cmds=$(which $＊); then

5:     ls -l $cmds

6:   fi

7: fi

※実際は行番号は付かない

▼リスト5 使い方やエラーの表示を追加したwhichcmd

1: #!/bin/bash

2: if [ "$＊" != "" ]; then

3:   if cmds=$(which $＊); then

4:     ls -l $cmds

5:   else

6:     echo "whichcmd: No such COMMAND"

7:   fi

8: else

9:   echo "usage: whichcmd COMMAND..."

10: fi

※実際は行番号は付かない
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スクリプトの完成度を高める

リスト5のスクリプトには、まだいくつか細かな問題が残

されている。それらを解決して完成版のwhichcmdを作成

しよう(リスト6)。

（1）エラーメッセージは標準エラー出力に送る

使い方（usage）やエラーメッセージは、リスト5のよう

に標準出力に送るのではなく、標準エラー出力に送ったほ

うがいい。この種のメッセージは常に画面に表示されるこ

とが望ましいからだ。具体的には、echoの出力先をリダイ

レクト（>）して、標準エラー出力のデバイス「/dev/stderr」

に切り替える。

（2）エラー時には0以外の終了ステータスを返す

スクリプトがシェルに返す終了ステータスは、特に指定

しない限り、スクリプト内で最後に実行されたコマンドの

終了ステータスが使われる。一方、終了ステータスの値を

指定してスクリプトを終了するには、組み込みコマンドの

exitを使って「exit 値」とする。

ほかのコマンドと組み合わせて使うことを考えると、異

常終了にあたる場合は、0以外の終了ステータスを返すこと

が望ましい。その際、引数が指定されていない場合は1、存

在しないコマンドが指定されている場合は 2といった具合

に値を変えれば、終了ステータスによって異常終了の原因

を調べられる。

（3）スクリプト名が変更された場合への対応

リスト5では、使い方（usage）やエラーメッセージ内で

「whichcmd」というスクリプト名を直接記述している。も

し、スクリプトが別の名前に変更されても、これらの表示

は「whichcmd」のままだ。

スクリプト名の変更に対応するには、スクリプト名に置

換される「$0」を利用する。ただし、そのままだとディレ

クトリが先頭に付くので、パターン照合演算子「##」を利

用してディレクトリ部分を取り除く。具体的には、使い方

やエラーメッセージの「whichcmd」を「${0##＊/}」で置き

換えればいい（リスト6の3、9行目）。

同様に、whichのエラーメッセージから、PATHに含まれ

ないコマンド名をパターン照合演算子「##」と「%%」を

使って取り出すこともできる（7、8行目）。

(4)エラーを順次処理して見通しを良くする

リスト5では、2つの ifが入れ子になっており、正常な処

理とエラー処理の区別がつきにくい。エラーになる場合を

順次判別し、処理後に exitでスクリプトを終了すれば、も

っと見通しのよいスクリプトになる（リスト6）。

2行目の ifで使われている条件式「"$＊" = "" ]は、引数が

1つも指定されていない場合に真になる。処理部（3、4行

目）では、使い方（usage）を表示し、終了ステータス1を

返してスクリプトを終了する。

6行目の ifでは「cmds=$(which $＊)」の終了ステータス

（whichの終了ステータスと同じ）が、その前に書かれた否

定演算子「!」により反転する。つまり、whichが異常終了

した場合にのみ以下の処理部（7～10行目）が実行される。

whichのエラーメッセージからコマンド名を取り出し、スク

リプトのエラーメッセージを表示した後、終了ステータス2

を返してスクリプトを終了する。

以上のエラー処理により、lsを実行すると不都合が起き

る状況は取り除かれた。12行目では、whichの実行結果

（すなわち各コマンドのフルパスを並べたもの）が格納され

たシェル変数cmdsを参照して、各コマンドの詳細な情報を

lsの-lオプションで出力している。この場合は、lsの終了ス

テータスがそのままスクリプトの終了ステータスとして使

われる。
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▼リスト6 完成版のwhichcmd

1: #!/bin/bash

2:  if [ "$＊" = "" ]; then

3:    echo "usage: ${0##＊/} COMMAND..." > /dev/stderr

4:   exit 1

5: fi

6: if ! cmds=$(which $＊); then

7:   errcmd=${cmds##＊which: no }

8:   errcmd=${errcmd%% in (＊}

9:   echo "${0##＊/}: $errcmd: No such COMMAND" >

10:/dev/stderr

11:   exit 2

12: fi

13: ls -l $cmds

※実際は行番号は付かない
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後半は毎回ひとつのテーマに絞り、それを実現する方法

を説明する。今回のお題は、

指定したディレクトリ以下に存在する全ファイルから特定

の文字列を含む行を探し、ファイル名と行の内容を表示す

るスクリプトを作成する

というもの。連載第 1回の記事で、これと同じ処理を行う

コマンドラインを作成した。その内容は、

find ディレクトリ -type f -print0 | xargs -r0 egrep 'パターン'

/dev/null

というもの。なお、第2回の記事ではテキストファイルのみ

を対象とするための修正を行った。しかし、現在使われて

いるgrepやegrep（バージョン2.3以降）では、バイナリフ

ァイルを自動的に判別する機能が追加されているので、上

のコマンドラインをそのまま使用できる。

詳細については、本誌 1999 No.2に掲載された第 1回の

記事を参照されたい。バックナンバーが手元にない場合は、

「Linux magazine on the Web」(http://www.ascii.co.jp/linux

/allascii/linuxmag/no_02.html)から、記事のPDFファイルを

ダウンロードできる。

さて、上記のような長いコマンドラインを毎回キー入力

するのは大変なので、シェルスクリプト「findgrep」を作成

する。まずはコマンドラインと同様の処理を行うスクリプ

トを作成し、さらに検索対象となるファイル名パターンを

指定する-fオプションを解釈して動作を変更できるように

スクリプトを改良する。

●コマンドラインの内容をそのままスクリプトにする

まずは、コマンドラインの内容をそのままシェルスクリ

プト化することから始めよう（リスト7）。スクリプトに与

える引数は「検索パターン」と「検索開始ディレクトリ」

の 2つで、「findgrep 'パターン' ディレクトリ」という順番

で指定する。egrepと形式を似せるため、コマンドラインで

指定する順番とは逆になる。

たとえば、

$ findgrep 'sound' /etc/rc.d

とすると、/etc/rc.d以下の全ファイルを対象として検索が

行われ、「sound」を含む行の内容がファイル名とともに表

示される（画面1）。なお、findgrepがカレントディレクト

リにある場合は「./findgrep」として起動することに注意し

よう。

リスト7のスクリプトの内容を見ていこう。実体は3行目

だけだ。findにより、スクリプトの2番目の引数の内容「$2」

を検索開始ディレクトリとして、サブディレクトリ以下も

含めた全ファイルのリストが出力される。パイプ（|）で接

続されたxargsがそれを受け取り、スクリプトの最初の引数

の内容「$1」を検索パターン、受け取ったファイル名を検

索ファイルとしてegrepを実行する。

ここで、「$1」が二重引用符で囲まれていることに注目し

指定したディレクトリ以下に存在する全ファイル

から特定の文字列を含む行を探し、ファイル名と

行の内容を表示するスクリプトを作成する

今 月 の

お題
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▼リスト8 初期版のfindgrep

1:  #!/bin/bash

2:  # usage: findgrep PATTERN DIR

3:  find $2 -type f -print0 | xargs -r0 egrep "$1" 

4:  /dev/null

※実際は行番号は付かない
画面1 findgrepを実行中の画面
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てほしい。検索パターンには正規表現の「＊」や「?」がメ

タ文字として含まれる。二重引用符で囲んでおかないと、

シェルがこれらをワイルドカードと見なして展開してしま

うので、誤動作の原因になるのだ。

●2個以外の引数を指定した場合に対応する

続いては、想定外の個数の引数が指定された場合、たと

えば引数が1つもない、あるいは1つだけ、3つ以上あると

いった場合に対応しよう（リスト8）。

引数を1つも指定しなかった場合は、whichcmdのように

使い方（usage）を表示するのが妥当だろう。リスト8で

は、2～ 5行目がこれに該当する。まず、引数が1つも指定

されていないか調べ、その場合には使い方を標準エラー出

力に送り、終了ステータス1をシェルに返してスクリプトを

終了する。

次に、引数を 1つだけ指定した場合は「ディレクトリの

指定を省略した」、引数を3つ以上指定した場合は「ディレ

クトリを2つ以上指定した」と判断することにしよう。実際

に、findはディレクトリの省略や複数指定に対応している。

たとえば、

$ find /bin /usr/bin -type f -name rpm

とすると、「/bin」と「/usr/bin」の両方が検索開始ディレク

トリとなる。また、指定を省略した場合はカレントディレ

クトリが検索開始ディレクトリとなる。

前節のスクリプト（リスト7）でディレクトリの指定を省

略すると、「$2」が空文字列に置換されるので、カレントデ

ィレクトリが検索開始ディレクトリになる。これは期待通

りの動作だ。一方、ディレクトリを 2つ以上指定した場合

は、最初のディレクトリしか検索されない。3つめ以降の引

数がスクリプトで使われていないからだ。

それでは、すべての引数の内容を並べたものに置換され

る「$＊」を使ったらどうだろうか。whichcmdでは、引数

の内容はすべてコマンド名なのでうまくいった。ところが、

findgrepの場合、最初の引数「$1」は検索パターンで置換

されるので、findのディレクトリ指定部分にそのまま「$＊」

を記述するわけにはいかない。

ここで、組み込みコマンド shiftの出番となる。shiftは、

引数で指定した数だけ位置パラメータの内容を前にずらす

コマンドだ。引数を省略した場合は内容を 1個だけ前にず

らす（図1）。
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$ findgrep 'hoge' /etc /home 
として、スクリプト内でshiftを繰り返すと… 

 

実行直後 

shift1回目 

shift2回目 

shift3回目 

$1 

hoge 

/etc  

  /home 

""

$3 

/home 

"" 

 ""  

""

$# 

3 

2 

1 

0

$2 

/etc 

   /home 

"" 

""

つまり、shiftを1回実行すると、引数の内容はすべて検索開始ディレクトリになる 
※""は空文字列を表す 

図1 shiftによる位置パラメータの内容の変更

▼リスト8 2個以外の引数に対応したfindgrep

1:  #!/bin/bash

2:  if [ "$＊" = "" ]; then

3:    echo "usage: ${0##＊/} PATTERN [DIR...]" >

4:/dev/stderr

5:    exit 1

6:  fi

7:  pat=$1

8:  shift

9:  find $＊ -type f -print0 | xargs -r0 egrep "$pat"

10:/dev/null

※実際は行番号は付かない



リスト8のスクリプトでは、6行目で最初の引数の内容を

あらかじめシェル変数patに保存した後、7行目でshiftを実

行している。これで、すべての引数の内容が検索開始ディ

レクトリになるので、8行目の findで「$＊」を利用できる。

また、最初の引数を保存したシェル変数patにより、egrep

の検索パターンは「"$pat"」と書ける。

●オプションの処理を組み込む

最後に、スクリプト実行時にオプションを解釈して動作

を変更できるようにスクリプトを改良しよう。具体的には、

対象となるファイル名パターンを指定する-fオプションを組

み込む。たとえば、

$ findgrep -f '＊.c' 'sound' /usr/src/hoge

とすると、/usr/src/hoge以下のファイルのうち、「＊.c」に

マッチするファイル（C言語のソース）だけを対象に「sou

nd」を含む行を出力する。

bashには、この種のオプション処理用の組み込みコマン

ドgetoptsが用意されている。書式は「getopts 文字列 変数

名」だ。最初の引数の文字列は、オプションから「-」を除

いた文字と「:」(コロン)で構成される。コロンは、直前の

文字のオプションが引数をとることを示す。また、文字列

先頭のコロンは、getoptsのエラー表示を抑制する。findgrep

では、引数をとる-fオプションだけ用いるので、この文字列

は「:f:」と書ける。2番目の引数の変数には、現在処理して

いるオプションから「-」を除いた文字が格納される。この

ほか、getopts関係の組み込み変数には、オプションがとる

引数を格納するOPTARGと、次に処理する位置パラメータ

の番号を格納するOPTINDがある。

getoptsは一度に 1つのオプションしか処理しないので、

while制御構文と組み合わせて使うのが普通だ。while制御

構文の書式は、

while 条件; do

処理

done

で、条件部で実行したコマンドが正常終了すると処理部の

コマンド（複数可）が実行され、再度条件部のコマンドの

実行に戻る。つまり、条件部のコマンドが異常終了するま

で条件部と処理部の実行を繰り返すわけだ。

オプション処理を組み込んだ findgrepの完成版スクリプ

トをリスト 9に示す。詳しく内容を見ていこう。まず、

getoptsをwhileの条件部で実行すると、処理すべきオプシ

ョンがなくなるまで処理部（3～8行目）の内容が繰り返し

実行される。-fオプションが指定された場合、組み込み変数

のOPTARGに格納されている引数をシェル変数 filepatに保

存する。それ以外のオプションが指定された場合は、エラ

ーメッセージを表示し、終了ステータス1を返してスクリプ

トを終了する。

続く10行目では、オプションを指定したことにより後ろ

にずれて格納されている検索パターンやディレクトリを、

検索パターンは「$1」、ディレクトリは「$2」以降で参照で

きるように、shiftを使ってずらす処理を行う。ずらす数は、

組み込み変数OPTINDの値から1を引くと得られるので、数

値演算を行う$((…))制御構造を利用して「$((OPTIND - 1))」

とする。数値演算については、次回の記事で詳しく取り上

げる予定だ。

11～16行目はリスト8と同じなので省略。17行目でよう

やく本来の検索処理が実行される。リスト8と比較すると、

findに判別式「-name "${filepat:-＊}"」が追加されただけだ。

ファイルパターンを保持するシェル変数 filepatと置換演算

子「:-」の組み合わせにより、-fオプションを省略した場合

は「-name "＊"」、指定した場合は「-name "ファイルパター

ン"」となる。
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▼リスト9 完成版のfindgrep

1:  #!/bin/bash

2:  while getopts ":f:" opt; do

3:    if [ $opt = f ]; then

4:      filepat=$OPTARG

5:    else

6:      echo "usage: ${0##＊/} [-fFILEPAT] PATTERN

7:[DIR...]" > /dev/stderr

8:         exit 1

9:    fi

10:  done

11: shift $((OPTIND - 1))

12: if [ "$＊" = "" ]; then

13:   echo "usage: ${0##＊/} [-fFILEPAT] PATTERN

14:[DIR...]" > /dev/stderr

15:   exit 1

16: fi

17: pat=$1

18: shift

19: find $＊ -type f -name "${filepat:-＊}" -print0 |

20:xargs -r0 egrep "$pat" /dev/null

※実際は行番号は付かない
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Linuxマシンを構築しているユーザ

ーは、ごく普通にApacheが動いて

Webサーバが稼働しているはずだ。PC

UNIXの出現により、UNIX環境でい

ろいろな実験ができるようになってい

る。

それぞれいろいろな理由でLinuxベ

ースOSを構築していることだろうが、

自らサーバを構築して使いたいという

理由のひとつに、自分の自由に使える

Webサイトが欲しいという理由がない

だろうか。ISPやホスティングの環境

では、CGIが使えなかったり、容量の

制限があったりと使い勝手が悪い。た

とえCGIが使えたとしても、サイト運

営側のテストを経過しなければ使えな

いというケースもある。CGIの実験環

境としても、マイWebサイトがあると

ないとでは大きな違いにつながってく

ることだろう。

;;

;;特定のクライアントだけでの

;;閲覧は時代ではない

これまで、個人ベースでのWebサイ

トで、少しでも凝ったことをしようと

すると、JavaSc r i p tに頼ったり、

Appletに頼ることになった。その理由

は単純で、ISPがCGIを許さなかった

り、自由に実験できる環境がなかった

からだといえる。

ただし、これからはちょっと時代の

流れが変わってきそうだ。iMODEを始

めとして、携帯電話からインターネッ

トアクセスができるようになってきた。

Webは画面デザインに凝るという考え

方もひとつだが、携帯電話の端末から

であれば、画面デザインもなにも存在

し な い 。 存 在 し な い ど こ ろ か 、

JavaScriptもフレームも受けつけない

環境である。

このまま時代が進むと、テレビもゲ

ーム機も電子レンジもインターネット

につながるようになりかねない。そう

したときに、いつまでもJavaScriptや

Appletに依存した作りでいては、アク

セス数が延びない。特定のクライアン

トからのアクセスだけを考えていれば

いいという環境ではなくなってきつつ

ある。

クライアントを選ばずにアクティブ

なページを作るには、ひとつの方法し

かない。サーバ側でプログラムを動か

し、その結果を閲覧者のブラウザに返

すという仕組みだ。朝ならおはようご

ざいますと返し、夜ならこんばんわと

返 す よ う な 仕 組 み で あ っ て も 、

JavaScriptに依存していてはどんなブ

ラウザからでも見られるものではない。

必要なことはサーバ側で処理して、シ

ンプルなHTMLだけで情報を返せば、

閲覧者のブラウザがどんなものであっ

ても、コンテンツを表示できる。

サーバ側でのプログラムというと難

しそうに感じるが、その仕組みを整え

たものがCGIである。Webサーバで共

文：中島昌彦
Text : Masahiko Nakajima

JavaScriptやAppletは、クライアント側で動かすプログラム
だ。しかし、そういうWebページをアクセスするのは、IEや
NetscapeといったJavaScriptやAppletに対応するブラウザと
は限らない。またユーザーによってはその機能をオフしてい
る人もいる。ところがCGIはサーバ側で動作するため、クラ
イアントの動作環境に依存しない。携帯端末でWebを見る
人が増えているので、これからもっと多用されていくはずだ。
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Apacheで動かすCGI

Webサーバ構築術（第8回）

特定のクライアントだけでの
閲覧は時代ではない

連載第6回より、Apache 1.3.9をソース

からインストールしている環境で説明して

います。そのため、httpd.confなどの設定

ファイルは、Red Hatのデフォルトでは

/etc/httpd/confにありますが、本文では

/usr/local/apache/confディレクトリとなっ

ていますので適宜読み替えてください。

Apacheは最新バージョン1.3.11がリリ

ースされています。http://www.apache.

org/httpd.htmlより入手できます。



通のデータ交換インターフェイスに基

づいていれば、サーバ上でプログラミ

ングするプログラミング言語は問わな

い。WindowsやMacという主要なプラ

ットフォームで動き、移植性の高さや

手軽にテストができることから、Perlが

使われるケースが多いが、Perlに限ら

ず、CやシェルスクリプトでもCGIは作

れる。CGIが実行できる環境があるか

ないかがいちばんの問題だったりする。

;;

;;/cgi-bin/であれば

;;すぐにCGIが動かせる

通常、Apacheで何か作業をさせよ

うとすると、すぐにhttpd.confとの格

闘が始まる。しかし、CGIに関しては

/cgi-binに置く限りであれば、特別な

設定が不要でCGIが動作する。ディレ

クトリとしては、/usr/local/apache/

cgi-bin/で、ここにスクリプトを置け

ばいい。

もっとも簡単でありながら、いかに

もアクティブな例がリスト1だ。わざわ

ざCGIを使わなくてもSSIでも実現可能

だが、自分で完全にコントロールでき

るところが、CGIのいいところだ。

シェルスクリプトを使っているが、

仕組みとしては、HTTPヘッダとして、

MIMEタイプをCGIが送ることが必須

だ。この場合、3行目がそれに該当し、

text/htmlを送っている。そして、ヘ

ッダとコンテンツ本文を明示するため

に、ヘッダ部分は改行2つで終ること

になっている。

標準出力に出されたものは、そのま

まApacheが受け取ってブラウザ側に

返すという仕組みだ。つまり、CGI側

ではMIMEタイプを渡したあとに、

Webブラウザに表示させたいものをな

にかしらの形で標準出力されすれば、

CGIとしては動作することになる。

たとえば、MIMEタイプとして

text/plainを送れば、<PRE>を使わな

くてもビュアなテキストとして処理で

きる。このあたりのコントロールが、

手軽にできることもひとつの特徴だ。

テキストに限らず、JPEGやMPEGの

バイナリであっても、正しいコンテン

ツタイプさえ送り出せば、ブラウザ側

では受け取れる。

;;

;;/cgi-bin/以外の

;;ディレクトリにCGIを置く

マイWebサイトであれば、自分の管

理下のサーバであるため、自由に

/usr/local/apache/cgi-bin/が使える。

しかし、会社や学校の部署やゼミ単位

で構築しているサーバでは、別途管理

者が存在して、自由にcgi-binに書き込

めないことがある。

たとえば、そのサーバがWebサイト

構築練習用に存在するものであれば、

htmlに限らずCGIも自由に試せるよう

な環境であって欲しい。

こんなとき、試す手段は2つある。1

つは、cgi-binのパーミッションを公開

すること。ただし、完全公開をすると、

ほかの人が誤って必要なファイルを削

除することもある。また、cgi-binとい

うディレクトリ自体は、/usr/local/

apache/htdocsの下にあるわけではな

く、/usr/local/apache/cgi-binの下に
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リスト1  1.cgi

#!/bin/sh

echo "Content-type: text/html

";

echo "今の時間は<BR>"

echo '<FONT COLOR="#FF0000">'

/bin/date +%r

echo "</FONT><BR>"

echo "です。"

画面1  リスト1のCGIの実行結果

右上の画面が閲覧者が1.cgiにアクセスした状態。ブラ
ウザから見たHTMLソースが右下の画面となる。CGIは
サーバ側が実行し、その結果をHTMLとして表示するた
め、どのように記述されているかまったくわからない。
ブラウザでソースを表示しても、CGIが返した結果しか
見えない。

/cgi-bin/であれば
すぐにCGIが動かせる

/cgi-bin/以外の
ディレクトリにCGIを置く



ある。使い方によっては危険性を伴う

ため、cgi-binはScriptAliasによって、

ドキュメントディレクトリとは別の場

所で運用している。これが逆にアダと

なり、ドュメントディレクトリとは違

う場所にあるということを理解しても

らうにもひと苦労だ。

こうしたことから、テスト用サーバ

ではドキュメントディレクトリ中で

CG I を実行できるようにしたり、

.htaccessの設定だけでCGIが動かせる

ような仕組みをとることが多い。もち

ろん、この設定はデフォルトのままで

は動作しない。httpd.confを修正する

必要がある。

httpd.confの修正を最低限におさめ

るとすると、修正場所は次の2カ所に

なる。httpd.confの675行目にある、

AddHandler cgi-script .cgi

の行頭にある＃のコメントをはずす。

さらに、322行目を、

AllowOverride Options

と変更する。そして、

# /usr/local/apache/bin/apachectl 

restart

と入力しApacheを再起動するという

手順だ。

最初のAddHandlerの処理が、拡張

子cgiのファイルをCGIプログラムとし

て処理するための手順で、拡張子cgiが

CGIスクリプトとして処理されるよう

になる。次のAllowOverride Options

は、各ディレクトリで.htaccessによる

Options指定を有効にする設定だ。

CGIを動かしたいディレクトリで

は、.htaccessというファイルに、

Options +ExecCGI

という1行を加えておく。ここから先、

各ディレクトリでCGIを動かそうとす

るならば、 自 己 の責 任 において

.htaccessを作り、上記のような作業を

しなければいけない。

誤ってユーザーのドキュメントディ

レクトリに.htaccessというファイルを

作ることはないだろうし、しかもその

中にOptions...などという記述は偶然で

は書けない。あくまでも自己責任のう

えでCGIを動かせる環境にしたと考え

て、何か問題が生じたとしても、自己

責任で解決を求められる。

レンタルサーバだとこうはいかない

が、会社や学校のワークサーバならば、

これぐらい融通性があってもいい。

;;

;;アクセスしてきた閲覧者の

;;情報を取得する

閲覧者の情報取得というと、いかに

も個人情報を不正に取得しているよう

に思われがちだ。しかし、Apacheは

ごく普通に閲覧者の情報をログとして

記録している。それは、IPアドレスだ

ったり、ブラウザの種別だったりする

が、閲覧者の情報を取得していること

には違いない。

ログに記録された情報は、cronによ
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▼リスト2-1  index.cgi

#!/usr/bin/perl

$logfile='/usr/local/apache/htdocs/cgi/logs/log.txt';

$masterhtml='/usr/local/apache/htdocs/cgi/index.html';

$wc='/usr/bin/wc';

$date = `/bin/date`;

chomp $date;

open (LOGWRITE,">>$logfile") || die &erout ("CAN'T WRITE LOGFILE($logfile)");

flock (LOGWRITE,2);

print LOGWRITE "$date\t$ENV{HTTP_USER_AGENT}\n";

flock (LOGWRITE,8);

close LOGWRITE;

$counter=`$wc -l $logfile` || die &erout ("COUNT ERROR($wc)");

$counter=~ s/^ +([0-9]+) .*/\1/g;

chomp $counter;

open (MREAD,"$masterhtml") || die &erout ("CAN'T READ TEMPLATE($masterhtml)");

print "Content-type: text/html\n\n";

while (<MREAD>) {

s/--DATE--/$date/g;

s/--COUNTER--/$counter/g;

s/--BRWSER--/$ENV{HTTP_USER_AGENT}/g;

print;

}

exit;

sub erout {

print "Content-type: text/plain\n\n$_[0]";

exit;

}

アクセスしてきた閲覧者の
情報を取得する



って1日ごとあるいは1週間ごとに切り

出 さ れ る 仕 組 み に な っ て い る 。

access_logにはすべてのアクセスが記

録されるためファイルサイズも大きい

し、分割されているため必要な情報を

取り出すのは大変だ。そういう時には

独自のログを記録する仕組みを自分

（＝CGI）で持つようにするといい。

そんなCGIが、リスト2-1である。

Perlで記述したindex.cgiは、アクセス

があるたびに、ユーザーのブラウザ情

報を独自ログに記録して、その行数を

元にログ記録を開始してからのアクセ

ス数を割り出す。ブラウザがApache

に渡す環境情報は、すべて環境変数と

して取り出せるため、手軽に扱える。

これを/usr/local/apache/htdocs/

cgi/の下にindex.cgiとして保存する。

このスクリプトには実行属性が必要な

ので、

# cd /usr/local/apache/htdocs/cgi

# chmod +x index.cgi

として、Perlが起動するようにする。

なお、このディレクトリに先ほどの

.htaccessファイルを作っておく。

index.cgiはログを、/usr/local/

apache/htdocs/cgi/logs/log.txtとい

うファイルに保存する。最初cgiディレ

クトリの下にlogsはないため、あらか

じめディレクトリを作っておく。そし

て、CGIプログラムが書き込めるよう

にパーミッションを開けておく。

# mkdir logs

# chmod o+rwx logs

さらに、初期ファイルとして、空の

log.txtファイルを作っておく。
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▼リスト2-2  index.html

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">

<HTML>

<HEAD>

<META HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="text/html;CHARSET=EUC-JP">

<TITLE>WELCOME</TITLE>

</HEAD>

<BODY BGCOLOR="#FFFFFF">

<BR>

現在の時刻は、--DATE--です。<BR>

<BR>

--BRWSER--でのアクセスありがとうございます。<BR>

<BR>

集計をはじめて--COUNTER--番目のお立ちよりです。

</BODY>

</HTML>

画面2 独自のアクセス記録例（log.txt）

アクセスした時刻とブラウザの種別を1行単位に記録し
ている。真剣にアクセスログを解析するならば、そのほ
かに直前のURL、アクセス元IPアドレスといった情報も
合わせて記録することが多い。アクセス時間を除くアク
セス元情報は、すべて環境変数で引き出せるため、容
易にログを記録できる。

画面3  リスト2の実行結果

Perlのスクリプトであるindex.cgiにアクセスした結果が左の画面となる。また、ダイレクトにテンプレートファイルである
index.htmlにアクセスしたときには、右の画面のように表示される。正しくCGIを呼び出していれば、テンプレートを読み込んで
置換表示する。しかし、ダイレクトにindex.htmlを呼び出すと、テンプレートそのままが表示されてしまう。



# cp /dev/null logs/log.txt

# chmod o+rw logs/log.txt

index.cgiは、ログファイルを書き込

んだあとに、index.html（リスト2-2）

を読み込んでブラウザに返す仕組みに

なっている。そこで、index.html内に、

ブラウザ情報を表示する部分とアクセ

ス数を表示する部分を埋め込み、

index.htmlをテンプレートとして利用

できるような形にした。実際には、テ

ンプレートファイルはindex.htmlでは

なく、別の名前にしておいたほうがよ

いだろう。

非常に単純なCGIで、http://（サー

バ名）/cgi/index.cgiとしてアクセス

すれば、アクセスしてきた時刻とブラ

ウザ情報が、/usr/local/apache/

htdocs/cgi/logs/log.txtに記録される

わけだ。

この例ではログファイルがドキュメ

ントディレクトリにあるので、http://

（サーバ名）/cgi/logs/log.txtとするこ

とで、結果をブラウザで見ることがで

きる（画面2）。ファイル名がわかって

しまえば誰でも見ることができてしま

うので、セキュリティ上問題がある。

そのためCGIで記録するファイルはド

キュメントディレクトリ（/usr/local/

apache/htdocs）以外に置くようにす

ることをお勧めする。

;;

;;nobody/nobodyの実行属性と

;;ディレクトリインデックスの調整

CGIでファイルの書き込みをするよ

うになると、必ず作成者パーミッショ

ンの問題につきあたる。デフォルト状

態では、httpd.confの252、253行目に

記述されている、

User nobody

Group nobody

というユーザーとグループでApacheが

実行されている。Apacheのプロセス

として起動したCGIもまたnobody/

nobodyで実行されているため、ファイ

ルの書き込みパーミッションには気を

つけないと思わぬ落とし穴にはまるこ

とになる。

ファイルが書き込めないというエラ

ーが出たとき、それはたいていの場合

ディレクトリパーミッションが開いて

いないときだ。CGIを作るユーザーに

は、最初からApacheと同じグループ

メンバーに属させておいたほうが危険

が少ない。この場合の危険性とは、デ

ィレクトリパーミッションを完全にオ

ープンにしてしまうことにより、第三

者にわけのわからないファイルを書き

込まれたりする危険性だ。Apacheと

同じグループパーミッションを持って

いるならば、グループの読み書きまで

許すだけでよく、万人が書き込めるデ

ィレクトリにする必要はない。

もうひとつ、CGIを扱うようになる

と、DirectoryIndexの調整が必要にな

る。たとえば、リスト2の例でいくと、

/cgi/index.cgiがindex.htmlを読み込

む。ところが、/cgi/というURLで呼

び出すと、 i n d e x . c g i ではなく、

index.htmlが呼び出される。できるこ

とならば、ここでindex.htmlを読み込

まずに、index.cgiをデフォルトで起動

してもらいたいものだ。 そこで、

httpd.confの358行目を、

DirectoryIndex index.cgi index.html

というように、デフォルトファイル名

としてindex.cgiを先に指定し、それか

らあとにindex.htmlを指定する。そし

てApacheを再起動すれば、ブラウザ

からディレクトリ指定でアクセスされ

た場 合 に、 そのディレクトリに

index.cgiとindex.htmlの2つが存在し

たなら、index.cgiを先に呼び出すよう

になる。

ただし、本格的にCGIでテンプレー

トを呼び出す場合、たいていはhtml以

外の拡張子を使い、容易にテンプレー

トにアクセスしにくくする。作成してい

る人によってちがうが、.html.masterと

か、.html.tmplという拡張子であった

り、単純にtplやtmplという拡張子も

ある。いずれにしても、自分ならでは

の拡張子で管理したほうがいい。

商用サーバともなると、ドキュメン

トディレクトリ以外のところにテンプ

レートファイルを置き、CGIはテンプ

レート専用のディレクトリにアクセス

するような仕組みをとる。ドキュメン

トディレクトリ以外にテンプレートを

置くことで、Webブラウザ経由ではど

んなことをしてもテンプレートファイ

ルにアクセスできないようにしておく。

CGIはサーバ側で動作するアプリケ

ーションである。だからこそ、パーミ

ッションさえ開いていれば、テンプレ

ートにはアクセスできる。安全性を高

めようとするならば、基本的にテンプ

レートはドキュメントディレクトリ以

外の場所に置くべきものである。

;;

;;POST/GETによる

;;コンテンツ間でのデータ交換

ブラウザがApacheに渡すデータだけ

をCGIがやり取りしているだけであれ

ば、ここまでCGIが着目されることも

ない。CGIの本当の威力は、閲覧者と

サーバがコミュニケーションを取れる

ことである。

サーチエンジンやWebサイト検索エ

ンジンでおなじみのフォームは、まさ

にPOSTやGETでデータを受け渡して

いる。HTMLから受け渡されるデータ

を、CGIはPOSTもしくはGETとして
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nobody/nobodyの実行属性と
ディレクトリインデックスの調整

POST/GETによる
コンテンツ間でのデータ交換



受け取る。POSTの場合は、標準入力

としてフォームデータを受け取り、

GET の場合は環境変数 QUERY

_STRINGを経由して受け取る仕組み

だ。

リスト3がその例だ。ToDoリストの

Web版であるが、指定時間になったら

アラームが鳴るわけでもない。フォー

ムに書き込んだメッセージが表示され、

必要に応じて消せるという簡単なCGI

プログラムを作った。処理は3つのCGI

と1つのHTML、書き込みファイルを

保存するもう1つのテキストファイルと

いう構成だ。

テンプレートとなるHTMLファイル

がmemo.html（リスト3-1）で、これ

をmemo.cgi（リスト3-2）が読み出し

て表示する。

これを実行すると画面4のようにな

る。上部フォームで文字を書き込むと、

POSTとして書き込んだ文字列が

memow.cgi（リスト3-3）に渡され、

memow.cgiがmemos/memo.txtに書

き込む。メッセージを削除するときに
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▼リスト3-1  memo.html

<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 3.2//EN">

<HTML>

<HEAD>

<META HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="text/html;CHARSET=EUC-JP">

<TITLE>MEMO</TITLE>

</HEAD>

<BODY BGCOLOR="#FFFFFF">

<FORM ACTION="memow.cgi" METHOD="POST" ENCTYPE="application/x-www-form-urlencoded">

<P>メモ<BR>

<INPUT TYPE="TEXT" NAME="memo" SIZE="52"><INPUT TYPE="SUBMIT" NAME="Submit" VALUE="書き込み"></FORM>

<BR>

<BR>

これまでのメモ(今の時間は--DATE--)<BR>

<BR>

--MEMO--

</BODY>

</HTML>

▼リスト3-2  memo.cgi

#!/usr/bin/perl

$memofile='/usr/local/apache/htdocs/cgi/memos/memo.txt';

$masterhtml='/usr/local/apache/htdocs/cgi/memo.html';

$date=`/bin/date '+%Y/%m/%d %H:%d'`;

chomp $date;

open (READMEMO,"$memofile") || die &erout ("CAN'T OPEN MEMOFILE($memofile)");

@memo=<READMEMO>;

close READMEMO;

$i=0;

foreach (@memo) {

s/^(.*)$/$i:\1\[<A HREF="memod.cgi?no=$i">用件終了<\/A>\]<BR>/;

++$i;

}

open (MREAD,"$masterhtml") || die &erout ("CAN'T OPEN TMPLATE($masterhtml)");

print "Content-type: text/html\n\n";

while (<MREAD>) {

s/--MEMO--/@memo/g;

s/--DATE--/$date/g;

print;

}

exit;

sub erout {

print "Content-type: text/plain\n\n$_[0]";

exit;

}



は、用件終了をクリックすると、行番

号をGETとしてmemod.cgi（リスト3-

4）に受け渡し、memod.cgiが該当する

行を削除するという単純な仕組みだ。

なお、このCGI一式を動かすには、

memo.txtに書き込んだメッセージをす

べて記録するため、/u s r / l o c a l /

apache/htdocs/cgi/memos/ディレク

トリを作り、Apach eの実行属性

nobody/nobodyが読み書きできるよう

なパーミッションを与え、memo.txtに

もnobody/nobodyが読み書きできるよ

うにパーミッションを与える。

# cd /usr/local/apache/htdocs/cgi

# mkdir memos

# chmod o+rwx memos

# cp /dev/null memos/memo.txt

# chmod o+rw memos/memo.txt

;;

;;POST／GETでのデータエンコード

;;

POSTは標準入力からURLエンコー

ドした文字列を受け取り、GETは環境

変数QUERY_STRINGを通して、URL

エンコードした結果を受け取る仕組み

だ。基本的に、POST、GETとも、

ネーム=値

という形式で受け渡す。複数のネーム

がある場合には、

ネーム1=値1＆ネーム2=値2

という形でデータが渡ってくる。受け

取り側では、POST、GETを判断した

うえで、標準出力、もしくは環境変数

から渡された文字列を読み出して、ネ

ームと値を切り出したうえで、URLデ

コードをかけるという仕組みを作れば
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画面4 memo.cgiの画面

memo.cgiはmemo.htmlをテンプ
レートとして読み込み表示する
機能だけを持つ。データの書き
込みはmemow.cgiが、データの
消去はmemod.cgiが受け持ち、
書き込みや消去をしたあとには、
memo.cgiに戻る仕組みになって
いる。

▼リスト3-3  memow.cgi

#!/usr/bin/perl

$memofile='/usr/local/apache/htdocs/cgi/memos/memo.txt';

$masterhtml='/usr/local/apache/htdocs/cgi/memo.html';

$date=`/bin/date '+%Y/%m/%d %H:%d'`;

chomp $date;

if ($ENV{REQUEST_METHOD}=~ m/POST/i) {

read(STDIN,$buffer,$ENV{CONTENT_LENGTH});

foreach $qstr (split(/&/,$buffer)) {

($qname, $qval) = split(/=/, $qstr);

$qval=~ tr/+/ /;

$qval=~ s/%([a-f0-9][a-f0-9])/pack("C",hex($1))/eig;

$query{$qname}=$qval;

}

} else {

&erout ("CAN'T GET POST DATA");

}

open (MEMOWRITE,">>$memofile") || die &erout ("CAN'T OPEN

MEMOFILE($memofile)");

flock (MEMOWRITE,2);

print MEMOWRITE "$query{memo}($date)\n";

flock (MEMOWRITE,8);

close MEMOWRITE;

print "Location: ./memo.cgi?\n\n";

exit;

sub erout {

print "Content-type: text/plain\n\n$_[0]";

exit;

}

POST／GETでの
データエンコード



いい。なお、memo.cgiが出力した

HTMLソースを見るとわかると思う

が、POST対象となるフォームは、

<FORM>～</FORM>の間にある

FORMオブジェクトのみだ。また、

GETで渡すときには、データを受け渡

す先のURLに続いて、？名前=値＆...

の形で記述する。

POSTもしくはGETのどちらで渡さ

れたかは、 環境変数 REQUE ST

_METHODで判断できる。もし

REQUEST_METHODがPOSTであれ

ば、POST処理をすればいい。

POSTを使って値を受け取っている

例が、memow.cgiだ。書き込み文字列

として、どれだけの長さのデータが渡

されるか予想がつかない。こういうも

のは、POSTで受け渡したほうが安全

である。

POSTで受け渡されたメッセージは、

memow.cgiの10～15行の処理で分割

され、$query{名前}という形で格納さ

れる。以後のPerlスクリプト中では、

$query{名前}を使って参照する。

標準入力から読み込むときは、普通

の書き方だと、EOFが返されないため

に入力終了を検知できない。そのため、

環境変数のCONTENT_LENGTHに

POSTされた長さが格納されている。

つまり、この長さだけ標準入力から読

み込むという書き方をする。

逆に、GETで受け渡されたときは、

memod.cgiの8～13行で分割している。

POSTとGETの処理の差は、受け渡さ

れた文字を標準入力から取り込むか、

環境変数から取り込むかだけの違いし

かない。

memow.cgi、memod.cgiともに、書

き込み、もしくは行削除の処理をした

あとには、memo.cgiに戻り、データの

再描画をする仕組みだ。このときには、

Locationを使い、Webブラウザから再

度memo.cgiを読み出させる設定になっ

ている。memow.cg iなら25行目、

memod.cgiなら30行目にある、

print "Location: ./memo.cgi?\n\n";

が該当する部分だ。Content-typeでは

なく、Location:で返すと、そのあとに

続いたURLに再度ブラウザはアクセス

を試みる。ブラウザ側に再アクセスさ

せることで、書き込みや削除をした画

面を確認させるという仕組みだ。URL

の行末に？を付けている理由は、

Proxy対策である。キャッシュされた

情報を取り出されては書き込み内容が

反映されないため、？を付けることで

Proxyに再度データを読みに行かせる

設定になっている。たいていのProxy

は、URLに？が付いている場合、キャ

ッシュを読み出さずにダイレクトに情

報を読み取りにいくような設定になっ

ているからだ。
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▼リスト3-4  memod.cgi

#!/usr/bin/perl

$memofile='/usr/local/apache/htdocs/cgi/memos/memo.txt';

$masterhtml='/usr/local/apache/htdocs/cgi/memo.html';

if ($ENV{REQUEST_METHOD}!~ m/POST/i) {

$buffer=$ENV{'QUERY_STRING'};

foreach $qstr (split(/&/,$buffer)) {

($qname, $qval) = split(/=/, $qstr);

$qval=~ tr/+/ /;

$qval=~ s/%([a-fA-F0-9][a-fA-F0-9])/pack("C",hex(\1))/eg;

$query{$qname}=$qval;

}

} else {

&erout ("CAN'T GET DATA");

}

open (READMEMO,"$memofile") || die &erout ("CAN'T READ MEMOFILE($memofile)");

@memo=<READMEMO>;

close READMEMO;

$memo[$query{no}]='';

open (MEMOWRITE,">$memofile") || die &erout ("CAN'T WRITE

MEMOFILE($memofile)");

flock (MEMOWRITE,2);

print MEMOWRITE @memo;

flock (MEMOWRITE,8);

close MEMOWRITE;

print "Location: ./memo.cgi?\n\n";

exit;

sub erout {

print "Content-type: text/plain\n\n$_[0]";

exit;

}



先月号は休んでしまいました。今後はこのようなことの

ないように気をつけますので、やっと終わったのかとか、

お見限りのないようお願いします。

さて今回は、あらゆる処理の基本「入出力」について解

説しましょう。Rubyにおける（というかUNIX、ひいて

はC言語における）入出力には、その出入口として「スト

リーム」という概念が重要になります。ストリーム

（stream）というのは、「流れ」という意味で、文字ある

いはバイトが「流れてくるように入力」され、「流れてい

くように出力」されるので、そういう名前になっています。

何を今さら当たり前のことを、と思われる方がいるかもし

れませんが、ふた昔前の入出力はレコード単位で行われる

のが普通で、UNIX流のストリームという概念は画期的な

ことだったのです。まぁ、このあたりは本で読んだだけで

本当は知らないのですが。いや、本当に。

;;

;;UNIXのストリーム

;;

RubyがベースにしているUNIXの入出力には、ほかに

も画期的（もちろん当時は、という意味ですが）なことが

あるので、このあたりも紹介しておきましょう。UNIXの

ストリームは、OSからはファイルディスクリプタ（ファ

イル記述子ともいいます）として扱われます。このファイ

ルディスクリプタというのは、「プログラムがオープンし

ているファイル（＝ストリーム）に対応する番号」のこと

で、単なる整数です。ここで重要なのは、このファイルデ

ィスクリプタに対応しているストリームの接続先が、

・ハードディスク上のファイルだろうが

・フロッピー上のファイルだろうが

・CD-ROM上のファイルだろうが

・最近あまり見ないテープデバイスだろうが

・なにか別のプログラムからの出力だろうが

・ネットワーク経由の接続（ソケット）だろうが

すべてまったく同じように入力（または出力）できることで

す。もちろん、OSの内部処理では、上記のそれぞれに対

してまったく違う処理が行われます。ちょっと考えただけ

でもファイルシステムからのデータの読み出しと、ネット

ワークを介したデータ通信では処理内容は全然違うことは

想像できます。

しかし、ファイルディスクリプタを使う限り、プログラ

ム側が接続先（と、それに対応した処理）を意識する必要

はまったくありません。それは、OSが勝手に接続先に合

わせた処理を行ってくれるからです。便利なものです。具

体的には、読み込みにはreadシステムコールだけ、書き

込みにはwriteシステムコールを利用するだけで、すべて

の入出力先への処理が行えるのです（図1）。

これは、オブジェクト指向のポリモルフィズム（動的結

合ともいいます）という考え方そのものです。UNIXの開
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プログラムというものには入出力がつきものです。
これができなければ、何が起きたかわからないし、
何の処理もできません。これではせっかくのRuby
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第4回　ストリーム

UNIXのストリーム



発が始まったのは1960年代末ごろで、当時はオブジェク

ト指向という考え方がまだまったく広まってなかった

（Smalltalk開発開始は1970年代初頭、公式発表は1984年）

ということを考えると、このことはかなり画期的なことだ

ったといえるでしょう。

;;

;;C言語のストリーム

;;

ファイルディスクリプタのおかげで、各種ファイルおよ

び入出力先が統一的に扱えて便利なのはうれしいのですが、

まだちょっと不満があります。それは性能という点です。

実は、プログラムにおいてシステムコールの呼び出しと

いうのは、比較的コストの高い処理です。UNIXのように

カーネルとユーザープログラムが異なるメモリ空間で動作

しているタイプのOSでは、システムコールごとに引数と

なるデータのコピーやメモリ空間の切り替えなど、かなり

コストのかかる処理がてんこもりです。1文字書き込むた

びにシステムコールを呼び出していたのでは、プログラム

が遅くて使い物にならない場合もあります。

このように、遅くて重いシステムコールの呼び出しを避

けるために考えられたのが、ファイルディスクリプタの外

側を包むstdioライブラリです。stdioライブラリはファイ

ルディスクリプタを包み込むFILE構造体がバッファを持

ち、個別の入出力はただ単にバッファに書き込むだけです。

バッファがいっぱいになったときなど、適当なタイミング

でシステムコールを呼び出して、実際の出力をまとめて行

います。stdioライブラリは、この「適当なタイミング」

が絶妙に設計されているので、ふだん使っていてもあまり

バッファリングされていることが気になりません。性能は

向上させて実装の都合は外に見せない、というのはライブ

ラリの鏡ですね。カッコイイ気がします。

ここでC言語のプログラムでも書いて、このバッファリ

ングの効果を実際に試してみたいところですが、これは

Rubyの連載ですからやめておきます。ただ、標準入力か

ら標準出力へ1 文字ずつコピーするプログラムは、stdio

によるバッファリングを使わない場合、10倍近く遅くなっ

たということだけ報告しておきます。

stdioは、C言語の規格に含まれていますから、UNIXに

限らずどこでも使えます。C言語でプログラミングをした

ことがある方なら、一度は使ったことがあるでしょう

（printfなどもstdioの一部です）。しかし、stdioライブラ

リの最大の利点であるバッファリングも、ネットワーク通信

などではかえってジャマになったりします。なぜなら、先方

に送ったつもりでいるのに、実はバッファの中に残っている

だけで実際には送られていないため、いつまでも返事が来

ないというデッドロックが発生したりといった問題の原因に

なったりするからです。とはいえ、出力するたびに毎回バ

ッファ内容をフラッシュしたのでは繁雑になるばかりです。

結局、ネットワーク通信にはファイルディスクリプタを

素のまま使うというのが典型的なアプローチです。まぁ、

それはそういうものだとは思うのですが、せっかくいろい

ろな入出力先を統一的に扱えるというUNIXのポリモルフ

ィズム的、あるいはオブジェクト指向的なうれしさが減っ

てしまうようで、ちょっと悔しいような気もします。世の

中うまいことばかり、というわけにはいかないようです。

;;

;;Rubyのストリーム

;;

さて、ここからが今回の本題です。では、「カッコよさ」

「うれしさ」を追求するRubyの入出力は、どのようにな

っているでしょうか？

Rubyの入出力は、

・オブジェクト指向機能によってポリモルフィズムのうれ

しさを維持

・性能を実現するバッファリングはちゃんと行ってくれる
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が、ネットワーク接続などでも 賢く制御してくれるの

で、統一的に扱える

という「イイとこ取り」になっています。だからRubyで

は、世の中うまいことばかり、になっています。さすが。

Rubyの入出力ストリームは、IOクラスとそのサブクラ

スによって実現されています。IO関係のクラス階層を図2

に示します。この中にあるBasicSocketとそのサブクラス

はネットワーク接続用のクラスです。ネットワーク接続に

ついては、また別の回に説明するつもりなので、今回はIO

クラスとFileクラスについてだけ説明します。

;;

;;IOクラス

;;

IOクラスは、Rubyにおける入出力のカナメのクラスで、

UNIXにおけるファイルディスクリプタに相当するもので

す。このIOクラスのオブジェクトを得る方法はいくつか

あります。

・定数STDIN、STDOUT、STDERR

プログラムにデフォルトで与えられているストリームで

ある、標準入出力に相当するIOオブジェクトがあらか

じめこれらの定数に格納されています。

・openメソッド

ファイルをオープンする基本的なメソッド。後述。

そのほかにもIOクラスのオブジェクトを得る方法には、

・IO::newメソッド

・IO::popenメソッド

・IO::pipeメソッド

とかいろいろあるのですが、話が高度になってしまうので、

今回は説明しません。このIOクラスのメソッドを次ペー

ジの表1に示しておきます。

;;

;;ストリームのオープン

;;

というわけで、あらかじめオブジェクトが用意されてい

る標準入出力以外のファイルを使うには、まずストリーム

をオープンして、対応するIOオブジェクトを入手する必要

があります。それを行う基本的なメソッドがopenメソッ

ドです。openメソッドは、次のような書式で呼び出します。

open(path[, mode])

openメソッドは、パスを指定してストリームをオープ

ンし、それに対応するIOオブジェクトを返します。厳密

にいうと、ファイルのパスを指定した場合は、IOのサブク

ラスであるFileオブジェクトを返すのですが、IOオブジェ

クトとみなして扱ってかまいません。

modeには、次のうちのいずれかの文字列を指定します。

“r” 読み込み用

“w” 書き込み用

“a” 追加書き込み用

modeを省略した場合には “r” を指定したものとみな

します。実は、modeには整数のフラグを指定するやり方

もあります。

open(path, File::RDONLY|File::APPEND)

こちらは、openシステムコールの引数と同じになります。

;;

;;ファイルからの読み込み

;;

ストリームは、オープンしただけでは何の役にも立ちま

せん。読み込みなり、書き込みをして、初めてオープンし

た意味を持つわけです。RubyのIOクラスの読み込みメソ

ッドには次のものがあります。

・gets([sep])

ファイルから1行ずつ読み込んで、その文字列を返しま

す。引数sepが与えられると、その文字列を行区切りと

します（sepのデフォルト値は“＼n”）。ファイルの終

端に届く（＝読み込む行がなくなる）と、文字列の代わ

りにnil（偽）を返します。

f = open("/etc/passwd")

while line = f.gets

...

end

・readline([sep])
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getsメソッドとほぼ同じですが、ファイルの終端で

EOFError例外を発生させる点が異なります。

begin 

loop do

line = f.readline

...

end

rescue EOFError

..ファイル終端の処理..

end

・readlines([sep])

読み込んだ各行を配列に入れて返します。ファイルをす

べてメモリ中に読み込むため、あまり大きなファイルに

は向きませんが、メモリ内に収まるのであれば、たぶん

これが一番速いでしょう。

・sysread(len) readシステムコール

readシステムコールを呼び、読み込んできた文字列を返

します。

・getc

1バイトだけ読み込んで、文字コードに対応する整数を

返します。EOFでは、nilを返します。

・readchar

getcメソッドとほぼ同じですが、EOFError例外を発生

させる点が異なります。

これらのメソッドは、呼び出すごとに読み込んでくるタ

イプのものですが、Rubyにはもう1つブロックに対して繰

り返すタイプのメソッドがあります。これは、読み込んで

くるたびに、読み込んだ文字列をブロックに渡してくれる

ものです（このようにブロックを使って繰り返すメソッドを

「イテレータ」と呼びます。以前にも紹介しましたよね）。

この入力用イテレータには、以下のものがあります。

・each_line([sep]){¦x¦..}

各行に対して繰り返します。引数sepの意味は、getsメ

ソッドと同じです。使い方は次のような感じです。

f = open("/etc/passwd")

f.each_line do |line|

...

end
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表1 IOクラスのメソッド

クラスメソッド 説明

foreach(path[, sep]) 各行繰り返し

new(fd[, mode]) ファイルディスクリプタから

pipe [r,w]のストリーム

popen(cmd[, mode]) コマンドへの入出力

readlines(path[,sep]) 各行の配列

select(r[,w[,[e[,timeout]]]) 入出力待ち

インスタンスメソッド 説明

self << obj 出力

binmode バイナリモード

clone ストリーム複製

close クローズ

close_read 入力クローズ

close_write 出力クローズ

closed? クローズされたか

each([sep]) 各行繰り返し

each_line([sep]) eachの別名

each_byte 1バイトずつ繰り返し

eof? ファイル終端か

eof eof?の別名

fcntl(req[,arg]) fcntlシステムコール

fileno ファイルディスクリプタ

to_i filenoの説明

flush バッファのフラッシュ

getc 1バイト読み込み

gets([sep]) 1行読み込み（sep:行区切り）

ioctl(req[,arg]) ioctlシステムコール

tty? ttyか

isatty tty?の別名

lineno 行番号

io.lineno=num 行番号設定

pos ファイル位置

io.pos=pos ファイル位置設定

print(str,...) 出力

printf(fmt,...) フォーマット付き出力

putc(c) 1文字出力

puts(str) 1行出力（改行つき）

read(len) 固定長読み込み

read() 全ファイル読み込み

readchar 1文字入力（EOFで例外）

readline([sep]) 1行入力（EOFで例外）

readlines([sep]) 各行の配列

reopen(io) 再オープン（取扱注意）

rewind 巻き戻し

seek(offset[, whence]) ファイル位置指定

stat ステータス取得

sync 同期モード

io.sync=mode 同期モード設定

sysread(len) readシステムコール

syswrite(str) writeシステムコール

tell ファイル位置

to_io 内部的に使われる

ungetc(c) 1文字読み戻し

write(str) 1行出力



getsメソッドを使ったものよりもちょっと気持ちいい感

じがしませんか？ このようにブロックを使った方法は、

getsメソッドを使うよりも、（わずかですが）高速に動作

するようです。

・each([sep]){¦x¦..}

each_lineの別名。eachメソッドは、for文の内部でも

使われますから、次のような書き方もできます。

f = open("/etc/passwd")

for line in f

...

end

・each_byte{¦x¦..}

ファイルから1バイトずつ読み込んで、繰り返します。

入力だけでいろんな方法があることにびっくりされたか

もしれません。Rubyは、便利そうならいろいろなやり方

を提供するというのが信条のようです。Rubyを使うなら、

「やり方はいろいろある」というスローガン（Perlからの

盗作ですが）を覚えておくとよいでしょう。いろんなメソ

ッドがある、つまり語彙が豊富ということは、表現力が高

く、プログラムが書きやすく、かつ読みやすくなるという

ことです。このあたりは、自然言語も同じなので、わかっ

てもらえると思います。

;;

;;ファイルへの書き込み

;;

Rubyは、出力も入力と同様に簡単です。出力用のメソ

ッドには次のものがあります。

・write(str)

実際の出力を行います。他のメソッドは、これを使って

出力しています。

・print(obj,..)

引数を順に出力します。

・printf(fmt,..)

C言語のprintfと同様に、引数をフォーマットして出力

します。

・io << obj

C++言語的な表記で出力します。

・puts(str)

1行出力します。引数の出力がprintとの違いです。

Rubyでは、明示的に出力先を指定する場合は、次のよ

うに、printメソッドなどの「左側」に指定します。

print "foobar\n" # 標準出力へ出力

f.print "foobar\n" # fに対して出力

;

;;コマンドへの入出力

;;

コマンドへの入出力が、ファイルに対する入出力と同様

の方法でできるのがUNIXのよいところです。Rubyでは、

コマンドとの入出力にもopenメソッドを使います。open

メソッドに指定されたパスの先頭の文字が“¦”なら、それ

に続くコマンドとの間にストリームを確立します。

# カレントディレクトリのファイル名の一覧

file = open("|ls").readlines

# 出力の行数、語数、バイト数を数える

f = open("|wc", "w")

f.print "aaa\n"

...

f.close

;;

;;ストリームのクローズ

;;

ストリームに対する入出力が終了したら、そのストリー

ムをクローズします。もっともRubyでは、ガーベジコレ

クタがプログラム終了までのどこかのタイミングでストリ

ームを自動的にクローズしてくれますから、クローズする

のを忘れてしまってもあまり深刻な問題にはなりませんが。

ですから、Rubyでは次のような書き方も気楽にできます。

line = open(path).gets # 最初の1行を読み出す

このopenメソッドで作られたIOオブジェクトは、いつ
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かは自動的にクローズされるという安心設計です。ただし、

出力用のストリームでは、明示的にクローズしておかない

とバッファにデータが残っていることがありえますから、

きちんとクローズするクセをつけることをお勧めします。

「でも面倒だなぁ」とか「C言語では当然かもしれないけ

ど、Rubyではもっとラクしたいよ」という人もいるかもし

れません。そんなあなたに朗報が…。実は、Rubyではクロ

ーズを忘れない仕掛けが提供されているのです。

まず、openメソッドの別形式から紹介しましょう。

open(path) do |f|

...

end

このプログラムは、ファイルをオープンしてからブロッ

クの中を実行しますが、ブロックを抜けるときには自動的

にクローズしてくれます。returnとか例外とかで抜けると

きにもちゃんとクローズしてくれます。

次の方法は、「暗黙のオープン」です。これは、名前の

とおり、ユーザーが明示的にオープンするのではなく、シ

ステムが内部で「こっそりオープン」してくれているとい

うものです。具体的には次のようなメソッドがあります。

IO::foreach("/etc/passwd") do |line|

...

end

lines = IO::readlines("/etc/passwd")

IO::foreachはpathで指定されたファイルを内部的にオ

ープンして、1 行ずつブロックに渡します。一方、

IO::readlinesは、ファイルを全部一度に読み込んで、1行

ごとの配列として返します。これらのメソッドは、処理が

終われば当然自動的にクローズしてくれます。

;;

;;PPPログ解析

;;

いやあ、まるでリファレンスマニュアルのような退屈な

説明が続いてしまいましたが、ガマンできましたか？　ま

ぁ、何事も使いこなすようになるためにはガマンも必要で

す（開き直り？）。

では、ここまでの復習も兼ねて、ちょっと例題を見てみ

ましょう。題して「PPPログ解析」です。これは、ダイヤ

ルアップユーザーならいつも気になる「いつ、どのくらい

電話したか」をレポートしてくれるというものです。

このプログラムを作るときの、基本的な考え方は次のよ

うな感じです。

■ログの構造

私はダイヤルアップ用のプログラムとして、Linuxの純

正PPPプログラムを使っています。純正PPPのログファ

イルは、リスト1のような形式になっています。ただし、

このログファイルは、使用しているPPPによって置かれて

いる場所や構造が異なっているかもしれません（PPxPで

は、/var/log/ppxp/qdial.logかな？）。ですから、ログフ

ァイルの位置や形式についてはスクリプトで調整しやすい

ようにしておきます。
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Feb 14 15:58:49 eevui pppd[13592]: pppd 2.3.10 started by akamatz, uid 1000

Feb 14 15:58:50 eevui chat[13593]: timeout set to 3 seconds

Feb 14 15:58:50 eevui chat[13593]: abort on (\nBUSY\r)

（ここまでpppdのスタート、中略)

Feb 14 15:58:50 eevui chat[13593]: OK

Feb 14 15:58:50 eevui chat[13593]:  -- got it 

Feb 14 15:58:50 eevui chat[13593]: send (ATDPxxxx-xx-xxxx^M)

Feb 14 15:58:50 eevui chat[13593]: expect (CONNECT)

（ここまでダイアル開始、中略）
Feb 14 15:59:18 eevui pppd[13592]: Serial connection established.

Feb 14 15:59:18 eevui pppd[13592]: Using interface ppp0

Feb 14 15:59:18 eevui pppd[13592]: Connect: ppp0 <--> /dev/ttyS0

（(ここで接続完了、中略）
Feb 14 15:59:49 eevui pppd[13592]: Connection terminated.

Feb 14 15:59:50 eevui pppd[13592]: Hangup (SIGHUP)

Feb 14 15:59:50 eevui pppd[13592]: Exit.

（接続断）

▼リスト1 純正PPPのログファイル（一部）

PPPログ解析



■入力

ログからの入力は、ここまで説明してきたとおりです。

わからない人は、もう一度読み直しです。答えはもちろん、

openメソッドでログファイルをオープンし、1行ずつ読み

込む、です。今回の例題ではeach_lineメソッドを使って

読み込むことにします。

■ログの解析

接続完了を意味する文字列にマッチするパターンと、接

続断を意味する文字列にマッチするパターンの両方を探し

ます。見つかった行は、配列historyに格納しておきます。

■集計と出力

配列historyの中身を解析します。ログファイルの先頭

部分の日付をparsedateライブラリを使って解析します。

でも、この日付には年の情報がないので、とりあえず今年

の値を埋め込んでいます（「start[0] = stop[0] = Time.

now.year」の部分）。当然、年末年始にはおかしなことに

なるでしょうから、そのときまでに解決しておく必要があ

りますね。このような問題の先送りが2000年問題の本質

だったのですが…。まぁ、歴史は繰り返すということで。

それはともかく、parsedateライブラリの結果から

Timeオブジェクトを取り出し、時間の計算をします。一

度Timeオブジェクトが得られれば、時間の計算は楽勝で

す。最後に合計を出して終わりです。

この例題の答えとなるプログラム「ppplog.rb」の出力

（一部）は、リスト2のようになります。これを見ると、

接続時間が6時間弱ということがわかります。長いという

か、短いというか。

さて、肝心のppplog.rbをリスト3に示しておきますの

で、参考にしてください。

$ ruby ppplog.rb

とすれば、ログを出力してくれるようになっています。

もしも、このサンプルをそのまま使うなら、先頭のログ

へのパスと接続の開始と終了を示す正規表現の部分を修正

してカスタマイズしてください。

あ、そうそう。PPPのログファイルは、システムによっ

ては一般ユーザーによる読み込みが禁止されている場合が

あります。そのときは、当然うまく動作しませんから、su

コマンドなどでrootユーザーになって

# chmod a+r /var/log/ppp.log

のようにして、一般ユーザーへの読み込みを許可してやる

必要があります。

;;

;;求む、要望

;;

今回は、駆け足でRubyの入出力クラスについてまとめ

てみました。いかがでしたでしょうか？　ちょっと地味だ

ったかもしれません。でも、地味がわかってないと派手も

始まらないのですよ。

もしも、読者のみなさんで「Rubyのここが詳しく知り

たい」「こんなことを取り上げてほしい」という要望があ

りましたら、編集部まで連絡してください（e-mailは、

linuxmag@ml.ascii.co.jpです）。

あと、連載のサブタイトルも募集しています（お気づき

でしょうか？　映画のタイトルのもじりになっています）。

実はこれが一番たいへんで、前回はいいのが思いつかなく

て…、いやそんなことはないです。本当に。
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Fri Jan 21 01:54:49 JST 2000 - Fri Jan 21 01:57:17 JST 2000 = 2 min 28 sec

Fri Jan 21 11:32:56 JST 2000 - Fri Jan 21 11:33:47 JST 2000 = 51 sec

（中略）
Tue Feb 15 18:45:56 JST 2000 - Tue Feb 15 18:46:49 JST 2000 = 53 sec

Tue Feb 15 19:31:42 JST 2000 - Tue Feb 15 19:32:19 JST 2000 = 37 sec

Tue Feb 15 22:33:29 JST 2000 - Tue Feb 15 22:34:29 JST 2000 = 1 min 0 sec

from Fri Jan 21 01:54:49 JST 2000

to Tue Feb 15 22:34:29 JST 2000

Total: 5 hour 54 min 11 sec(21251 sec)

▼リスト2 整形されたPPPのログ（一部）

求む、要望
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#!/usr/bin/ruby

require 'parsedate'
include ParseDate

# この部分をカスタマイズする
Log = "/var/log/ppp.log"
ConnectPattren    = /Connect: ppp0 <-->/
DisconnectPattern = /Exit./

f = open(Log, "r")
history = []
loop do
entry = []
# 開始部分の検索
f.each_line do |line|

if ConnectPattren =~ line
entry[0] = line
break

end
end
# 終了部分の検索
f.each_line do |line|

if DisconnectPattern =~ line
entry[1] = line
break

end
end
history.push(entry)
# ファイルの終りまで来たら中断
break if f.eof?

end

# 秒数から「時・分・秒」表示に
def disptime(sec)
if sec < 60

sprintf("%d sec", sec)
elsif sec < 60*60

sprintf("%d min %d sec", sec/60, sec%60)
elsif sec < 24*60*60

sprintf("%d hour %d min %d sec", sec/3600, (sec%3600)/60, (sec%3600)%60)
end

end

sum = 0
timerecord = []
history.each do |start, stop|
# 時刻の解析
start = parsedate(start[0,15])[0,6]
stop = parsedate(stop[0,15])[0,6]
# 年を埋める（苦しい）
start[0] = stop[0] = Time.now.year
# Timeオブジェクトの生成
start = Time.local(*start)
stop = Time.local(*stop)
time = stop-start
STDOUT.printf "%s - %s = %s\n", start, stop, disptime(time)
sum += time
timerecord.push([start, stop])

end
# 一番古い記録の開始時からから一番新しい記録の終了時まで
STDOUT.printf "\nfrom %s\nto %s\n", timerecord[0][0], timerecord[-1][-1]
# 集計時間の表示
STDOUT.printf "Total: %s(%d sec)\n", disptime(sum), sum

▼リスト3 PPPログ整形スクリプト「ppplog.rb」



PostgreSQLを本格的に利用するようになると、セキュ

リティも考慮する必要に迫られてきます。場合によっては、

権限を持っているユーザー以外に見られたくないデータも

扱うこともあるはずです。たとえば、個人のプライバシー

に関わる情報などはその最たる例といえるでしょう。

データのセキュリティがしっかり管理されていないシス

テムでは、いくら機能が充実していてもまったく使い物に

なりません。そこで今回は、PostgreSQLではどのように

してセキュリティを実現し、どのように設定すればいいか

ということを紹介します。

;;

;;3段階のセキュリティチェック

;;

PostgreSQLでは、大まかに3段階のセキュリティチェ

ックを行っています。具体的には次の3つです。

・データベースに接続する際にデータベースを利用する権

限があるかどうかのチェック

・ユーザーIDとパスワードなどによる利用者の確認

・利用者にテーブルへアクセスする権限があるかどうかの

チェック

次ページの図1に、それぞれのセキュリティチェックの

関係を示します。では、これら3種類のセキュリティチェ

ックについてさらに詳しく説明していきます。

;;

;;ホストベース認証

;;

利用者（もしくはアプリケーション）がデータベースに

接続する際の最初のセキュリティチェックのことを、

PostgreSQLでは「ホストベース認証」と呼んでいます。

ホストベース認証とは読んで字の如く、ホストを基準にし

たセキュリティチェックのことで、具体的にはデータベー

スを利用しようとしているアプリケーションが動作してい

るホスト（クライアントホスト）が、希望するデータベース

に接続する権限があるかどうかをチェックするものです。

一般的なアクセス認証では、利用者に対してアクセス権

限のチェックを行うことが多いことと思います。しかし、

PostgreSQLの第1段階のセキュリティチェックであるホ

ストベース認証では、クライアントホストそのものがアク

セス権を持っているかをチェックします。利用者に対する

アクセス権限のチェックは次の第2段階で行われます。

なお、PostgreSQLサーバ内に複数のデータベースがあ

る場合には、それぞれのデータベースごとに接続権限を持

つクライアントホストの指定が可能です（図2）。

;;

;;ユーザー認証

;;

クライアントホストがデータベースの利用を許可されて

いる場合、次にPostgreSQLは第2段階のセキュリティチ
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ェックである「ユーザー認証」を行います。このユーザー

認証では、利用者がPostgreSQLに登録されたユーザーか

どうかをチェックします。

次に挙げるように、ユーザー認証の方法にはいくつかの

種類が用意されており、管理者は状況に応じてユーザー認

証の方法を自由に選択することができます。

・trust認証

・ident認証

・password認証

・crypt認証

・krb4認証およびkrb5認証

■trust認証

利用者が名乗ったユーザーIDがPostgreSQLに登録済

みかどうかだけをチェックする認証方法です。パスワード

などによる信憑性のチェックは行われません。いいかえる

なら、利用者が任意のユーザーIDを名乗ることができる

ということなので、利用者が十分に信頼できるような場合

のみ利用します。

■ident認証

ユーザーIDをクライアントホストのidentサーバから取

得するという点をのぞけば、trust認証と同じです。利用

者がユーザーIDを自由に名乗れないという点ではtrust認

証よりも信憑性が高まりますが、クライアントホスト自体

のセキュリティが十分でない場合（たとえば、利用者がク

ライアントホストを自由に操れる場合）には、identサー

バから得たユーザーIDの信憑性も十分ではなくなります。

ですから、ident認証はクライアントホストのセキュリティ

が十分に確保されている場合にのみ利用するようにします。

ちなみに、identサーバはすべての環境で利用できるわ

けではありませんので、利用する際には事前に確認が必要

です（Linuxのディストリビューションは、最初から利用

できる場合が多いようです）。

■password認証

その名のとおり、ユーザーIDとパスワードにより利用者

を確認する認証方法です。これは比較的一般的な認証方法

ですが、クライアントホストからPostgreSQLサーバまで

のネットワーク回線上をユーザーIDとパスワードが平文の

まま流れることになりますので、社内LANなどの信頼で

きるネットワーク内だけでの利用をお勧めします。社内

LANでも素のままのパスワードが流れるのは困るという場

合には、次に示すcrypt認証を利用することになります。

■crypt認証

クライアントホストからPostgreSQLサーバまでのネッ

トワーク回線上を流れるパスワードが暗号化されるという

点をのぞけば、ほぼpassword認証と同じです。この認証

方法を利用すれば、クライアント／サーバ間の通信にイン

ターネットなどの機密性に欠けるネットワークを利用する

場合でも、パスワードが漏洩する危険性を低くできます。

しかし、クライアント／サーバ間でやり取りされるデー
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タベースの内容そのものについては暗号化されませんの

で、データそのものに機密性を必要とする場合には、やは

り社内LANなどの信頼できるネットワーク内だけで利用

することになります。もちろん、別途VPN（仮想プライ

ベートネットワーク）やsshトンネリングなどによる安全

な通信経路を確保できるのなら、この限りではありません。

なお、PostgreSQLの関連ツールの中にはcrypt認証に

対応していないものもありますので、利用の際には注意が

必要です（ODBCドライバなど）。

■krb4認証およびkrb5認証

ユーザーの認証をPostgreSQLで行うのではなく、

Kerberosという汎用の認証システムを利用して行う方法

です。これに関しては筆者もあまり詳しくないうえに、

Kerberosについての解説も必要になってくる可能性があ

りますので、今回は省略させていただきます。なお、

Kerberos認証に興味のある方は、桑村 潤氏のWebサイ

ト（http://www.rccm.co.jp/̃juk/）が参考になると思

いますので、興味のある方は参照してください。

;;

;;ホストベース認証の設定方法

;;

PostgreSQLの3段階のセキュリティチェックのうち、

最初の2段階に相当する「ホストベース認証」と「ユーザ

ー認証」についての概要を紹介しましたが、ここでは実際

にそれらを設定する方法について説明します。

ホストベース認証の設定と、数種類あるユーザー認証の

選択は、PostgreSQLのインストールされているディレク

トリ（通常は/usr/local/pgsql）の下にあるdata/pg_

hba.confという、ホストベース認証の設定ファイルを直接

編集することにより行います。

このファイルをLinuxの“ls -l”コマンドで表示した様

子を画面1に示します。これを見てもわかるように、ホス

トベース認証の設定ファイルには、オーナー以外に読み書

きができないように厳しめのパーミッションが設定されて

います。セキュリティ情報が格納されているわけですから

当然といえば当然ですが、くれぐれも実用システムにおい

ては設定ファイルの管理にも注意が必要だということを覚

えておいてください。

リスト1に設定ファイルの例を示します。“#”で始まる

行はコメント行です（空白だけの行も無視されます）。そ

れ以外の行は1行で1つの認証情報を表していて、1つの認

証情報にはクライアントホストとデータベース名の組み合

わせと、その組み合わせの際に利用すべきユーザー認証の

種類が含まれています。たとえば、リスト1の例では、

“local  all”や“host  all  127.0.0.1  255.255.255.255”の

部分がクライアントホストとデータベース名の組み合わせ

を表しており、“trust”や“password”の部分がユーザ

ー認証の種類を表しています。

まず、クライアントホストとデータベース名の組み合わ

せの記述方法について説明します。

リスト1の例では、最初のフィールドが“local”となっ

ている行と“host”となっている行があります。この第1

フィールドはクライアントホストのネットワーク種別を表

しています。

■ネットワーク種別がlocal

この場合は、クライアントホストはPostgreSQLサーバ

と同一のマシンであり、かつクライアント／サーバ間の通

信にネットワークを利用しないことを意味します。

この行の書式は次のようになります。

local  <データベース名>  <ユーザー認証方法>

<データベース名>には接続先のデータベース名を指定

しますが、ここに“all”を指定することにより、すべての

データベースが対象になります。<ユーザー認証方法>に

は、この組み合わせのときに行うユーザー認証の方法を指

定します。ここには先ほど紹介したユーザー認証方法のす

べての種類が指定できます。また、無条件に接続を拒否す

る“reject”を指定することも可能です。
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#

# PostgreSQL host access control file.

#

local  all                              trust

host   all  127.0.0.1  255.255.255.255  trust

host   all  0.0.0.0    0.0.0.0          password

▼リスト1 簡単なホストベース認証ファイルの例

% ls -l /usr/local/pgsql/data/pg_hba.conf

-rw-------   1 postgres postgres     5311 Jul 29  1999 /usr/local/pgsql/data/pg_hba.conf

画面1 ホストベース認証ファイルのパーミッション

ホストベース認証の設定方法



■ネットワーク種別がhost

クライアントホストはネットワーク経由でデータベース

に接続してくることを意味します。ネットワークを経由す

る場合はすべてこれに該当しますので、たとえクライアン

トホストがPostgreSQLサーバと同じマシンであっても、

接続先のPostgreSQLサーバとして“localhost”を明示的

に指定した場合などは、これに該当しますので注意が必要

です。

この行の書式は次のようになります。

host  <データベース名>  <ネットワークアドレス> 

<ネットマスク>  <ユーザー認証方法>

<データベース名>と<ユーザー認証方法>については、

ネットワーク種別がlocalの場合と同じです。

<ネットワークアドレス>と<ネットマスク>には、ク

ライアントホストを識別するためのIPアドレスとネットマ

スクを指定します。具体的にはクライアントホストのIPア

ドレスが、<ネットワークアドレス>と<ネットマスク>

で定義されたネットワークに含まれているかどうかで判断

します。たとえば、192.168.0.0というIPアドレスのクラス

Cネットワークがあり、このネットワークに含まれるすべ

てのホストを認証の対象にしたい場合には、<ネットワー

クアドレス>に192.168.0.0を、<ネットマスク>には

255.255.255.0を指定します。あるいは、クライアントホス

トとしてただ1つのホストを指定したい場合には、<ネッ

トワークアドレス>に許可するクライアントホストのIPア

ドレスを、<ネットマスク>には255.255.255.255を指定す

ればいいです。

なお、ネットワーク経由での接続を受けつけるためには、

ここでホストベース認証を正しく設定したうえで、さらに

PostgreSQLサーバの起動オプションに“-i”オプション

を指定しなければなりません。この点は、忘れやすいこと

ですので注意してください。

;;

;;認証プロセスの流れ

;;

それでは、利用者がデータベースへ接続する際にPostgre

SQLが行う認証プロセスを、順を追って見てみましょう。

■ホスト認証

まず、利用者（あるいはアプリケーション）がデータベ

ースに接続しようとすると、PostgreSQLサーバは第1段

階のセキュリティチェックであるホストベース認証を行う

ために、先ほど説明した設定ファイル（pg_hba.conf）か

ら認証情報を読み込みます。そして、利用者の接続要求と

一致するクライアントホストとデータベース名の組み合わ

せを探します。

■ユーザー認証

該当する組み合わせが見つからなかった場合は、その時

点でデータベースへの接続は拒否されます。見つかった場

合は、その組み合わせに指定されているユーザー認証方法

を用いて、今度は利用者の確認を行います。もしも、複数

の組み合わせが該当するような場合には、最初の設定（設

定ファイル内で、より上の行に書かれた認証情報）が利用

されます。

利用者の確認が失敗した場合、当然ながらデータベース

への接続は拒否されます。利用者の確認が成功すれば、晴

れてデータベースへの接続が許可されることになります。

以上がデータベース接続時の認証プロセスです。それで

はここで、設定例を見ながらその内容を解説します。

リスト2を見てください（説明の都合上、行番号を入れ

てあります）。単純でありながら実用的な設定例を用意し

ました。設定ファイル内の最初の3行はコメントですから、

次の4行目からが有効な認証情報になっています。4行目

では次のように設定しています。

・ネットワークを経由せずに自ホストのPostgreSQLサー

バを利用する場合には、どのデータベースに接続する場

合でもパスワードを必要としない。

5行目は、4行目の設定をネットワーク経由にまで拡大し

た設定です。127.0.0.1というアドレスはループバックアド

レスといって、自分自身のホストを指しているIPアドレス

です。“localhost”というホスト名がこれに該当します。5

Linux magazine April 2000 222

D
at

ab
as

e

1 #

2 # PostgreSQL host access control file.

3 #

4 local  all                               trust

5 host   all  127.0.0.1   255.255.255.255  trust

6 host   win  192.168.0.3 255.255.255.255  password

7 host   all  192.168.0.1 255.255.255.0    reject

8 host   all  192.168.0.0 255.255.255.0    crypt

9 host   ext  1.2.3.4     255.255.255.255  crypt

▼リスト2 詳細なホストベース認証ファイルの例

認証プロセスの流れ



行目の設定内容は次のようになります。

・ホスト名に“localhost”を指定することにより自ホスト

のPostgreSQLサーバを利用する場合には、どのデータ

ベースに接続する場合でもパスワードを必要としない。

4行目と5行目の設定は、一般にデータベースの管理作

業を容易にするために重要です。ただし、このような設定

ができるのは、クライアントホストが十分に信頼できる場

合に限ります（たとえば、管理者以外はログインできない

マシンなど）。

6行目では、次のように設定しています。

・IPアドレスが192.168.0.3のクライアントホストから、

“win”データベースに接続する場合には、password

認証を利用せよ。

これは、たとえば192.168.0.3のクライアントホストから

ODBCドライバ経由で“win”データベースを利用する場

合に考えられる設定です。本来は、より安全なcrypt認証

を利用したいのだけど、ODBCドライバがcrypt認証に対

応していないために限定的にpassword認証を利用してい

るわけです

7行目は次のような設定になっています。

・192.168.0.1のホストからは、データベースを一切利用

させない。

192.168.0.1がルータやファイアウォールマシンなどの、

LANの中では最も外側に配置されているマシンで、比較

的危険にさらされている場合を想定した安全策の一例で

す。この設定は、次の8行目の設定よりも前に記述されて

いなければ意味がなくなってしまいます。

そして8行目は、LAN向けのデフォルト設定です。

・192.168.0のクラスCネットワークからは、crypt認証

を用いることによりすべてのデータベースに接続できる。

最後に9行目は、例外的な設定例です。

・1.2.3.4のクライアントホストからは、crypt認証を用い

ることにより“ext”データベースにのみ接続できる。

制限を設けることにより、LAN外からのデータベース

アクセスを許可している例です。

以上が、リスト2に示した設定例の各行における設定の

意味です。特別に難しいことはないと思います。

;;

;;ユーザー認証の設定方法

;;

ユーザー認証の設定でやらなければならないことは、こ

こまで来るとあまりありません。ユーザー認証方法の選択

は、先ほどのホストベース認証の設定において行ってしま

いました。あとはデータベースの利用者を登録して、認証

方法によってはパスワードを設定しておくだけです。この

あたりのユーザーの管理などに関連する項目については、

先月号で解説してあります。

;;

;;ホストベース認証／ユーザー認証の補足事項

;;

ユーザー認証方法の1つであるtrust認証は、いちいち

パスワードを入力しなくてもよいという点では、とても便

利なものです。しかし、同時にそれなりのリスクも伴いま

す。少なくとも、管理者以外の一般ユーザーが利用できる

クライアントホストに対しては、無条件にtrust認証を指

定すべきではありません。

しかし、PostgreSQLの管理用ツールの中には、パスワー

ドが必要な環境では非常に不便になるもの（pg_dumpall

後のリストア作業など）もありますので、trust認証を一

切使わないというわけにもいきません。

やはり一番よいのは、管理者以外のログインアカウント

を一切持たないPostgreSQLサーバ専用マシンを用意し、

trust認証はそのマシンの中だけで利用するように設定し

ておくことです。データベースの管理作業は、Postgre

SQLサーバ専用マシンに管理者としてログインしてから行

います。そして、ほかのクライアントホストからのデータ

ベースアクセスには、crypt認証あるいはpassword認証

などを利用させるわけです。

;;

;;アクセス認証

;;

第3段階のセキュリティチェックであるアクセス認証で

は、利用者にデータベース内のテーブルなどをアクセスす

る権限があるかどうかをチェックします。この権限は、第

2段階までのセキュリティチェックと比べると、非常に細

かく定義されており、利用者ごと、テーブルやビューごと

に設定することができます。また、権限にも種類があり、
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ユーザー認証の設定方法

ホストベース認証／
ユーザー認証の補足事項

アクセス認証



PostgreSQLでは次の5種類（ただし、PostgreSQLでは

UPDATE権とDELETE権の区別がないため、実質は4種

類）の権限を指定することが可能です。

・SELECT権…内容を閲覧する権限

・INSERT権…内容を追加する権限

・UPDATE権…内容を変更／削除する権限

・DELETE権…内容を変更／削除する権限

・RULE権…ルールを作成／削除する権限

また、アクセスの際に権限が必要となる対象は次のもの

です。なお、PostgreSQLのスーパーユーザーはアクセス

認証で拒否されることはありません。

・テーブル／ビュー

・インデックス

・シーケンス

それでは、アクセス認証についてさらに詳しく説明して

いきましょう。

■オーナーについて

上に挙げたアクセス対象には必ず持ち主が存在します。

持ち主とは、アクセス対象をCREATE TABLE文などに

より作成した人のことで、「オーナー」と呼びます。オー

ナーにしかできないことには次のようなことがあります。

・構造の変更や削除

・アクセス権の認可と取り消し

「構造の変更」や「構造の削除」というのは、アクセス対

象そのものの構造の変更（ALTER TABLE文）や削除

（DROP TABLE文など）のことです。オーナーは、他人

にアクセス権を認めることができますが、構造の変更や削

除の権利を認めることはできません。

他人にアクセス権を認めるにはGRANT文を利用します。

■GRANT文

GRANT <アクセス権>

ON <アクセス対象>

TO <ユーザー名>

<アクセス権>には与えたい権限を指定します。権限に

は“SELECT”、“INSERT”、“UPDATE”、“DELETE”、

“RULE” があり、“,”（カンマ）で区切ることにより複

数の権限を同時に与えることができます。もしも、一度に

すべての権限を与えたいのであれば、ただ単に“ALL”と

指定することも可能です。

<アクセス対象>には、与えた権限を適用するアクセス

対象を名前（テーブル名など）で指定します。アクセス対

象にはテーブル、ビュー、インデックス、シーケンスの4

種類があり、これも“,”（カンマ）で区切ることによって

複数のアクセス対象を一度に指定することが可能です。

<ユーザー名>には、権限を与えるユーザー名を指定し

ます。“GROUP”キーワードを前に置くことにより、グル

ープ名も指定することもできます。また、ユーザー名とし

て“PUBLIC”を指定することにより、すべてのユーザー

に対して権限を与えることも可能です。

なおPostgreSQLには、一般ユーザーがGRANT文を実

行すると、オーナーのアクセス権がなくなってしまうとい

うバグがあります。つまり、持ち主にもかかわらずアクセ
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% psql template1

Welcome to the POSTGRESQL interactive sql monitor:

：
template1=> CREATE DATABASE ascii6;

CREATEDB

template1=> ￥c ascii6

connecting to new database: ascii6

ascii6=> CREATE USER user1;

CREATE USER

ascii6=> CREATE USER user2;

CREATE USER

ascii6=> ￥c - user1

connecting as new user: user1

ascii6=> CREATE TABLE table1 (

ascii6->    himitsu1 text, mitene1 text

ascii6-> );

CREATE

ascii6=> INSERT INTO table1 VALUES (

ascii6->  '秘密！', '見てね'

ascii6-> );

INSERT 204480 1

ascii6=> ￥c - user2

connecting as new user: user2

ascii6=> CREATE TABLE table2 (

ascii6->     himitsu2 text, mitene2 text

ascii6-> );

CREATE

ascii6=> INSERT INTO table2 VALUES (

ascii6-> '秘密！', '見てね'

ascii6-> );

INSERT 204481 1

ascii6=>

画面2 実験環境の準備



スできなくなってしまうのです。これは困った問題なので

すが、こうなってしまってもオーナーであることに変わり

はありません。アクセス権を与えることはできますので、

すかさず自分にアクセス権を与えてしまいましょう。

それでは、さっそく実験をしてみましょう。まず、画面2

に示した手順にしたがって、次のような環境を用意します。

・データベース名は“ascii6”

・一般ユーザーは“user1”と“user2”の2人

・user1が作成したテーブル“table1”と、user2が作成

したテーブル“table2”

・アクセス権はデフォルトのまま

まず、一般ユーザーのuser1として、自分が所有するテ

ーブルであるtable1と他人のテーブルであるtable2を順に

表示（SELECT）してみます（画面3）。table1を表示し

たときには問題は起こりませんでしたが、table2を表示し

ようとしたところでエラー（ERROR:  table2: Permission

denied.）となりました。この時点ではまだアクセス権の

操作はしていないわけですから、他人のテーブルを表示し

ようとしてエラーになるのは当然です。

次に、GRANT文でuser1にtable2へのSELECT権を

与えてから、もう一度同じことをやってみましょう（画面

4）。GRANT文を実行する前はエラーになっていたtable2

の表示が、今度は表示できるようになりました。GRANT

文によって、user1にtable2へのアクセス権が認められた

ということです。

今度は、たった今認めたばかりのSELECT権を冷酷に

も剥奪してみましょう。アクセス権を取り消すには

REVOKE文を使用します。

■REVOKE文

REVOKE <アクセス権>

ON <アクセス対象>

FROM <ユーザー名>

取り消したい権限を指定するという点をのぞけば、

GRANT文とまったく同じです。GRANT文のところで挙

げたバクについても同様です。このREVOKE文を使って、

SELECT権を取り消している様子が画面5です。再びエラ

ー（ERROR:  table2: Permission denied.）が発生する

ようになりました。

;;

;;アクセス権の意味

;;

さて、アクセス権の認可と取り消しができることはわか

ってもらえたと思いますが、肝心の5種類あるアクセス権に

ついては、まだあまり説明していません。以下では、アク

セス対象ごとにアクセス権の意味を簡単に説明いたします。

■テーブル／ビュー

テーブルやビューに新しい行を挿入（INSERT文）する

には IN S E RT 権が必要です。また、内容を閲覧

（SELECT文）するにはSELECT権が、更新（UPDATE

文）や削除（DELETE文）するにはUPDATE権、もしく

はDELETE権が必要になります。さらに、ルールやビュー

を作成するにはRULE権が必要です。なお、ルールやビュ

ーに関しては、アクセス権限に特別な規則がありますので、

あとで説明します。

■インデックス

インデックスに対するアクセス権限の設定は、最近の

PostgreSQLでは必要性ありません。
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ascii6=> ￥c - user1

connecting as new user: user1

ascii6=> SELECT ＊ FROM table1;

himitsu1|mitene1

--------+-------

秘密！ |見てね
(1 rows)

ascii6=> SELECT ＊ FROM table2;

ERROR:  table2: Permission denied.

ascii6=>

画面3 アクセス権がある場合とない場合の違い

ascii6=> ￥c - user2

connecting as new user: user2

ascii6=> GRANT ALL ON table2 TO user2;

CHANGE                       ↑PostgreSQLのバグ対策
ascii6=> GRANT SELECT ON table2 TO user1;

CHANGE

ascii6=> ￥c - user1

connecting as new user: user1

ascii6=> SELECT ＊ FROM table2;

himitsu2|mitene2

--------+-------

秘密！ |見てね
(1 rows)

ascii6=>

画面4 GRANT文によるアクセス権の認可

アクセス権の意味



以前のPostgreSQLでは、テーブルに対するアクセス権

限とは別に、インデックスに対するアクセス権限もチェッ

クされる仕様でした。ですから、ほかのユーザーにテーブ

ルアクセスを許可する際には、インデックスにも忘れずに

許可を与えなければなりませんでした。しかし、最近の

PostgreSQLでは、ユーザーがテーブルにアクセスする権

利を持っている限り、インデックスに対するアクセス権限

も与えられると考えていて問題ありません。

■シーケンス

シーケンスを通常の使い方で利用（serial型での利用や

nextval関数などによる利用）する場合には、SELECT権

とUPDATE権（DELETE権でもよい）の両方が必要で

す。しかし、

SELECT ＊ FROM <シーケンス名>

のように使用する場合には、SELECT権だけで十分です。

;;

;;ルールやビューに関する特別規則

;;

ルールというのは、事前に決めておいた条件と一致した

アクセスがテーブルに発生したときに、自動的に任意の追

加処理（もしくは代替処理）を実行する機能です（1月号

でも紹介しましたね）。PostgreSQLのビューは、実はル

ールによって実現されていますので、ビューもルールの一

種だと考えてください。

PostgreSQLでは、ルールによって自動的に実行される

処理へのアクセス権限に特例を設けています。これを文章

だけで理解してもらうのは難しいと思いますので、先ほど

の実験環境を利用して説明しましょう。

画面5では、user1にはuser2が所有しているtable2へ

のアクセス権がありませんでした。当然、そのままアクセ

スしようとすればエラーになってしまいます。しかし実は、

user2が秘密にしたいのはtable2の中のhimitsu2カラムの

内容だけで、逆にmitene2カラムの内容はuser1にも参照

してもらいたいと仮定します。このような場合は、次のよ

うなビューを作成すれば解決します。

CREATE VIEW table2view

AS SELECT mitene2 FROM table2;

GRANT SELECT ON table2view TO user1;

要は、公開してもよいカラムだけを含んだビューを別に

用意し、このビューに対してアクセス権を与えればいいと

いうわけです（図3）。このビューを利用すれば、user1にも

table2のmitene2カラムにアクセスできるのです（画面6）。

●

今回もやっぱり定期メンテナンスやバックアップなどの

話までたどりつけませんでした。次回こそはこれらについ

て解説するつもりです。
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ascii6=> ￥c - user2

connecting as new user: user2

ascii6=> REVOKE SELECT ON table2 FROM user1;

CHANGE

ascii6=> ￥c - user1

connecting as new user: user1

ascii6=> SELECT ＊ FROM table2;

ERROR:  table2: Permission denied.

ascii6=>

画面5 GRANT文によるアクセス権の取り消し

ascii6=> ￥c - user2

connecting as new user: user2

ascii6=> CREATE VIEW table2view

ascii6-> AS SELECT mitene2 FROM table2;

CREATE

ascii6=> GRANT ALL ON table2view TO user2;

CHANGE                       ↑PostgreSQLのバグ対策
ascii6=> GRANT SELECT ON table2view TO user1;

CHANGE

ascii6=> ￥c - user1

connecting as new user: user1

ascii6=> SELECT ＊ FROM table2view;

mitene2

-------

見てね
(1 rows)

ascii6=> SELECT ＊ FROM table2;

ERROR:  table2: Permission denied.

ascii6=>

画面6 ビューを利用した特例アクセスの実行例

テーブル 
table2

す
べ
て
…
× 

アプリケーション 

テーブル 
table2view

SELEC
T

の
み
…
○ 

テーブル 
table2

テーブル 
table2view

SELECT文 

SELECT文 

図3 ビューを利用した特例アクセス

ルールやビューに関する特別規則
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前回やり残した動画（キャプチャデータ）のストリーミ

ング配信をやってみようと思っていたのだけれど、いろい

ろと忙しかったので満足のいくテストができていない。そ

こでストリーミング配信はまた別の機会に送るとして、今

回は、昨年の暮れに衝動買いをしてしまったノートPCの

話をしようと思う。

；

；ノートPCを買う

；

前にも述べたかもしれないが、僕はモバイルコンピュー

ティングに特別な興味があるわけではないし、出先でカタ

カタと、どこかしらのネットに接続して何かをする気もな

い（その必要もないといったほうが正確なんだけど）。ス

ケジュールに関しても暗記で十分対応できるし、そもそも

何かしらを持ち歩くことが嫌いなのだ。だから腕時計でさ

え身に付けない。でも、さすがに携帯電話を持ち歩かない

と多方面に迷惑がかかることがあるので（時計代わりにも

なるし）、“なるべく”忘れないようにしている。

こんな僕がノートPCを購入した一番の理由は、家の中

で持ち歩きたかったからだ。リビングと自分の部屋は廊下

を挟み5m程度離れている。以前は、ネットワークケーブ

ル（最初は10BASE-2の同軸ケーブルだった。今はTだけ

ど）を敷設して、それぞれにデスクトップマシン（ミドル

タワー以上のケースしかなかった）を設置していたのだが、

リビングでは、ディスプレイ、キーボード、マウスを合わ

せるとものすごく余計なスペースが必要だし、タバコ（自

分の部屋では決して吸わない）や料理調理の影響でキーボ

ードや筐体がすぐにどろどろになるし、お世辞にも快適と

はいえなかった。結局、リビングに常設していても、たま

にしか使わないので撤収してしまったのだが、なければな

いで不便さが募るのであった。そこでノートPCというわ

けだ。

自身でノートPCを所有するのは、10年くらい前のPC-

9801 NS/T以来である。当時は競馬で儲かった金の“あ

まり”で購入したという記憶がある（このマシンは実家で

今でもDOS版のLotus 1-2-3の専用機として年に数回稼動

しているらしい）。それ以降、ハードウェアの遷り変わり

の速さも相まって、使いまわしの利かないノートPCは眼

中になかったのだけれど、ここ最近（といっても1年くら

い前）、手頃な価格で1024×768表示の可能な製品が発売

されていたので、購入に向けて調査を開始したのである。

僕がノートPC に求めることはそれほど多くない。

1024×768の表示ができて、そこそこのCPU、そして、

それなりのハードディスク容量であれば十分なのである。

この要求を満たす機種は各社それぞれ1台以上揃っていた。

そこで条件をもう1つ設けることにした。ネットワーク機

能を標準で備えていることだ。ネットワーク機能といって

も、僕の予定している利用形態ではモデムはどうでもいい、

家のネットワーク網（10BASE-T）に接続できることが重

要だ。ノートPCの場合、PCカードやUSB機器などでネ

祝、ノートPC購入
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文：政久忠由
Text : Tadayoshi Masahisa

ノートPCを買う



ットワークインターフェイスを追加することができるが、

直接内部のPCIバスに接続されたネットワークインターフ

ェイスであったほうが、面倒が少なくて済む。

これらの条件で検討した結果、シャープとソニー、パナ

ソニックなどの機種をピックアップすることになる。しか

し、どの機種も決め手を欠いていた。機能的に何かが足り

ないというわけではないのだけれど、僕の心に“これだ”

と決断させるだけの魅力がないのだ。そのため、1年近く

悩み続けることとなる。

「欲しいと思ったときが買い時で使い倒すことが大切」

とよく言われる。4半期ごとにモデルチェンジが行われる

コンピュータハードウェア業界で、待つというのは、あま

り得策ではないのだが、僕の場合、新しいハードウェアを

待っていたわけではない。たぶんノートPCが必要なかっ

たのだろう。今思うと、そうとしか考えられない。

しかし、その日は突然やってきた。

クリスマスが終わり、お正月まであと数日といったある

日、僕は別の用事で外出していた。特に暖かくも寒くもな

い日で、町はお正月を迎える準備に追われる人々であふれ

ていた。僕は都会の喧騒に逆らうことなく、家の大掃除の

時に取り替える電球、蛍光灯などを買いに量販店へと向か

った。

量販店は、クリスマス・お正月商戦の真っ只中で、“当

たりがでると10万円分が無料になる”キャンペーンなるも

のが行われていた。取らぬ狸の皮算用。ギャンブルにはめ

っぽう目がない僕は、瞬間的に当たった時のことを考え、

体はすでにノートPC購入へと動いていた。買うのは今し

かない、と。

僕にとってギャンブルと高額商品の購入には切っても切

れない縁がある。今まで買った高額商品のほとんどすべて

は、ギャンブルで手にした金によるものだからだ。でも、

ギャンブルでプラスになっているわけではない。トータル

としてはトントンでしかない。100万円儲かったとしても、

100万円分は負けている。まぁ、コツコツ貯めることに魅

力を感じず、いちかばちかの勝負に陶酔していたわけだが、

ここ最近、閃きが少なくなってきたのでギャンブルは自重

していた。そんなこともあり、いとも簡単に僕のギャンブ

ル魂はくすぐられてしまったわけだ。

クリスマス直後ということもあり、量販店の在庫はかな

り少なくなっていた。僕の第一希望と第二希望の機種は入

荷待ちで予約しかできない状況だ。仕方なく、その場で持

ち帰りができる機種の中から選択することにした。さした

る機種は残っていなかったのだが、僕がピックアップした

機種に唯一該当するものがあった。Panasonicの「CF-

M1V」だ。

Panasonicは、ノートPCにLet's noteというシリーズ

を展開している。CF-M1Vはその一員で、比較的薄いなが

らもCD-ROMドライブ内蔵で重量約1.6kgと持ち運びも楽

な機種だ。僕はLet's Noteに良い印象を持っていなかっ

たのだけれど、スペック的にも問題なく、店頭で触ってみ

ると思ったより悪くない。昔、不恰好で、中途半端な設計

だなぁと思っていたのは、やはり過去のことのようだ。

早速、CF-M1Vを購入すべくレジに並んだ。もちろん

10万円分が無料になる当たりが出ることを信じて。

結果的には当たりは出なかった。会計作業は淡々と行わ

れ、通常の金額が請求された。100人に1人の確率と謳わ

れていたのでかなりの期待で望んだのだが、僕に女神は微

笑まなかった。支払いを行っている最中、店内放送ではほ

かの人の当たりを知らせる威勢のいいアナウンスが流れて

いた。

支払いを済ませた後、気を取り直し、ついでに買ってお

くものを考えることにした。特にこのマシン用に必要なも

のはなかったが、Windows 2000をインストールするの

で、メモリを64Mバイト追加して128Mバイトにしておく

ことにした。もちろん増設メモリは、サービスポイントで

すべてまかなうことができた。

帰路、僕は手荷物の重さを実感しながら、先ほどの決断、

衝動買いのことを回想していた。そこには買ったことに対

する後悔はなかった。ただ、レジに並ぶタイミングがもう

少し早かったり、遅かったりしたらどうだったのだろうか

と思ってはみた。しかし、そんなことよりも早く梱包をと

き、遊びたいという気持ちが胸いっぱいに広がっていった。

我が家へ急いだ。

；

；OSのインストール

；

梱包をとかれたニューカマー「CF-M1V」は、初期不良

もなくご機嫌に動作した。早速、マニュアルにざっと目を

通し（本当は電源を入れる前に読まなくちゃね）、プレイ

ンストールOSの最終設定を行い、BIOSの調整、メモリ

の増設も行った。すべては順調だ。

いよいよ、Linux（とWindows 2000）を導入するわけ

だが、メーカー製マシンは通常プレインストールOS以外

の動作保証はない。CF-M1Vはそれほど特殊なハードウェ

アで構成されていないことは確認済みだが、一応心配なの

で、プレインストールOS、Windows 98 SEの区画は残
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しておくことにした。まずは、インストール済みのさまざ

まなソフトウェアを削除する（僕にはほとんどのソフトウ

ェアは必要なかった）。そしてさっぱりしたところで、デ

フラグメントを行いパーティション変更に備える。

CF-M1Vのハードディスク（約8Gバイト）のデフォル

トパーティション構成は、ハイバネーション用に200Mバ

イト、あとはFAT32で通常のCドライブ用となっている。

今回はこれを6.7Gバイト（Windows 2000用）、600Mバ

イト（Linux用）、700Mバイト（Windows 98 SE用）に

した。

手順としては、現在のパーティションを縮小し、ハード

ディスクの後ろのほうに600Mと700Mのパーティション

を作成する。ディスクエディタで直接行えるレベルだし、

適当なツールを使えば、特に難しい作業ではないので、詳

細は省略する。700MのほうはFAT32でフォーマットし、

既存のWindows 98 SEをコピー（Win98自身で自分をコ

ピーさせる）し、ブートできるようにSYSコマンドでシス

テムを転送する。またそのパーティションは、FDISKな

どでアクティブパーティションに設定する。その段階で

700MにコピーしたWindows 98での動作確認がとれれ

ば、既存のパーティションを削除して、Windows 2000用

の6.7Gバイトのパーティションにするだけだ。

結果としてCF-M1Vのハードディスクのパーティション

構成は次のようになった。

Device Boot Start End Blocks Id System

/dev/hda1 1 832 6683008+ 7 HPFS/NTFS

/dev/hda2 833 906 594405 5 Extended

/dev/hda3 * 907 996 722925 c Win95 FAT32 

(LBA)

/dev/hda5 833 901 554211 83 Linux

/dev/hda6 902 906 40131 83 Linux

Linuxのパーティション構成が拡張パーティションで2

つに分かれる形になってしまっているが、本当はこの構成

にしたかったわけじゃない。たまたま手元にあったRed

Hat Linuxがスワップ領域を作成しないとインストールを

進めさせてくれないので、一時的に40Mバイトの領域を用

意したまでだ。あとで/varの格納先としてその領域を使用

している。

今回ブートにはMBRにインストールしたLiloを使用し、

LinuxとWindowsを選択できるように設定した。また

Windows系OSの選択は、ブートフラグを立てたWindows

98のパーティションでWindows 2000のブートローダが担

当することにした。ごくごく一般的な構成である。

■Linuxの導入

パーティションの構成が終わったらLinuxの導入だ。

CF-M1Vの場合、CD-ROMインターフェイスやネットワ

ークインターフェイスが特殊な接続ではないので、インス

トールに関して特に問題となる部分はない。しかしながら、

今回Linuxの領域は600Mバイトしか獲得することができ

なかった。もう少し大きくしておけばよかったかな、と思

う今日この頃だが、今となっては変更するのも面倒だ。と

りあえず、この環境でできることを考えることにしよう。

なお、これから述べることは、当然、僕のやりたいことで

あって、Linuxの領域が600Mバイトしかない場合のジェ

ネリックな考え方ではないので注意してほしい。

まず最低限カーネルソースを展開してコンパイルできる

環境にしたい。2.3系のカーネルを構築するには、120Mバ

イト程度の領域が必要となるので、それ以外の作業領域も

考えるとソフトウェアは400Mバイト程度に抑えなければ

ならない。最近のディストリビューションは一般的なデス

クトップ環境でも1Gバイト近くの容量を必要とするので、

泣く泣くベースシステムと開発環境のみをインストールす

ることにした。それ以外のパッケージは必要に応じて手動

で導入している。インストールの詳細で特に説明すること

もないので割愛する。

；

；カーネルを作り直す

；

僕の場合、インストール後、真っ先に行うことはカーネ

ルを作り直すことだ。これを行わないとシステムを使う気

にならない。早速、カーネル2.3.4xを展開してコンフィギ

ュレーションを行う。

CF-M1V では、CPU はCeleron、チップセットは

440BX/ZX（PIIX4）、EthernetコントローラはIntel

82557、カードバスはRicoh RL5c475、グラフィックス／

マルチメディアオーディオコントローラはNeoMagic

256AV、あと一応Lucent Microelectronics WinModem

（ドライバがまだないので使えないんだけど）というハー

ドウェアを基に設定していく。またパワーマネージメント

（APM）も有効で、ハードディスクはUDMA（33）に対

応していることも考慮する。作成したカーネルは大体こん

な感じになる。
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Linux version 2.3.47 (gcc version pgcc-2.95.2

Detected 332169837 Hz processor.

Calibrating delay loop... 330.96 BogoMIPS

Memory: 126860k/131072k available (882k kernel code,

3824k reserved, 63k data, 140k init, 0k highmem)

CPU: Intel Celeron (Mendocino) stepping 0a

PIIX4: not 100% native mode: will probe irqs later

ide0: BM-DMA at 0xfcb0-0xfcb7, BIOS settings:

hda:DMA, hdb:pio

ide1: BM-DMA at 0xfcb8-0xfcbf, BIOS settings:

hdc:pio, hdd:pio

hda: TOSHIBA MK8113MAT, ATA DISK drive

hdc: UJDA140, ATAPI CDROM drive

hda: TOSHIBA MK8113MAT, 7815MB w/0kB Cache,

CHS=996/255/63, UDMA(33)

Partition check:

hda: hda1 hda2 < hda5 hda6 > hda3

eth0: OEM i82557/i82558 10/100 Ethernet at

0xc8800000, 00:80:45:11:22:9E, IRQ 9.

Primary interface chip i82555 PHY #1.

今回、PCカードやUSB、IrDAのテストも行ってみた

かったのだが、僕が所有しているものといえば、2Mバイ

トのPCMCIA SRAMカードという使い道に困ってしま

うものしかなかったので、これらはまた別の機会に行うこ

とにする（一応Natural Keyboard EliteとIntelliMouse

ExplorerをUSB接続してみたんだけど、CF-M1Vとの組

み合わせでは、LinuxのUSBモジュールを利用するまでも

なく、ハードウェアのレガシーモードとして使用できるの

で深く追求することはやめた）。

パワーマネージメントに関しては、コンソール、X環境

ともにきちんとレジューム、そして復帰できることを確認

した。ハードウェアスイッチから、apm -sなどのコマン

ドラインからでも大丈夫だ。ネットワークインターフェイ

スの復帰に少々不安があったものの、テストした限りでは

数秒後に通信は回復している。

CF-M1Vはチップセット的にはACPI対応なのだが、シ

ステムBIOSが今のところ対応していないのでACPIを利

用することができない。ACPI対応BIOSは2月下旬に公開

されるようなので、それを待ってテストしてみることにす

る（ただ、どのデバイスがACPI対応なのかよくわからな

かったりするのだけれども）。一応、CF-M1VのEthernet

コントローラIntel 82557に対応するドライバ（Ether

Express Pro 100）には、パワーマネージメントを有効に

するルーチンが追加されているので、もしかするとi82557

でも利用できるのかもしれない（i82558とかi82559以降で

ないとだめかも。これもそのうち調べてみる）。

；

；NFSを利用する

；

さて、カーネルの再構築が終わり、ローカルシステムの

設定やコンソール環境で必要なソフトウェアの導入がある

程度完了したら、もう少し実用的な環境について考えてお

こう。今回一番の問題は、ハードディスク容量が足りない

ことなので、これをどうにかしなくてはならない。ファイ

ルシステムに圧縮機能を追加してもよいが、よくよく考え

てみるとすべてをローカルでまかなう必要はどこにもない。

何のためにネットワーク機能があるんだ。そう、共有ファ

イルシステム、UNIXにはネットワークファイルシステム

（NFS）があるじゃないか（まぁ最初からその予定であっ

たのだけれど）。

では早速、常設のLinuxマシンのワークエリアを共有す

ることにしよう（今回homeはモバイル時に問題となるの

で共有しない方針だ）。Linuxは、NFSクライアント、サ

ーバ機能を標準的に備えているので、ほとんどの場合、新

たにソフトウェアを追加する必要はないと思う。

一般にディスクレスマシンではすべてを、管理されたサ

ーバ環境では/homeや/usr/bin、/usr/local/binなどを、

NFSを利用して共有している。ここでのノートPCのよう

なモバイル環境では、どこまでのファイルをローカル側に

持ち、どこまでをネットワーク側に置くか、よく考えてお

く必要がある。少なくともネットワークに接続していない

状態でも必要な作業が行えるように。

一般にNFSを利用するうえで気をつけておくことは、

それぞれのマシンのユーザーID番号（uid）とグループID

番号（gid）だ。ファイルシステムでは、通常アクセス制

御が行われるが、これはuidとgidを基にしている。つま

りシステム的には、名前よりもこのID番号が重要となる。

このことは基本的にはNFSでも同様だ。クライアント側

のID番号がサーバ側に送信され、サーバ側のファイルシ

ステムのアクセス制御が行われることになる。NFSの場

合、双方のuidとgidのマッピングを動的、静的に設定す

ることも可能だが、ここではユーザーの数が1人か2人の

場合を想定しているのでクライアント側でID番号を合わ

せてしまうことにする。

そこで双方のマシンの/etc/passwdと/etc/groupファ
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イルを照らし合わせて、名前とID番号の対応が異なって

いないかチェックしておこう。まぁ、個人で利用する分に

はセキュリティなんてどうでもよかったりするのだけれど、

共有したファイルシステム上で自分がオーナーだと思って

いたファイルやディレクトリが1001などと番号で表示され

たり、アクセスが拒否されたりすると嫌なのできちんと設

定しておこう。

なお、 I D 番 号 は r o o t ユーザーになり、 直 接

/etc/passwdと/etc/groupを書き換えるか、usermod、

groupmodコマンドで変更することができる。また必要に

応じて既存のファイルのオーナーも変更しておこう。

・uid、gidともに505のユーザー（user1）をそれぞれ

1001に変更する場合

# groupmod -g 1001 user1

# usermod -u 1001 -g user1 user1

# chown -R user1.user1 /home/user1

■サーバ側の設定

サーバ側では、提供（エクスポート）するディレクトリ

を設定する必要があるが、これは/etc/exportsファイルに

記述する。書式は次のようなものだ。

#/etc/exportsファイルサンプル

/mnt/1 (rw,no_root_squash)

/pub (rw)

/home *.local.domain(rw)

/usr/local (ro)

1行目では、/mnt/1を読み書き可能で、rootユーザー

のuidをnobodyなどにマップしないようにした設定だ。

デフォルトでは、rootユーザーのuid 0、gid 0は、その

まま利用できるとセキュリティ的に問題となる可能性が高

いため、nobodyなどにマッピングするようになっている。

rootユーザーでネットワークログオン（telnetなど）でき

ないようになっているのと同じ理由だ。2行目では、/pub

を読み書きできる設定だ。3行目では、/homeへのアクセ

スをlocal.domainドメインのホストからの要求に限定して

いる。何も設定しないとDNSホスト名での制限は行われ

ない。4行目は/usr/localをリードオンリーモードで公開

している。

企業や大学などで本格的にNFSを利用する場合は、セ

キュリティを第一に考えなければならないが、ここでは完

全にプライベートなネットワークでの利用なのでセキュリ

ティ設定について詳しく述べることはしない。

/etc/exportsファイルの設定が終わったら、NFSサー

ビスを開始する。Red Hat系 Linuxでは次のように入力

する（常時サービスを提供する場合は、ntsysvコマンドな

どでnfsを起動時に有効になるように設定する）。

# /etc/rc.d/init.d/nfs start

Starting NFS services:

Starting NFS statd:

Starting NFS quotas:

Starting NFS mountd:

Starting NFS daemon:

■NFSクライアント

それでは接続してみることにする。rootユーザーになり

mountコマンドを実行する（書式はサーバ名とエクスポー

ト名をコロン（:)で接続した形だ）。

# mount server01:/mnt/1 /mnt/1

# mount

/dev/hda5 on / type ext2 (rw)

server01:/mnt/1 on /mnt/1 type nfs (rw,addr=192.168.0.1)

mountコマンドのオプションでバッファサイズを指定す

ることも可能だ。デフォルトは1024バイトなので、次の

ように指定すれば、読み書きそれぞれのバッファサイズを

8192バイトに設定することができる。これによりパフォー

マンスが向上する場合もある。

# mount server01:/mnt/1 /mnt/1 -o rsize=8192,wsize=8192

# mount

/dev/hda5 on / type ext2 (rw)

server01:/mnt/1 on /mnt/1 type nfs (rw,rsize=8192,

wsize=8192,addr=192.168.0.1)

ちなみに常時接続して利用するのであれば、/etc/fstab

に次のような行を追加しておく。

server:/mnt/1 /mnt/1 nfs rsize=8192,wsize=8192

さらに、モバイル環境で必要なときにしか接続しない場

合で、セキュリティ的に問題なく、接続するのにrootにス
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イッチするのも面倒だというのであれば、次のように

noautoとuserを設定しておくと、各ユーザーレベルでマ

ウントできるようになる。

＃/etc/fstab

server:/mnt/1 /mnt/1 nfs rsize=8192,wsize=8192,noauto,

user

[user01]$ mount /mnt/1（一般ユーザーでマウント可能）

また、/etc/exportsで指定したno_root_squashの違い

についても確認しておこう。設定の異なる共有ディレクト

リをそれぞれマウントし、rootユーザーのままディレクト

リなどを作成してみよう。no_root_squashを指定してい

る場合は、問題なく作成できると思うが、指定していない

場合は、Permission deniedなどのメッセージが表示さ

れ、何もできないと思う。UNIXではrootユーザーの権利

は非常に強大なので、このような措置が図られている。

というわけで、ハードディスク容量が足りないという問

題は一応の解決をみた。

$ df

Filesystem 1k-blocks Used Available Use% Mounted on

/dev/hda5 545484 473728 44048 91% /

/dev/hda6 38859 20893 15960 57% /var

server01:/mnt/1 5668772 428660 4952148 8% /mnt/1

server01:/home 4047904 2633420 1208856 69% /mnt/2

；

；Xも入れておこう

；

コンソールだけでは何だか少し寂しいので、Xもインス

トールしてみることにした。ここでは、XFree86 Version

3.9.17を使用する。ローカルには到底ソースコードを展開

できないので、/mnt/1上の適当なディレクトリに展開し、

make Worldを実行する。続いてrootユーザーになり

make installを実行する。この時、いくつかファイルを書

き換えているようなので、no_root_squashを指定してい

ないとmake installがきちんと完了しないと思う。注意

してほしい。インストールが終わったら、xf86configで環

境に合わせて設定を行う。テキストベースだが、選択はそ

れほど難しくない。

まだウィンドウマネージャをインストールしてないけど、

Xサーバが動作するかどうか確かめておく。/usr/X11R6/

bin/XFree86を実行する。

デフォルトのままだと、たぶん致命的なエラーでXサー

バは実行できないと思う。CF -M1V に搭載された

NeoMagic 256AVだからなのか、NeoMagic全般にいえ

ることなのかはわからないが、プローブでVGAチップし

か見つけられないようだ（SuperProbeコマンドを実行し

てみればわかる）。XFree86はグラフィックスチップセッ

トを自動検出して、それに合ったドライバを読み込むよう

になっているのだが、そこで失敗している。ただ、PCIバ

スを検索してNeoMagicの存在には気づいているようだ。

対処としてはドライバを直接指定するしかなさそうなの

で、/etc/X11/XF86Setupを開き、該当するIdentifierの

Driverの指定をvgaからneomagicに変更する。これで問

題なく動作するようになると思う。

XFree86 Version 3.9.17  / X Window System

(--) PCI: (1:0:0) Neomagic NM2200 rev 18, Mem @

0xde000000/24, 0xdf800000/22, 0xdff00000/20

(II) NEOMAGIC: Driver for Neomagic chipsets:

neo2070, neo2090, neo2093, neo2097, neo2160, neo2200

pciIo_MemAccessDisable: 0x10000

NEOMAGIC instances found: 1

(--) Chipset neo2200 found

X環境をインストールしたことで、65Mバイトもの容量

を消費してしまうことになったが、快適なのでしばらくこ

のまま使用することにした。ちなみにウィンドウマネージ

ャはtwmに決定した。

それほどの期待をしていなかったこともあって、CF-

M1Vの印象は悪くない。でも、すでに少し速いCPUを搭

載した新製品がリリースされたので、CF-M1Vは旧モデル

ということになってしまった。まぁ、そんなことはどうで

もよいのだが、唯一、キーボードが気に入らない。僕は、

106キーボードの配列は大嫌いだ（なんで変換、無変換な

ど無駄なキーを追加した変なキーボードを日本の標準にし

てしまったんだ）。仕方なく刻印を無視して101の配列で

使っているのだけれど、バックスラッシュの位置など、結

構、頭が痛い。ん～、CF-M1V用の英語キーボード、誰

か知りませんか？　Panasonicさん、101キーボード作っ

て5000円くらいで売ってちょ。
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パーティションの設定
ハードディスクに、Linuxをインストールするためのパーティションを設定します。
「自動」を選択すると、ハードディスク内のパーティションに割り当てられていな

い空き領域や既存のLinuxパーティションを使って、「/（ルート）」や/usrのパーティ
ションなどとスワップ用のパーティションを適切なサイズに割り当ててくれます。
Windowsパーティション内部に空き領域があるだけでは「自動」は選択できません。
また、消したくないLinuxパーティションがある場合には、「自動」を選択してはいけ
ません。
「手動」を選択すると、fdiskコマンドを使って自分でパーティション構成を決定で
きます。最低限必要なのは、「/」パーティションとスワップ用パーティションです。
間違えて必要なパーティションを消さないように、十分に注意して作業を行ってくだ
さい。

1
キーボードタイプからインストール元の選択まで
最初にキーボードの選択をします。国内でよく使われている106キーボードや109
キーボードの場合は、「jp106」を選択します。英語キーボードを使っているなら、
「us」を選びます。
次に、ハードウェアの自動設定を行うか質問されます。よほど特殊なハードウェアを
使っていない限りは、「OK」を選択します。インストーラがハードウェアを発見すると、
右の写真のように表示します。
続いてインストール元を選択します。ここでは、「CD-ROMドライブ」を選びます。

ネットワークの設定
ネットワークカードが自動検出されるか、手動で指定した場合、ここでLANの設定

を行います。指定する必要があるのは、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、
ネームサーバ、ドメイン名、ホスト名の各項目です。

TurboLinux 4.5ノンサポート版のインストール
CD-ROMブートができる場合は、付録CD-ROM Disk2をCD-

ROMドライブに入れ、CD-ROMから起動します。CD-ROMブー

トができない場合は、DOSかWindows環境でブートディスクを作

成する必要があります。この場合、フォーマット済みのフロッピ

ーディスクをAドライブにセットし、CD-ROMの¥dosutilsディレ

クトリに移動して、ここにあるバッチファイルでブートディスクを

作成します。通常はboot.batファイルで作成するブートディスク

でよいでしょう。

CD-ROM、またはブートディスクから起動し、“boot:”のプロ

ンプトが表示されたらEnterキーを押します。プロンプトに対し、

“einstall”と入力し、Enterキーを押すとメッセージが英語になり

ます。

これ以降のインストーラの操作は、［Tab］キーで項目の移動、

矢印キーで選択の移動、スペースキーで選択、Enterキーで決定と

なります。

付録CD-ROM Disk2に収録した
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インストールタイプ、カーネル選択
インストールタイプでは、「ネットワークサーバ」「ワークステーション」のように用
途別にパッケージを選ぶか、「直接選択」でパッケージごとに選択するかを決められま
す。ハードディスクの空き容量に余裕があるのなら、「すべて」を選択するといいでし
ょう。
パッケージのインストールは、「すべて」を選んだ場合、相当速いマシンでも30分

くらいかかります。しばらく待ちましょう。
その後、カーネルを選択します。

LILOの設定
LinuxのブートローダであるLILOのインストール先を設定します。Linuxのみ、ま

たはLinuxとWindows 9xのデュアルブートをさせる場合は、「マスターブートレコー
ド」に、System Commanderなどのブートマネージャを利用している場合は、「ブ
ートパーティションの最初のセクタ」を選びます。Linuxを使う時は、必ずフロッピー
ディスクで起動したいなら、「フロッピーディスクの最初のセクタ」を選択します。
よほど特別なハードウェア構成でないかぎり、カーネルに渡すオプションを指定す

る必要はありません。

ビデオカードの自動認識
最新のビデオカード以外は、自動で認識させることが可能です。自動認識後、「検

出値で設定」を選べば、ハードウェアの設定や、Xサーバの選択まで行われますので、
まずは自動認識でやってみましょう。

キーボード、マウスの設定
ここから、X Window System関係の設定を行います。キーボードの設定は、最

初に行ったものと同じです。
マウスは自動検出に成功していれば、デフォルトとして選択されています。2ボタン
のマウスを使う場合には、「3ボタンのエミュレーション」をチェックしておきます。
これによって、左右ボタンを同時に押すことで、中ボタンを押したことになります。
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表示モードの設定
デフォルトの色数、解像度などを設定します。解像度を複数指定しておくと、X

Window System使用中に、「Ctrl」＋「Alt」＋「－」、「Ctrl」＋「Alt」＋「＋」
で切り替えることができます。次に、フォントの解像度を指定した後、実際にXサーバ
を起動して、設定が正しいかどうか確認します。

ログイン方法、時間帯、プリンタの設定
ログイン方法は、グラフィカルとテキストのいずれかを選択します。グラフィカルロ
グインを選ぶためには、X Window Systemが正しく起動することが確認できていな
ければなりません。
次に時間帯の設定をします。日本国内なら「Japan」のままにしておきます。

「ハードウェアクロック」を「グリニッジ標準時に設定」するのは、あまり一般的では
ありません。
「プリンタの設定」では、「追加」を選択すると、プリンタの設定が行えます。

起動サービス設定、ウインドウマネージャの選択
起動時に実行させるサーバの指定を行います。設定を終了したら、「Esc」キーを押
します。
続いて、デフォルトで使用するウインドウマネージャを指定します。

11
パスワードの設定（root、一般ユーザー）
「ルートパスワード設定」では、管理者であるrootのパスワードを設定します。確

認のため、2度入力する必要があります。rootは強力な権限を持ち、すべての操作を
行えるようになっています。自分では覚えやすく、他人に類推されにくいパスワードを
設定しましょう。
続いて一般ユーザーのアカウント作成と、パスワードの設定を行います。繰り返し

ますが、rootは強力な権限を持っています。そのため、通常の作業をrootで行うと、
重要な設定ファイルを消してしまうなどの危険があります。ですから、一般ユーザー
を作っておいて、ふだんはこちらでログインする習慣をつけましょう。
なおroot、一般ユーザーのどちらでも、セキュリティの観点からパスワードは画面

に表示されません。
以上でインストール作業は終わりです。
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Linuxは今、Windowsに唯一対抗できるOSと考えられているが、それはオープンソースと

いう形で大勢の技術者が無償で開発したものだ。それゆえマイクロソフトは特定の敵が見え

ない状況を恐れているのである。

そのLinuxをパッケージ化して販売し、付随する各種サービスを提供することでビジネス

として成功したRed Hat社は、昨年、創業から4年でNASDAQに株式を公開した。

IPOの前にIBMやIntel、Compaq、Dell、Oracleといったビッグカンパニーから出資を受け

ているが、本書ではそれにまつわる秘話をRed Hat社CEOのロバート・ヤングが自ら語って

いる。またLinus氏の発言や考え方、Netscape社がWebブラウザのNavigatorをオープンソー

スに提供するときの具体的な状況などを交え、この新しいビジネスモデルが成立するまでの

コンピュータ業界の様子を描いたノンフィクションである。

B ooks
ロバート・ヤング、ウェンディ・ゴールドマン・ローム著倉骨彰訳

日経BP社

四六判／308ページ　　　　　　　　　　　　　　　　本体価格 1600円

ＯＳ戦線 異変あり

数多くのディストリビューションがある中で、Red Hat Linuxとそれをベースにした、いわ

ゆるRed Hat系のディストリビューションが主流になってきている。その理由のひとつ、イン

ストール、アンインストールの作業が簡単で、ファイルの依存関係もチェックしてくれる

RPMパッケージマネージャによるところが大きいだろう。

しかし、ほとんどのユーザーは、“rpm -Uvh ＜ファイル名＞”としてインストールするた

めにしか使ったことがないのではないだろうか。違うプラットホームのマシンにインストー

ルするときや、ライブラリのバージョンに違いがあってもSRPMパッケージを使ってうまく

インストールできることもある。作ったプログラムをWebで公開する場合にはもちろんだが、

自分自身で使うときにもRPMパッケージにしておいたほうが便利である。RPMパッケージの

作り方を解説した本書は、中上級者向けだが勉強する価値はあるだろう。

神田充著

秀和システム　　

A5判／192ページ 本体価格 2400円

Redhat Package Manager Manual & Reference

JavaはSun Microsystemsが開発したプログラミング言語で、主にインターネットなど

Webブラウザ上で、ダイナミックな動きを表現させたり、キーボードやマウスの入力に応

じて違うアクションを行わせたりするときに利用されている。クライアント側にJavaの実

行環境を備えてあれば、OSやCPUといったハードウェアに依存しないため、Windowsで

もLinuxでも、iMacでも携帯端末であっても同様に動作することが特徴である。

本書は、最初にSunのWebサイトからJDK（開発キット）をダウンロードしておけば、

あとはWindows上でプログラミングと動作確認を行うようになっていて、ひとつひとつの

レッスンに沿って試していくことで、自然にJavaが身に付くようなサンプルが掲載されて

いる。タイトルに「超入門」とあるように、まったくの初心者でプログラミングについて

の知識がない人にもわかるように構成されているので、Javaを勉強するには最適だ。

Kris.Jamsa 著 デジタルアドバンテージ訳

アスキー

B5変形判／362ページ　　　　　　　　　　　　　　　本体価格 2200円

Dr.JAMSAのJava超入門
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菅原香代子著
トッパン
B5変形判／308ペー
ジ／CD-ROM付き
本体価格2800円

DB2ユニバーサル・
データベースfor Linux

B o o k s

臼田昭司著
秀和システム
B5変形判／256ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格2800円

LinuxPPC R5 
日本語版入門キット

David Pitts、Bill Ball
他著石川直太訳
インプレス
B5変形判／368ペ
ージ
本体価格 2600円

標準Red Hat Linux
プログラミング

白井徹也 著
カットシステム
A5判／200ページ／
CD-ROM付き
本体価格 2300円

NetatalkでかんたんLAN構築

宝剱 純一郎 著
メディア・テック
出版
A5判／276ページ
本体価格 2280円

UNIX/Linux
デスクトップ・ツール入門

高橋隆雄 著
エーアイ出版
B5変形判／280ペ
ージ
本体価格 2600円

sendmailとqmailによる
Linuxメールサーバー構築ガイド

今月のキーワードは「停滞」です。今よく売れているコン

ピュータ書籍は、大きく分けて、「サーバもの」「資格試験も

の」「セキュリティもの」などです。この傾向はLinuxにも当

てはまるようです。たとえば、「サーバもの」ではインプレス

の『できるLinux サーバー構築編』と『できるLinux インター

ネットサーバー編』の2冊、「セキュリティもの」では、翔泳

社の『PC-UNIXサーバのためのクラッカー撃退計画』やセレ

ンディップの『Linuxで構築するファイアウォール」などがよ

く売れています。「セキュリティもの」に関しては、ここのと

ころまた盛り返す傾向にあるので、先日の「クラッカー騒動」

と多少関連があるのかもしれません。また、Linuxそのものの

「資格試験もの」は、まだそれほどありませんが、Osborne

McGraw-Hillから『RHCE Red Hat Certified Engineer Linux

Study Guide』という資格試験関係の洋書が発売されるようで

す。

さて、ここまで読んで今月のキーワードの意味に気づいた

方もいるかもしれません。そうです。私がこのコラムを担当

してから、ずっと同じようなものしか売れていないのです。ま

ったく新しい動きが伝わってきません。このコラムのネタも

「停滞」しているわけですが、それはとりもなおさず業界その

ものが停滞していることを意味します。

これをLinuxに置き換えてみましょう。書店には、あいも変

わらずインストール本と紹介本ばかりがあふれている状況で、

あまり新しい動きが感じられません。思い起こせば、Linux

magazineが初めにムックとして創刊されてから、ちょうど1

年がたとうとしています。あれから、Linuxはどう変わってき

たのでしょうか？

なんだかインストールと設定ばかりしてきたようで、新し

いテクノロジーも、新しいビジネスモデルも、新しいパラダイ

ムも、未だ作り出せずに1年が過ぎてしまったのではないでし

ょうか？　残ったのはたくさんのディストリビューションだ

け、という気さえします。

Linuxは「停滞」しているのでしょうか？　それとも新たな

動きへの「産みの苦しみ」なのでしょうか？　「ディストリ

ビューション」ではなく、そろそろ「Linux」を使い始めてほ

しいと思う次第です。 （書泉ブックドーム古田島）

最近売れてるLinux書籍は？
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■

■Amazonで買うのはやめよう

■

Amazonは電子商取引のための、ある重要

で自明なアイデアについて米国特許を取得し

た。そのアイデアとは、Webブラウザで品物

を購入するためのコマンドに、個人の識別情

報を含められるようにするというものだ（こ

れは「クッキー」を送り返すことで行う。ク

ッキーとは、ユーザーのブラウザが前もって

同じサーバから受け取っている一種のIDコー

ドだ）。Amazonはこの単純なアイデアの利用

を妨害する訴訟を起こした。このことはまさ

に、彼らがそのアイデアを独占しようと考え

ていることを示している。これはWorld Wide

Webや電子商取引全般に対する攻撃だ。

問題のアイデアとは、ある企業が顧客に対

し、以降の信用販売で顧客を識別するために

提示できる何かを与えることができる、とい

うものだ。これはなんら新しいものではない。

なにしろ実際のクレジットカードと同じ機能

なのだから。しかし米国の特許庁は、自明で

よく知られたアイデアに対して、毎日のよう

に特許を発行している。この決定は災いをも

たらし得る。

この件に関して悪いのはAmazonだけでは

ない。米国の特許庁はそのきわめて程度の低

い基準に関して咎められるべきだし、また米

国の裁判所もこれを是認したことについて責

任を負うべきだ。

私たちは法廷がこの特許を法的に無効であ

ると評決することを望んでいるが、彼らがそ

うするかどうかは、込み入った申し立てとわ

かりにくい専門用語をどう解釈するかにかか

っている。

しかし私たちは法廷が電子商取引の自由に

判決を下すのをただ受け身で待っている必要

はない。今すぐできることがあるのだ。

Amazonとの取り引きを拒否すればよい。彼

らがこの特許を使って他のWebサイトを脅か

したり制限したりするのをやめると約束する

まで、Amazonからの購入をいっさい取りや

めていただきたい。

Amazonで扱われている書籍の著者ならば、

AmazonのWebサイト上のあなたの書籍の

「著者のひとこと」欄にこの記事の先頭の題目

を入れることで、この運動に対してもっと効

果的に協力できる。その際にはamazon@

gnu.orgにメールを送り、その後どうなったか

を教えていただきたい。

●

Jason Fletcherの 反 論 と そ れ へ の 返 答

（1999/12/19）

Jason Fletcher：「私はStallmanに賛成しな

い。まず、彼はこの件について誤った説明を

しているようだ。Amazonはクッキーの特許

を取得していない。クッキーのアイデアにつ

いての特許も取得していない。彼らはワンク

リックショッピングのアイデアについての特

許権を得たのだ」

Stallman：これは本質的には正しい。Ama

zonはクッキーの特許を取得してはいない。そ

の特許はワンクリックショッピング（これは

通常クッキーを使って実装される）に必要な

技術に関するものだ。

私が糾弾しているのは、まさにこのワンク

リックショッピングの利点を独占しようとす

る企てについてである。

http://linuxtoday.com/
毎月、米国の人気Linuxサイト「Linux Today」に掲載された記事の要約を
お届けします。記事の全文は日刊アスキーLinuxで読むことができます。
http://www.linux24.com/

Linux Today
米国LinuxToday提携

訳：日下部圭子

Amazonをボイコットせよ！
Text : Richard Stallman
http://linuxtoday.com/stories/13652.html（原文）
http://www.ascii.co.jp/linux/linuxtoday/article/article375360-000.html（邦訳全文）

プロフィール
Richard Stallmanは Free Software

Foundat ion（FSF）の創始者であり、

GNU General Public License（GPL）の

著者であり、gccやEmacsといった重要な

ソフトウェアのオリジナルの開発者である。

Copyright 1999 Richard Stallman
Verbatim copying and redistribution of this entire article is permitted in any medium provided this notice is preserved.



数時間前、私は自分が現在（少なくとも理

論上は）途方もなく金持ちであることを知っ

た。

私が自分のマシンでプログラミングに取り

組んでいたら、VA Linux Systemsの株式公

開の成功を知らせるメールが来た。私はこの

とき最新の小さなプロジェクトのための作業

をしていた。自分の設計したScr iptab le

Network Graphics（SNG）という特殊用途

の言語のコンパイラのプロジェクトだ。

「おめでとうございます、だって？ これは

おもしろい」私は独り言をいった。「明日まで

は公開されないんだと思っていたよ」。だが私

は知っているべきだったのだ。私はVAの取締

役会のメンバーとして、Larry Augustinじき

じきに企業の良心の役目となるべく採用され

ている。それはすなわち私がVAのかなりの株

式を所有すると公文書に記載されているとい

うことでもあった。VAはNASDAQから実際

に株式公開していた。そして私は知らないう

ちにおよそ4100万ドルの財産を所有していた

のだ！

私がこんなことを公言するのを不思議に思

う人もいるだろう。ある人が大金持ちになり

そうなときに、友人や家族から受ける最初の

助言はおそらく「それを秘密にしておけ」だ

からだ。あなたは自分がさも満足げにほくそ

えんでいるように思われたくはないだろうし、

慈善事業への寄付の要請や、仕事の企画や、

長らく所在不明だった親友からの連絡や、単

なるあつかましいたかりなどが、ひっきりな

しに殺到するような目にあいたくはないだろ

うから。

私が「秘密にしておく」方式をとるうえで

問題となるのは、私がこの儲けをきわめて公

的な方法で得たことだ。あなたがすでにマス

コミでよく知られていて、その会社の株価に

関与し、社の方針を決定する権限を持つ人間

として登録されており、その株が初日収益の

記録を破るたびに友人や記者たちから熱狂的

なメールが届くようになり始めたら、遠慮が

ちな態度はとれそうもない。

また、隠しごとはよくないことである。私

はコミュニティの要求に応える。私は現在裕

福だが、これは実業界に活気を与える助けを

し、多くのハッカーたちから尊敬と信頼を得

たそのコミュニティの代表として、オープン

ソースの考え方を世に広めた自分自身の努力

によるものだ。Larryはその尊敬はVAの15万

株を分与するのに相当すると考えてくれたの

だ。私を儲けさせてくれたハッカーたちにフ

ェアに対応するためには、私がこの結果を公

に表明し、それが私の人生にどう影響しそう

か、また、その金をどう使うつもりかという

疑問に公式に答えることが必要だ（いやはや、

「Linuxでどうやって儲けるか」が大問題だっ

た頃を覚えているだろうか？）。

私はまず「私は6月までは何もしません」と

答えるだろう。というのは、私はVAの役員会

のメンバーであり、証券取引委員会の規定に

よる株式に関する6カ月間のロックアウト期間

にあるからだ（これは、インチキ株を公開し

たあとすぐに換金して、株価が暴落する前に

アルゼンチンへ逃亡するのを防止するための

ものだ）。だから、私が現時点で裕福であると

いうのは厳密には真実とはいえない。VAや米

国の経済が破綻しなければ、私は6カ月のうち

に裕福になるだろう。私はVAについては信頼

している。アメリカの経済については何とも

言えないが。:-)

実際その経済が破綻しなかったとして、6カ

月の間にその財産は私の人生にどれほどの影

響を与えるのだろう？ 正直に言って、たいし

た影響はないのではないかと思う。私はこの

15年間、金儲けのためにオープンソースに関

わってきたわけではない。私はすでに、自分

にとって価値のある仕事をして、ほとんど自

分の望むとおりのやり方で生活している。お

金があることによる個人的な最大の違いは、

今後はまったくお金の心配をせずに自分の好

きなことを一生続けられるだろうということ

だ。

よろしい、では細かいことをあげてみよう。

おそらく私は、やっと携帯電話を手に入れる

ことになるだろう。そして高速ケーブルネッ

トワークに加入して強烈な速度でWebサーフ

ィンできるようにする。それから新しいフル

ート。そしておそらく、戦術射撃競技用のよ

くチューニングされた45口径自動拳銃も。い

や実際、私はあまり多くのものを望んだり必

要としたりはしていない。その点では私はい

わば仏教徒のようなものだ。私は自分の物質

的なものへの執着を最低限に抑えることを好

む（私の家族は、そのせいで私へのクリスマ

スプレゼントを買うのにひどく苦労するのだ

と不満をいう）。

だが私は、自分の財産をすべて喜捨するこ

とで、それへの執着を最小化しようとしてい

るのではない。だからきわめて意義深い寄付

のための福音伝道者の方々は落ち着いて、私

に数100万ドルの寄付をせきたてることはお忘

れいただきたい。私は説得されやすいカモに

なるつもりはなく、しつこい要求はすべてき

っぱり拒否するつもりだ。

しかしつまらぬ話はもう十分だろう。私は

仕事に戻るとしよう。私はSNGコンパイラの

作業をほとんど終えた。次は、pngcheckのコ

ードを再解析してSNG構文を生成するレポー

ト形式のオプションを付けなければいけない

……。
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プロフィール
Eric S. Raymondは、オープンソースの伝

導師として、最も有名な1人。彼の論文

『伽藍とバザール』はオープンソース開発

モデルの聖書と言っても過言ではない。

思いがけない財産
Text : Eric S. Raymond
http://linuxtoday.com/stories/13512.html（原文）
http://www.ascii.co.jp/linux/linuxtoday/article/article366112-000.html（邦訳全文）
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みなさんこんにちは。突然ですが、担当

はキーボードを新調しました。最近の日本

語キーボードはスペースバーが短いので躊

躇していたのですが、ローマ字入力ではキ

ートップのカナ文字表記が不要だと気づき、

英語キーボードを選びました。そうです、

担当はタッチタイピングができないのです。

それでは、今月のお便りをご紹介しましょう。

隠喩としてのコンピュータ
「隠喩としてのコンピュータ」を読

んで、コンピュータの歴史というか展

開は、ある種の文化論であり、生物の

進化論でもあるという感じを再確認し

ています。

（鹿児島県　秦 浩起さん）

「隠喩としてのコンピュータ」で豊

福氏の言うことももっともではありま

すが、MacのGUIが使いやすいのも事

実であります。GNOME、KDEも使い

やすくはなっていますが、Microsoft

Windowsのマネという感じもします。

今年Appleは「Aqua」を発表し、そ

のベースとなるカーネルはUNIXであり

ます。これから学ぶことも多々あると

思います（Linuxがマニア向けを目指す

のであれば無用ですけど）。

（宮城県　後藤 淳さん）

コンピュータというと、とても無機質な

イメージを持たれますが、それを作ってき

たのも、そしてまた使ってきたのも生物で

ある人間です。だからこそ生物の進化にも

似た発展の過程を経てきたのかもしれませ

ん。コンピュータの世界でも、キーマンと

呼ばれる人たちはとても個性の強い方が多

いようですしね。また、Appleはパーソナ

ルなコンピュータという部分に重点を置く

ことによって、独特なコンピュータを世に

送り出し、熱狂的なファンに支持されてき

ました。この点は、Linuxを使うわれわれ

もよく研究するべきでしょう。

3月号の特集1へのおハガキ
「ホームサーバを立てよう！」はと

てもよい記事だと思います。これから

も“Windows、Mac→Linuxへ”とい

う読者の味方になってください。

（東京都　山梨智弘さん）

「ホームサーバを立てよう！」かな

り参考になりました。Windows 98と

LinuxだけのLANなのでMacもほしくな

りました。

（兵庫県　西庄一紘さん）

L i nuxだけでなく、Windowsや

Macintoshにも優れた点がたくさんあり

ます。LinuxはこれらのOSと組み合わせて

使うとより便利になりますね。ただ、それ

ぞれ作法が違うので、管理をするのが大変

になるのが悩ましいところです。担当も、

いつかはMacintoshを買いたいと思って

いるのですが、現状ではとてもそこまで手

が回りません。

3月号ハードウェア特集への
おハガキ

「最新CPU＆マザーボード選び」は

参考になりました。そろそろ新しいマ

シンを組もうかと思っているところな

ので、現状のチップセット動向なんか

がよくわかりましたし。あとは、店巡

りして財布と相談（笑）。

（大阪府　向井利宏さん）

ブレーカが落ちる事件があり、稼働

していたPCのマザーボードがおかしく

なったようです。（; ;）

特集のマザーボード選びは参考にな

りました。

（静岡県　aitanさん）

今後も、Linux magazineらしいハー

ドウェア特集をお届けできるよう頑張りま

す。担当も、あの特集で物欲が刺激され、

マシンのパワーアップを計画中です。

分散コンピューティング
「Linux日記」の榊さんへ。私はRC5ク

ラッキングにCPUパワーを注いでいま

す。SUG（Sega Users Group）に参

加し、会社の友人のパソコンにもクラ

イアントソフトをインストールして、

仕事で使っていないときはもっぱら解



読作業をさせています（もちろんイン

ストールの許可は取っています）。

早く地球外生命体が発見できること

を祈っています。

（福岡県　山本栄治さん）

Distributed netは、インターネット

を介して世界中のコンピュータをつなぎ、

64ビットのRC5暗号解読を行っています。

実は編集部にもこのプロジェクトにエント

リーしている者が2名います。1人はJLUG

（Japan Linux Users Group）に参加し

ています。そしてもう1人はこのコーナー

の担当です（所属チームは秘密です）。

これに対し、編集長は榊さんと同じ、

SETI@homeというプロジェクトに加わっ

ています。いつのまにか、編集部中のマシ

ンにSETIクライアントを仕込んでしまいま

した。

BSDユーザーにも
Linux magazine

私はFreeBSDユーザーなのですが、

特集がとてもタイムリーだったのと、

異文化に触れてみようという思いで初

めて買ってみました。とは言っても、

内容的にはLinuxに限らず、PC UNIX

一般に応用できることばかりなので大

変面白かったです。また、こういう雑

誌が月刊で多数発行されているLinux

が多少うらやましくも感じました。

（兵庫県　鈴木晋介さん）

BSD系に特化した雑誌は、弊社のBSD

magazineくらいしか見あたりませんね。

ただ、鈴木さんのおっしゃるとおり、

LinuxとBSDに関わらず、知識が共有でき

る部分もたくさんありますので、BSD

magazineともどもLinux magazineも

よろしくお願いいたします。

賢く使う旧マシン
企業のリース落ちと思われるPentium

166MHzマシンをほとんどタダ同然で入

手。ただいま我が家でリッパにSOHO

サーバとして動いております。これぞ

Linuxの醍醐味……（なのか？）

（愛知県　ぶらふさん）

今月の特集で紹介したように、

PentiumマシンはLinuxと組み合わせてま

だまだ活用できます。ハードウェアを強化

すればGNOMEだってOK。サーバなど用

途を限定して負担を軽減すればそのままで

も十分現役。工夫次第でPCの活躍場所を

拡大できるのもLinuxの醍醐味です。

世界の国からこんにちは
毎月「Free Application Showcase」

を楽しみにしています。海外物が多い

Linux用フリーソフトにはこういった記

事が必要だと常日ごろ思っていました。

また、自分で見つけて使い続けていた

ソフトがここに取り上げられるとホッ

とします。

（愛知県　藤田善敏さん）

海外で作られるソフトウェアの中には、

あっと驚くようなアイデアが盛り込まれて

いるものが数多くありますね。担当は、い

ろいろなソフトウェアのCHANGE.LOG

（改変履歴）を読むのが密かな楽しみです。

カーネルのダイエット
インターネット上で使うサーバ専用

にカーネルを作ると、ファイルのサイ

ズがもとの60％ですむ（Red Hat

Linuxの場合）。もっと減らせるかも。

このへんの記事待ってます。

（神奈川県　kechiさん）

多くのディストリビューションでは、標

準でインストールされるカーネルはさまざ

まな機能を持たせてあるため、そのサイズ

も大きくなっています。昔とは違って、デ

バイスのドライバをモジュールにすること

で、必要のないモジュールは組み込まれな

いようになっているのですが、まだまだユ

ーザーがチューニングする余地は残ってい

ます。kechiさんのおっしゃるような用途

だと、シリアルポートやパラレルポートの

サポートすら外すことができるで、かなり

小さなカーネルにできますね。

Macintosh de Linux外伝
MacOSのPCエミュレータの上で

Linuxを動かし、そこでApacheを走ら

せています。約10秒と起動が速いので、

LASER5 Linuxが常にMacOSで動いて

います（笑）。

（奈良県　細水康平さん）

斬新な使い方です。Macintosh関連の

編集担当も脱帽していました。

やはり気になりますか
私たちはLinuxを「りなっくす」と言

うのですが、何年も前から関わってい

るバリバリのユーザーの方は「りにっく

す」と言うんですよね。アスキーさん

では、どう言われてます？　Linux…。

（福岡県　井上由美子さん）

人によってさまざまです。「りなっくす」、

「りぬくす」など…。5年ほど前には「らい

なっくす」というのも流行りました。決ま

った読み方はないというのが正解のようで

す。担当は話をする相手がなんて発音する

かに合わせるようにしています。ちなみに、

本誌は「リナックスマガジン」と呼んでく

ださい。
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